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ベン・トー　７・５

箸休め〜Wolves,be ambitious!〜


アサウラ







この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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主要登場人物



佐藤　洋（さとう・よう）


　烏からす田だ高校一年。体力とバカには自信がある。ゲームはセガ派。









著莪あやめ（しゃが・あやめ）


　丸まる富とみ大学付属高校一年。佐藤洋と同じ生年月日の従姉。イタリア人の母を持つハーフ。ゲームはセガ派。









槍水　仙（やりずい・せん）


　烏田高校二年。ハーフプライサー同好会会長。二つ名は『氷結の魔女』。









槍水茉莉花（やりずい・まりか）


　槍水仙の妹。10歳。一緒に暮らしていた時は姉と共に寝ることが多かった、子犬のような少女。









白粉　花（おしろい・はな）


　烏田高校一年。小説執筆が趣味な女の子。実は一部ネットでは名が知られた存在だったりする。









白梅　梅（しらうめ・うめ）


　烏田高校一年でありながら生徒会会長を担う。白粉をとても大事に想っている。暴力的な一面を見せることも。









井ノ上あせび（いのうえ・あせび）


　丸富大学付属高校一年。かわいそうな子。二つ名は『死神』。









木之下　桃（きのした・もも）


　烏田高校二年。小柄で目つきの鋭い少年のような槍水仙の友人。









紫華　蔓（むらさきけ・かずら）


　烏田高校二年。ボランティア部所属。おっとり顔の槍水仙の友人。









烏頭みこと（うず・みこと）


　19歳の烏田高校卒業生。元ＨＰ部にして元心霊現象調査研究部の副部長。









金城　優（かねしろ・ゆう）


　烏田高校三年。最強と謳われる狼。二つ名は『魔導士ウィザード』。元ＨＰ部部長。









内本君（うちもとくん）


　残念な佐藤の友人の一人。ドＭ。









霧島君（きりしまくん）


　佐藤が住む男子寮の隣に住むロリコン。かつてそのロリコンへの衝動を暴走させて人外に成り果てるも、心霊現象調査研究部の勇士の活躍により六重の結界によって厳重に封じられる。しかしながらその息吹は今もなお……。







ＣＯＮＴＥＮＴＳ





１章　３．５倍




２章　間食版「１」『違いのわかる狼』




３章　モモとカズラと




４章　間食版「２」『桜色のアレ』




５章　天使の贈り物




６章　間食版「３」『十人十色』




７章　男子寮と従姉とバレンタインデー




８章　間食版「特別編」『魔女になった少女』




９章　ある日の著莪あやめ








イラスト／柴乃櫂人








[image: ]









１章　３．５倍












　　　「セーンパイッ、おはようございます！」





槍水茉莉花











　世間ってのは狭い。地球は広大でも、人と人の間というのは思いの外ほか狭く、意外と思われがちな繋つながりさえも、実際には必然的である場合など多々あるのだろう。

　よりわかりやすく言うために、僕、佐さ藤とう洋ようの小学生時代のある事件を例にとってみよう。あれは小学生最後の夏休み明け。宿題である自由研究発表会が行われている時だった。

　さすがに小学校の最高学年の自由研究ともなればそのクオリティは格段に高く、他学年の追つい随ずいを許さない。特に僕らのクラスは全国規模で見ても群を抜いていたといっても過言ではなく、二日に分けて行われた自由研究発表会はある種の荘そう厳ごんささえ漂ただよっていた。

　特に記憶に残ったものだけでも列挙するならば、やはり、大人びた女性をアピールしようとしたのか『セッ●スと病やまい』という、いくら六年生でも小学生でやっちゃダメだろうという内容を割とまじめにやっちゃったどころか、ネットで拾ったらしいモザイクなしの性行為の画像を大量に資料に挿いれ……入れちゃったがために、クラス中の男子を休み時間になっても席から立たせなくする、という新手の魔法を放った赤あか井いちゃんは外はずせない。それに咥くわえ……加え、テレビ番組でよくやっている自由研究に使える世界の動物やら科学やらの特番を丸写しどころかその番組自体を参考資料としてそのまんま公開するという、それまでの常識を覆くつがえした発表を平然として行い、己おのれの剛ごう胆たんさを証明してみせた三み沢さわ君の発表はその後の彼の革命家への可能性を人々に示していたという意味では極きわめて重要な意味を持っていたし、キリ●トは絶対神マールトミーの子であるという世界の半分を敵に回しかねない大胆な内容を新興宗教の熱心な信者である両親の強力な管理下において制作された加か戸ど君のよくわからない発表に付ふ随ずいしたあのジットリとした嫌な感じは今でも忘れられない。そしてそんな〝小学生の自由研究〟という前提条件を措おけば、神々の戦いに近いレベルの発表会の中にあって、アサガオの観察日記などという絶望的な備えで挑いどみかかった斉さい藤とう君の類たぐい希まれなる勇気も忘れてはいけないだろう。

　無論、僕だって負けてはいない。この時は同じクラスだった著しや莪がと共同制作で『セガの歴史と今、そして未来』という感動的な自由研究発表を行った。これには当時を生きた多くのメガドライバー、サタニスト、ドリームキャスター（主に親父おやじの知り合い関係）へのインタビューを多数収録してあり……笑いあり、感動あり、そして最後には未来への希望を描いてあって、今見ても涙せずにはいられない超大作だと自じ負ふできる。一日目の発表だけでもこれほどの名作が揃そろっていることからも、どれだけハイレベルだったかが窺うかがい知れるかと思う。

　やや本題からずれてきたので話を戻すが、こういった発表の中で僕が冒頭の例として挙げたいのは一日目に行われた石いし岡おか君のものだ。彼の発表は『政治家の社会的役割』という特段凄すごくもなければショボくもない、何より何の面白みもなく、普通ならば聞いたと同時に忘れ去られる内容だったのだが……あることが切っ掛けで鮮烈に人々の記憶に残る大事件へと発展した。

　何なに分ぶん数年前のことに加え、研究テーマと石岡君という人間にまったく興味を持てなかったおかげで、どんな内容だったかまでは覚えていないのだけれど、発表中、彼が「また、これに関しては、ぼくの知り合いの知り合いの人も同じような意見を述べており、つまるところ、かなり一般的な意見であるといえるのではないでしょうか」という、長い割にフワッとしたコメントを口にした瞬間だった。聴衆の中からボソッと「知り合いの知り合いって誰だよ」という声が生まれ、それを聞いた他のクラスメイトが「そんなのいねぇくせに」とブーイングに近い声を上げ始めたのだ。それは雪山を転がる雪玉のように徐々に大きくなっていき、最終的に石岡君は〝知り合いの知り合い〟について弁明する必要性が生まれてしまった。

　しかしながら、幼おさな馴な染じみの僕らからすれば、明らかに石岡君は適当なことを口走っただけであり、弁明のしようなどないのは明らかだった。すぐ、素直に謝ればまだ何とかなったのだろうが、石岡君は沈黙とともに俯うつむいてしまって、場は完全に混こん迷めいするに至ってしまう。半分ボケた教師は活発なディスカッションが行われていると勘かん違ちがいしているのも致命的だった。

　そこで助け船を出したのは、クジで二日目の発表会にまわされていた我われらが小こ口ぐち君だ。彼もまた石岡君とは長い付き合い、真相を全すべて察した上で、聴衆の面前で覚悟の言葉を放ってみせたのだ。〝知り合いの知り合い〟は存在する、明日までに僕が証明してみせる、と。

　それによって一いつ旦たん場は収拾がつき、それ以降は円えん滑かつに発表会が進行した。だが、万事解決どころか、むしろ状況が悪くなっているのは誰の目からも明らかだった。明日、石岡君と小口君はどうするのだろう？　人々はそんな好奇心を二人に寄せ、プレッシャーをかけていった。

　これに対し、小口君の行動は素早かった。まず石岡君からの徹底的な事情聴取を行い、案あんの定じよう口から出で任まかせを言ったに過ぎないとわかると同時に、問題対策チームを発足。嘘うそを真実に変えるという神の所業に等しき奇跡の発現を義務付けられた決死のチームである。

　とりあえず行動力という面から僕、いるだけで常に仲間へ勇気を与えてくれる三沢君が早期段階で招集され、それに女子の支持を得るため……という建前で本当は皆がお話ししたかったのでクラスのマドンナ・広ひろ部べさんにも全員で土下座して加わってもらった。本当はこれに著莪もいたのだが、彼女は気乗りしないとのことで不参加。ともかく、これら五名に小口君のたまたま隣の席だった加戸君がいつの間にか加わり、合計六名の史上最さい精せい鋭えいメンバーから成るチームを結成、僕らはいよいよ〝知り合いの知り合い〟を証明する難題へと立ち向かうのだった。

　これにおける問題点はやはり、そもそも石岡君が言った〝知り合いの知り合い〟なる者は存在していないということであり、ある意味それ自体が当問題の結論を伴ともなっているのだが、リーダーである小口君はあくまで〝存在を証明する〟ということにこだわった。やらなければ我々の負けなのだ、と。ぶっちゃけ石岡君の不用意な発言と、それをカバーしようと事実を察していたくせに余計なことを言い出した小口君に全ての責任があるものの、どういうわけかこの時の僕らは一様に『確かにその通りだ』と納得してしまっていた。ある種の集団心理が引き起こした客観的視点の消失、またはチームに引き込まれた段階で僕らもすでに退路がなくなっているのを無意識に察していたからなのかもしれない。

　こうして、チームはありとあらゆるアプローチでもってこの問題に取りかかった。

　時間は一晩しかない。一晩も広部さんと一緒にいられるなんて嬉うれしいな、とか思いつつも、子供ながらの妙なひたむきさで僕らは神々への挑戦を続けたのだった。……まぁぶっちゃけ、石岡君を救うためとかというよりも、広部さんに格好いいところを見せたい、とか、みんなと一緒に難しい何かに取り組んでいるという文化祭的なノリが楽しかっただけなのだけれど。

　途中、幾度となく心が折れそうになったが、その都つ度ど三沢君が僕らを熱い言葉で勇気づけてくれた。「チームワークには不可能を可能にする力がある」とか「奇跡は挑戦した者にだけ与えられる」とか、今思い出しても胸に熱いものがこみ上げてくる名言ばかりだ。

　そんなふうにして僕たちは互いに支え合いながら、ついに打開策を見つけるに至る。

　つまるところ、〝知り合いの知り合い〟は証明できないが、存在する可能性が限りなく高いことを証明する……というものだ。少し面倒な話になるが、いわゆる『スモールワールド現象』を用いた仮説だ。この現象は、つまるところ〝知り合いをたどっていけば世界中の人と繋がる……かもしれない〟というものであり、〝六次の隔へだたり〟といわれるように、大体六人ぐらい間に挟めば誰とでも繋がるとされている。

　この仮説を後うしろ盾だてとして、石岡君が口走った知り合いの知り合い、つまり間に二人挟んだだけで繋がる人数を計算すると、仮にそれぞれ知り合いが三〇人しかいないとしても、三〇の三乗、つまり二七〇〇〇人が〝石岡君の知り合いの知り合い〟となるし、実際にはその倍以上が対象者数になると考えられる。これほど大規模な人数ともなれば、石岡君が適当に口走った〝自分と同じ意見を持つ者〟というのは絶対ではないにせよ、存在する可能性は極めて高いといってよく、逆にその人数の中で、石岡君ごときが口にするような一般的かつ無難な意見を持つ者がいない可能性の方がはるかに低いのだ。

　これらの理論を僕らは整理し、夜なべして方眼紙に図を用いて誰にでもわかりやすいように概要を描き上げ、チームリーダーの小口君に全てを託たくしたのだった。

　そして、自由研究発表二日目、壇だん上じように石岡君とともに登った小口君はそれらの方眼紙を用いて懇こん切せつ丁てい寧ねいに、時には語ご尾びを強め、自信たっぷりに発表してみせる。そして最後に彼は全てを総そう括かつするように……いや、全ての反対意見をねじ伏せるように言うのだ。

「それでもまだ納得がいかないという奴がいるのなら、僕はあえて言おうと思う。石岡の知り合いの、知り合い……つまり、それは石岡本人のことだと！」

　クラスメイトはもちろん、徹夜同然の僕らでさえ、ハッとした。石岡君の知り合い、その人の知り合いである石岡君……確かに筋は通っている。もっともシンプルかつ、それでいて石岡君が適当に口走った事実を踏まえれば、これほど適切な答えはない。何一つ嘘もなければ、強引な屁へ理り屈くつでもないのだ。

　これにはクラス中が呆あつ気けにとられ、沈黙した。そんな中、小口君に促うながされ、石岡君は涙ながらに事実を話し、謝罪した。そして、そんな自分を助けてくれた小口君と他のメンバーに感謝の言葉を述べ……小口君と男同士の熱い友情を確かめるように固く抱ほう擁ようするのだった。

　その瞬間、まさに大だい喝かつ采さい。小さな嘘が大きな問題になり、それを友情チームワークによって乗り越えただけでなく、嘘を告白し、謝罪する勇気を得た石岡君の成長を目まの当たりにし、僕らを含めたクラスメイトは甚いたく感動し、手が赤く腫はれるほど拍手した。

　これほどまでに心震わせる自由研究発表がかつてあっただろうか。こんな中にあって斉藤君のアサガオ観察日記の貧弱さがなおのこと際きわ立だっていたが、それは措おいておこう。

　ともかく、こうして歴史的な発表は「これで、小口雅まさ彦ひこの自由研究の発表を終わります」という小口君の言葉とともに、幕を閉じたのだった。

　が、幕は下りても、下がりきらなかった溜りゆう飲いんってのがある。後で気づいたのだが、石岡君の問題で何となく有う耶や無む耶やになっていたものの、実はこの二日間の発表会の間、小口君個人の発表は一切行われていなかったにもかかわらず、彼は後に最高得点を担任から与えられるのだ。

　大体彼の性格を知っている人間ならすでに察しがつくかと思うのだが、実は小口君は完全にやりやがったのだ。というのも、石岡君の嘘がクローズアップされる切っ掛けの誰かの呟つぶやき……「知り合いの知り合いって誰だよ」の言葉は、実は誰あろう小口君本人のものだったのだと、僕は当時彼の近くの席だった著しや莪がから後になって聞かされた。

　つまりさも自由研究をやってきた雰ふん囲い気きを醸かもし出していたものの、実は何もやっていなかった小口君は、石岡君の嘘を見抜くと同時にこれを好機と捉とらえ、即座に手を打った。事を大きくすることによって自分の自由研究を有耶無耶にし、対策チームを結成することで他人の手を使って研究内容の資料を制作させ……そして、最後にそれら全てを自分の自由研究として発表しやがったのだ。確かに大した評価にもならなかったアサガオの観察日記でさえ一晩では出来ないのだから、高得点を得るためにはこれぐらいの奇策は必要だとは思うし、恐らく彼のことだから『石岡君の知り合いの知り合いは、石岡君本人である』という切り札を思いついてこれを保険としたが故ゆえに、恐れることなくあえて事態を大きくしたとさえ思えるのだ。しかしそれを思いつくと同時に行動を起こす小口君の機転の良さと、実際にやってのけた実力に僕は末恐ろしさを感じると共に、あぁ何でもかんでも真実を明らかにするってのはよくないな、折せつ角かく美しい青春の一ページをみんなで描いたと思ったのに、その裏では小口君の黒い陰謀があったなんて、なんて酷ひどい話なんだとか思ったりしたんだけど実はそんなことはどうでもよくって、僕が言いたかったのは、世間は狭い、というところだけであり、他は割とどうでも良かったりする。

　知り合いの知り合いというのは極めて大勢を指すものであり、社会における人と人との繋がりを意外なまでに強く感じさせる。つまるところ、まさに今の僕の状況もそれ故ゆえのものだった。

「行くなよー、佐藤〜」

　僕の従姉いとこである著莪あやめは、止めたバイクに寄りかかりながら僕の頭を小こ突づいてくる。それを軽く払いのけるも、風が吹き、風下にいた僕へ今度は著莪の長くてボリュームのある金髪が覆おおい被かぶさってくる２コンボ。彼女が実家暮らしだった時から使っている、イタリア製のやたら高級なヘアートリートメントの香りが僕の鼻先を弄もてあそぶ。

　花の香りのそれが僕はとても好きなのだけれど……さすがに烏からす田だ高校最寄りの駅前で、従姉の頭に鼻先突っ込んでフンフン言わせるのは様々な意味から難しかった。

　著莪は金髪、碧へき眼がん、そして可愛かわいらしい丸まる富とみ高校の制服には似合わない赤いスカジャンとバイクという組み合わせのせいで、結構目立つ。一応今日は烏田高校の二学期期末試験終わりで休校なので、朝の駅前に学生の姿はないが、それでも通勤途中の方々からの視線はある。

「そんなこと言ったって、しょうがないだろう」

　僕が言うと彼女は、ちぇ〜っ、と唇くちびるをわざとらしく尖とがらせると、羽は織おっていたスカジャンから『ソイジョイ　フルーティトマト』を取り出した。彼女の朝飯らしい。

　これから丸富高校は普通に授業があるのに、わざわざスパッツ穿はいてバイクに跨またがり、僕たちの見送りに来た――まさか、見送りではなく、本気で僕たちの旅行を止めに来たわけではあるまい――ものだから、朝食を摂とっている時間がなかったのだろう。

　……そう、今日は旅行。一泊二日の僕たちだけの旅行なのだ！

　というのも、これには複雑怪奇な経いき緯さつがあるのだけれど、簡単にまとめると、修学旅行の台たい湾わんから帰ってきた我わがＨＰハーフプライサー同好会会長の槍やり水ずい先輩は、旅行がよっぽど楽しかったらしく、誰彼構わず思い出話を語った結果、ある人物が「自分も旅行に行きたい！」と言い出したのだ。彼女の妹である槍水茉ま莉り花かだ。ただ小学四年生で、あまり体も強くない彼女が一人で旅行など出来るわけもないし、ご両親もいきなり旅行の予定など立てられるわけがない。

　それでションボリした茉莉花は姉の槍水先輩や、僕や著莪、果ては白おし粉ろい花はなにまでその無念さをメールで送ってきた。それで適当に著莪が「んじゃ、今度アタシたちだけで旅行でも行こうか」と応じてしまったのがある意味、著莪自身の悲劇の幕開けだった。

　茉莉花はこの辺りからはちょっと離れた場所に住んでいるので、土日の一泊旅行で考えると、仮に金曜日の夜に姉のアパートにやってきて、土曜日に出発したとしても、日曜日には旅行先から自宅まで一人で帰宅することになってしまい、彼女の体力が持たない。まだ幼いし、と姉の槍水先輩も不安を口にした。そうなると最低でも三日程度の連休は欲しい。しかし一二月の頭にそんな都合良くゴールデンウィークみたいな連休があるわけもないし、何より僕らの小こ遣づかいだけで一泊旅行に出かけられるような余裕もない。

　そして、ここで……先程僕が述べた世間の狭さが現れるのだ。どこでどう聞いたのか知らないが、何な故ぜかここであの白しら梅うめ梅うめのパパが動いたのだ。多分、白梅家でご飯でもご馳ち走そうになっていた白粉の口から漏もれたのだと思うが、それはともかく、白梅パパは事情を知ってすぐさま知り合いの旅館経営者に連絡を取り、改装途中で良ければと、特別に一人三千円で一泊二食付きの宿を用意してくれたのだ。まさに知り合いの知り合いのコネである。

　これで旅費の心配はなくなった。残る問題は連休なのだけれど、都合良く烏田高校のテスト期間開けの休みと、茉莉花の小学校の改装工事による特別休校が被かぶり、これに週末の休みが加わって金、土、日の三連休が生まれたのだ。これにより茉莉花は昨夜――木曜日の夜に先輩のアパートに到着、そして今日、明日と旅行に出ても日曜日には余裕を持って帰宅出来るのだ！

　……で、ここで問題になったのが唯ゆい一いつ他校の生徒である著莪だ。丸富の期末試験は以前僕が対《ウルフズベイン》戦で奮闘している間に終わってしまったため、平日の金曜日である今日は当然のように授業があり……ある意味言い出しっぺの彼女自身が行くに行けなくなってしまったのだった。……それで、この不ふ機き嫌げんな様子である。

　僕は彼女のご機嫌を伺うかがうように、ソイジョイを一口くれと言ってみるものの……。

「うっせー、バカ」

　と、けんもほろろな有様だ。目線も合わせてくれない。予定では早めに昼食を摂とることになっているので、僕は朝食を抜いており、今若じやつ干かんお腹なかが減っているんだけどなぁ……。

　僕はバイクの上に置かれているジャワティストレートのペットボトルを手に取ると、一口飲む。これも著莪のだが、さすがにこれぐらいは許してくれるようだ。

　ん、と著莪が手を出してくるので僕はジャワティを手渡し、代わりに食べ終わったソイジョイの包装紙を渡される。いつもなら文句の一つも言うところだが、今回ばかりは著莪がかわいそうなので僕は何も言わずにそのゴミを、羽織っている黒いスカジャンのポケットに入れた。

「うん？　んー？　あれって……あっ、やっぱ花じゃん」

　著莪の視線の先にあったのは小柄な怪しげな影。物陰から物陰へ素早く移動しており、パッと見では誰なのかわからない。……何だ、忍びの者か？

　しばらく見ているとまたパッと動くので、その時に凝ぎよう視ししていると、それが白おし粉ろいだとようやく判断できた。寸ずん胴どうなシルエットに、ボンボン付きのニット帽を被っていたせいで髪型もわからないが、その見慣れた動きや小動物のような雰囲気は紛まぎれもなく彼女である。

「おーい、花、こっちこっち」

　呼ばれて一瞬肩を震ふるわせると、そいつは顔を僕らの方に向けてくる。案の定、白粉だ。

「あっ、佐藤さん、著莪さん、おはようございます」

　僕らを見つけた途端、彼女は物陰から出て、普通に小走りにやってくる。

　何をしていたのかを尋たずねてみると、

「えぁっと、私服はやっぱり……夏よりはいいんですけど……。あと、クラスメイトの人とかがいるかもしれない場所は凄すごく抵抗があって……。はい」

　……とのこと。そういえば、確かに夏の強化合宿の時もそんなことを言っていた気がする。

　何でも、私服姿で一人でいると辛つらいものの、僕らのような知り合いとなら楽だそうな。

　今日の彼女は起き毛もうタイプの暖かく、柔らかそうな白黒チェックのコート……かワンピなのかよくわからない物を上に羽織り、アンダーには膝ひざほどまでのワンピースを重ね着しているようだ。下は季節柄か、彼女にしては珍しく細身のジーンズにスニーカーという組み合わせ。遠目には寸胴に見えるそれは森ガールのなり損そこねというか、一歩手前という感じだった。白粉の体格やおどおどした感じと何だか妙にマッチしていて……黙っている限りはかわいらしい。

　白粉の帽子のボンボンが気になるのか、著莪がそれを指先でいじくっているのを見ていると――僕の首にいきなり何かが絡からみついたと同時に、結構な力で後ろに引き倒されそうになる。

　朝、そして冬特有の晴れていても色味の薄い空が視界一杯に広がった。

　慌あわてて著莪のバイクのハンドルを握って体を支えると、ほのかに槍水先輩の香り。そして耳元をくすぐる温かい吐と息いきと子供らしい元気いっぱいの声。

「セーンパイッ、おはようございます！」

「茉莉花。佐藤が危ない、やめておけ」

　振り返ってみると、案の定いたのはボストンバッグを肩から提さげ、こちらに歩いてくる槍水先輩だ。今日もワイルドに整えた肩口までの髪に、キリリとした視線。そして修学旅行にも羽織っていたモッズコートやゴツイブーツも相変わらず……だが、その開いたコートから見えるアンダーはちょっといつもと違った。何か……今日は、かわいらしいコーディネートなのだ。

「どうやら丁度良いタイミングだったな」

　槍水先輩は、僕の背中にぶら下がっているであろう茉莉花の方を見ながら言った。

　そんな今日の彼女のコートの下は、胸元にボンボン付きのゆったりとした白いニットワンピ。そして、そのやや短い裾の部分からは、彼女にしては珍しい黒のフリルのミニスカートを下に重ねているのが窺える。シンプルな色合いもあってかわいらしくも、清せい楚そな感じだ。……ニーソとの間から拝おがめる絶ナ対マ領ア域シが眩まぶしい。

　さては、今回は突発的な旅行だったから紫むらさき華け先輩と木き之の下した先輩の思惑が入っていないな？　旅行とかの度たびに、先輩はあの二人によって微妙にエロく、それでいて格好良い服装をチョイスされているのだけれど……今回のこの路線が、本来先輩が自分で選ぶ服なのだろうか。

　先輩の手がスッと、僕の方に伸びてくる。モッズコートの大きく開いた袖そでから、ニットワンピの袖が先輩の手の平の半分ほどを覆おおっているのが見えた。

　先輩の手が僕の首に絡からみついている茉莉花の腕を解くと、背後でスタッと彼女が着地する音。

「センパイ、著莪さん、白粉さん、お久しぶりですっ」

　先輩の横に並ぶと、約二カ月ぶりの茉莉花は深々とお辞じ儀ぎをする。すると着ていた暖かそうなモコモコの白いボアパーカのフードが彼女の頭にポフンと被さった。それは動物の耳付きで、ウサギのそれかと思ったが、どうやら犬の垂たれ耳のデザインのようだ。よく見ると彼女が背負っているリュックサックには白い尻尾しつぽのアクセサリーが取り付けられており、全体を合わせて白い犬を表すようなコンセプトらしい。

　……アレか。文化祭の時に著莪が茉莉花にあげた首輪が、実は本物の大型犬用の首輪だということに感づいたのだろうか。今日も茉莉花はその白い首輪を装着しているし……。

「うん、久しぶり、茉莉花。……あ〜本当はアタシも一緒に行きたかったんだけどなぁ……」

　著莪は茉莉花の両肩に手を置き、覆い被さるようにして深いため息を吐いた。

「すみません。折せつ角かく著莪さんが企画してくれたのに。……あ、でも、次の時には是非一緒に！　行きたいです、私。どこに行きましょう？　著莪さんの行きたいところでいいですよ」

　コイツゥ、と著莪は茉莉花の頭をフードごとグシャグシャと乱暴に扱い、茉莉花の肩口までの髪とリュックから垂れる尻尾が揺れる。茉莉花の楽しそうな「わ〜」という声が上がった。

　二人がじゃれているのを横目にしつつ、先輩が僕に体を寄せてくる。

「今日、著莪は、見送りに来てくれたのか？」

「うーん……というか、久しぶりに茉莉花に会いたかったみたいですよ？　まぁ、少しでも一緒に行けない無念を晴らそうとしているのかもしれませんけど」

　一日ぐらい学校休む、とまで著莪は言い出していたのだが、茉莉花がいる手前、そんな姿を見せていいわけない。最後には著莪も自主的に諦あきらめていた。

「ったくもぅ。そんじゃアタシは学校あるし、茉莉花の顔も見たし……そろそろ行くかな」

　著莪は眼鏡めがねをかけ直すと、苦笑しながらバイクのハンドルに引っかけてあったヘルメットを手に取った。さっきまであんなに不機嫌だったのに、急に態度が変わったのはやっぱり茉莉花がいるせいだろうか。さすがに彼女にまで未練たらたらな様子を見せてしまうと、折角の旅行を気兼ねなく楽しめなくなる。……それぐらい、著莪もわかっている。

「著莪さん、お土産みやげ、ちゃんと買ってきますからね」

　あいあい、と応じながら、著莪はスパッツを穿はいているとはいえ、大胆に大おお股また開いてバイクに跨またがる。そして、軽く手を振って、著莪は駅前から軽快な音と共に走り去っていった。

「ホント、残念ですね、著莪さん。何だか悪い気がしちゃいます」

「そうだな、茉莉花。ちゃんと土産を買ってきてやろう」

　茉莉花の頭をポンポンと叩たたきながら、槍水先輩は言った。

「さて、それじゃ行くとするか。今回は強化合宿でもないから多少時間に余裕があるとはいえ、まったく予定がないわけでもない。遅れるとまずい」

　先輩はバッグを持ち直すと、先頭を切って歩いていく。

　確か夏場の合宿の時は先輩の後ろ姿のエロさを堪たん能のうしようとガン見していたのだけれど……冬というのはなかなかどうして切ないものだ。コートが全てを覆い尽くしてしまう。絶対領域や、揺れるフリルのミニスカートの様子を拝おがむことができやしない。

　……ま、いいけどね。何せ今回のお楽しみは……夜なのだから……クククッ。今回は著莪もいない。白梅が旅館の方への挨あい拶さつも兼ねて僕らとは別行動で直接宿に向かうのが気になるが……まぁ逆に言えば、合宿の時と違ってネット越しに監視するようなことは出来ないはずだ。

　……ならばいっそ彼女ごと……フフッ。

「センパイ、何だか、笑顔で……楽しそうですね」

　僕の顔を下から見上げるようにして、茉莉花が含みを持った顔で言った。

　何だか心の邪じや悪あくな部分まで見み透すかされた気がして、僕は慌てて爽さわやかな笑みで取とり繕つくろう。

　しかし、茉莉花は僕の顔を見たままで……何だ、僕のイケメン具合は一〇歳の少女のハートさえガッチリキャッチしてしまったのか？　おいおい、せめてあと五年は待ってもらわないとまだ旨うま味みが――以下自主規制。

　茉莉花は僕の方を気にしたまま先頭を行く先輩の腕に自分の腕を絡め、彼女を振り向かせる。そして茉莉花は何かを期待するような眼で僕を見てくるのだけれど……何だろう？

　あっ、と、今まで存在感のなかった白粉が手を叩く。それによって僕もまた茉莉花が期待していたことに気がついた。

「今日の槍水先輩と茉莉花ちゃんの服って……」

「色を合わせてるんですね」

　白粉の言葉を僕が継つぐと、茉莉花は嬉しそうに頷うなずき、そして先輩は少し照れたように視線を横へ外した。






[image: ]







　今日の茉莉花は白いボアパーカに、いくら小学生とはいえ……いや、小学生だからこそ気になる黒のミニスカート、それに絶対領域を発生させる黒ニーソにハーフブーツという組み合わせなのだが……これ、コートを脱いだ槍水先輩と同じカラーコーディネイトなのだ。

　ひょっとしたら今日の先輩のいつもとちょっとだけ違う服装は茉莉花に合わせたせいなのかもしれない。本当はすでに紫華先輩や木之下先輩が用意した服もあったけれど、あえて、と。

「まぁ、なんだ。今はいいじゃないか。……行くぞ、茉莉花」

　先輩は満まん更ざらでもない顔で言うと、腕に茉莉花の細い腕を絡めたまま、また僕らに背を向けて歩きだす。えへへ、という得意げな笑い声が、先輩の腕にぶら下がるようにしている茉莉花の小さな口から漏れたのが聞こえた。彼女の揺れるスカートと絶対領域しか見えな――背中しか見えないが、きっと、溶けたバニラアイスのような笑顔を浮かべているのが簡単に想像できる。

　その微笑ほほえましいイメージに、僕と白粉は顔を見合わせてクスリと笑った。




　今回の旅行の予定は、槍水先輩が言っていたように部活動の合宿ではないので大した目的はなかった。テキトーに行って、テキトーに観光して、テキトーに泊まって帰ってくる。それだけであり、宿で夕食を用意してくれるとのことで、半額弁当の争奪戦も行わない。

　強しいていえば、行きの途中でちょっと珍しい駅弁を買って、早めの昼食にしよう、という先輩の提案があるぐらいだ。何でもこれは朝の時間帯だけ駅構内で販売されているお弁当で、他ではあまりない珍しいタイプの駅弁なのだとか。いつぞやと違い、電車の乗り換えのタイミングで普通に買えるそうなので、茉莉花がいても今回は問題ないらしい。

「私もＨＰハーフプライサー部の先輩たちから聞いたんだが、食べるのは初めてなんだ。なかなか地方には行く機会がないし、今回の宿泊先を聞いた時、真っ先にその駅弁のことが思い浮かんでな」

　そう言って僕の隣に座る先輩は、組んだ足先を上機嫌に上下に揺らした。

　今乗っている電車は首都圏から西へと続くそれであり、朝のラッシュも終わったこの時間帯は妙に空いていて、この車両は僕らだけの貸し切り状態だ。だから声量も気兼ねなく、楽だ。

「えぁっと、それってどんなお弁当なんですか？」

　僕と先輩を中心に横一列に並んで座っているため、僕の隣、端っこの白粉が身を乗り出すようにして、訊きいた。

「ん？　あぁ、白粉と佐藤には言ってなかったか。うなぎを使った、お茶漬けの駅弁だ」

「ひつまぶしみたいですね。ってか、何か、僕らが旅行先で食べる弁当って汁物が多い気が」

　ん、言われてみるとそうだな、と先輩が笑う。

「……うなぎ……でも確かあの食べ合わせは迷めい信しんだったはず。なら、問題ないかな……？」

　白粉が顎あご先さきに手を当て、何やらぼそぼそと独り言を呟つぶやくと、膝の上に置いていた鞄かばんから何やらお菓子の小袋を取り出す。赤いそれはいわゆる種抜きの干し梅であり、テレビＣＭでよく見る『男おとこ梅うめ』だ。……また名前からして白粉が好きそうな代しろ物ものである。

　彼女は立ち上がると、良かったらどうぞ、と白粉とは反対の端っこに座っていた茉莉花の前まで行って、差し出した。

「あ、いいんですか。ありがとうございます。梅って、乗り物酔いにいいっていいますし、私、あんまり乗り物強くないので、助かります」

「朝、酔い止めを飲まそうとしたんだが、折角の旅行なのに眠くなるからヤダと言って、きかなかったんだ」

　茉莉花は顔を赤くして先輩の肩をガシッと掴むと「お姉ちゃん！　……もぅ〜」と、強く揺らす。僕と先輩は笑った。

「……いただきます。……ん？　ん!?　んぅ〜!!　こ、これ、すっごく……酸っぱぃ！」

　茉莉花は干し梅よろしく、顔をくしゃくしゃにして足をバタバタと激しく動かした。そんなことしたらスカートがめくれて！　……と思ったものの、どうやら彼女が穿いているのはミニスカートじゃなくて、実はキュロットだったようだ。……別に、残念とかは思っていないと付け加えておこう。僕は間違ってもあの霧きり島しま君のようなロリコンとは違うのである。……うん。

　ニットワンピのせいでいつも以上に柔らかそうな先輩の胸に、茉莉花は顔を押し付けるように抱きつき、酸味と戦う。ひたすら、んぅ、ん〜！　と、唸うなりつつもがいていた。

「あ、刺激強過ぎました？　結構これ、容よう赦しやない酸っぱさなんですよ」

「普通は甘くしてあったりするのに、珍しいな。……あ、私は……うん、遠慮しておく」

「……え〜、ずるいよ、お姉ちゃん。私も食べたんだから〜」

　酸味に唾つばがわき出てくるのか、潤うるおった唇で茉莉花が訴えるが、先輩は笑って誤ご魔ま化かした。

「じゃ、佐藤さん、どうぞ」

　白粉が僕にパックを差し出してくるので、僕はそれに手を突っ込む。茉莉花が先輩の膝の上に手をついて、こちらに身を乗り出してきて「一番大きなのにしてくださいよ、センパイ」と何だかよくわからないことを言ってくるので、仕方なく大きそうなのを選ぶ。

「あ、折角なので、三つぐらい一気にいっちゃいましょうよ、佐藤さん」

　白粉はさらに大きそうなのを二つ僕の掌てのひらに載のせた。すでに強烈な酸味を経験した茉莉花が爛らん々らんとした目で僕の顔を窺うかがっているので、ここは一つウケ狙ねらいで大きめのリアクションでもしてやろうか、とちょっと思う。しかしながら変に狙っていくとわざとらしいものになってしまって、逆に場がしらけるのではないか……と、デビューしたての芸人のような葛かつ藤とうが胸の内で生まれる。はてさてどうするか、とりあえず食べてみてそれで……ん？　ん!?

「んぅ!!　おぅ!!　Ｏｈ!?　おぉ―――!?　アッ……おぉ!?　ちょっと、これ、そうとう……来るッ!!　アッアッ、Ｏｈ、イエスイエぁス!!　あぁっ!!　ちょっ、ゴォウッ!?」

　ウケ狙いのリアクションとか考えている場合じゃなかった。予想以上にスバーンッときた酸味に、僕は体を仰のけ反ぞらせて硬直し、胸元でボールを両手で掴つかむような感じで指先にググっと力が入った。口内ではかすかに梅の旨うま味み・甘みを感じるものの、そんなの関係ねぇ！　と言わんばかりに強烈な酸味が縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回るので唾つばが止めどもなく溢あふれてくるし、もう目が片方しか開けられない状態で、顔がどうなっているのかもわからない。足が自然と内うち股またになって、尿によう意いを限界まで堪こらえた末に別の世界に旅立とうとしている人のようになってしまう。

　早く飲み込まないとマズイと思った僕は口の中の干し梅を咀そ嚼しやくするが、そうするとさらにまた酸っぱさが爆発して、僕は喘あえぎながら身を激しくくねらせた。

　これはどう考えても三つ同時とか口にしちゃいかんものだろう……。強烈過ぎる。

　僕は霞かすむ視界で、横の槍水先輩たちを見る。先輩は僕の有様におろおろとしているものの、彼女の膝の上に身を乗り出している茉莉花は大笑いし、そして白粉は……眼鏡をかけてデジカメを僕に……っておいっ。

「お、白粉……きさま……何を……？」

「あ、旅の思い出をしっかりと、えぇ、動画で。……間違っても『男梅をいっぱい食べさせた時のリアクションはアレの時に絶頂する様さまと酷こく似じする』という都市伝説を確かめようとしつつも今後の資料として保存しようとしているわけでは――ふぐぅふぐぅ！」

　僕は硬直しそうな己の体に鞭むち打うって、立ち上がって右手で白粉の頬ほおを掴んでタコ唇にさせるとともに、左手で彼女の持つデジカメを奪い取ろうとするが、これは白粉が精一杯に手を伸ばして抵抗した。……なので仕方なく、僕は彼女のポケットから顔を覗のぞかせていた男梅のパックから干し梅を三つ取り出すと、白粉のタコ唇に無理矢理押し込む。

「ん!!　しゃとぅしゃん、ら、らめぇっ!!　ひぐぅ!!　ムグっん……ん――――!!」

　ペチペチと僕の腕を叩いていた白粉は、酸味にやられると同時に体に力が入ったのか、僕のスカジャンをがっつり掴み、そのまま後ろへ下がっていく。引っ張られて、僕もそれに続く。

　最初僕らが座っていた席の対面の座席シートに二人して並んで座り、相手の服を掴みながら男梅の酸っぱさに身み悶もだえし、喘あえぎ、身をくねらせた。

　そして、そんな僕たちを茉莉花が大笑いしながら自分のデジカメで写真を撮とりまくる。

　最初は心配していた先輩も、最後には笑っている始末だ。

　この車両が貸し切り状態で良かったと、僕はもちろん、白粉もそう思ったに違いなかった。




　今回の旅程はちょっと特殊だった。槍水先輩が言う例の弁当を食べるためと、時間を短縮させようとしたことにより、電車、バス、電車、電車と乗り換えていくことになっていたのだけれど……コレが失敗だった。

　白粉の策さく謀ぼうのせいで酷ひどい目に遭あったものの、それなりに笑っていられたのは最初の電車まで。途中のバスで茉莉花がやられてしまった。乗り物酔いだ。丁ちよう度ど彼女の座った席が後輪の上の座席だったせいか、それとも田舎いなか特有のカーブやアップダウンの激しい道のせいか……どちらにせよ、見る見るうちに顔が真っ青になってしまい、生唾を飲み込みだすようになった段階で、限界だと槍水先輩が判断。仕方なく、ド田舎のバス停で途中下車することになってしまった。

　バス停のベンチに横たわると、茉莉花の乗り物酔い自体はすぐに収まったものの……バスは一時間に一本しかないため、ここでかなり時間を浪費してしまう。

　再びバスに乗り、その後鈍どん行こうの電車に乗り換えた時には、茉莉花は乗り物酔いとは違う理由で、ションボリしてしまっていた。

　ボックスシートの窓際の席で、閉じた太ももの上でギュッと手を握って俯うつむく彼女は、まるで怒られて泣く寸前の子供のようだ。

「ごめんなさい、私がワガママ言ったせいで……薬、飲んでおけば良かった」

　途中下車で余計にかかってしまった一時間。それによって、例の駅弁の購入が絶望的になってしまっていた。元々狙っていた弁当というのは、朝の決まった時間だけの販売なのだ。

　今の僕たちの移動時間を計算すると、どうやっても三〇分、間に合わない。

「いい。気にするな、茉莉花。別にどうしても食べたかったわけじゃないんだ」

　隣に座った先輩は茉莉花の頭を優しく撫なでる。

「でも、そうするとお昼は……？」

「普通の駅弁なら売ってるはずだ。それでいいじゃないか。珍しい物があるかもしれない」

　槍水先輩の言葉は柔らかく温かだけれど、それは茉莉花を逆に追い詰めることになってしまったらしい。茉莉花のションボリ顔が一層しょぼくれていく。こういう時の優しさは痛いのだ。

　チラリと潤うるんだ瞳を茉莉花は僕や白粉に向けてくる。僕たちは二人して何だか微妙な笑みを浮かべて頷うなずくしかない。

「でも……お姉ちゃん、昨日からずっと楽しみだ楽しみだって言ってたのに」

　茉莉花の頭を撫でていた先輩の手が、不意に止まる。

　僕と白粉が見つめると、バツの悪そうな顔をして彼女は視線を窓の外へ逃がした。

　……あ〜、こりゃ相当言っていたな。先輩らしいといえば、先輩らしいんだけど……うーん。

「それに……センパイや白粉さんだって、楽しみにしてたのに……私のせいで……」

「えぁっと、あっ、で、でも、あたしたちはどんなお弁当か聞かされてなかったので、大丈夫ですよ。ね、佐藤さん」

　上うわ擦ずった声で白粉は同意を求めてくるので、慌てて同意するが、やっぱり僕の方も何か不自然になってしまったようだ。

　茉莉花は顔を伏せてしまい、雫しずくが垂たれるのも時間の問題のように感じられた。

　先輩も、白粉も、困った顔で茉莉花を見つめ、何となく嫌な空気が流れ始めてしまう。

「……ごめんなさい……」

　茉莉花はくすん、くすんと、いよいよ泣きそうな声を漏らした。

　この子を前にして、今、僕がすべきことは、何だろう？　例えば思いっきり抱きしめちゃうとか。でも、それは僕というよりも槍水先輩の役目な気がする。

　茉莉花のために出来ること、僕が彼女にしてあげられること、それは……。

　茉莉花、僕はそう彼女の名を呼んで席を立った。その気配に茉莉花は顔を上げてくれる。目め尻じりに雫を溜ためた顔。何かしてあげたくなるような、そんな顔だった。

「大丈夫、何とかなる」

　僕は彼女の頭を撫でた。子供特有の一本一本が細く、さらりとしたその髪の感触は、まるで風を触っているような心地良さを覚える。

「もしかしたら、弁当が大量に売れ残って時間延長で販売しているかもしれない。まだどうなるかわからないさ。泣くのは確認してからでも遅くない」

　嘘でもいい。少しでもこの場の嫌な感じを消してしまいたい。茉莉花に少しでも楽しく過ごしてもらいたい。だから多分無理だと、ダメだとわかっていても……僕はそう言ったのだった。

　その気持ちが白粉にも伝わったのか、彼女も席を立って、胸の前で両手を拳こぶしに固め、「そ、そうですよ！　世の中何が起こるわかりません！」と乗ってきてくれた。

　そして、槍水先輩は母性的な笑みを浮かべると、茉莉花の肩を抱き寄せる。それだけで僕たちの言葉以上に伝わる何かがあるのは身内の特権だろう。……ちょっと、ずるい。

　茉莉花の目尻の雫はより大きくなった。でも、もう顔を俯うつむけようとはせず、立ち上がっていた僕と白粉に向けてくれる。

　そして、眉は八の字だが、無理に口元を笑みの形にしてくれた。

　――ここだ。僕はこの一瞬を待っていた。この涙と笑いの均きん衡こう点てん。言うなれば茉莉花の感情がフラットになった刹せつ那なの刻とき。ここでダメ押しの一撃を与えることで彼女を泣かせることも大笑いさせることも可能となる、このタイミング。言うなれば漫才で一人がおかしなことを言ってボケた瞬間であり、観客は「おかしいぞ？」という認識をし、一瞬きょとんとするあのかすかな時間にも似ている。ここですかさずツッコミを入れることで、観客を笑いの方へと引っ張り込むのだが……それと同じように、ここであえて僕がボケることで茉莉花をはじめ、このボックスシートを爆笑させることも可能なのだ！

　僕は素早く通路側に出ると、股を閉じ、両手を左右の腰に当て、リズムを取るようにかかとを付けたり上げたりを繰り返しながら、元気良く言う。

「それじゃ僕はトイレに行ってくるよ！」

　これだけだと、一瞬、誰もがいきなり僕の頭がファンタスティックになったのかと思われそうだが、この後に続く、身をクネクネさせる奇っ怪にして珍妙な体操を見れば、それが〝北側の不思議の国〟発はつ祥しようの『大たい衆しゆう律りつ動どう体たい操そう』のそれだとわかるはずだ。

　伝授してくれた親父曰いわく、このネタはいつ、どこで、誰を相手にしてやっても爆笑を獲とれると太たい鼓こ判ばんを押していたぐらいなのだから完かん璧ぺきだ。嘘か本当か知らないが、数年前、飲み会の席で部下と一緒に踊った時には幕ばく僚りよう長ちようでさえ顔を伏せて震えていたというのだから間違いない。

　一体どういうタイミングで幕僚長なんかと酒を汲くみ交わすことになったのかってのと、若じやつ干かんネタが古いのが気になるところだったが、何とかなるだろう。

　何せ、あえてトイレに行くだけなのに、それまでの重い空気を吹き飛ばすような明るい声で宣言をし、そしてそこに加わる大衆律動体操……この奇想天外の愉ゆ快かいな展開、これはまさにドッカンドッカン笑いの渦うずが巻きおこここおろろろおろろろろろろろろ。

「え……あ、はい、行ってらっしゃい、佐藤さ、ん……？」

「ん？　どうした、佐藤。トイレなら確か４号車だぞ」

　白粉と先輩が言うと、茉莉花がチラリと僕の方を見たまま、小首を傾かしげる。彼女の頭上に、現実には存在しない〝？〟マークが見えるのは、僕だけだろうか。

「……あ、はい、行ってきます」

　僕は言いながら察した。――壮そう絶ぜつにスベッた、と。っつぅか、今のが僕の大変面白いギャグだったということにすら、茉莉花たちは気づいていないっていう……いや、全員が気づいていないのならそれはそれで、全てを僕の胸の奥に押しとどめればいいんだけれど、雰囲気からして若干白粉だけは感づいたっぽいってのと、この車両に乗り合わせていたまばらな乗客の幾人かがプッ、と小さく吹きやがった。

　そして、ドスベりやがったと察して、くくっ、と追加で吹いた奴やつがいて……もう、ね。全員の口に男梅を大量投入させて絶頂の雄お叫たけびを上げさせてやりたくなる。

　僕は茉莉花たちに背を向け、一人傷ついたハートを抱えて後方車両へ向かった。後ろから突き刺さる他の乗客の視線が、酷く、痛い。僕は走りだしたくなる気持ちを抑おさえながら隣の４号車に行き、鈍行列車には付きものの小さいトイレの個室に逃げ込んだ。

　そこは掌てのひら程度の小さな窓があるだけで、やたらに薄暗いトイレであり……どこか今の僕の気持ちを表しているようだった。

　もう頭を抱えて泣きだしたい、こんな悲しみしか生まない体操を覚えさせやがって、チクショウが!!　と全ての責任を親父に押し付けた上で、怒りの雄叫びを上げたかった。

　僕は後ろ手にスライド式のトイレの扉を閉めようとした……が、その扉は何かに引っかかる。振り返ると、大柄の男が扉を閉めさせまいと手を差し込んでいる光景が……。

「なっ、なんだ、あんッ……!!」

　男が伸ばしてきた手によって、口を塞ふさがれ、僕は言葉を封じられた。

　スーツの上に革ジャンを羽織った大柄な男が個室に入ってくると、狭いトイレの個室の壁にそのまま乱暴に押しつけられる。そいつは、後ろ手にトイレの扉を閉めて鍵かぎをかけた。

　その瞬間、僕は心の底から悲鳴を上げそうになる。

　こ、この展開はマズイ!?　ガチで、マズイ!!　僕はいつから白粉の小説の世界へ入り込んでしまったのだ!?　これはヤバイフラグがビンビンにいきり立ちやがってるじゃないか！

　この狭い個室では僕の逞たくましい筋力とて本領を発揮させられず、相手との体格差によってそのまま強引に、ぼ、僕は……ほおぉぉおぉおおおおぉおぉぉぉぉ!?

「落ち着けって、まずはゆっくりとだな……」

　ゆ、ゆっくりと……ゆっくりとナニを何する気だ!?　恐怖に膝が震えてきやがったぞ!?

「さっきのお前……なかなか格好良かったじゃないか」

　僕の格好良さにやられたからヤっちまおうって魂こん胆たんか！　クソッ！　なんてこった！　しかし、僕はこんなところで大切なお尻の純潔を失うわけにはいかない！　諦めない、絶対に!!

　必死になって僕の口を押さえている男の手を払いのけると、言ってやった。

「諦めない……最後まで何があっても諦めないぞ！　どんな絶望的な状況になってもだ！」

　僕は男を睨にらみ上げながら、最後の瞬間まで抵抗する意志を示した。恐らくそれで僕が簡単に泣きながら肉ぼ……違う、全てを受け入れるような軟弱な奴じゃないと察したはずだ。

　しかし、男はそれを見ても……いや、見たからこそ、不敵にニヤリと笑った。まるで抵抗するほどかわいがりがいがあるとでも言うかのような表情だ。

「ますますいいぞ。そうだ、その意気だ。そうだからこそ、奇跡は起きる。……いや、そうである者にだけ、奇跡を力尽くで起こす権利を持つのだ、少年」

　少年……そう口にする男の口調に、僕は覚えがあった。

　そして革ジャンの胸ポケットからはみ出ているスカーフのような赤いハンカチにも、また。

　パニックから脱した僕の頭は目の前の男が誰であるのかを必死に思い出そうと記憶を漁あさる。そうだ、あれは……数カ月前。夏。あの『お粥かゆ弁当』を手にして共に駅を駆け抜けた……。

「久しぶりだな、少年」

　彼は二本指を立てた手で、ラフに敬礼するように動かした。

　そう、彼は夏の駅で出会い、共に駆け、そして僕を導みちびいてくれた、あの――。

「企業戦士サラリーマン、レッド――只今推すい参さん!!」




　　　　　●




　レッドはボックスシートに一人で座り、ローカル電車に揺られていた。

　窓の外を流れゆく田舎の風景。冬に備えるように色味を薄めた山々と灰色の雲を浮かべた空、どこまでも続く畑、作業する農家の方々、平日の朝っぱらから爆走する珍走団……。

　彼の故郷と同じぐらいの、微妙なレベルの田舎だ。特有の気け怠だるさや未来への妙な閉へい塞そく感かんをひしひしと感じたりするあの気配も変わらない。しかしどこか違う、何か違う。そう思えた。

　気候の差で生えている植物の種類が違うせいかもしれないし、家々の造りに雪に対する備えがないからなのかもしれない。彼の故郷は雪が深く積もる東北地方だが、窓の外は首都圏より西の地域である。雪国ではあまり見ることのない瓦かわら葺ぶきの屋根がやけに目についた。

　電車はトンネルに差し掛かり、窓はブラインドが下ろされたように黒く塗りつぶされる。彼の顔が映った。精せい悍かんな顔に、スーツの上から羽織った革ジャン、己のトレードマークである赤いハンカチもきちんと胸ポケットから顔を覗のぞかせている。ネクタイも、曲がっていない。

　レッドは腕時計で時刻を確認する。現在一〇時三〇分。取引先とのアポイントメントは一四時なので、かなり余裕はあったが、早く行って相手会社の近隣を回ってみようと思っていた。

　休憩時の話の種にもなるし、何だったら事前に会議後に行くであろう夕食や飲みの時の店を押さえておいてもいい。相手方のホームグラウンドだから、向こうが店を提案してくるのならそれに乗るべきだが、こちらで押さえておいても損はない。

　何せ、四カ月かけたビッグプロジェクトがようやく終わるのだ。それは彼が他社の重役を呼んで行うはずだった会議に諸事情から遅刻し、責任を取らされてからの期間でもある。

　……要は、本社から関連会社へ出向という名の左さ遷せんを受けたのだ。

　おかげで給料は減り、実家暮らしだったのが通勤時間の都合からやむを得ず都内に住まいを移すことになったりしたが、それでも彼はめげることはなかった。むしろ、傾きつつあった関連会社を己が立て直してやらねばと気合いが入ったぐらいである。

　どうせ家に帰っても愛する家族ペットに会えないのなら、と、彼は昼夜を問わず会社に居座り、粉ふん骨こつ砕さい身しんの働きをし、週末ともなれば地方の遊園地やデパートの屋上で行われるヒーローショウに早朝から参加し、夜には録画していた特撮番組をビール片手に鑑賞するという、休みなどないも同然のハードな生活を送り続けていた。

　それなりに充実した日々だったが、やはり実家で家族ペットたちと暮らしたい。何より、仲間チームと再会したい……その想いは強かった。

　最精鋭のサラリーマン仲間にしてライバルたち。共に毎朝のように、かの『お粥かゆ弁当』を得んがために駅を駆けていた、クール・ブルー、セクシー・ピンク、クレイジー・イエロー、庶民派・グリーン……忘れられない熱き正義の者たち。未いまだに名前も知らないが、唐突に自分がいなくなって困惑し、不安に苛さいなまれているのは間違いないはずだった。早く本社勤務に戻って、彼らを安心させるとともに、また仲間として一緒に駅を駆け抜けたかった。

　そのためにも今日の会議はしくじることは出来ない。今回のプロジェクトを成功させれば、本社へ戻れるのはまず間違いないのだ。

「思えば、いろんなことがあった四カ月だったな」

　レッドは瞼まぶたを閉じてこれまでのことを思い出していった。どれもこれもとにかく大変だった、という記憶しかないが、その全てが自分の成長に繋つながっていると感じられる。

　より大きくなった自分が本社に戻れば、羨せん望ぼうの眼まな差ざしを受けるに違いない。

　フフッ、とレッドは笑みを漏もらした。思えば、全てはあの夏の日から始まったのだ。あの『お粥弁当』に誘われるようにして現れた少年少女。以前までは《魔導士ウイザード》を中心とした憎き連中としか思っていなかったが、ある少年との出会いによって、道を誤ることなく、正しい行いに身を費やすことが出来た。たとえ、それが原因で左遷させられたとはいえ、結果的に考えてみれば全てがプラスに働いていたのではないか、とさえ思えてくる。

　正しい行いをし続ければ、必ず報むくわれるのだ。まさに幼少期より特撮ヒーロー物の番組で彼が学んだ人生の教訓、そのままだった。だから……。

　――くすん、くすん。

　ハッとしてレッドは目を見開く。少女が泣きそうになって鼻を鳴らしている。ガタンゴトンと電車の走行音がしていても、彼の耳はそういった音には敏感に反応するのだ。

　レッドは反射的に立ち上がり、辺りを見渡した。すると少し離れた席に泣きそうになっている可か憐れんな少女と見覚えのある女性――あの、魔女だ。去年魔導士ウイザードとともに現れ、そして今年はあの少年を率ひきいて現れたあの……。

「こんなところで……。世間ってのは、狭いもんだな」

　横の少女は何だ？　娘というわけではないだろう。となれば……どことなく似ているところからして、恐らく妹だろうか。何な故ぜあの子はあんな悲しそうな顔をしているのだろう？

　まずは様子を窺うかがおう。そう思い立つとレッドは目立ってはまずいと思い、座席の上に膝立ちし、鼻から上をシートの背もたれの上から出して、彼女らのボックスシートの様子を窺った。

　この時、大の男が変態的覗のぞきスタイルで、女子高生と女子児童をガン見するという有様に周りの乗客からやや奇異の視線が集まっていたが、レッドはそんなことを気にするような小物ではないので、全てを無視した。特に隣のボックスシート、つまり彼が鼻先をくっつけている背もたれと背中合わせになっているボックスシートには旅行中の中オ年バ淑サ女ンが四人おり、彼女らの目には怯おびえの色すらあったが、泣きそうになっている少女を前にしては、もはや彼の視界に入ることはなかった。

　何故この冬休みでもない季節に、こんな地域であの魔女が？　いったい何が起こっている？

　無数の疑問を解決するために、レッドは耳を澄ました。

　断片的ながら、どうも魔女らはあのお茶漬けの駅弁を狙ってこの電車に乗ったものの、泣きそうになっている少女のせいで販売時間に間に合わなくなってしまった。それで責任を感じてあの子は泣きそうになっている……ということらしい。

　レッドの方からは背もたれのせいで顔は見えないものの、魔女らと一緒に男女二人がおり、彼らが慰なぐさめようとしているが、うまくいっていないようだ。

「えぇい、何をしているんだ……このままじゃ少女は頬を濡らしてしまうぞ」

　レッドは口に出して囁ささやく。無論、そんな声が魔女たちの所までは届かない。変態スタイルで覗きを始めた男が囁く意味不明の言葉として、隣の席の淑しゆく女じよ四人がさらに怯えただけだった。

「大丈夫、何とかなる」

　その時、レッドからは背もたれで見えなかった男が立ち上がると、しっかりとした、力強さを感じる声でそう言った。

「もしかしたら、弁当が大量に売れ残って時間延長で販売しているかもしれない。まだどうなるかわからないさ。泣くのは確認してからでも遅くない」

　そう言葉を続ける男の声には聞き覚えがあった。レッドは思わず背もたれで隠れている口元を、ニヤリと笑みに歪ゆがめた。

　……あの少年だ。間違いない。あの電車に遅れそうになって絶望の淵ふちに立たされていたあの彼が、今は少女の涙を止めようとしている。成長したじゃないか、少年。レッドは心の中で呟いた。ひょっとしたらかつての自分の背中を見て、何かを学んでくれたのかもしれない。

　そう考えた途端、ゾクゾクとした快感がレッドの体を駆けめぐった。

「しかしながら、まだまだだな。言葉はちゃんとしているが、どこか嘘っぽい。……だが、いいぞ。悪くはない。その言葉、その心意気。そうであるからこそ……」

　今の少年の言葉は少女の涙を止めようとするあまりに出てしまった嘘だろう。

　だが……嘘から出た真まことという言葉もあるように、あの例のお茶漬けの弁当は――実はまだ手に入る。しかし彼らだけではまず間違いなく不可能だろうがレッドの助力があれば話は違う。

　プロジェクトの打ち合わせのために、幾度となくこの路線に乗り込み、かつてのような刺激レースとうまい駅弁を求めて無数の駅に降り立ち、様々なデータを採取した彼の卓たく越えつなる知識と正義の心があれば、奇跡を起こすことも不可能ではないのだ。

　問題は、条件が限りなく厳しいため、少年たちがそれに挑戦する覚悟があるか否いなかだ。

　最悪、犠ぎ牲せい者しやが出る。それをわかった上で、まだ、あの駅弁を求めるのかどうか……まず、それを確認しなくてはならない。

　その時、少年は通路に出ると「それじゃ僕はトイレに行ってくるよ！」と妙な踊りをしながら元気よく言った。あれは何だろう？　すぐにやめてしまったのでよくわからなかった。

　少年がトイレのある４号車の方へ向かっていったので、レッドもまた席を立って、彼を追った。目の前でトイレの扉が閉められそうになったので、慌てて手を差し込み、レッドもまた狭く、薄暗いトイレの個室に入り込む。

　慌てる少年の口を手で塞ふさぎ、邪魔が入らないように後ろ手でトイレの扉をロックした。

「諦めない……最後まで何があっても諦めないぞ！　どんな絶望的な状況になってもだ！」

　少年は間近に迫ったレッドの目を見つめながら、そう啖たん呵かを切る。その熱い言葉に、熱い決意に、レッドは微笑ほほえんだ。四カ月前、怯えていたあの情けない様子はもはや彼には微み塵じんも感じられない。……もはや、覚悟の確認なんて必要ないのかもしれない。この少年がいるだけで、奇跡を起こす条件はほぼ揃そろったも同然だった。

「久しぶりだな、少年。企業戦士サラリーマン、レッド――只今推参!!」

　往年のヒーローよろしく二本指を立てて軽く敬礼するように、レッドは言った。場所が狭いトイレで、少年が鼻息がかかるぐらいに密着しているのが気になったが、多分相当格好良かったに違いない。実際、少年は目を見開き、ガクガクと膝を震わせているぐらいだった。

「あ、あなたは……あの夏の……。一体どうして……」

「なに、困っている人がいたら助ける。それが俺たちサラリーマンの……いや、人としての務めさ。特にそれが少年少女であるのなら、何があっても助ける……それが大人ってもんだろう。悪いが、話は聞かせてもらったぜ」

　レッドは彼に、自分は傾いていた関連会社を立て直すために……要は多くの人々を助けるために取引先の会社にこれから向かうところなのだと説明した。無む論ろん会議に遅刻したとか左遷云うん々ぬんに関しては触れはしない。大人は子供の前では常に格好良く、立派であらねばならないのだ。

　少年の状況、そして次に乗る電車の時間についても聞くと、それはレッドと同じだった。

「少年、俺は仕事の関係で幾度となくこの路線を使っているから、かなり詳しい。……もし、君に覚悟があるのなら、今一度俺は君に〝可能性〟を与えようと思う。あの駅弁……『うなぎ茶漬け弁当』を手にする可能性を、だ」

「バカな、あれはだって……もう、店は閉まっている時間のはず。そんなのは不可能だ」

　レッドは首を振る少年の肩に手を当て、目を真まっ直すぐに見つめる。

「可能だと断言は出来ないが不可能じゃない。恐らくあの『お粥弁当』の時よりもきわどい戦いになるし、君たち全員の協力が必要だ。何より万が一ということも起こりえる……特に約一名はその最悪の事態に陥おちいる可能性が高い。それでもやるか、否か。それを君に問いたい」

　レッドが喋しやべっている間に、少年の瞳から迷いや戸惑いはなくなっていた。この薄暗いトイレの中にあって、その瞳はまるで光を放っているようだ。

「構わない。その最悪の事態に陥るかもしれない約一名を僕にすれば何の問題もないはずだ。だから……教えてくれ、その奇跡の起こし方を！」

「……それで、いいんだな？」

　レッドはまるで眩まぶしいものを見るように目を細め、少年の勇ましい顔を見つめる。

「女の子の涙を止めるのは、男の務めでしょう？」

　躊躇ためらいなくそんな台詞せりふを言ってのけた少年の顔を見て、レッドは首を振りながら深いため息。

「……やれやれ、俺は一〇〇点満点とは言わないまでも、八〇点ぐらいの返答を期待していたんだがな……そんな返答が来るとは。まったく。少年、今のお前の返答は――」

　レッドは後ろ手にトイレの鍵かぎを解除すると、少年の頭をグシャグシャと乱暴に撫で回した。

「一五〇点だ!!　やろうぜ、少年！　奇跡を起こすぞ!!」

　はいっ！　と威勢の良い返事をする少年の肩を抱き、レッドはトイレの扉を開け放つ。狭くて薄暗い部屋から、明るい車両へと、二人は足を踏み出したのだった。
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　白おし粉ろい花はなは茉ま莉り花かたちの邪じや魔まにならないように静かに席を立つと、佐さ藤とうが向かった４号車の方へと歩きだす。特にトイレに用はなかったものの、何だか自分がいると肩を寄せ合っている槍やり水ずい姉妹の邪魔をしているような気がしてきて、悪い気がしてしまったのだ。

　それに佐藤の後を追うようにして、ちょっと体格の良い革かわジャンの男が４号車に向かったのも気に掛かる。どこかで見たような、そんな気がするのだ。

　具体的にはよく思い出せないが、ひょっとしたら最近手を出している『これがプロの技だ！　最強格闘伝授シリーズ』に出演していた人かもしれないし、もしかしたら年二回行われる大規模同人誌即売会で見かけた人かもしれない。後者ならともかく、前者ならちょっと握手してもらいたいなと思うものの……でも本当にそうなら自分なんかは話しかけられないだろうな、とも思い、白粉は自じ虐ぎやく的てきにちょっと笑った。

　ならばせめてナマでじっくりたっぷりと鑑かん賞しようしたい。白粉はポケットから眼鏡めがねケースを取り出し、薄いレンズのそれを装着して４号車を覗のぞき込んだ。クリアになった視界に、乗客を疎まばらに乗せる車両が映る。その先には恐らく佐藤が入っているであろう、トイレ。

「……あれ？　えぁっと、さっきの人はどこに行ったんだろ」

　まさかさらにその先の５号車の方に行ったのだろうか。だとしたら、ちょっとやっかいだ。５号車には行く理由がないのだ。４号車なら、まだ佐藤の様子を見に来たという理由付けが出来るが、５号車に行って、特に何もせずに戻ると、そこにいる人たちに変な奴やつだと思われるかもしれない。それは、嫌だった。しかも今日は私服ということもあって、抵抗感は強い。

　昨夜一晩かかって選んだ服だったが、果たしてこれが真っ当な――おかしな服装ではないかは、いまいちよく分からない。仮に大丈夫な組み合わせだとしても、着る人間によって合う合わないというのは多く、時に最悪の組み合わせというものもある。

　例えばガリガリに痩やせた人がピッチピチのブーメランパンツを穿はいていたらいささか見み窄すぼらしく見える。あぁいうのは体を鍛きたえ上げている逞たくましい人か、あえてムッチムチに太った人が贅ぜい肉にくの中に埋うずめるようにして穿くことによって、セクシーさを演出するためのものだ。少なくとも、白粉はそう思っている。

　白粉は一人苦笑しながらトイレへと向かう。佐藤が気になった、というテイでトイレの前まで行き、そこからそれとなく５号車を窺うかがってみることにした。そうして、連結部の窓からスニーカーで爪つま先さき立だちになって、５号車を覗いてみるものの……あの革ジャンの男はいない。

　はて？　と、白粉は首を傾かしげた。この５号車は最後尾車両だ。だとしたら、あの男はどこへ消えたというのか。何だかミステリの匂においがしてきて、白粉の好奇心が刺激されていく。

　ガチャリ、とトイレの扉のロックが解除された音。白粉は慌あわてて踵かかとを降ろすと、さも佐藤が出てくるのを待っていたかのように、トイレへ体を向けた。

「あ、佐藤さ……」

　――その瞬間、白粉花は確かに時が止まったのを感じた。

　狭く、薄暗いトイレ（一人用）から、革ジャンの男に肩を抱かれて佐藤洋が現れた。

　一人用のトイレで男が二人入ってすることなど、一つしかない。

　何よりそれを証明するように、二人して満足感たっぷりの最高の笑顔を浮かべていて……。

　そう、これはもう……間違いなく……。


「ＹＡヤＴツＴＡタ―――――――――――――――――――――――――――――――――!!」
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　槍やり水ずい先輩が言っていた駅弁はこの辺りでは結構有名なそれであり、赤ハンカチ――自じ称しよう企業戦士サラリーマンのレッドもまた、幾度も口にしている美味なる弁当なのだという。

　彼は僕らが座っていたボックスシートへ荷物を持ってやってくると、通路側に立ったまま鞄かばんからiPadアイパツドを取り出して、操作し始める。

「君らとかつて競きそったお粥かゆ弁当もそうだが、やはり通勤客を狙ねらった弁当だ。それ故ゆえに、確かに君らの言う通り一〇時半までの時間にしか販売していない。……だが、それ以外の時間でも売っていないわけじゃない」

「ですけど、店がないんじゃ弁当は買えない……」

　僕は言いつつ、顎あごに手を当てて難しい顔をする槍水先輩と、垂たれ耳みみ付きフードを被かぶった、不安げな茉莉花を見やる。二人も同じ考えなのだろう。

　先程、僕がトイレからレッドを連れてくると、その意外な人物の登場に先輩は呆あつ気けに取られ、体格差からか、茉莉花はちょっと怯おびえていた。しかし、あの駅弁を手に入れる手段を彼が知っていると告げると、二人とも目の色が変わり、もはや相手が誰であろうと意識することなく、真剣に耳を傾け始めていた。

　なお、どうして彼が平日のこんな時間に、この路線に乗っているのかは……不思議と誰も訊きかなかった。僕もそうだけど、何となく、想像がついたからなのかもしれない。彼は確か、あのお粥弁当を手に入れた時、大事な会議がどうのこうのと言っていたのだから……。

　――それでどんな展開を経へてあの狭いトイレでエンジョイプレイを？　――やはり蜜みつに惹ひかれる虫がごとく彼のガッチリしたボディに誘われて？　――ハッ！　まさか無理矢理!?　強引に!?　身も心も準備出来ていないのにねじ込まれて!?　……そ、そんな……なんて素敵な!!

「いや……店は、ある！」

　レッドは口元に自信ありげな笑みを湛たたえながら、iPadを見せてくれる。そこにはこれから僕らが乗り換えで下車する駅……そこから少し離れた場所にあるうなぎ屋さんのＨＰホームページだった。

「これは、まさか……そうか、そういうことか！」

　槍水先輩はモニターに喰くらいつくにように顔を近づけ、そのＨＰホームページにあった住所を読む。

「え？　お姉ちゃん、どういうこと……？」

「駅弁の臨時販売店は一〇時半に閉まるが、その製造元であるうなぎ料理屋の方まで閉まるわけじゃない……だから、そこでならお土産みやげ用として同じ弁当を購入できる。……レッドとか言ったか。そういうことだな？」

　ご明めい察さつ、とレッドは優秀な生徒を前にした教師のように、微笑ほほえんだ。

「昼前に駅での販売をやめるのはこっちの店が忙しくなるからだ。だから、あるんだ。弁当も、店も。無論、数があるかはわからないから、あらかじめ電話して用意してもらう。そして、停車と同時に店へ行き、購入後、乗り換えの電車に乗り込む。手段としては簡単だろ？」

「だが、待て。このプランにはいくつか問題がある。……時間が、かかりすぎる」

　槍水先輩は苦にが々にがしく言うと、レッドは頷うなずく。頭に〝？〟マークを浮かべる僕や茉ま莉り花かに、彼はモニターに駅の構内見取図及び駅周辺の地図を表示してみせ、指でなぞりながら距離と、往復にかかる時間を説明してくれた。

　槍水先輩が言うように、確かに荷物を持ち、改札を抜け、店へ行き、弁当を購入し、駅に戻り、改札を抜け、電車に駆け込む……。しかもここで改札を抜ける関係上、一度切符を買い直さなくてはならない。これにお金が余計にかかってしまうのは甘んじて受け入れるとしても、時間がかかってしまうのは致ち命めい的てきだった。

　むぅ、と先輩は唸うなり、茉莉花は怯おびえたような表情でみんなの顔を見渡す。

　僕らが電車を降りて乗り換えるまでは五分程度しかないが、このプランではどんなに早くとも八〜九分は必要だと、僕は計算した。全力ダッシュし続ければ間に合うと思うが、荷物や弁当なんかがあることを考えると……かつてのお粥弁当の購入を経験した身からすればどう考えても減速は免まぬかれないとわかる。

　――朝の通勤時間、そのトイレはハッテン場となる……そしてそこで巻き起こる難事件……。解決するためにサト……サイトウ刑事と筋マツ肉スル刑デ事カは鈍行列車に乗り込むのだが……。ほほぅ、使えますなぁ！　……次の駅まであと五分、果たしてそれまでに漢おとこたちは事件を解決し、さらに絶頂に達することができるのか!?　さぁ盛り上がってまいりました!!

「そうだ、魔女。普通は不可能だ。……だが、ここにはこの少年をはじめ、仲間がいるじゃないか。意味がわかるかな？」

　その時、僕にはレッドが言わんとしていることがわかった。レッドの顔を見る。

「かつて、僕の友人が言っていました。チームワークには不可能を可能にする力がある、と」

「君はいい友人を持ったな。……そうだ、正解だ。熱き仲間の力を合わせれば、どんな困難とて乗り越えられる。不可能を、可能に出来る！」

　――ほぅ、チームワーク。そうか、その手がありましたね！　つまり一対一ではなく、二対一でガチムチに挟はさまれて双方から攻めを……いや、受けだけではなく攻めもマスターしたサト……サイトウ刑事なら、受けながら攻めるというのがベスト!!　それによってより強い興奮と快感を得て絶頂までの時間を縮めることが可能となる!!　漢たちのドリームサンドウィッチ!!　その手があったか！　キましたよ、佐藤さん！　最高のネタが!!　

「これは俺の単純計算だが、時間的、距離的にいってあのお粥弁当の駅の三倍以上……即すなわち難易度もまた三倍以上だ。しかしこちらはお粥弁当を獲得した経験のある少年とその眼鏡めがねの少女、そして魔女の三人が力を合わせて立ち向かうってわけだ」

　そして彼が説明してくれたプランは、なるほど、と思わせるものだった。

　致命的となる問題点は二つ。一つは駅の外に買いに行くため改札を抜ける際のタイムロス、もう一つは駅弁を持つことによってどうしても復路は速度を落とすしかなくなるということだ。これら二つを僕らは三人で互いに補い合いながら、ロスを最小限に抑おさえる。言うなれば、夏のは個人戦、しかし今回は弁当のリレーなのだ。

　つまり、最初は三人で出、改札手前で一人（Ａ）が待ち、改札を出て一人（Ｂ）が二人分の切符の準備、その間に最後の一人（Ｃ）が駅弁を買ってくる。そして改札口で（Ｃ）は（Ｂ）から切符を貰もらうと同時に（Ａ）に弁当を渡す。弁当を持つことで走行速度の低下を強しいられる（Ａ）は電車に向かって先に駆けだし、それを改札でタイムロスを強いられる（Ｂ）と（Ｃ）が手ぶらで追いかける……というものだ。

　無論、一番走行距離があり、疲労を考慮すると乗り遅れる可能性が最も高い（Ｃ）の役は僕が立候補した。最初、槍水先輩が自分がやると言い出していたが、茉莉花には先輩が必要である。万が一乗り遅れる事態になってしまっては、それこそ悲惨というものだろう。

　しかしながら、今回のプランにはレッドの役がない。それが気になり、僕や先輩は立っているレッドの顔を見上げると、こちらの言わんとしていることが伝わったのか、彼は大人びた優しげな表情で茉莉花の頭に手を伸ばす。一瞬、茉莉花は怯えるようにビクッと体を硬直させた。

「この子に大丈夫だって言ったのは、お前たちだろ？　俺が交じるのはちょっと違う」

　ですが……、と僕は喰くい下がった。何せレッドが走者に加わればより確実になるはずだ。

　しかしレッドは茉莉花から手を放すと、今度は僕の肩にその手を置いた。

「心配するな。サポートはする。だから……やれ、やってみせろ。人に助けてもらうんじゃなく、己らの手で……優しい嘘を、確かな真実に変えるんだ」

　レッドにそう言われてしまっては僕と先輩も頷くしかない。何より、どこか無意識に人に頼ろうとしていた自分がちょっと恥ずかしく思えた。

　そうだ、確かに茉莉花に大丈夫だと言ったのは僕らじゃないか。それなのに偶然再会したレッドに何もかも頼ろうなんて虫がいいにもほどがある。

　彼から駅弁を購入出来るプランを貰もらっただけで、本当は感謝するべきなのに……。

　僕のこの気持ちは、先輩も同じらしく、少し頬を赤らめて茉莉花の肩を抱いた。

　しかし茉莉花はするりと先輩の腕から抜けて席から降りると、胸元で二つの握り拳を作って、自分よりもずっと身長の高いレッドを見上げた。

「あ、あの……私は……私も、何かしたいです！　だって、こうなったのも元々は全部私のせいですから……だから！」

　レッドは腰に手を当て、胸を反そらして豪快に笑った。

「そうだな、それじゃ……手伝ってもらおう。コースの難易度は三倍だが、これで立ち向かう君たちの力は三・五倍だ。これなら十分勝てる」

　――ほぅ、三・五倍……確かに！　三人同時のプレイは、攻めつつ受ける、受ケツつ攻める……まさにヌきつヌかれつの熱いデッドヒート!!　それによってサトウ刑事には通常の三・五倍の快楽が訪れる、と、そういうわけですね!?　これは勝つる――ふぐぅふぐぅ。

　我が慢まんの限界を超えた僕は隣に座っていた白粉をヘッドロックするとともに、空いている手で頬を掴つかんで口をタコ唇くちびるにし、無理矢理に言葉を封じる。

　……何なんだ、この神々のイタズラが作り出したかのような悪意ある生き物は。トイレの前で絶叫してからというもの……軟体動物のぬめっとした感じを彷ほう彿ふつとさせる目に、不快感を煽あおる言葉をほとんど閉じているとしか思えない唇の隙間から僕にしか聞こえない声量で囁ささやき続けやがってからに。……コイツは何だ、忍びの者か。一体どこでそんな特殊技術を学んだのだ。

　白おし粉ろいはペチペチと僕の腕を叩たたいてきたが、腕を解くのは彼女がぐったりとしてからだった。




　目的の駅は田舎いなかのそれではあるものの、レッドが見せてくれたマップを見る限り、結構大きい。いくつかの路線が重なっている、いわゆるターミナルとしての機能を持っているようだ。

　それにしても広いな、と思ったものの、レッド曰いわく、元々はさらに複数の路線がこの駅を通過する予定だったものが、何やらかんやらでゴタゴタしていくつかの計画がダメになり、非常に中途半端な駅になってしまったんだとか。

「コースは頭に叩き込んだな？　何度も言うが、今回の戦いは以前とは似て非なるものだ。あれは自分自身との戦いだが、ここは違う。まさに時間との勝負であり、勝つ以外の選択肢はないと思え。己の足と弁当を想う心……そして、仲間との絆チームワークがお前たちの武器だ」

　肩から己の鞄かばんを提さげ、腕組みをするレッドの言葉に、停車時に改札口最寄りとなる乗降口前に集まった僕たちは頷く。

　槍水先輩はチラリと彼女の横で鼻息を荒くしている茉ま莉り花かを見やる。

「茉莉花も大丈夫か？　重くないか？」

　茉莉花は肩から提がる三つの鞄とリュックサックを背負い直しながら、気丈に頷いてみせる。

　今回の茉莉花の役割は全員分の荷物を乗り換え先の車両に運び込むことだった。こうすれば僕たちは手ぶらで駆けられるのだが、一泊分とはいえ、茉莉花にはかなり重いだろう。

　窓の外を流れる景色は、徐々に家々が多くなってきており、駅が近いのを感じさせた。

「よし、最後のチェックをしよう。特に要かなめとなる少年、お金は一円も間違いなく持ったな？」

　レッドはまさに指揮官という雰ふん囲い気きを漂わせながら、全員を見渡した。

「大丈夫、間違いなくポケットに入れてある」

「そっちの魔女は？」

「あぁ、大丈夫だ」

「その妹も、乗り換える電車は覚えているな？」

「はい、もちろんです！」

　茉莉花はぴょんと跳ねるようにして応じた。

「最後に眼鏡の少女よ、二人分の切符代、持ったな？」

「はい、大丈夫です！　問題ありません。奇跡を起こしましょう！」

　解放した白粉がやけに明るく、元気一杯に拳を固めて言うと、レッドは最高に嬉うれしそうな笑みで大きく頷いた。

「……そう、漢おとこ同士による受じゆ胎たいという奇跡を熱き想いと愛の力で……それはまさに〝神々への挑戦〟。次回のサブタイはこれに決ま――あぅ！」

　とりあえず、また僕にしか聞こえない声で囁きだしたので、白粉の後ろ髪を僕は引っ張り、強制的に眼鏡を外はずさせてケースにしまわせた。

　不意に窓の外が暗くなる。……時が来たか。

「準備は万ばん端たんだ。何も恐れることはない。さぁ行くんだ、少年たちよ!!」

　レッドの言葉に、僕らは一いつ斉せいにバッと乗降口に顔を向ける。

　……が、その、なんだ……。てっきり、電車が駅に進入して暗くなったと思ったのだけれど……単にトンネルに入っただけであり、すぐに明るくなって、先程と同様にひたすら気だるい田舎の風景が窓の外を流れていく。

　ガタンゴトンとゆっくりとした一定のリズムの走行音が、何も変わらず続いていた。

　勇ましく顔を向けた僕らはそのまま乗降口の窓を見つめ続けるのだけれど、なかなか駅は見えてこない。数秒、十数秒……そして、その果てに……。

「あっ、まちが……」

　レッドは呟くものの、途中でその言葉を呑み込んだ。

　……この人、最高にカッコ付けて言ったくせに、駅に進入するタイミングを間違えやがった。

　本人を含めて全員がそれを察したものの、一度入れてしまった気合いはなかなか抜けず……最高に気まずい空気を沈黙の中で味わい続けるはめになった。

　誰もかもがバツの悪そうな顔をしつつ、自然とレッドへ視線が集まる。だが、レッドはそんな視線などありはしないとでもいうかのように、脂あぶら汗あせを浮かべつつ、窓の外を見続ける。

　このやっちまった感たっぷりの状況に彼は一体どんな弁明をするのだろう。悪意とか責めるような気持ちなしに、純粋な疑問として僕はレッドを見つめ続けた。すると……。

「そ、そういえば気になったんだが、少年、さっきトイレに行く時に何で踊っていたんだ？」

　なん……だと……。な、何言うに事欠いてアレの話を持ち出してきやがったんだ!?

「あぁ、そういえば佐藤は何かリズムを取っていたな。結局あれは、何だったんだ？」

　重苦しい空気から逃げられる良い機会と察したのか、槍水先輩がモッズコートのポケットに両手を突っ込みながら、レッドの話題に乗るのだけれど……乗っちゃダメだ、そんな話題！

　クソッ、汗が全身から噴き出して……手が……いや、手と膝が震えてきやがった!!

「あ、あれは……そ、その……なんて言うか……ハハッ！」

　何だよ最後の「ハハッ！」っていう甲かん高だかい笑い声は!?　あのネズミの化け物か!?

「あれは、ね、佐藤さん。あれはちょっと前に一部で流は行やったヤツ……ですよね？」

　解説しちゃダメだ白粉!!　何助け船出してあげたみたいな優しげな顔して僕の顔を見るんだよ!?　大胆にスベったギャグの説明なんて……一体どこの地獄だ!?　世界中の軍隊でも自じ粛しゆくするレベルの拷ごう問もんだぞ!!　くそっ、ど、どうしたらいいんだ!?　駅はまだか!?

　ほとばしれ電車エレクトリツクトレイン！　一秒でも早く駅へ急ぐのだ！　このままでは僕の命が危ない!!

　僕は車両の壁に背を付け、あばばばばば、と壊れたオモチャのようにガクガクと震えながらとにかく祈りに祈った。早くこの状況から脱したい……しかし一秒はヘドロのように粘ねばりつき、空気は鉛なまりのように重く、先輩たちの無む垢くな視線は槍やりのように僕の胸を貫つらぬき、痛みをもたらす。

「どうしたんですか、センパイ？　……何だか顔色が……」

　茉莉花が本当に心配そうな顔で訊きいてくる。……くそぅ、そんな顔を前に、黙っているのにも限界がある。こうなったら覚悟を決めるしかないのか。

　僕は決断した。茉莉花を、笑顔にさせてあげたい。そう思ったからこそ、あの時は頑張ったのだし、今こうしてレッド発案の計画を実行しようとしているのだ。それなのに、ここで彼女に辛つらい想おもいをさせてしまっては元も子もない。……いいだろう。言ってやろう。教えてやろう。全てを！　真実を！　あぁやってやるとも！　何もかも告白してやるさ!!

「あ、あれは……その……た、たいしゅう……りつどぅ体操といって……その、外国の……アレでして。大変、面白いと一部で話題で……その……」

　へー、と茉莉花。ふーん、とさして興味なさそうに槍水先輩が鼻を鳴らす。

「そうなのか。しかしなぜいきなりそんなのをやりだしたんだ？　何か意味があったのか？」

　……槍水先輩の無垢な追撃はあまりに的確だ。一体、何がそんなに槍水先輩の好奇心を駆り立てるのか。せめてそれが性的な内容のものなら、まったく欲しがりやさんだな、とかダンディな笑みを浮かべつつ彼女のおでこを指先でツンっと突つついてやるところだ。

　――ん？　あ、窓の外、線路が何本か見えて……あ、減速したぞ！　ということは!!

「あっ！　来たぞ、駅だ！　駅が近い!!　みんな、過去に囚とらわれている暇ひまはないぞ、未来へ向けて旅立つ時だ！」

　僕は大げさかつ、ちょっと格好良さげな言葉で修飾しつつ言った。するとレッドも「そうだ、少年。大事なのは未来だ」と、意味よりも言葉の格好良さに乗っかってきてくれる。

　多分、この人はそういうのが好きなんだろうな、と僕は頭の片隅で思いつつ……。

「ほぅ、過去の男性関係など気にしない。二人のこれからの未来の方が大事であるとして、サト――サイトウさんは相手の逞たくましいアレを含め、全てを受け――あぅ！」

　白粉の後ろ髪を引っ張っておくのも忘れない。

　電車が駅へ進入すると、さすがに先輩や茉莉花も僕のスベったギャグのことよりも、駅弁のことで頭がいっぱいになったようだ。スーパーでの半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムを思わせる鋭い目つきになり、その横顔にはまさに《狼おおかみ》としての厳しさが浮かぶ。

　今回の勝負で要かなめとなる僕とて、負けてはいられない。

　僕は一番ドアに近い位置に立ち、心の傷を抉えぐられまくったことで乱れていた呼吸を整え、腹の虫を意識する。まさか今回の旅行まで力を借りることになるとは予想していなかったものの、朝食を摂とっていないことは幸運だった。

　空腹は、力だ。体を突き動かす腹の虫の衝動が奇跡への足がかりとなるはずだ。

　電車はホームへと減速しながら、進入。キキギギィという甲かん高だかいブレーキ音を響かせる。

「あの電車……ですね。次に乗るの」

　茉莉花の呟つぶやきが聞こえ、振り返ってみると、僕らとは反対の降り口の窓から、路線を二本挟んだ向こう側にこれから乗り換える予定の電車がすでに停車しているのが見えた。

　運転手の細やかなブレーキ操作により、車体はとてもゆっくりゆっくりと減速していくが、反比例するように僕らの鼓動は加速していった。

　停車位置まで、あとわずか。先頭にいる僕は最後にもう一度だけ、みんなを見渡した。僕を安心させると同時に鼓こ舞ぶするようにキリッとした目に闘志を漲みなぎらせる槍水先輩、さっきまでのねばっこい笑みを消し去り緊張に硬くした表情を浮かべる白粉、自分の役割をしっかり果たそうと気負って口を横よこ一いち文もん字じにしている茉莉花……そして、もはや語る言葉はないとでもいうように、仁に王おう立だちで腕組みしているサラリーマン・レッド。

　かつては逆の路線を進みながらも、僕を助けてくれた彼。今は、同じ道を進んでいる。そしてまた、助けてくれようとしている。……そのことに、僕は視線で感謝を述べた。するとまた彼は微笑む。礼は弁当を無事に手に入れてからにしな、と言っているかのようだった。

　僕は軽く頷きつつ、キョロキョロと好奇心に溢あふれた瞳で僕とレッドの顔を相互に見やる白粉の後ろ髪を引っ張り、再び前――ドアに顔を向けた。

　電車は、ついに停止。一瞬の間を置いた後、プシュゥっと音を立ててドアが開く。

「行け、少年たちよ！」

　わずかに空いた隙すき間まから抜け出るようにして僕はホームへ降り立つ。時刻は昼前に差し掛かっていたが、標高が高いためか、朝よりも冷たい空気が僕を包み込んだ。

　平日の一一時、この中途半端な時間、ホームにほとんど人はいない。僕は躊躇ためらうことなく地面を蹴り上げ、先陣を切っていく。僕の後ろから白粉、槍水先輩、そしてレッド、茉莉花の順で続いているはずだったが、振り返っている余裕はなかった。しかし後ろから白粉の間かん隔かくの狭い足音、ブーツのせいでやたらと重い足音、そしてレッドの革靴の音を聞く。

　茉莉花のそれは聞こえないが、あの子の場合は階段を昇れば僕らとは逆方向だし、彼女の課題は速度よりも荷物の重さに耐えることなので、心配はしなかった。

　僕は跨こ線せん橋きようの階段に足を掛ける。大おお股またで二段飛ばしで駆け昇り、右折。一路改札を目指す。

　夏のお粥弁当の時と違って進行の阻そ害がいとなる相手はいないため、僕は最高速度で走り続ける。

　跨線橋はそのまま駅構内の二階へと続いていた。途中で他の路線のホームとを繋ぐ階段がいくつかあったが、運良くそこから昇ってくる人もいない。

　駅構内に突入すると、そこはだだっ広く作られており、疎まばらに人はいても、それは大した邪魔にはならない。横目で売店や無駄に何台も並ぶ自動販売機の列を捉とらえつつ、危険性がないのを確認して僕はさらに速度を上げた。

「目標は西口改札。次を左折後、即座に右折。クランクだ、アウトからインそしてアウト、可能な限り直線ルートを取れ。道も狭くなる、一般人に注意」

　最後尾からレッドの指示。僕は言われた通り、曲がる。途中、手押し車を押しているお婆ばあちゃんがいたが、丁度直線ルート部を虫が止まるような速度で歩いていたので問題にしない。僕たちはその横を駆け抜ける。白粉が「お、お騒がせしてすみません！」と謝ると、遠くなっていく後方から「若いモンは元気がえぇね〜」と優しげな声が聞こえた。

　走り行く先、道が途絶えている。階段だ。僕は階下が見える位置まで来ると、下に人がいないのを確認して飛んだ。かなり高い位置からだったが、腹の虫の加護を受けた僕の足は一切のダメージを受けることなく着地、即座に走りだす。自動改札機が見えた。

「ここまでで三五秒だ！　俺は階段の上で待つ、行ってこい！」

　つまり、残り二六五秒。レッドの声を耳にしつつ、僕は切符を持った手を伸ばし、差し込み口に挿そう入にゆう。日本の高度な技術の結晶であるそれは即座に切符を呑み込むと磁じ気きデータを読み込み、料金等々問題なしと判断。僕はわずかな減速のみで、そこを抜けた。この間、約三秒。

「頼むぞ、佐藤！　あの駅弁を買ってきてくれ！」

　槍水先輩に声で応じて呼吸を乱したくはない。僕は腕を横に伸ばし、親指を立てた。先輩は改札手前で待機、白粉は改札を抜けた後、自分と僕用の切符を購入することになっているので、ここで彼女らとは一時お別れだ。

　僕は駅を走り続ける。改札は抜けても、まだ屋外ではない。駅構内の野菜系物産店のエリアが続く。買い物中の地元の主婦の方々の背後を抜けるといよいよ出口だ。抜ける。一瞬トンネルから外へ出た時のようなフラッシュアウトの感覚を味わいつつ、目を細めて辺りを窺うかがった。

　開発途中なのか、寂さびれ始めているのかよくわからない中途半端に閑かん散さんとした駅前広場。サッカーボールを蹴けっている児童、真っ昼間なのにバス停前のベンチに座って缶チューハイを飲むスーツ姿の男、授業を絶賛ボイコット中と思われる学生服のカップル……。

　人の数はそれなり、しかし、隙すき間まも多い。僕はレッドに見せてもらったマップを思い出しながら、腕を大きく振り、地面を蹴り続ける。

　シャッターの目立つ狭いアーケード街へと突入。そこは道路全体をアーチ状の屋根が覆おおっている一般的なタイプではなく、並ぶ店々の軒のき先さきが伸びたようになって、歩道を覆っているだけのタイプのそれだった。浅あさ草くさとかでもそうだから、これは古いタイプなのか、それとも単に車道が太めなので、道全部を覆い切れないためなのかもしれない。

　手すりで歩道と車道を区分けされているそこは、駅周辺の閑散とした感じと違い、道路に車が多いイメージだった。田舎は車がないと不便なことに加え、明らかに違法な路上駐車をしている車が多いせいだろう。常に僕の視界には走行中や停車している車体が映っていた。

　目標の店まであと二〇〇メートル前後のはず。感覚的に改札から五〇秒ぐらいは経たっている気はしたが、正確にはどのくらいなのかはわからない。

　アーケードは右へと途中で折れ曲がっている。僕は道の端をバイクがそうするように体を倒して、減速率を抑えつつカーブをクリア。

　そして、そこで……今回は存在しないと思われていた障害を行く先で見つけてしまう。

「嘘だろ、ここに来て……なんて、完かん璧ぺきなガードを!?」

　かつては狭い跨こ線せん橋きようの上でレッドとその仲間によって意図的に道を阻はばまれ、時間と体力を浪費してしまった。今回は――熟オバ女サン四人組だ!!

　信じられるだろうか。買い物袋を提げたオバサン四人がヒーロー物よろしく仲良く横一列に並んで歩道を封鎖しているのだ。それぞれが等とう間かん隔かくに並び、足並み乱れることなく列を維い持じし、割って入る者を許さない。実際、彼女らの後ろに自転車に乗った男子学生が徒歩の速度レベルにまで減速を強いられている有様だ。

　彼女らには謙けん虚きよさなど微み塵じんもない。太ましい心と体を最大限に利用して道を占領！　歩道は歩行者優先のルールが彼女らを絶対的な存在へと押し上げている！

　男子学生、もはや穏便には事が済まないと判断。ついに自転車の最終兵器のベルを鳴らす。チャリンチャリン！　しかしオバサン四人、動かない！　誰一人道を譲らない！　ベルの音など聞こえないと嘲あざ笑わらうかのようにガールズトークに花を咲かせ続ける！　まさに花真っ盛り!!

　オバサンの壁――堅い、堅すぎる！　

　しかし男子学生は諦めない。隙間なく立てられた手すりのせいで車道に降りることは出来ない以上――いや、仮に降りれたとしても路肩のスペースもない場所で違法駐車している車が多いため、走行車からの見通しがかなり悪い道路……そこを自転車で走ることは普通に危ない。

　故に、彼は諦めず再度ベルを鳴らす。だが！　やはり！　オバサンは動かない、誰一人道を譲らない!!　それはまさに鉄壁!!　圧倒的な堅けん牢ろう!!　自転車のベルなどではビクともしない!!

　その状況に男子学生はがっくりと項うな垂だれ、ついに自転車を降りる。――男子学生、陥かん落らく!!

　遅いオバサンの歩みに合わせて自転車を押し始めるその背中、まさに負け犬のそれ!!

「なんて壁だ……自転車のベルでもダメだというのか」

　僕は思わず呟いた。オバサンの壁、そして自転車の彼の背中が近づいてくる。果たして、どうする。僕もまたあの男子学生よろしく、壁に負けて後ろに続くしかないのか。あの遅い歩みに付き合わねばならないのか!?

　否。それでは間に合わない。それでは、茉莉花の涙を止められない！

　僕は振っていた手を腹に当てる。男子学生は自転車のベルを武器としたが、僕にはそれはない。しかし、それじゃないものがある。

　腹の虫よ、スーパーではないこの場所だが……力を貸してくれ。あの壁を越えた先には、あの槍水先輩が楽しみにするぐらいの弁当があるんだ。その弁当を喰おう。うなぎ茶漬けという、弁当らしからぬ汁物系弁当だ。……食べたい、僕はそう思うんだ。朝飯を抜いたことで、昨夜の夕食からは半日以上が経たっている。この空っぽな胃に、うなぎ茶漬けをサラサラと流し込もうじゃないか。だから――力を！　力を貸してくれ、腹の虫よ!!

　再び両手を振って、僕は走る。大股だったそれまでと違い、小さな歩幅で、鉄オバ壁サンとの距離を測りつつ、接近する。

　男子学生が僕の足音に気がついて振り返った。一見悪ぶった感じだったが、目尻に涙を湛たたえた顔は純じゆん朴ぼくな少年のそれだった。彼は僕の顔に何を見たのか、ハッとした顔で見つめてくる。

　お前の仇かたきは、僕がとってやる。視線でそう告げて頷いてみせると、僕に何らかの希望を見出したのか、彼もまた涙を拭ぬぐって頷いてくれる。

　彼に並ぶ。鉄オバ壁サン、目前。歩行者優先の枷かせを付けられる自転車の男子学生とは違い、同等の歩行者である僕の場合、このまま強引に割り込むことも可能だ。しかし、それでは体重差で弾き飛ばされる恐れがあるのに加え、減速は免まぬかれない。車道はほぼ塞ふさがっているといっていい状況……ならば、あとの道は一つしかない。

「まさか！　そんな……そんな方法を!?」

　男子生徒は僕の視線を追って、こちらの策を察したようだ。

　そう、上だ。上空から抜けるしかない。しかし、オバサンらを飛び越えるのは良いとしても、歩行者の進行方向へとなると、着地直後に背後から迫られて接触してしまう可能性がある。ならば、より余裕を持って飛び越すしかない。そのために利用すべきは……アーケードだ！

　僕は深く踏み込み、やや前方方向へ飛ひ翔しようする。

　普段のスーパーなら誰かしらを踏み台としなければ届かないが、ここはそれほど天井は高くない。かなりキツイが……単独でのジャンプでも何とかなっ――たっ!!

　僕は空中で身を捻ひねりつつアーケードに足先を無理矢理着ける。そこを文字通りに足がかりとして、天てん井じようを駆けるように、前方へ跳ぶ。――鉄オバ壁サンを、越える！

　天井の高さが低いため、再び身を捻ってうまく着地出来る余裕はなかった。僕はアスファルトの上に飛び込み前転するようにして着地。堅い地面が体を叩くが、痛みはそれほどでもない。即座に体勢を立て直して走りだす。

　何やら後ろでドンガラガッシャンという自転車を投げ捨てるような音が聞こえるとともに男子生徒の雄お叫たけびが聞こえた。

「オレも……オレも続くぞ!!　うぉおおおぉぉおおおおおぉぉ!!」

　そして、直後に何やら派手な音がしてオバサンたちのヒステリックな喚わめき声が聞こえてきた。……多分、彼は失敗したんだと思う。腹の虫の加護なしでは……そりゃ無理だろう……。

　平時の一般人及びよい子はマネしないように、と言っておくべきだったかもしれない。

　しかしながら彼はあの鉄壁を越えたとて、自転車を投げ捨てて何をしたかったのだろうか？　僕にはわからなかったし、考えている余裕もなかった。

　僕は走る、走る、走り続ける。そして見えてくるアーケードの終端と、その向こうにある暖簾のれんのかかった歴史を感じさせるうなぎ屋さん。中でも食べられるようだが、僕が目指すのはその出入り口の隣、通りに面するようにして存在する窓口。そのガラス戸の向こうには先程予約した四段重ねになっている僕らの弁当が見える。……予想以上に、大きい。明らかに四段だが、一つ一つの箱が厚みがあり、まるで重箱のようなのだ。

　あれを駅まで運ぶとなると辛つらそうだ。しかし……悪くない。腹の虫はそう言っている。

　足は腹の虫に突き動かされるように、意識していないにもかかわらず、さらに加速した。

　店舗が迫ってくるような錯覚を覚えるほどの速度で到着、即座に窓口のガラス戸を開け放つ。

「うなぎ茶漬け弁当四つ予約した佐藤です!!　弁当を、弁当をください!!」

　店主らしい初老のオッちゃんが、うなぎを焼く手を止めて素早く四つの弁当をビニール袋に入れてくれるとともに、僕が叩きつけるように出したお金を確認。

　その間に僕は店内から漏れ出したうなぎの蒲かば焼やきの匂いを堪たん能のう。対《オルトロス》戦の時もそうだったが……うなぎを焼いたり、そのタレが焦こげる匂いはどうしてこうも魅力的なのか。どうしてこうも、僕の腹の虫を刺激するのか。腹の虫が暴走して、今にも意識が飛びそうだ。

「はい、コレ。うなぎ茶漬け弁当、四つね。あとは……」

　言いながら彼は直すぐ近くにあったレジ……じゃなく、その横にある保温機ホツトストレージからかなり熱そうな一九〇ml缶のお茶、四つをビニール袋に入れてくれた。最初はサービスかと思ったものの、そうじゃなさそうだ。これを含めて、『うなぎ茶漬け弁当』なのだ。

　そうか、お茶は後から別途ぶっかける……お茶漬けである以上、お粥弁当と違って汁気で御飯がふやけてしまっては別物だから、後がけなのだ！　また熱々のお茶を掛ければ弁当は温まるし、お茶を温め続けるのは容易でも弁当の場合は確かにコスト的にも衛生的にも危険……電子レンジがない電車の中で食べるとなれば、これがベストな手法と言えるだろう。

　僕の中で弁当への期待が跳ね上がる。だが、同時にお茶が加わることで八〇〇グラム程度の重量が増してしまったことに危機感を覚えた。

　ビニール袋を持つ。四つ分のそれはやはりなかなか重量がある。嵩かさも、ある。それまで冬の冷たい空気のおかげで一滴とてかいていなかった汗が、初めて背中に流れた。

　一言お礼を述べて、僕は踵きびすを返して走りだすが、腕は振れない。弁当そのものに汁気があるわけではないので、お粥弁当ほどに気を遣つかう必要はないだろうが、それでもキツイ。

　レッド直じき伝でんの技もあったが、この重量でそれをやるとなると袋の耐久性に不安が出、かつ、発生する強力な遠心力で体ごと振られる可能性もあった。……まず、使えない。

　僕は弁当の入った袋を出来るだけ振らずに走る。先程うなぎの匂においを吸収させてもらったおかげで腹の虫の力は増しているにしても減速は免れない。たかだか弁当の重量含めて二キロか三キロ程度が増えただけなのに、速度はもどかしさを生むほどだ。僕は全身から汗を滲にじませながら、とにかく駆ける。余計なことは一切、思考から投げ捨てる。今の状況は速く駆けられるか否いなかというシンプルなものだ。そこに難しい計算や不安、その他諸もろ々もろは役に立ちやしない。

　走れ、走れ、とにかく速く！　それだけが成功の鍵かぎだ。

　先程の鉄壁を乗り越えた場所にさしかかる。再びあれを飛び越える必要があるかと思ったが、その障害は先程の男子学生が路肩に正座させられてオバサンたちに説教を喰らっているおかげでクリア出来た。彼が今にも泣きそうな目で、僕に助けを求めてきたのだけれど……男の子の涙を止めるのは男の務めではない気がするので、スルーさせていただいた。何より今の僕は走ることに集中しているため、精神的にも時間的にも他人を気き遣づかう余裕などないのだ。

　右手に提げた袋がその重量でもってギリギリと僕の指に喰い込んでくるのを感じつつ、再び駅へ突入。物産店の前を抜ければ改札口はすぐそこだ。

「佐藤さん、これを！」

　物産店近くで待機していた白粉が並走してくる。彼女が差し出してきた切符を受け取る。

「佐藤、白粉、こっちだ、来い！　時間がギリギリだ！　あと四五秒を切っているぞ！」　

　右手の弁当と左手の切符を空中で交換し、僕は改札口の向こう側でこちらに手を伸ばしている先輩に向かってひた駆ける。

　――先輩！　――佐藤！　僕らは互いを呼び合いながら、弁当バトンタッチのタイミングを計り合う。切符を差し込んでから受け渡していてはタイムロスが大きい。僕は弁当の入った袋を持つ左手をグッと前へ突き出す。先輩は僕に背を向けて体勢を低くしつつ、肩口に振り向くようにしながら、右手を僕の方へ向けてくれる。

　リレーバトンのそれと違って、渡すのは弁当の入った袋。僕は先輩の手と己の手を重ねるようにして袋を彼女に託す。かすかに触れ合う先輩の手、それだけでその柔らかな感触とほのかな体温をいっぱいに感じた。そして、それと引き替えに僕の手にかかっていた重量が消える。

「よしっ！」

　槍水先輩、まさに解き放たれた獣けものがごとく、力強く地を蹴りつけ、疾しつ駆く。モッズコートの裾すそを強風で煽あおられるマントのようにはためかせ、彼女は階段を目指す。

　横にある改札を白粉が抜ける。それに数瞬遅れて僕もまた改札に切符を通し、機械から排出される切符を後ろ手で引っこ抜き、走る。

　階段にさしかかった槍水先輩は銃弾の発射音にも似た衝撃を辺りに響かせて跳躍し、中程まで飛ひ翔しようする。続けて僕と白粉もまた階段へ突入。

　……と、その時だった。先輩は踏み切り時とは違い、弁当を守るためにふわりと階段に着地。その際に彼女のモッズコートはゆらりとはためき……そして、彼女のスカートも……。

　僕は気づいた。私服時はタイトスカートの多かった彼女だが、今日は違う。そのせいで風の影響を受けやすく……その、なんだ。階段を高速で昇っていけば、今の着地の瞬間のようにコートがはためくため……その下のスカートがアレな感じにソレなことになってだな――要約するとサービスカットのチャンスが!!

　しかし僕の位置からは、彼女の真後ろにはいなかったこともあって、何とも見えづらい。

「くそっ、位置が悪い。もう少しどうにかしなければ……！　はっ!?」

　……何ということだ。僕はなんて破は廉れん恥ちなことを、この大勝負の時に。

　僕は茉莉花の涙を止めたいと、そして先輩が楽しみにしていた駅弁をみんなで食べたいと……そう思ったからこうして駆けているというのに。

　僕は自分が恥ずかしい。今はとにかく電車に間に合うように少しでも速く駆けることを考えるべきだというのに!!

　僕は己おのれの煩ぼん悩のうを振り払うように、階段の表面を這はうように姿勢を低くして先輩の真後ろにつく。……無論、空気抵抗を減らすためと、体がブレないようにするためである。間違っても先輩の絶対領域に導みちびかれ、覗のぞきやすいように低い姿勢を取ったり、ベストポジションを確保していたわけではない。まぎれもなく、そんな破は廉れん恥ちな気持ちなんてこれっぽっちもないのだ！

　上を見る。はためくモッズコートの下、階段を力強く蹴りつけるゴツイブーツ。そこから伸びる御おみ足あしを包む黒ニーソ、そして絶対領域たる生ナマ足の太もも。

　……ところで、話は極ごく自然な流れで逸それるのだけれど、ニーソの端の部分はずり落ちしないようにゴム等で絞ってある。しかし本当にそれはそれだけのために存在している絞りなのだろうか？　僕は思う。こうして先輩の後ろ斜め下から拝おがみ上げる佐藤洋は、あの部分はある種のエロスを生むために計算されて作られた機能なのではないか、と。

　ニーソと素肌の間に生まれる、あの魅惑のプニっと感。以前から妙にエロいと思っていたものの、こうして躍動する先輩の姿を見ていると、そのプニッと感は意図的に女性の肌――太ももの柔らかさと張りを挑発的にアピールしているような気がしてならない。遠目にはわからない、ほんのわずかなポイントではあるが、そこに手を伸ばせば感じるであろう手触りや弾力性を見る者に豊かに想像させ、男たちに多くの夢とロマンを抱かせるのだ。

　こいつを考え出した奴は相当な天才か、大した変態だ。間違いない。何て素敵な奴なんだ！

　これはもう寮に帰り次第、神かん田だ君らを招集してニーソ発祥の謎なぞを探求しなくてはなるまい。

「少年、何してる！　速度が落ちているぞ！」

　階段の上で待っていたレッドの声に、僕は深いロマンの探求から現実へ引き戻される。

　まっ、まずい、気がつけば横に並んでいた白粉にさえ後おくれを取っているじゃないか！

　何ということだ！　僕ともあろう者が、ニーソと柔やわ肌はだが織り成すプニッと感に心奪われて……先輩のパンチラを拝むという重要課題を忘れるなんて!!　……アレ？

「お、おい少年、疲労か!?　疲労なのか!?　どんどん遅く……ダメだ、速度を落とすな!!」

　な、何を考えているんだ僕は!?　頭がエロに寄り過ぎて腹の虫の力が大幅に低下……いや、それだけじゃない。呼吸が乱れている。頭を使いすぎて血中の酸素を大量消費すると同時に興奮してしまったのか!?

　クソッ！　こんな時になんて淫みだらな思考をしてしまったんだ、僕は!!

　……だが、逆にここまでやったのなら……という気持ちがないわけでもない。

　僕は意を決して見上げた。先輩の絶対領域がやはり、スカートが靡なびくせいで通常時のそれより広がっている！　しかし黒いフリル付きのスカートは靡いても、ニットワンピの裾がやや押さえになっていて、きわどくパンチラを防いでいる!?

　な、何ということだ………………………………………………逆にエロいじゃないか!!

　そう、丸見えより、見えそうで見えないぐらいが一番エロいのだ。もう少し、あとちょっと……そのきわどさが僕らの胸を!!　想像を!!　かき立てるッ!!

　少年!!　レッドの悲鳴のような声が轟とどろき、ヤバイ、という嫌な直感が頭をノックする。僕は先輩のお尻以外に視線を巡らせるのだが……。

「はっ、しまっ――!!」

　目前に階段の段差が迫っていた。その光景に、本当の意味で僕は現実を思い出す。

　僕はバカなのか。先輩のパンチラを狙うあまり、無意識に、前傾に姿勢を低くしていったらしく、体のバランスが崩れていた。もう一歩を踏み出そうとした時、左の靴先が階段の段差に接触し、完全に走行不能になる。

　平坦な道なら手をつけばいい。何なら顎あごを引き、飛び込むようにして転がればいい。だが、階段を高速で駆け上がっている時にこの状況は……覚悟するしかなかった。

　僕は歯を喰くい縛しばり、右腕で顔面をガード、左腕で少しでも階段の角に叩きつけられるダメージを減少するように掌しよう底ていを放つ。

　スーパーならまだその反発で体勢を立て直せたかも知れないが、エロスに心を奪われ、低下してしまった腹の虫の加護はあまりに弱い。

　僕は、転倒する。それまでの勢いのせいで、階段の角が打撃兵器のように強烈に全身を打ってもなお、僕は数段階段を転げ上がった。

　改札で四五秒を切っていた。……即すなわち、この状況は、もう……。

　佐藤さん！　という先を行く白粉の声に、僕は一言だけ応じる。構うな行け、と。

　ここでもたつけば白粉まで乗り遅れる。最悪、僕だけ乗り遅れる覚悟はしていたのだ。だから、行ってくれ、白粉。ただ、そう言葉に出来るほどの余裕は、すでになく、僕は胸の内でそう呟くだけだった。己の、ロマンを求めた愚おろかさを噛かみしめながら。

　転倒の衝撃に意識は白はく濁だくし、飛びそうになる。ここまでか、そんな諦あきらめの脱力感を覚えた時……仰あお向むけになった僕の視界を黒い影が覆った。その中に、一点、目の覚めるような赤。

「諦めるな！」

　空中を舞う、男。赤ハンカチ。企業戦士サラリーマン・レッド。

　彼は僕のすぐ近くに凄すさまじい音を立てて着地、と、同時に僕の胸ぐらを片手で掴み上げる。

「走れ、最後の瞬間まで！　自みずから勝負を捨てるな！　走れ、走るんだ!!」

　彼は強引に僕を立たせると、肩を抱いて走り始める。ふらつく足で僕も何とか階段を昇る。

「気合いを入れろ！　負けるな、諦めるな、前を見ろ!!　くたばり果てるその時まで、お前はまだ終わっちゃいないんだ!!」

　レッドの必死な言葉は僕の胸を打つ。背中を押してくれる。弱々しく萎しぼんでいたハートに徐々に力が戻ってくる。……数カ月前も、そういえば、こんなだったな。僕が諦めそうになった時、彼は力を貸してくれた。まるで、何かの、正義のヒーローのように。

　すまない、ありがとう、僕は呟く。レッドは必死の形ぎよう相そうで前を見続けていた。

　彼の支えを頼りにしながらも、何とか階段を昇りきった。

　先輩たちははるか先。白粉は手ぶらであるおかげで先輩との距離を詰めていた。

「行くぞ、少年！　走れ！」

　レッドは僕から離れ、走りだす。僕もまた走る。腹の虫に語りかけるように、はるか先に行く先輩が持つ弁当、即ち僕の朝食兼昼食が遠ざかっていくのを意識する。

　あれに追いつけなければ、メシは喰えない。『うなぎ茶漬け弁当』は味わえないんだ、腹の虫よ。だから、今一度頼む、愚おろかな僕に、加護を……！

　――踏み切る。駆ける。ダメージと疲労の累るい積せきによって、行きのそれほどの加速ではないにせよ、通常時のそれよりも力強く、速く、走る。弁当へ、勝利へ向かって。

　それでいい。レッドは振り向きながらニンマリと笑って言った。

　僕たちは走る。荒々しく、猛々しく、雄々しく、先輩と白粉の背を目指して、とにかく走る。

「クランク、一般人に注意！」

　レッドの忠告。曲がる。途中、手押し車を押しているお婆ちゃんがいた。

「若いモンは元気がえぇね〜」

　行きの時とほぼ同じ場所をゆっくりと歩いているお婆ちゃんの横を僕らは走り抜けるのだけれど……一体あのお婆ちゃんは何時間かけてこのルートを攻略する気なのだろう？

　僕はまた走ることだけに集中する……が、その時だった。プルルルルル、と、電車の発車ベルが鳴り響く。先輩と白粉はすでにホームへ続く階段へ差し掛かり、二人とも背中の翼をはためかすようにしてジャンプして僕らの視界から姿を消す。その場所まで……かなり、遠い。

「お姉ちゃん、白粉さん、早く！　セ、センパイは……!?」

　腹の虫の加護により鋭敏化した僕の聴覚が、遠くの茉莉花の声を捉とらえる。

「これは……間に合わないんじゃ……」

「何度も言わせるな、諦めるんじゃない、少年。常に道はある。……あそこを曲がれ」

　あそこ、とレッドは手である場所を示す。それは先輩たちが降りた階段より二つ手前の階段、つまり最初に僕らが降り立ったホームへ続く階段だった。

「な、何を言って……あれは違うだろ!?」

「信じろ、俺を。出来ないか？　なら、お前の友達を信じろ。チームワークには不可能を可能にする力がある、そう教えてくれた奴をだよ」

　何か覚悟を決めた表情のレッドの言葉に、僕はゴクリと唾つばと、続けて出そうになっていた不信の言葉を呑み込んだ。こうなったらレッドに全てを賭かけるしかない。

　もしかしたら彼が示してくれた場所は目的の電車へ続く何らかの近道だったりするのかもしれないし、もしかしたら魔法の秘密ルートでも存在するのかもしれないのだ。

　何でもいい。間に合うのなら、あの弁当をみんなで食べられるのなら。

　僕は彼が指示した階段へ向かう。レッドとともに階段はジャンプで全段飛び越し、二人足音を揃そろえてホームへ着地する。乗ってきた電車はすでになく、冷たい風が僕らを包む。

「さ、佐藤!?　何をしている!?　そっちのホームじゃないぞ!!」

　二本線路を挟んだ向こうのホームに止まる電車、その乗降口から身を乗り出している先輩は怯おびえたような声で叫び、続けて茉莉花も「センパイ、そんな！」と泣きそうな声を上げる。

　案の定の光景に、僕はホームから飛び降りそうなぐらい体を前のめりにして、先輩達を見た。

　そして、発車ベルの音は停止する。

「レッド、一体、どうすりゃいいんだ!?　ここで、本当に――」

「――いいんだ」

　振り返るとレッドの顔が目前にあった。凄まじい殺気を纏まとい、大股を開き、体を寄せてくる。

「女の子の涙を止めるのは男の務め……だとするなら!!」

　辺りの空気が弾はじき飛ばされるほどの気迫に、僕の狼としての本能が考えるより先に防御を取る。しかし同時に、防ぎ切れないという確信を得てしまう。

　密着する、レッド。彼の右腕が大砲のごとく僕の防御した腕を激しく叩たたく。掌しよう底てい。槍水先輩のそれに匹ひつ敵てきする衝撃に、僕の靴の裏がホームから離れる。掌底はなお、ねじ込まれてくる。

「困っている子供を助けるのが大人の務めだ!!　――行け、少年!!　幸せになれ!!」

　そして、僕は、ぶっ飛んだ。

　僕の体は風を切る。二本の線路を越え、目的のホーム……いや、先輩たちがいる乗降口へ。

「白粉、弁当を持って茉莉花と下がれ!!」

　そんな槍水先輩の声を聞きながら、ぶっ飛ばされた僕はレッドを見つめていた。

　遠くなっていく。切なくなるほど優しくて、強い言葉をかけてくれた、レッドが、遠く。

　彼は掌底の体勢のまま、凄まじい一撃を放ったというのに、穏やかに微笑んで見せた。

　僕の体は文字通りに飛翔しながら、乗降口へ突入。槍水先輩が僕の背を両腕でガッチリと抱き留めてくれるも、全ての勢いを止め切れずにレッドのパワーに押される。

　彼女のブーツが床をこすり、煙を噴いて、逆側のドアへと押しやられるも、ギリギリで停止。

　そして全ての衝撃を先輩が受け止め、僕の両足が床についたと同時に、電車の扉は閉まる。僕は先輩の腕を慌あわてて解き、ドアの窓に張りついた。

「そ、そんな……アンタは自分が間に合わなくなるのを承知で!?　僕を助けなければ!!」

　電車が、無情にもゆっくりと走りだす。

　遠くなっていくレッド。彼は、先程同様、穏やかに微笑んで僕を見ていたが、その口が言葉を紡つむぐ。声はもちろん聞こえないけれど、唇の動きで彼が何を言っているのか全てがわかった。

　――気にするな。それより、その駅弁は……うまいぜ？

　別れの言葉とするには、あまりに相応ふさわしくない。でも、彼の大らかさや優しさがいっぱいに籠こもった言葉だと、僕には思えた。

　レッドは僕らに向かって、二本の指を立てて敬礼するように手を動かした。

　僕らを助けたが故に、ホームに取り残されてしまった彼は、誰かを責めるわけでもなく、悲しむこともなく、ただ……爽さわやかに、大らかに、優しげに、微笑みを浮かべていた。

「サラリィマアァ―――――――――――――ン!!」

　電車は走る。加速する。彼を、企業戦士サラリーマンをホームに残し、走っていく。

　窓から消えるレッドの姿に、僕は本物の大人の姿を見た気がした。

　ありがとう、レッド。愚おろかな僕を助けてくれて。

　そしてさようなら、企業戦士サラリーマン。

　……あなたのことを、僕は、忘れない。
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　電車は走っていく。加速していく。少年を、未来を担になう若者たちを乗せて、走り去る。

　二本指を立てていた手をレッドが下ろすと、一陣の風が吹いた。冷たい、切ない風だ。

　走り去った電車はもう豆粒のように小さくなり、そして視界から完全に消え失せてしまう。

　電車は行った。子供たちを乗せて、未来を目指し。

「……達者でな、少年」

　レッドは最後に少年に叩きつけた右手を見る。普通の掌しよう底ていと違い、指を曲げずに大きく開き、接触面積を広げて衝撃を和やわらげたつもりだったが……多分、大丈夫だろう。それぐらい耐えられなければ噂うわさに聞く狼おおかみというのはやっていけないはずだ。大丈夫、彼は自分に言い聞かせた。

　彼は電車が去った方向を見つめ続ける。そうしていれば見えなくなった電車が見つけられるとでもいうように。いつまでも、いつまでも……冷たい風を感じながら。

「………………………………………………………………………フッ……フフフフフフフフフ」

　しばらくの後、レッドはこみ上げる悦えつ喜きに肩を震わせ、革靴の中で足の指をギュッと握った。

　深い深いため息を吐きながら、レッドは色味の薄い空を見上げる。

「……き……決まったぁ……」

　そう、決まった。完全に、完かん璧ぺきに。理想的なまでのヒーローの姿で、自分は少年たちを助けることが出来た。まさに会心のデキといえよう。

　車内で、心が折れそうになっていた少年を助け、不可能を可能にするプランを与えた。そして、彼らをサポートしつつ、最後は致命的なミスを犯した少年を自みずからの犠ぎ牲せいでもって救う……何だこの格好良さは。レッドは自らの行いに心が震えた。

　しかもここまで決まっておきながら、今回は以前のようなダメージもないのだ。レッドは左手に持った革の鞄かばんの取っ手を握り直す。本当なら同じ電車に乗るので、魔女の妹に持ってもらえば良かったのだが、虫の知らせか、前回を教訓としたが故ゆえか、何な故ぜか自分の手で持っていようという気になった。もし、この鞄だけがあの電車に乗ってしまっていたら……最悪、少年を見捨てていた可能性も否定できない。だから、危ないところといえば、危ないところだった。

「しかし、俺はそれらを全て乗り越えて、この得えも言われぬ達成感を手にしたんだ……そうさ、俺はやってやったんだ」

　鞄さえあるのなら何も問題はない。この後の仕事も時間に余裕を持たせていたおかげで遅刻する心配もなかった。常に余裕を持ち、不測の事態に備える……サラリーマンとしては基本的なことだが、これがなかなか出来ないのが人間というものだろう。

　それを為なし得た自分は本当にヒーローか、もしくはヒーローの師し匠しようや、心得や技を教えてくれる師匠的な立ち位置……例えばバイクに乗ったバッタの変身ヒーローでいうところの『おやっさん』的立場へとクラスアップしつつあるのかもしれない。

　なるほど、そう考えると今後齢よわいを重ねるのも何だか楽しみにさえ感じてくる。正義の心を持つ若者を導く担にない手となるのだ。

「あぁ〜……ビール飲みてぇ……ガッと飲んで、ぷはぁとやって、そしてこの喜びを噛みしめてぇ。絶対うまいだろうなぁ」

　レッドは思わず舌なめずりをした。少年に実際とは違うホームへ行けと指示した段階で、すでにレッドの頭の中はそれで一杯だった。ほぼ間違いなく、自分は自己犠牲でもって少年を未来へ送り出す超格好いいヒーローになる……その確信を得ていた。だから、今晩のビールは最高のものになる、という確信も持った。

　不思議なもので、その確信を得てからは体が急激に軽くなり、予想以上のパワーで少年を吹っ飛ばすことに成功していた。狼おおかみが使うという、腹の虫の加護というのが、コレと同じような原理なのだろうな、とレッドはぼんやりと考えた。

「ひゃっほーい！」

　レッドはついにたまらなくなり、中年淑女四人や駅員がこちらを見ているのを無視して、高く跳ね上がった。押さえきれないほどの達成感だった。これであとは商談を成立させてしまえば、本当に晩ばん酌しやくは天国にぶっ飛ぶぐらいの味わいになるかもしれない。

　よし、今晩はあのオーダーメイドで作ったヒーローコスチューム（赤）を着て酒を飲もう。何ならビール片手にそのまま街のパトロールに出たって、今なら許されるに違いない。

「さぁて、それじゃ念には念を入れて次の電車までの間に商談の最終チェックでも……ん？」

　ポンポンと、レッドの肩を何者かが叩く。ひょっとしたら一連の行動を見ていた一般市民がサインを欲しがっているのかと思い、彼は鞄からペンを取り出しながら振り返った。

　そこには子供ではなく、自分と同じぐらいの三み十そ路じ前後の駅員がいた。何となく怒りに震えているように見えるのは何故だろう。レッドにはわからなかった。

「あ、あんた、一体……」

「あぁ、俺か。俺は企業戦士サラ――」

「あんた今、子供を線路に突き飛ばしただろ!?」

「……え？」

「あんたそれ、殺人未み遂すいだよ!?」

　いや、違う、あれは少年を明るい未来へ送り出そうと……、そう状況を説明しようとするが、その彼の声を吹き飛ばすように女性のヒステリックな声が辺りに響き渡る。

「駅員さん、その人、車中で私たちをずっといやらしい目で覗のぞいたり、気味の悪い言葉をブツブツ言ったりしていて……あぁ気持ち悪い！　多分クスリとかやっているに違いないわ！」

　え？　と、レッドは意味の分からない言葉を耳みみ障ざわりな甲かん高だかい声で喚わめき続ける淑しゆく女じよ四人を見やる。よく見ればレッドが最初に座っていた席の隣のボックスシートにいた四人だった。

「と、とにかく、向こうで話を聞かせてもらいますよ？　いいですね、来てください」

　駅員の手がガッチリとレッドの腕を掴つかむが、何かとんでもない誤解が生まれつつあるのを感じ、レッドは慌あわてて逃げようとその腕を払う。

「落ち着け、落ち着いて話せばわかる！」

「それだけじゃないわ！　その男、車中でトイレに向かった高校生ぐらいの子の後を追いかけて……そのままトイレに押し込んだのよ！」

「アンタいったいいくつ犯罪やってんだ!?　ダメだ、警察だ、警察行くぞ!!」

　一体何がどうなっているのか、レッドはわからず錯さく乱らんしてくる。自分はただ少年を助け、駅弁を……そして最後には自らを犠牲にして若者を未来へ送り出すという、人として尊敬を受けるべき行いをしただけであり……。

「いやいや待て待て、何かおかしい、何かが間違ってる！　俺は何も悪いことは！」

「はいはい、犯罪者はみんなそう言うんだよ。ほら、行くぞ」

　意外なほど強い駅員の力に、腕を掴まれたレッドは体を引き摺ずられていく。

　レッドは不思議と夏の出来事を思い出していた。あの青い空と……塩っ気の強いお粥弁当。

「いや、いいんだ……そう、構わないんだ、これで……」

　行け、少年よ。明るい未来へ向かって。そして……幸せになるのだ。

　レッドは目尻に涙を浮かべながら、電車が去っていった方向をいつまでもいつまでも見つめていた。駅員に必死に抵抗しながら。

「いいからこっち来いって！」

「少年よ、大きくなれよ……俺よりも、誰よりも……正義の心とともに」

「ほら聞いた!?　意味のわからない言葉を呟いてる、クスリよクスリ！　間違いないわ！」

　大柄の男を引っ張る駅員に、少しでも少年たちが去っていった風景を見ようとふんばるレッド、その周りで喚わめき散らす淑女たち。そこへ、階段をよいしょよいしょと一段一段下りてくる老婆の姿があった。

「あらあら、若いモンは元気でえぇねぇ〜」

　穏やかな声で言うと、彼女は、ほっほっほっ、と笑うのだった。
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　ガタンゴトン、一定のリズムを刻む鈍どん行こうの電車はゆっくりと進んでいく。時折揺れるその振動にさえ、どこかのどかさを感じるほどだ。

　先程までの焦あせりや緊張がほぐれていくようだ。窓の外をゆっくりと流れていく山々の光景や、窓から差し込むようになった暖かい太陽の日差しも心を落ち着けてくれる。何より、また全員揃そろってボックスシートに座ることが出来たのが嬉うれしかった。

　最後は僕一人乗り遅れるのを覚悟したのだけれど……レッドに助けてもらったことで、こうしてみんなでの食事にありつけるのだ。……ありがとう、レッド。

　僕は先輩が配ってくれた弁当を膝ひざの上に載のせつつ、しみじみとそう思った。

　先輩は窓際の、僕の対面に座ると足を八の字のようにして、その上に弁当箱を置く。

　今日の先輩は柔らかな服装に加え、その内股の姿勢、ワクワクしている顔、そして早く食べたいな、という気持ちが伝わってくるようで……何だか妙にかわいい。

　……無論、レッドに助けられた今の僕は己の愚おろかさを噛かみしめたので、彼女の絶対領域周りに目線を送り続けることはない……というか今は僕の膝の上にある弁当に意識は向けられていた。……申し訳ないが、すでにレッドのあの別れ際の笑みさえ、空腹の前には霞かすんでいく。

「それじゃ、何はともあれ。食べるとしようか」

　はーい、という数十分前の悲しそうな表情など微み塵じんもない笑顔で、先輩の隣に座っている茉莉花が言うと、箸はしを持つ。

　少し早い昼食のはずが、意外と丁度良いぐらいの時間、運動の後、みんな一緒、鈍行、窓から見える景色、心地良い日差し、かつてのＨＰハーフプライサー部メンバーがうまいと太たい鼓こ判ばんを押した珍しい駅弁……気がつくと最高の昼食の条件は全て揃っていた。

　僕もまた期待に胸を躍おどらせ、箸を持つ。そして、僕らは声を合わせて言った。

「「「「いただきます！」」」」

　割り箸を割るより先に、僕はまずその紙製の箱の蓋ふたを開く。正方形に近いその蓋を開けば、中からさらに透明な蓋のついたドンブリ型の容器が現れた。

「あ、なるほど。お茶漬けってことで、こういうふうにしてあるんですね」

　白粉の言葉に僕もまた頷く。確かにお茶漬けなのに四角い箱はちょっと違う気がするもの。

　四角い外箱の中にはスプーン、スーパーの刺身のパックなどに付いてくるワサビの小袋、そして発泡スチロール製の長方形の小さな容器。これの蓋を開けてみると二つに区切られており、海の苔りの佃つくだ煮にとキュウリとカブの浅漬けが入っていた。なかなか気が回るお茶漬け弁当だ。

　それらを脇わきにどかしつつ、内容器ドンブリの蓋を開く。てっきり冷めきっているかと思ったが、実際には結構温かい。多分、作ってからそう時間は経たっていない、いや、もしかしたら予約の電話の後で作ってくれたのだろうか？　何にせよ、ちょっと嬉しい誤算だ。

　そして、誤算といえば……。

「あれ？　うなぎが……あれ？」

「どうした、佐藤？」

「え、いや、あの……何か、うなぎが思っていたのと違うというか……」

　弁当はとてもシンプルで、盛もりのやや良い白米の上にうなぎが綺麗に載っているのだけれど、そのうなぎがちょっと何か違う。一口サイズにカットされているそれは、一見蒲かば焼やきと同じように見えるものの、色が濃く、固そうであり、何かちょっと違うものに見える。気になるのはそのうなぎと同じ色合いの小さな丸い粒がいくつか見えるが、これは一体？

　フフッと、先輩は得意げに微笑みながら割り箸を割る。

「そうか、言ってなかったか。この駅弁のうなぎは、蒲焼きじゃないんだ。作っているところは蒲焼きも出す店だとさっきのＨＰホームページにあったが、この弁当の場合は違う。……そうだな、お茶を掛ける前に、少し味見してみたらわかるかもしれないぞ。特にその粒をな」

　何か含みを持った微笑みでそう言われ、僕や茉莉花、そして白粉は箸でうなぎの身の一つを挟み持つ。見た目から察したように蒲焼きのようなふっくらという感じはなく、やや固め。かといって関西風のようにカリッとしているわけでもない。……一体なんだというのだろう？

　僕らは恐る恐るそれをわずかに口に含む。蒲焼きのそれよりも甘さ控えめ、うなぎが魚の一種であることを思い出させる魚介の風味……しかしながら臭くさみよりもどこか爽さわやかさがある。

　うなぎの身に付いていた、あの小さな丸い粒が口の中を転がる。舌でうなぎの味を確かめようとするとともに、僕はその粒を噛んだ。その瞬間、爽やかさの原因がはっきりとする。

　ぅぐっ、と僕ではなく、茉莉花が箸先を口に入れたまま顔をしかめ、呻うめいた。

「ぅあ〜、舌が〜痺しびれる〜」

　茉莉花がおおげさに足をばたつかせ、舌をペロッと出すと、隣の先輩がクスリと笑った。

「茉莉花は大きい粒を食べたな。佐藤、白粉もわかったか？　それは粒つぶ山さん椒しよう、つまり山椒の実だ。私たちが普段うなぎの蒲焼きなんかにふりかける山椒は、これより熟した実の皮を粉にしたものだ」

　確かに粒を噛んだ瞬間、あの山椒の辛からみというか、痺れのようなものが舌を走っていた。

「結構味も濃いめですよね。あのぅ、槍水先輩、これって結局なんなんですか？」

　僕の疑問を白粉が代弁してくれる。

「これはうなぎの有あり馬ま煮に、いわゆる山椒を使った佃煮だな。濃いめの味付けだから、保存も効くし、そのまま食べればお酒のツマミに、そしてお茶漬けにしても味が薄くなりすぎず、うまい、というわけだ」

　先輩は言うなり、あの熱々の缶のお茶を開けると、自分の弁当にトトトトと注ぎ始める。それを見ていた僕らもまた倣ならって同じようにお茶を開け、弁当に注いだ。

　淡い緑の湖に白い大地、そこに色濃いうなぎが横たわる……どこか幻想的な光景だ。

　これは箸ではダメだな。僕は付属のプラスチックスプーンに持ち替え、四角い紙箱から中のドンブリ型容器を取り出した。

　お茶の上に、じんわりとうなぎの脂あぶらが浮き出し始めている。そこに僕はスプーンを差し込み、少しならしてから、うなぎの身とともに御飯をパクリ。……あれ？

「うなぎが、柔らかくなってる……」

　先程までは身が固く、力を入れるとボロっと崩れるような感じだったが、今は熱いお茶の影響を受けてか、ふっくらとしてきている。何より先程は煮汁の味と山椒の辛みが強かったせいで、うまく味わえなかったうなぎの旨うま味みがお茶によって外へ溶け出し、僕の舌を包んでくれる。

　柔らかで、豊かで、力強い、そんなうなぎの味。何より蒲焼きではその食感を忘れがちなうなぎの皮の部分がまた……僕好みの風味だ。プルプルでもっちりとしたコラーゲン質なのだけれど、そこがやたらと強力な旨味や脂を放ってきて、お腹なかが減っている今の僕には嬉しい。牛肉とかの脂身の部分のそれの印象にちょっと近いのだけれど、一緒に煮込まれた粒山椒がうなぎ独特の臭みを打ち消しているし、この弁当そのものをお茶がまとめあげているおかげで下品さは微み塵じんもないのだ。

　じっくりと煮込まれたうなぎは、ゆっくりと味わえばその分だけ味わいをしみ出してくれる。

　しかし……お茶漬けで、それを楽しむのはなかなかに難しい。

　うなぎの力強い味わいに「おっ！」となるも、すぐサラサラと喉のどの奥へと消えてしまうのだ。

　だからなのだろうか。次の一口が止まらない。口の中を空にするとすぐに「もっと！」という気持ちが生まれてしまう。……何て罪な弁当なのだ。

　それに、何だ。口を空にした時には山椒が臭みを消し、お茶が残りの風味を洗い流してしまうから、すっきりする。それによって食べる度にまるで一口目のような新鮮さがあって……止まらない。食べても食べても、まだ、まだ、と次の一口へいきたくなってしまう。

　一気にずずずず〜っといきたいな、とか思っちゃうんだけれど、それじゃもったいな――。

「ずずぅずずずずずず[image: ][image: ]……。ん？　……な、何だ、みんなそんな顔して……」

　先輩が口からドンブリを離すと、凝ぎよう視ししていた僕らを見渡す。チラリと僕ら以外へ視線を向けると、急に顔を赤らめた。どうやら通路を挟んだ、反対のボックス席に座っている老夫婦もその音に引かれて微笑みながら先輩を見ていたようだ。

　先輩はどんどん顔を赤らめていくと、ドンブリ容器を膝の上の箱に戻し、俯うつむき加減で浅漬けに箸を伸ばした。

「あははは、お姉ちゃんったら、も〜」

「う、うるさいぞ、茉莉花！」

　照れ隠しに怒る先輩や、それをからかう茉莉花に、僕と白粉も笑ってしまう。

　そうだ。僕も浅漬けを……あ、ワサビもあったな。

　気がつくと三分の一ぐらい一気に食べてしまっていた茶漬けを先輩に倣って膝の上に戻すと、浅漬けを齧かじる。うーん、蒲焼きの時は口直しの漬け物だけれど、今回の場合はそれとともにどこか一気に食べてしまうのを防いで、ゆっくり味わえるように、というブレーキの役目を持っている感じがした。単に僕が本気でお腹なかが減っているせいで、そう思うのかもしれないけど。

　僕はワサビをチョンっとうなぎの身の上に置き、海苔の佃煮を少し取ってお茶に溶かすようにして食べてみる。……うん、また風味が変わっていいじゃないか！

　ず、ずず、ずずずず〜っと、僕たち四人はお茶漬けを楽しむ。……あんまり槍水先輩のことは笑っていられないような音を出すけれど、みんな同じような有様なので、気にしなかった。さっき笑われた槍水先輩だけが顔を赤らめたままちょっと不満げであったが、それはそれで何だかかわいらしくって、許されるなら「怒らない怒らない」とでも言って頭を撫でてあげたい。

　チラリと隣のボックス席を見やると、僕らの喰いっぷりに誘われたのか、老夫婦は鞄から手作りのお握りと水筒を取り出していた。夫人が作ったであろう、その柔らかそうな丸いお握りは、きっと、僕らのお茶漬けとは違う意味で温かいに違いない。

　……あ〜、おいしいなぁ〜。

　鈍行電車で食べるお弁当は、どうしてこうもおいしいのだろう。

　この駅弁自体がおいしいのはもちろんなのだけれど、何だかそれ以上の味が、ここにはあるような気がするのだ。半額弁当争奪戦でいうところの勝利の一味のようで、それよりも優しく穏やかな、何らかの一味。それが格段に弁当の味を良くしている。そんな気がした。

　僕はそんなことを考えつつ、窓の外の風景やおいしい弁当を食べるみんなの微笑みを見ながら……どこかもったいなさを感じつつも『うなぎ茶漬け弁当』の全てをお腹に収めた。

　体が火ほ照てるような温かさを感じるのとともに、普通のお茶漬けでは得られない、確かな満足感を僕は覚えた。

「茉莉花、焦らなくていいぞ。落ち着いて食べ、あっほら、そんなに……フフっ」

　僕と白粉、そして先輩もほぼ同時に食べ終わってしまったので、遅れていた茉莉花がちょっと慌てて食べていた。その様子に先輩はさっきのお返しだとでもいうように、まだ顔に赤みを残したまま茉莉花のこめかみのところをツンと、イタズラ心を込めて、指先で軽く突く。

　からかわれているとわかっているらしい茉莉花は両方の頬を膨ふくらませて、不満げな顔。だがしっかりと弁当を堪たん能のうしているようだ。その子供っぽさや、そうであっても味わうことを忘れないところに槍水先輩と同じ何かを感じられて、微笑ましかった。

　窓の外の風景は葉の多くを落とした寒そうな木々が増えてきている。鈍行電車は徐々に山間部へと向かっていた。

　目的地まで、もうしばらく。着いたらすぐに宿へは向かわず、先に滝や野生の動物と触れ合える公園などを観光する予定だった。

　スカジャンだけじゃ、少し寒いかな？　窓からの風景だけではわからなかった。

「ふぅ。ごちそうさまでした。おいしか……あっ！　ワサビ入れて食べるの忘れてた〜！」

「あれ？　辛いの嫌いとかじゃなくって、忘れてたんですか。あたしてっきり……」

「え〜、白粉さん、気づいてたら……うーっ！」

　茉莉花はまた頬を膨らませ、ごめんね、と白粉も、どこか余裕を持って謝った。さすがに茉莉花に対してはあの小動物のような、おどおどした感じはない。何だかそんな白粉は新鮮だ。

「茉莉花、お前の注意力が足りないせいだぞ。まぁ、次の機会だな」

「え〜、あっ！　そうだ、じゃ、帰り！　帰りの時も食べよ！　そうしよっお姉ちゃん！」

　足をバタつかせながら茉莉花が言うと、まったく、と先輩はクスリと笑い、白粉と僕は顔を見合わせて苦笑した。

　電車の中は温かく、お腹の中も、心も温かい。

　僕は何もかもが満たされたように、心地よかった。

　何か忘れつつあるような気はしたけれど、それを思い出すことすら、今は億おつ劫くうだった。
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　――一体何が起こったというんだ？　――わかりません、ただ殺人未み遂すいや高校生を電車内のトイレで襲ったとかいう通報があるだけです。――高校生を？　クソッ、相当な犯罪者だな。それで、奴やつはなんと？　――それが自分はただ若者を未来に送り出しただけとか、困っている子供を助けたとかなんとか意味のわからないことを。――あの手の連中にありがちな歪ゆがんだ自己肯定だな。精神科医の診断を視野に入れておこう。――しかし奇妙なのは被害者が一人も見つからんということですよ。目撃情報はたっぷりなのに、何故か存在しない。――……匂うな。――すみません、さっきまで餃ぎよう子ざを……。――お前の口こう臭しゆうじゃない。この事件さ。……ヤバイ香りがぷんぷんしていやがる。もしかするともしかするかもしれねぇ……俺たちの管かん轄かつじゃなく、アイツらの……。――まさか、不可思議な未解決事件を専門とする特別事象調査係とか名乗っているあの連中を使うんですか!?　――可能性はある。長年刑事をやってきた俺の勘かんがそう囁ささやくのさ。この一件はまともじゃないってな。……おーい、誰かあのオカルト野郎が今どこにいるか知らねぇか？　――あー、今は留守ですよ。――留守？　どうして？　――いえね、それがあの人が嫌な予よ知ち夢むを見たとかで有給取って故郷に帰ってしまいましてね。それで……。

　金属製の扉の向こうから、そんな男たちの話し声が漏もれ聞こえてくるのを、レッドは狭いその部屋の椅い子すに座ったまま、おとなしく聞いていた。

　状況は相変わらずヤバイ。というか、明らかに悪化している。駅員室からパトカー、そして警察署の取とり調しらべ室しつである。レッドは後方を振り向いた。

　鉄てつ格ごう子しの付いた窓からの冬の日差しが眩まぶしかった。あの空の向こうで、少年たちはきっとうまい駅弁を食べているのだろう。きっとレッドのことを想いつつ、レッドの格好良さに酔よいしれ、憧れ、感謝に心を震わせながら。……もしかしたら涙や鼻水で味がわからなくなっているかもしれないな。そう思うとレッドの顔には笑みがこぼれた。

「いいんだ。これで。何も後悔はない、正しいことを行い、大人としての最高の姿を見せたんだ。たとえ商談がこのまましくじったとしても、本社に戻るのが遅れるだけさ……ははは」

　――おいおい、笑ってるぞ、アイツ。――正気とは思えませんね。この状況で笑える奴は相当ですよ。本当に先輩が言うように特事の連中の専門かもしれませんね。――注意しておけ、何が起こってもおかしくないぞ。――でも、どうするんです？　――このまま拘束、あのオカルト野郎が戻ってくるのを待とう。四八時間もあれば、戻ってくるだろ。――了解です。

「……いい。いいんだ。俺はいい。俺は、自らを犠牲にして子供たちを救った超格好いいヒーローなんだ。自らの務めを果たしただけ。……そうさ、だから、振り向くな少年たちよ。君たちは前を、未来を見つめていてくれ。俺のことは、たまに思い出してくれるだけでいい……」

　窓から空を見上げるレッドの頬ほおを一筋の雫しずくが流れ落ちた。

「……少年たちよ、グッドラック」
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　電車の中で、僕は何かを忘れているような気をしていたのだけれど、それをようやく思い出したのは動物公園という場所で白おし粉ろいが、飼育されているのとは違う、野生の猿に追いかけられているのを見て茉ま莉り花かたちと爆笑している時だった。

　何か忘れていると思っていたら……アレだ。僕らにとってはとんでもなく重要なことであり、恐らくは偶然なのだとしても、それは奇跡のような価値を持つものであり……その、なんだ、言っていて意味がわからなくなってきたんだけれど、つまりはアレなのだ。

　――茉莉花って、どことなく『オルタ』に似てるよね。

　そう、セガ信者には神話として語り継がれる、かの名作『パンツァードラグーン』シリーズ四作目、セガハード以外から出された唯ゆい一いつの『パンツァードラグーン』にして現状最終作品の『パンツァードラグーン　オルタ』の主人公の少女、オルタである。

　パンツァードラグーンはパンツァー語という独自の言語を用いているので字幕が基本、一作目、二作目は３Ｄシューティングであったにもかかわらず、独自の世界観を見事に描き出し、その幻想世界の中で少年と翼竜の物語が紡つむがれていく様子は、僕たちプレイヤーの好奇心を何年経たってもとらえて放さない。

　特に極めつけは三作目の『ＡＺＥＬ　パンツァードラグーンＲＰＧ』だろう。それまでは魅力的でありながらも、やはりどうしても多くを語れないシューティングでは物語は断片的になりがちだった。それはそれで想像する余地があって僕らの好奇心をかき立てるのだけれど、やっぱり正式なものを楽しみたいもの。そんなユーザーの気持ちが届いたのか、三作目にして、パンツァードラグーンはそれまでのシューティングというジャンルを離れ、ゲームとしても物語としてもじっくりと楽しめるＲＰＧという新たなフィールドへ飛び立ったのだ。

　しかもそれまでとひと味違ったのは、少年と翼竜というコンセプトは残しつつも、そこにもう一体の翼竜と遺い跡せきより発掘された謎なぞの少女を登場させることによって、よりドラマティックな物語を生むことに成功し……そして、あぁっ！　あのまさに奇跡のようなストーリーが!!　もうね、クライマックスの盛り上がりとか尋常じゃなく、夜中に興奮と感動に泣きながらプレイしたのが昨日のように思い出される。もし万が一そんな場面に酔っぱらった親父が乱入してプレイの邪魔をしようものなら、ぶっちゃけ親殺しの罪すら厭いとわない、そんな覚悟を持っちゃうレベル。あれは是非プレイすべきだと僕は断言しよう。

　無論、他にも魅力はある。ＡＺＥＬではボーカル曲がついており、壮大な物語に相応ふさわしい素晴らしい曲で、何を言っているのかまったくわからない歌詞も含めて最高なのだ。未いまだにゲームディスクをＣＤプレイヤーに入れて聞いたりするのだけれど、いやぁたまらんですよ！

　ＳＳセガサターンのソフトは、普通のＣＤプレイヤーとかに入れるとトラック２以降ではこれはゲームディスクだという〝警告〟や、作中に使われている音楽が聴けたりする。これで面白いのは、声優さんを多く使っているものはその〝警告〟を声優さんが喋しやべっていたり、時にはそこだけでミニラジオドラマみたいに作られていたりして、ユーザーを最高にお得な気分にさせてくれるニクイ演出が施ほどこされているものもある。有名なところでいえば『悠ゆう久きゆう幻げん想そう曲きよく』シリーズとかだ。……しかしながらあくまでゲームディスクだし、トラック１にはゲームデータが入っているため、ＣＤプレイヤーに何らかのトラブルをもたらす可能性があるため、やる場合は全て自己責任。オススメとしてはＳＳをディスクを入れずに起動させ、その状態でディスクを挿そう入にゆう、ＣＤプレイヤーモードでトラック２以降を聞くのがベストであろう。

　……はっ！　ついつい『パンツァードラグーン』の魅み力りよくに引っ張られて脇わき道みちに逸それてしまった。え〜っと、何だっけ。あっ、茉莉花がオルタに似ているっていう話だったか。そうそう、ＡＺＥＬで完結したと思われていた物語はまさかのＸＢＯＸという非セガハードで復活したのだ。一、二作目と同様のハイクオリティな３Ｄシューティングにシステムを原点回帰させるとともに、少年と翼竜ではなく、少女と翼竜という新たなコンセプトの元、オルタは生まれた。

　実はこのオルタという少女……その出生にはとんでもない秘密があるのだけれど……おぉっと、これは是ぜ非ひプレイして確かめていただきたい。

　あ、で、このオルタと茉莉花がどう似ているのかっていう話なんだけど……まぁ、簡単に言うと髪型である。うん、いや、文化祭で見ていた時は気づかなかったのだけれど、ある時、槍やり水ずい先輩たちみんなで撮とった写真を眺めていたら、オルタっぽいな、と気がついたわけである。

　セガに染まりだす前の状態から茉莉花はあの髪型なので、さすがに偶然だと思うのだけれど、それがまた何か僕らをニヤリとさせる。本当に偶然なのか、それともそれは運命なのか、と。

　多分、茉莉花の写真を親父に見せようものなら数日中にオルタのコスプレ衣装を用意してみせるに違いない。何せ我が父はオルタ発売後に行われた、ミニゲームのプレイを録画したビデオテープを郵送してスコアを競うという、今では到底考えられないアナログな公式イベントに参加しており、惜おしくも入賞は逃していたものの『帝国上等階級市民』の証明である金属プレートを正式に授かった誉ほまれ高き民たみなのだ。なお、そのプレートに同封されていた書類には『玄関に貼はっておくべし』とあったので、実際に僕の実家の玄関には表札の上にピッカピカに磨かれた金属プレートが今でも貼り付けてある。是非一度見に来ていただきたい。すっごくわかりやすい位置にあるので、間違えることはないはずだ。

　そんなことを著しや莪ががいる朝のうちに発表しようとしていたのだけれど……忘れてしまっていた。しまったなぁ。それだけでも一晩は盛り上がれるネタだと思うのだけれど……うーん、この話はまたの機会にするとしよう。

　動物公園を見学した僕らは、その後名水の滝を見たり、お茶をしてお団子を食べたり……と、十代の若者とは思えないぐらいシックな場所を観光をして回った。豊かな自然と温泉ぐらいしかない――優しく表現するのならば、単なる田舎いなかなのだ。他に見るものもないというのが実状である。季節が春や夏、またはせめてもう少し待って雪が降り積もる時期ならもっと見るものもあるそうだが、今の時期はこんなところらしい。

　ただ、それでも今回は旅行に行くことそのものが目的なのだから、茉莉花はもちろん、僕らにも不満はなかった。不思議と何だかんだと笑えたし、好奇心が疼うずくこともあったし……とにかく楽しかった。考えてみれば元々僕や白おし粉ろい、そして槍水先輩は毎日のように放課後の部室で一緒に過ごしているのだ。もちろんその間はテーブルゲームをしたりもするけれど、基本あの部屋だけで何時間も一緒にいる。

　それで、いつも、楽しいのだ。時間を損した気分になったことなんて、一度もない。

　帰り際――別れ際には名残なごり惜おしさだって覚えると言ったっていい。そんな僕たちに茉莉花が加わり、見知らぬ土地へ来たとなれば楽しくないわけがない。

　途中、デジカメのバッテリが切れたと茉莉花がしょぼくれていたりしたけれど、それを含めて良い思い出になったと、僕は思う。

　……本当に、著莪も来られれば良かったんだけど。

　僕は携帯を取り出して、着信もメールの受信もないのを確かめるとまたポケットに戻した。こちらから連絡するのは、何だか旅行を自慢するような、行けなかった彼女に嫌みを言うような気がしてちょっと気がとがめた。

「もう少しで旅館に着くからな、茉莉花、白粉。まだ寝るんじゃないぞ」

「……はぁ〜い」

「大丈夫です……えぇ、だいじょ……」

　助手席の僕は振り返って、タクシーの後部座席に座っている白粉、槍水先輩、茉莉花の三人を見やった。日も暮れて気温が下がった外から、暖かいタクシーに移ったことで茉莉花と白粉は眠気に襲われてしまったらしい。すでに表情が空うつろだ。

　僕が見やっていると先輩と視線が合う。彼女は小さくため息を吐いて、肩をすくめてみせたので、僕は笑って応こたえた。

　二人を寝かせてあげるには目的地は近すぎるのだ。もう数分で白しら梅うめパパが格安で用意してくれた宿に着いてしまう。きっと先輩もそれを気にして……。

「二人ともしっかりしろ、まったく。さっき白梅に連絡したら、私たちが着く頃には夕飯の準備も整うと言っていたぞ。寝起きじゃ味がわからないだろう？」

　……あー、うん、まぁ、うん。槍水先輩らしい心配の仕方だ。

「ん？　どうした、佐藤？」

「あ、いえ……何でもないです」

　果たして僕たちは一軒の宿へと到着するのだけれど……予想していた旅館とは何か趣おもむきが違っていて、タクシーの支払いを済ませて外へ降り立った時、僕らは呆あつ気けにとられてしまった。

　改装途中で良ければ特別に一人三千円で一泊二食付きの宿……という話だったはずなのだけれど、僕らの目の前に建っているのはとても一人三千円で泊まれるような雰ふん囲い気きの宿ではない。古めかしい門の奥には手入れの行き届いた池のある広い庭園があり、ぼんやりと間接照明でライトアップされた石いし畳だたみがその先の高級料亭を思わせる建物に続いている……。

　てっきりちょっとした民宿的なものを意識していたのだけれど……何だ、この高校生ごときが足を踏み入れてはいけない雰囲気は。まるで政治家とか暴力団の幹部クラス以上じゃないと使えないみたいな気配が漂っていやがる……。

「こ、ここでいいんだよね？」

　茉莉花も先ほどまでの瞼まぶたの重さがどこかへ行ったと見えて、僕同様に呆気にとられていた。

　白粉も同じで、僕たちは門の前に横一列に並んだまましばし門の前の看板と白梅から貰もらったメモを交互に見やる作業を続けた。……間違いは、ないらしい。

「白粉、本当にここでいいんだよね？」

「あたしに訊きかれても。とりあえず入って……あっ」

　建物から白っぽい着物姿のスラリとした女性が現れると、ススっと足音が聞こえないぐらい静かに近づいてくる。

　僕は思わず「あっ」とか漏もらしてしまう。白梅だ。たった今着付けてもらったように乱れのない白い花柄の着物が、彼女のスラッとした体型や日本人的な美しさを連想させる艶つややかで長く、真っ直ぐな黒髪と異様によく似合っていた。

　白梅は深々と一礼した。彼女の背を長い黒髪とその先端を纏まとめる白いリボンが滑る。

「お待ちしておりました。みなさん」

「ん？　あ、白梅か。何だ、てっきり私はここの若わか女将おかみ辺りかと思ったぞ」

　頭を上げたのは確かに白梅なのだけれど、着物を完全に着こなしているせいか……その、何だ。いつも以上に凛りんとした雰囲気が漂い、この高級そうな建物や庭に異様にマッチしていた。

「まだそんな歳としではないですよ。さぁ寒いですから早く中へ。今夜は雪が降るそうですよ」

　白梅に促され、槍水先輩は手を握る茉莉花とともに先陣を切って門をくぐり、それに白粉が続く。白梅は笑みで彼女らを迎え入れた後、僕を一二月の風より冷たい視線で睨にらんでくる。……うん、いつもの彼女だ。

「本当に来たんですね」

「そりゃ来るさ」

「こんな女性ばかりで一泊となれば、気を遣つかって来ない、という選択肢もあったのではないですか？　信じられないですね」

　まったく、わかってないな。だからこそじゃないかっ！　とか正直に言ってやりたかったが、そうなると僕が足を踏み入れる前にこの門を閉められてしまいそうだったので、僕は曖あい昧まいな苦笑いで誤ご魔ま化かした。

「白梅、ここでいいのか？」

　扉の前に立った先輩の声に、白梅は仮面を付け替えたように、綺き麗れいな微笑みを浮かべて駆けていく。そんな彼女の背中を見ながら、僕もまた、門をくぐった。




　建物の中に入ってからも驚きの連続だった。あっこういうのテレビで見たことある！　という、身内ならば若じやつ干かん恥ずかしさを覚える茉莉花の言葉からもわかるように、本当に絵に描いたような和式の料亭という造りなのだ。普通和風といってもところどころに家電製品があったりするものだが、見える範囲では照明以外にはそれらしきものがないという徹底ぶりである。

　そして……ここからさらに僕らの度ど肝ぎもを抜いたのは、僕らはその旅館の一部屋に泊まるものとばかり思っていたものの、実はそこはいわゆるフロント、及び事務所と調理場であり、客室は全室〝離れ〟なのだという。

　先に一人三千円を払うと白梅と旅館の従業員のおじいさんに案内され、母おも屋やから離れへ。その間僕らはキョロキョロと見慣れぬ建物に好奇心というか、若干の怯おびえを持ちつつ進んでいた。

　ちょっと意外だったのは白粉も最初は驚いていたが、すぐに慣れたように白梅と話しながら先頭を進んでいる。もしかしたら彼女はこの種の場所には結構来ていたりするのかもしれない。

　僕らが通された離れは母屋から一番遠い場所にあるもので、畳たたみが敷き詰めてある和風のもの。

　離れごとにある玄関に入った段階で、新しい畳の胸のすくような、香かぐわしさが僕たちを迎えてくれる。靴を脱いで上がると、その離れのためだけの庭が見えたり、やたら高そうな掛かけ軸じくや、まるで今用意されたような葉先がピッとしている生け花を見つけたりと……本当に、僕らには分不相応というか、凄すごく場違いな感じが……。

「先ほども言いましたが、何分現在改装中でして、休みを取っている者も多く、大したお構いはできないかと思います。そこはお許しください」

「というか……あぁいえ、はい、わかりました」

　今、槍水先輩はきっと「むしろ構わないでおいてくれ」と言いそうになったんだろうな。こんな状況じゃ、一般市民の僕らの場合放っておかれた方がくつろげる。

　茉莉花は離れに来た時には何か吹っ切れたのか、白粉の手を引っ張って離れの奥の方へと探検を始めてしまう。さすがにそこまで広さはないと思っていたが、そうでもないらしい。僕らがいる玄関、襖ふすまで区切られた和室が二つ、この離れ専用の庭、トイレ、押し入れ、そして……。

「わっ！　凄い！　お姉ちゃん、お風ふ呂ろ凄いよ！　温泉みたいなでっかい露天風呂！」

　遠くの方から茉莉花の興奮した声に、一応うちも温泉ですよ、と従業員は笑い、槍水先輩は顔を赤らめながら妹の発言を謝罪した。

「お姉ちゃんこっちこっち！」

　茉莉花はトテテテと走って戻ってくると、槍水先輩の腕を引っ張り、連れていってしまう。そして、それを見守るようにして白梅も奥へと行ってしまうのだった。

「……ところで、佐さ藤とう洋ようさんとは、あなたですね？」

　はい？　と僕が応じると、従業員は僕のスカジャンの懐ふところにスルリと封筒を滑り込ませた。

「後でお読みください。……ではでは、後のことは全て梅さんにお話ししてありますので、わたしはこれで。何かございましたらいつでもご遠慮なくお申しつけください」

　従業員は足音も立てずに離れを去っていく。……何だ、忍びの者か？

　僕は訝いぶかしく思いつつも、玄関から畳の部屋へ行き、懐の封筒を開く。中には便びん箋せんが一枚だけ。

〈うちの梅は気むずかしいところがあるけれど、家事やお金の扱いもバッチリ。手前味み噌そだけど妻に似て容よう姿し端たん麗れいだし、もちろん君のご両親と一緒に暮らすことになっても大丈夫のはずだ。だから……頑張ってくれ。　――未来の義パ父パより〉

　……白しら梅うめパパ……。まだ、諦あきらめてなかったのか。ってか、この宿用意してくれたのって、ひょっとしてこれを切っ掛けにしろっていう気き遣づかいなのだろうか。

「あら、佐藤さん、何を……？」

　離れの奥から一足先に戻ってきた白梅は、ハッとして、素早く僕の手から手紙を奪い取ると、一読。汚らしい物でも見るように顔を歪ゆがめると、即座にその便箋を破り捨てた。
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「佐藤さん、以前も言いましたけど父は」

「わかってるって」

「なら、いいです。もうすぐ夕食ですので、みなさんと――」

「二人は欲しいかな、やっぱり僕たちの子供はイタイタイ、イタタタタタタタッ！」

　いやぁ、アレだよね。何事も達人クラスになると、技を出した瞬間って、もうまるで手品。いつの間に!?　って感じである。気がついた時には僕は白梅に手首を捻ひねられて畳の上にねじ伏せられていた。おっ、このまま夜の寝技に持ち込む気ですな？　とかクールに言いたかったけど、そんな悠長なことを喋しやべっている余裕がなかった。

「冗談でもそういうのはやめてください。気き色しよく悪いです。……怒りますよ？」

「もう怒ってるじゃん！」

　まだ本気じゃないです、そう言って彼女は掴つかんでいた僕の腕をゴミでも捨てるかのようにして放す。僕は肩を押さえながら床をゴロゴロと転がり、痛みにもがいた。

「あれ、センパイ、何しているんですか？　あっひょっとして眠くなったとか？　私なんてもうパッチリですよ〜」

　戻ってきた茉莉花に、えーい、と両手を使って転がされるので、それに付き合うように壁にぶつかるまでゴロゴロと転がってみせる。茉莉花が楽しそうにはしゃぐので、そのまましばらく壁から壁へ転がったりして彼女と遊んでいると、いつの間にか槍水先輩も交ざって僕を転がし始める。……正直途中で目が回り始めて辛つらくなってきたのだけれど、こうなるとなかなかやめられない。時折……、

「ほぅ、休日、小学生に回されて楽しく遊んだというサト――サイトウ刑事の雑談を盗み聞きしていた片想いの後輩刑事が、子供相手ならマワされても良いのかと誤認し、近隣の同じ趣味を持つ小学生男子を集めてサトウさんのケツをみんなで楽しくワッショイワッショイ……ふむ、使えるじゃないですか！」

　……などという、大変不快な声が聞こえてきたものの、現状では後ろ髪を引っ張れない。なので、顎あご先さきに手を当ててブツブツ言っていた白粉に回転したまま突撃し、彼女もまた畳に引ひき摺ずり倒してそのまま槍水姉し妹まいに二人して転がされることとなった。

　僕と白粉は二人して、ぬぉ〜、とか唸うなってしばらく回されていると、ふと、鼻先が畳の香りではない、おいしそうな匂においを捉とらえる。槍水先輩たちもそれがわかったのか、僕らを転している手がピタリと止まり、代わりにクンクンとその鼻先が動く。

「みなさん、何しているんですか？　夕飯の準備が出来ましたよ」

　白梅が先程の従業員とともに台車に載せた料理を玄関から部屋へ運んできたので、僕らも慌てて加わろうとするが、従業員の人に笑顔で制止される。自分の仕事ですから、とのこと。正直、僕と白粉は目が回ってフラフラだったので助かった。

　白粉と二人して互いにもたれ合うようにして座っていると、僕だけに白梅の蹴けりが飛んできたりしたが、重要なのはそんなことじゃなく、夕飯の方だった。

　大したもてなしは出来ない、と言っていたのに、出てきた料理は各人用に小さな紙かみ鍋なべがつく、立派な懐かい石せき料理である。お刺身も大きな旅館とかではよくある、数を用意する関係上時間が経ってしまって表面が乾き始めていたり、風味が落ちているようなものではなく、ちゃんとしたものだ。天ぷらも温かい……というか、熱い。

　もう少し時季が早ければ近くの山で採とれる茸きのこ、遅ければ寒ブリなどが出せたんですが、と従業員の人は申し訳なさそうに言うものの、僕らには十分過ぎる料理の数々だ。

　……何より、僕らの度ど肝ぎもを抜いたのは、最後に用意された大きな土ど鍋なべである。一瞬、鍋は個別に用意されているのにあれはなんぞや？　と思ったものの、白梅が重そうな蓋を開けた瞬間に全てがわかった。土鍋で炊いたご飯である。

　白い湯気が噴き上がった瞬間に、僕らは一斉に声を上げた。湯気を立ち昇らせるそれは、まさに絵に描いたように真っ白なご飯。お米一粒一粒が立っているわ、部屋中に炊きたてのご飯のあの匂いが広がると、自然と僕らのお腹なかが鳴るわ……もう感動するレベルだ。

　それに白梅がしゃもじでご飯を切るようにして解ほぐすと、底の方からはきつね色と少量の黒色のお焦こげが顔を出す。それをしゃもじがまさにパリッと割るようにして解すところなど、見ているだけでその香ばしさが伝わってくるというものだ。

　僕らの目が、用意された膳ぜんよりもご飯に釘くぎ付づけとなってしまうのも無理はないだろう。普通じゃなかなか食べるのはもちろん、見ることもできやしないのだ。

　そんな僕らの視線の中、白梅はベテランの女将のように、一切の無駄な動作なく、初心者にありがちな着物の裾すそにご飯粒を付けたりすることももちろんなく、白梅自身の分を含めて、てきぱきとご飯をよそってくれた。

　おやつを前にした犬のごとく、早速僕らは興奮した声を上げる。

　――いただきます。

　各自にお茶を注いでくれる白梅以外、僕ら全員がまずご飯に箸はしを伸ばす。真っ白なご飯に、ところどころに顔を出しているお焦げ。僕らは何かつけたりもせず、それを頬ほお張ばった。本当に炊きたてらしく、恐ろしく熱い。白梅が土鍋の蓋を素手で取っていたので、火から下ろしてしばらく蒸むらした後なのだろうが、土鍋特有の保温能力の高さ故か、とにかく熱い。

　ご飯を口に含んだ僕ら四人は一斉に「ぬふぅ〜」と白い湯気を口から噴き出す。

　この様子にはさすがの白梅も、口元に手をやって、ぷっクスクス、と吹き出してしまう。そして互いの様子を見ていた僕らもまた、口から湯気を噴き出しつつ笑った。

　僕らはほっほっほっと言いながらご飯を味わう。まさにふっくら、もちもちっとした食感の後、歯触りの良いお焦げをパリっと咀そ嚼しやく。香ばしさが一気に広がる。焼きお握りのそれと似ているけれど何か違う、ご飯との親和性が高いというか、もっと淑しとやかだけれど力強いとでもいうのか、とにかく噛むほどに香ばしさや味が広がるお焦げなのだ。

　お米の旨うま味み、その後に来る甘みも強く、それ故ゆえにおかずなしでいくらでも食べられる。お焦げをおかずにご飯を食べているという感じである。

　これに漬け物と味噌汁が付くだけで一〇〇点満点の食事になりそうだ。しかし僕らの目の前にはお刺身やら鍋やら、その他一品料理がいくつもある。まるで同じ日に何本もゲームソフトを手に入れてしまった時の心境だ。一個一個しっかり楽しみたいのだけれど、同時に他のも楽しみたい。あの贅ぜい沢たくで幸せだけれど、困ってしまう……あの感じである。

　僕らは相変わらず場違いな感じで、表現も良くないのだけれど……貪むさぼり喰くった。マグロの刺身を醤しよう油ゆに付け、ご飯にワンクッション置いて一気にかき込んだりは当たり前、ほうれん草のゴマ和あえなんかでもおかずにして、ご飯を食べに食べた。そもそものご飯の味がしっかりしているので、何と合わせても箸が進むのだ。

　僕らは茶碗が空になると、以前白梅の家にお邪魔した時同様、彼女によそってもらう。白梅も一緒に食事をしているが、あくまで女将然と対応するつもりなのか、必ずそうしてくれた。遠慮した先輩が自分でやろうとしたが、それを制止したぐらいである。

　先程の白梅パパからの手紙のせいもあって、何となく……白梅を嫁に貰えたら堅苦しくなりそうだけれど、相当いい生活が出来るんだろうな、と考える。無論いい生活といっても金銭的な意味ではなく、献身的で何事もこなせるパーフェクトな妻がいる生活、という意味で。

　ただ、それを果たすためには僕は彼女好みのかわいい女の子に性転換するか、彼女の趣味が大きく変化する必要があるのだろうけれど。……白梅パパとタッグを組んで無理矢理婚約まで行ってしまうという手もないではないな、とか少し考えるが、その直後に僕と白梅パパは二人してこの世から抹まつ消しようされるだろう、という予言と言っても過言ではない未来予想が頭に浮かんだので、即座に諦あきらめた。

　数十分間、僕らは大きな土鍋を空にするまで食事を続けた。多分、余裕を持って炊いてくれたのだろうけど、一粒残らずに僕らは文字通りに完食してみせた。宿の人は驚くに違いない。

　僕と茉莉花は膨ふくれたお腹なかをさすりながら床に大の字で仰あお向むけになる。スカートの槍水先輩と白粉は何とか座ざ布ぶ団とんの上に足を崩して座った姿勢を維持し、白梅はそれもまた自分の仕事だというように僕らの食器を素早く片付けてくれる。

　食事を持ってきた後、いつの間にか姿を消していた従業員さんが再びどこからともなく現れ、食器類を下げていったが……やはり彼は忍びとしての技を持っているに違いない。

　しばらく満腹感に酔いしれて大の字になったままでいると、コロコロ〜っと茉莉花が僕の隣まで転がってくる。そして彼女はうぬっと呻うめくようにして頭を上げると僕の腕を枕まくらにした。

「センパイ、お腹も膨れましたし、何かして遊びましょう。カード持ってきたんですよ」

　彼女はさらに身を寄せて、密着すると、僕の胸の上で指先を遊ばせる。

「……ね、センパイ。しましょうよ」

　そんな、ね？　腕枕している小学生の女の子に、物欲しげな顔でそんな台詞せりふを言われた日にゃ、ロリコンの霧きり島しま君じゃなくても心が動いてしまうというものだ。

　ニッコリ笑う茉莉花に、満腹感で自制心がゆるんでいたのか、僕は頷うなずくと、腕枕をそのままにして彼女に覆おおい被かぶさるように……しようとしたものの、さりげなく近づいてきていた白梅様に反対の腕をガッツリ踏みつけられて、未遂に終わってしまう。

「そうだな、少し遊ぶか。茉莉花、リュックサックの中か？」

「うん」

「あ、あたしもやりたいです。……梅ちゃんもするよね」

「そうですね、それじゃそうしましょうか。……あ、お伝えするのを忘れていましたが、温泉はいつでも入れますから、お腹が落ち着いたらみんなで入りましょう」

　はぁーい、と茉莉花が僕の腕の上で、声を上げる。

　……男女比一対四、僕らだけの離れ、そこに専用の温泉……。駅弁購入の激しさや、夕食のおいしさに忘れていたものの……いよいよ今回の旅行のメインディッシュが近づいてきた。

　僕は白梅に悟られないように茉莉花の方へ顔を向ける。僕がどんな顔をしていたのかわからないが、茉莉花は「はい？」というように無む垢くな笑顔を向けてきてくれた。




　　　　　●




　――部長、心霊現象調査研究部、全メンバー集合いたしました。――うむ、今回皆々に集まってもらったのは他ほかでもない。これから烏からす田だ高校の男子寮に封じられている彼奴きやつに再度結界を張る。――あのロリコンをこじらせて化け物に成り下がった霧島君を……。しかし、彼はもうすでに文化祭の時に六重の結界によって完かん璧ぺきに封印したはず。――この世に完璧なものなどない。何より、つい先程現地にいる副部長から第一次結界を突破されたとの連絡が入った。――なんと!?　――バカな、第一次結界は特に強力だったはず、それを……。――どこかで強力なロリ・エネルギーが発生し、それを吸ったとでもいうのか。――とにかく、今は持てる装備、全て持って寮へ行く。全員覚悟を決めろ。一いつ介かいの高校生のサークルにはいささか荷が重いが、それでもやらねばならない。世界を守る義務はいつも、誰もが与えられている。我々にはそれが今というだけだ。……さぁ、行こう。

　烏田高校部室棟に集まりし男女の精せい鋭えいたちは、部長の声とともに決戦の場へと向かう。

　誰もがこれだけ人数がいればどうにかなると楽観視しつつも、これだけの人数を集めなければならなくなった事態にどこか恐れを抱いていた。

　東京を中心に各地で強くなるロリへの規制は創作物によるガス抜きすら禁じつつある。徹底的に抑よく圧あつされた欲望が最悪の形となって爆発するさまは、かの悪法である禁酒法をはじめ、歴史上いくつも見られる。その愚おろかさを頭の硬い老人たちが知るのは多くの血と涙を流した後だ。

　今回の人外の存在になり果てた霧島君が現世に復活しようとしているのは、まさにその始まりなのではないか。だとすればこれと同じ現象は今後各地で頻ひん発ぱつしていくに違いなく、そうなれば自分たちだけでは押さえきれはしまい……。

　心霊現象調査研究部部長はそんな恐れを抱きながら、決戦の場へと歩を進めていくのだった。




　　　　　○




　離れごとにある露天風呂は、これまた僕の予想のはるかに超えるものだった。ちゃんとした脱衣所があるのはもちろん、周りを木々で囲まれた雰囲気ある純和風の岩風呂だ。どこぞの温泉旅館の、自慢の露天風呂だと言われても納得しそうなレベルだ。

　……ビックリはビックリなのだけれど、ちょっと期待外れであり、僕は温泉を見た瞬間にガックリと肩を落とした。

　いやね、確かに客室ごとに温泉がついている、という話は事前に聞いていたので、茉莉花をうまくそそのかし……ゲフンゲフン。茉莉花に夏の合宿の時、僕が仲間外れにされたみたいで凄く寂しかったとじっくり話したおかげで「みんなで一緒に入った方が絶対いいですよね」と言わせることに成功し、全員水着着用で混浴……というおいしい展開に話を持ち込んだのだ。

　当然、そうなると覗のぞきによるムフフッなサービスカットは端はなから存在しなくなるリスクはあるが、その代わりプールや海のそれと違って間近で水着の槍水先輩たちを確実に拝むことが出来るのだ！　特に槍水先輩は以前の合宿の時は一人、水着を持ってこなかったので、それだけでも価値がある。

　そしてこれは以前神かん田だ君たちと激しい議論の末に辿たどり着いた仮説なのだが『水着で温泉に入るのは、プールや海に行くよりも三・五倍のエロさを醸かもし出す』というものがある。先程も言ったように、どうしても距離を取りがちなプールや海と違い、温泉は常時距離が近いし、場所にもよるが第三者による干かん渉しようや監視の目はほぼ存在しない。何より温泉なら上にＴシャツを着たりすることもない。……まぁ、水着の上にＴシャツ一枚を着ている様は、なかなかにエロいと僕は思っているので、この辺りに関しては若じやつ干かん異論があるが、それは置いておこう。

　そして温泉特有のリラックス効果によって女の子のガードは緩ゆるくなるのはもちろん、プールや海のような非日常感のある場所とは違い、より素すに近い、彼女らのプライベートな――通常異性には見せないであろう姿を綿密に鑑賞することができるし、火ほ照てった肌に想像をかき立て、楽しむことも可能であり……それら全ての要素を総合し、海・プールへ行った場合のそれと比較検討した結果の数字、それが三・五倍なのだ。

　特に今回のような離れごとの専用温泉となれば、湯船は小さいはず……そうなれば必然的に僕らは肌を密着させることになるからして……そう、エロさは三・五倍をはるかに凌りよう駕がしてもはや犯罪の域に達してしまう可能性すら秘めている!!　……とか思っていたのだけれど、湯船広すぎるだろ、ここ……。これじゃ、全員入ったって密着どころか全然余裕あるじゃん……チクショウ。しかも何だよ、チラッと見たらお湯は何の成分か知らないけど、白はく濁だくしていて、水面からじっくり楽しむようなこともできそうにないし……。

「さぁ、佐藤さん、早く脱いでください。それとも、入るのをやめますか？」

　僕は白梅に促され、彼女に監視されながら服を脱いでいく。無論、脱衣所に槍水先輩たちはいないし、白梅は着物を着たままである。

　さすがに一緒に着替えたりするような超ド級のエロイベントは期待していなかったけれど、まさかこうなるとは……。カードで茉莉花と仲良くしていたおかげもあってか……いや、白粉の下げ卑びた思おも惑わくもあってか……白梅の最後の抵抗を押し切り、男女一緒に入浴する流れになったのは良かったものの、脱衣所が一つしかない関係上、僕が先に入って、その後女性陣が着替える、という形になった。上がる時は最後は必ず僕、ということらしい。

　そうじゃないと着替えの最中に何をされるかわからないし、脱いだ服とかに何をするかもわからない、とみんなの前で僕がさも変態であるかのように白梅に言われてしまい……了承するしかなかった。まったく、酷ひどい話である。人を何だと思ってやがる。……僕なら決して痕こん跡せきを一切残さずに、いろいろやってみせる自信があ――ゲフンゲフン。

　しかしながら何だな、上を脱ぐ分にはいいのだけれど……下はちょっと白梅を前にしていると抵抗が……。少なくとも一度は見せないといけなくなる。……いっそこの仏ぶつ頂ちよう面づらの彼女に見せつけてやろうか。そうしたら「きゃっ！　バカやめてよ！」とか言いながら手で顔を隠すものの、指の隙間からバッチリ見ちゃったりするような展開は……ないな。

　むしろ「で？」とか凄くドライに言われたら……何かしばらく凹へこみそうだ。

　僕はおとなしく白梅に背……というか、ケツを向けてパンツまで降ろそうとするのだけれど……何故だろう、先程から急に寒気が。というか、どこからともなく、ナメクジが体を這はうようなジットリと嫌な気配を感じる……。

　この感じは――白粉花！　きさま！　見ているなッ!?

　いったいどこから見ている!?　そしてどこでなら僕は安心して着替えられるんだ!?

　我ながら思うのだけれど、白梅には見せつけてやろうかと思ったりもするが、白粉には見られたくないと思ってしまう……ちょっと不思議な思春期男子の心情だった。

　仕方なく僕は腰にバスタオルを巻いて着替えることにした。……どこからともなく「チッ」という舌打ちが聞こえたのは僕の気のせいだろうか？

「では、外へ行きましょうか」

「え？　まだ？」

「はい、外の洗い場で、少しでも佐藤さんの汚れを落としてからです」

「かけ湯ぐらいちゃんとするって」

「それで汚れが落ちるとでも？　きちんと頭も体も全部洗ってからです。それを確認します」

　……もう、好きにすればいいさ。

　僕はたすき掛けをした白梅とともに屋外の洗い場へ出る。さすがにタオル一枚に山の空気は寒く、ブルリときた。出来れば、体を洗ったりするのは湯船に浸かって温まってからに……と言ってみるものの、白梅様は認めてくれない。

　仕方なく、震えそうになるのを堪こらえながら洗い場の隅で頭、体と洗っていく。さすがに和風の造りとはいえ、洗い場にはシャワーがついていた。

　佐藤さん、と、しぶきが掛からない位置から監視していた白梅が声を掛けてくる。

「洗い方が雑です。特に背中、もっとしっかりやってください」

　そう言うと僕の手からタオルを受け取り、何も言わずに背中を洗ってくれる。……うーん、女将風の白梅に背中を流してもらうというシチュエーションは悪くない……んだけど、何か、親の敵かたきみたいなレベルでもの凄くハードにゴッシゴシやられているのは何故だろう。何か汚れを落とすというより、背中の皮を一枚剥はぎ取とろうとしているかのようで、僕は途中で呻うめいた。

「……まぁ、これぐらいでいいです。それでは、最後の仕上げを」

「仕上げ？　何かのオイルとか？」

　まさか、と白梅は冷たく笑うと、どこからともなく怪しげなボトルを取り出し……僕にぶっかけてくる。透明……水？　ん？　いや、これは……さ、寒い!!

「純度八〇パーセントの消毒用アルコールです」

「冷たい！　寒い！　ヤバイ！　こ、これはヤバイって！　マジで、本気に!!」

　簡単な理科の実験である。アルコールは大変揮き発はつしやすい液体。そして液体が気体化する際には気化熱を必要とするため、周囲の熱を多量に奪う。それを今現在、僕の全身を使って実験されているのだ。……十二月の屋外にて、大量のアルコールを頭からぶっかけられて。

　僕は洗い場の椅子から転がり落ちて岩肌の床の上を転げ回った。

「寒い、ってか冷たくて痛いレベルに！　ちょっとマジでホントに、白梅様お許しください!!　お許しくだささささぃ!!」

「何言っているんですか、もっとしっかりやらないと汚いですから。特に……この辺りは」

　そう言って白梅は股こ間かんを狙ってトポトポトポと多量にぶっかけてくる。もう先程まで期待に心ときめかせ、白梅に見られているということで若干アレな感じになっていた股間も何もかも、全てが浄化されていくっていうか、寒さのあまりにバイエルンがポークビッツに逆アウフヘーベンで……細かいことは状況と言葉のニュアンスからお察しいただきたい。

　僕の体はまるで凍死寸前のように、胎たい児じのような体勢で床の上でガクガクと震え続ける。筋肉が硬直してまともに動けない。

「まぁ、こんなところですかね。アルコール臭くさいので、流しておきますよ」

　優しい白梅様はわたくしのような者のために、シャワーをわざわざ手に取っていただき、アルコールを全て洗い流してくださいました。冷水で。……いや、死ぬっちゅうねん。

「みなさん、もう入ってきて大丈夫ですよ」

　まるで汚物は消毒したとでもいうように、シャワーを戻すと白梅は脱衣所に戻っていく。

　すると、白梅と入れ替わりに茉莉花が入ってきた。彼女は一歩外に出るや、立ち止まって体をブルリと震わせる。

「ワッ　さむーい！　お姉ちゃん、早く早く！」

　てっきりワンピースかと思っていた茉莉花は意外にも純白の眩まぶしさが目を惹ひくセパレート。しかし大人っぽいそれというよりも、上がタンクトップタイプであるため、元気の良さを感じさせるデザインである。……もう少しメリハリのあるボディだったらさらに良かったのだけれど……まぁそれは未来に期待を馳はせることにしよう。

　そして茉莉花に手を引かれて入ってきたのは……待ちに待った槍水先輩だ！　白い肌に、少し恥ずかしげに赤らめた頬ほお……そして、真っ白な水着。僕が凍死寸前でなければきっと「おぉ」とか感嘆の声の一つでもあげていただろう。

　てっきり槍水先輩はもっと保守的なやつか、競泳用水着みたいなのかと思ったが、白のビキニだ。しかもサイドを紐ひもで縛しばっているアンダーに肩紐なしのチューブトップタイプ！　よくある肩紐が透明な素材を使って誤ご魔ま化かしてある萎なえるタイプじゃない！　そのチューブトップも後ろで縛っているだけであって……その、なんだ。悪い表現をするならタオルを胸に当てて背中で縛っただけ……という感じの、大変……その、何だ。アンダーの紐と同じく、あれを解いてしまったらどうなるのだろう、という性――違う、知的好奇心を刺激する大胆なデザインだ。

　……うん、間違いなく木き之の下した先輩と紫むらさき華け先輩のチョイスだな。あの二人のセンスは何故か僕の嗜し好こうにピッタリだ。今度会ったら何かお礼をしなくては。

　槍水先輩は顔を赤らめたまま、空いている方の手首を胸の谷間に埋うずめるようにしているのだけれど、そうすることによって先輩の胸は水着に押し付けられて、より強調されるとともに水着は張りを増し、明確な形が……。

　彼女はキョロキョロと辺りを見回す。多分、僕を捜しているんだろうけれど……生あい憎にくと僕は洗い場の隅っこで小さく震えているだけなので、どうも見つけられないようだ。加えて冬は大気中の飽和水蒸気量が少ないので、湯気が多く、それが露天風呂全体を覆おおってしまっているせいもあるだろう。

　二人は何か喋しやべりながら掛け湯をして、湯気の向こう、湯船の中へと消えていく。

　腰のサイドの紐を揺らしながらしなやかに動く先輩の足が眩まぶしくて仕方なかった。普段は黒ストッキング、今日みたいな時はニーソで隠されて……いや、より扇せん情じよう的てきに装飾されている御おみ足あしは……素足でも当然のことながら素敵だ。

　くそう、僕も今すぐあの湯船の中にダイブしたい。知的好奇心のためもあるが、それ以上にこの寒さから脱しなくては本当に命が危ない。先輩の水着姿が冥めい土どの土産みやげになってしまう。多分地獄の閻えん魔ま大だい王おうを含めた皆様に喜んでいただけるとは思うけれど、それでは満たされぬ！

「あ、佐藤さん……どうしたんですか？」

　現れたのは白粉だ。……うん、こいつに関しては特に語ることは何もない。以前見た時と同じく、中学時代のそれであろう名前入りスクール水着だ。

「わ、悪いんだけど、お湯を……ぶっかけてもらえると……嬉しいな。このままじゃ、もう」

「はい？　あ……はい、わかりました。それじゃ、えいっと」

　意外と素直に白粉はすぐさま僕にぶっかけてくれました。……ボディソープを顔に。

「……あ、あの……白粉？」

　こんなところかな、などとほざくと白粉は手にしていたデジカメで僕をパシャパシャと……っておいっ。

「す、素敵ですよ、佐藤さん！　エロイ、これはエロイ!!　まさにぶっかけられた後ってか、ヤられちゃった後みたいで！　これは良い資料が……ムッ、待てよ、こんなガクガク震えちゃうぐらいやられたとするなら、これはもう相手は複数人であることは確実……ならばもっと大量の方がいいか。といより、水着からお尻を出す感じにして……」

　ニチャリ、と口が耳元にまで届きそうな不気味な笑みを浮かべる白粉に、僕は震え上がった。

　このままでは抵抗出来ないことをいいことに、ボディソープやら何やらかんやらを全部僕にぶっかけた上で水着をズリ下げられた僕のあられもない姿が、デジタル保存されていつしか広大なネット世界に旅立ちそうだったので、僕は縮こまる体を無理矢理動かし、洗い場の蛇じや口ぐちに手を伸ばす。指先がまともに動かないぐらいの状況な上、ぶっかけられたボディソープがやたらに滑る、……クッ！　白粉はここまで考えた上でボディソープを!?　何て策士だ！　えぇい負けるか、負けるものか!!

　僕は蛇口を殴りつけるようにして、お湯を噴出させることに成功する。やたらに熱いお湯が降り注ぎ、ボディソープが洗い流されるとともに、僕の体に血が巡り始める。

「はっ！　そんな、マズイ！」

　白粉は身の危険を感じるもすでに時遅し、僕はすぐさま立ち上がると彼女の手からデジカメを奪い取り、湯船に向かって放り投げた。トポンと音。

「あぁ、あたしのデジカメがぁ!!」

　悲鳴を上げる白粉だが、被害者面づらはやめてもらいたい。被害者はむしろ僕なのだから。

　僕はポンポンと白粉の頭を軽く叩いた。

「……ふっ、残念だったな、白粉。あのデジカメはもう使い物になるまい」

　その時、白粉は再びニチャリ、と笑った。

「……ふっ、残念でしたね、佐藤さん。あのデジカメは防水仕様なんですよ」

　クッ！　コイツ！　何て用意周到な!?

　僕は奴より先にデジカメを回収しようと湯船に向かおうとするものの、白粉がそれを止める。というか、どさくさ紛れに水着をズリ下げようとしてきたので、奴の腕を弾はじく。

「白粉さん、デジカメ飛んできましたけど……。あっ、ちょっと使ってもいいですか？」

　……あ、茉莉花に拾われたな。湯船は湯気が覆おおっているので、洗い場からはほとんど見えないけれど、茉莉花らしきシルエットが犬かきで泳いでいる。

「え？　えぁっと、いいですけど……」

「ありがとうございます。……それじゃ」

　そして湯気の向こうからパシャパシャとフラッシュが幾度も……。

「ま、茉莉花、よせ、やめろ。私を写すな」

「え〜、お母さんにお姉ちゃんの写真をいっぱい撮とってくるね、って約束したんだもん」

「だ、だからって今、水着の時に撮ることはないだろ！」

　僕は白粉の手を放し、湯船に走り込もうとするのをやめる。すると白粉もまた、僕に奪われデータを削除される心配がなくなったとわかったのか、手は出さなくなった。

　僕らはしばし、光が瞬またたく湯気を見つめ続ける。

「白粉、あのデジカメの写真データをくれるというのなら、僕はお前のデジカメを破壊するのをやめようと思う」

　白粉は僕に視線を合わせることも、声を発することもなく、ビッと親指を立てて了承する。

　互いの欲望を満たす黒い取引成立の瞬間である。

「二人して何をしているんですか？　風か邪ぜひきますよ、白粉さん。さ、湯船に入りましょう」

　サラリと言ったのは、長い黒髪を白いシュシュでポニーテール風にまとめた白梅だった。

　……ムッ、何だ、なかなかコヤツも素敵じゃないか。スラッとした体型の彼女が身に纏まとうのは、ホルターネックの黒いビキニ。しかもうなじと胸元、双方を縛ってあるタイプで……どちらか片方でも解けばお待ちかねのサービスカットが展開する嬉しい仕様だった。

　そして腰回りもキている。ローライズなショーツに……水着着用の温泉には場違いにもほどがあるであろう、膝まであるスケスケのレースのパラオが巻いてあった。それが逆に何かセクシーというか、白梅らしいエレガントさがあるというか……うん、何か、ただエロイのとは一味違う感じだ。温泉には違和感バリバリだけど。

　槍水先輩なんかと比べると、白梅の胸はそんなに大きくないが、不思議と彼女の場合それが魅力の低下になっていない気がする。スレンダーな体つきがそう思わせるのか、あればむしろ邪じや魔まなものと思えてき……いや、多分あったらあったでそれは素晴らしいことだろう。うむ、大きくて困ることはない。大は小を兼ねると昔から言うし。うん。

　白梅は僕などいないかのように、白粉の両肩に手を置いて、湯船の方へと押しやるようにして連れていく。揺れる黒いポニーテールからたまに見える白いうなじが、やけに扇情的だった。

　僕もまた彼女らに続くように湯船に入った。さすがに湯船に浸かってしまえば湯気が多かろうと関係なく、先輩たちの姿は見える。

　槍水先輩は「佐藤はどこにいたんだ？」ときょとんとして訊いてくる。湯船に浸かっていると恥ずかしさはないらしい。

　さすがにいくら広いといっても各人が距離をとって入ることはせず、自然と一カ所に寄り集まった。ただ……白粉にぴっちり密着する白梅に、槍水先輩の膝の上に座っているらしい茉莉花……と、僕だけ一人孤立している感じがして、何か、寂しい。どちらかに近寄ろうとすると、白濁の湯で見えないのをいいことに、水中で白梅の長い足が僕の脇腹にねじ込まれてくるので、どうしても近づくことはできなかった。

　……まぁいいけどさ。その分たまに湯から顔を出す白梅や槍水先輩の胸元をしっかり凝ぎよう視しして瞼まぶたに焼き付けてやろう。さすがに見る分には白梅は文句を言う気はなさそうだし。というか、白梅自身なんか執しつ拗ように槍水姉妹を凝視していたりするので、僕もそれに乗っかるように眼がん福ぷく眼福と目と心の保養に勤いそしむ。

　そんな時、僕はふとあることに気がついた。槍水先輩の水着……肩紐がない上に色が白だから……お湯に浸かっているとまるで全裸みたいに見えるじゃないか!!　それに気がつくと脳天直撃せんばかりの衝撃が迸ほとばしり、想像力が一気にかき立てられる。もしかしたらこの白濁の湯の中で、何か素敵なハプニングから先輩のチューブトップがほどけてしまっていて、湯船から出る瞬間にはその胸を覆うものは何もなかったりするんじゃないのか……ってか、むしろ今先輩って全裸なんじゃないのか!?　そんな希望的妄もう想そうが頭を占め、先輩の胸元が僕の視線を引きつけて離さない。無論時折白梅の方も……眼福眼福。

　あまり凝視しているとまた蹴られるかと思ったが、白梅は先輩を見つめて口を開く。

「こう言うのも変ですけど、今の槍水さん、何だか水着をつけてらっしゃらないようですね」

　……おっ……？

「な、なに言っているんだ。ちゃんと着けてるぞ！」

　ホラ、と槍水先輩は茉莉花をどかして、胸を張るようにして湯面からその二つのたわわなそれを出してみせる。まるで触って欲しいとでもいうかのようで……何か、エロイ。

「フフッ、いえいえ、何だか素敵だなと思ったまででして。……そんなポーズをされると、まるで触って欲しいみたいな感じですね。フフッ」

　……意外と僕と白梅はお似合いなんじゃないか、と今、少し思った。

「そ、そんなわけないだろう！　……まったく、先輩だぞ、私は。少しは敬意を持て」

　僕の方をチラリと見やって、顔を赤らめる先輩はさっきとは逆に胸を隠すようにして前屈みに湯船に深く浸かると、また茉莉花を膝の上に置くようにして後ろから抱いた。多分、隠す意味合いもあるのだろうが、それが逆効果だったようだ。

「でも、お姉ちゃんのって、肩紐ないから本当にすぐズリ落ちそうだよね」

　茉莉花はクルリと逆向きになると、姉のチューブトップに掌てのひらをもにゅっと押し当て、上下にずらすように、乳房を揺らし始め……あれ、これ……何なに気げにキタぞ!!　

　茉莉花いけ！　そのまま昔のテレビでは許された〝ポロリもあるよ〟な状況に持っていけ!!

「バカ、茉莉花、よせ！　佐藤もいるんだぞ！」

　先輩は茉莉花の肩を押しやり、遠ざけようとするものの、茉莉花も腕を伸ばして姉の胸から手を放さない。茉莉花は姉や周りの僕らの反応を楽しむようにして笑っていた。

　この流れで僕も乱入したいが、そうなると白梅に殺されかねない。かといって止める気も毛頭ないので、適切な距離を取りつつ、正座してその姉妹の様子を鋭意鑑賞することにした。

　しかしながら槍水先輩のチューブトップはなかなかにしつこい。一度だけ片方がちょっとズレて下乳がムニュっと出てきた時は思わず前のめりになったが、すぐに戻されてしまったのは……いささか惜おしかった。結局、ポロリのチャンスはそれ一度きりだった。

　多分、上下それぞれにワイヤーか硬い繊せん維いが入っていて、胸を挟むようにしてズレを防いでいるのだろう。……チッ、余計な対策を施ほどこしてやがってからに。行き過ぎた技術ってのは時に不幸をもたらすってことを知らないのか？　例えば、ホラ、あれだ。昔の白い水着は透すけたというじゃないか。だとすれば今の先輩の水着だって……あぁ、チクショウ。

「……もうやめるんだぞ、茉莉花。それ以上やると、ホントに怒るからな」

「うー、ごめんなさい〜」

　先輩は茉莉花の額ひたいに自分の額をグリグリと押し付けて反省の弁を述べさせると、また後ろから抱くような体勢で、膝の上に置いた。

　そんな様子を白梅や白粉、そして僕が微笑ましくガン見しているのに気づくと、先輩は恥ずかしかったのか、隠れるように口元まで湯に沈んで、視線を横に逸そらした。

　額を撫でる茉莉花が、そんな姉を助けるためか、それとも意外と茉莉花自身恥ずかしかったのか「あ、そうそう」と違う話題を振ってくる。

「私、ちょっと気づいたことがあるんですけど……」

　茉莉花が持ち出してきたのは、『うなぎ茶漬け弁当』を買った時のことだった。

　要は弁当の魅力の前に速攻で頭から抜け落ちたレッドのことだ。別れ際ぎわは凄く感動的だったのだけれど、あれってよくよく考えると……という可能性の話だった。

　茉莉花は言う。ひょっとしてレッドは元々あの駅で降りるはずだったんじゃないのかな、と。

　確かに言われてみると、そもそも彼の目的地を聞かされていなかったし、あのまま最初の電車に乗り続けるつもりならすぐに発車してしまうため降りるはずはない。かといって丁ちよう度ど乗り換えが出来た僕らと同じ電車に乗るのだったら、茉莉花に鞄かばんを渡さなかったのが気になる。

　そこまでのことを僕らは湯に浸つかりながら話し合うと、ふと、実はあれは演出で、レッドにうまくしてやられたんじゃないか、と気づいた。自由研究時の小こ口ぐち君のテクと一緒である。

　さも自分は自らリスクを背負って人を助けたように思わせつつ、実は単に自分にとって都合が良く、僕らを利用して自分がヒーローになる感動ストーリーを描いたのではなかろうか。

　だとすれば、彼に感謝はするにしても、残してきたことを気に病やむ必要はないだろう、といのが先輩をはじめとしたＨＰハーフプライサー同好会会議ＩＮ温泉の最終結論だった。

　うーん……だとすると、あの別れ際、ドア越しに泣いた僕は何だか恥ずかしくなる。何事もそうだけれど、感動するような場面ってのは、意外と第三者の目を意識したり、時間を置いてゆっくり思い出してみると、どことなく恥ずかしいものだったりする。

　窓に顔を押しつけて「サラリーマァアアアアン！」と叫んだりするなんてのはよっぽどだ。

　きっと今頃レッドはどこか遠い土地で、してやったり、と、ほくそ笑んでいるのだろう。助けてもらったのは確かなので感謝するけれど、騙だまされたような気がしないわけでもない。

　まぁ、いいんだけどさ。実際茉莉花の涙を止めてあげることも出来たし、おいしいお昼にありつくことも出来た。それは間違いないのだから。

　……どうせ本当にしたり顔でほくそ笑んだのは白粉だろうし。

「そろそろ温まったでしょうし、体、洗いましょうか。背中を流し合ったりとかどうです？」

「あ、うん。そうだね、そうしようか、梅ちゃん」

　さすがに自分がいなかった時の話はつまらなかったのか、適当なタイミングを見つけて白梅が白粉を連れて湯から上がると、そうだな、と先輩と茉莉花も立ち上がる。

　茉莉花に、行かないんですか？　と誘われるものの僕はさっきしこたま洗って殺さつ菌きん消毒までされたことを告げると、よくわからなかったのか、彼女は首を傾かしげて洗い場に向かう。

　そして妹に続いて先輩もお湯から上がろうとする。岩風呂のそこは階段もあるのだけれど、そこを茉莉花が使っていたので、彼女は近くの岩の部分に足を掛けて昇ろうとしたのだが……最初、岩の上に手を突いた際、一瞬お尻しりを僕に向けてグッと突き出すような感じになった。
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　おいおい……何だ、先輩は僕を誘っているのか？　仕方ないな、どれどれ……。

　誘われるがままに立ち上がり、先輩に続いて一緒に行こうとするものの……その、何だ、違う部分が立ち上がっちゃってた、っていう、ね。うん。

　いやぁ、アレだよね。何事も達人クラスになると、技を出された瞬間って、もうまるで手品。いつの間に!?　って感じである。気がついたらこんな有様なんて、一体僕はどこまで自らを鍛きたえ上げようというのか。

　しかし……一体いつからだ。湯に浸かって血行が良くなったせいか。それともさっき先輩が胸を突き出した時か。それを茉莉花が上下に揺らした時か。それとも今先輩がお尻を僕に向かって突き出したその瞬間か……。何にせよ、無自覚にこうなってしまっているとは危ないな。

　僕の股こ間かんには赤い『取り扱い注意』のテープでも貼っておくべきかもしれない。

　僕は立ち上がろうと中腰の状態になった段階で動きを止め、再び湯に浸かる。先輩は僕を気にした様子も、振り返ることもなく、体から湯気を立ち昇らせながら、みんながいる洗い場の方へ行く。石せつ鹸けんの泡とかが湯船に入らないためか、洗い場は意外に広く設計されており、シャワーがある端まで行ってしまった白梅たちは、湯船からではうっすらとそのシルエットでしか確認できない。先輩の姿も薄れるように、段々湯気に隠れていった。

　……うーん、一人残されると、ちょっと寂しかったりする。こうならないためにも水着着用で全員一緒に……という流れだったはずなのに。

　湯気の向こうからみんなで洗いっこしているようなシルエットや、キャッキャウフフという黄色い声が……。うん、交ざりたい。

　ハァハァ……いっそのこと、この股間のことなど「それがどうしたの？」という平静を装って毅き然ぜんと彼女らのもとへ行ってしまえば意外と誰も何も言えないんじゃないか……ハァハァ。

　あ、ダメだ。白粉がいる。奴がいる以上、何をされるかわかったもんじゃない、っていうか、今誰かが持っているであろうデジカメでそんな大きく育った僕の性せい徴ちようの様などデジタル保存されようものならそれこそ危険だ。万が一著しや莪がに回ろうものなら笑われるだけじゃ絶対に済まない。確実に著莪家、佐藤家双方の家族のアルバムに『息子のムスコ（大）　命名：パパ』とかタイトル付きで神こう々ごうしくもアーティスティックに保存されてしまうだろう。

　クッ！　そうなるとこのままここでおとなしくしているしかないのか!?　体を洗うシーンなんて、僕らは必ずサービスシーンてんこ盛りになるはずだと漫画やアニメで教わってきた最大級のチャンスじゃないか！　時には石鹸で滑ってサービスシーンどころか実際にもう、肌と肌がアレなことになった上でかつ、ぬるぬると最高にエロティックな展開が待ち受けていたりするというのに……!!　……ハァハァ……となるとやはり、危険を承知で行くしか……。

　何というハイリスク・ハイリターンのシーソーゲーム！　とりあえず向こうの現場が〝元気一杯僕の股間！〟な状態で立ち向かっていけそうな状況かどうか、もう少し探るのが無難か。

　僕は耳を澄ます。どうやら、一体どういう流れからかは知らないが、白粉と茉莉花は湯船から一番遠い洗い場で何かやっているようで、ほとんど声や気配はわからなかった。だが、先輩とその後ろに白梅が膝立ちしているのはうすーく見える。白梅の長い黒髪と黒い水着が湯気の中でも確認できるので、まず間違いないだろう。

　……ムッ、白粉が離れた場所にいるのなら、意外といけるんじゃないのか？

　僕は耳を最大限に澄まして、二人の様子を窺うかがう。何やら艶つやを帯おびた白梅と、どこか怯おびえた様子の先輩の声を僕の耳は捉とらえる。

　――お、おい、背中を洗ってくれるだけじゃないのか。――いいんですよ。先ほど先輩である槍水さんに失礼なことを言ってしまったお詫わびとして、全身を洗わさせていただきます。――ん、そ、そうか？　茉莉花は……。――茉莉花さんは白粉さんがちゃんと面倒見ていますから、大丈夫ですよ。――そ、そうか。――それより、わたし、ちょっと気になっていたことがあるんです。……夏の合宿に行かれていた時、著莪さんが言っていたのを聞いたんですけどね、槍水さんのって凄く綺麗だって。――はぁっ！　ちょ、白梅、何をして……あ、水着の下に手を、入れるな！　――すみません、手がソープで滑って……でもいいじゃないですか。女同士ですよ、槍水さん。――そういう問題じゃ……ば、バカ、水着を……さ、佐藤だっているんだぞ。――大丈夫、どうせ向こうからじゃ見えませんよ。それに洗うと言った以上、しっかりやらさせていただきます。……フフッ、本当にお綺麗ですね、槍水さん。思わず手が。――よ、よせ、やや、め、あっ！　――あんまり大きな声を出していると妹さんや佐藤さんが気になってこっち来ちゃいますよ？　いいんですか。ね、槍水さん。――ふぅあっ……だ、だったら、や、やめろ……んッ！　んぅッ!!

　企業戦士サラリーマン、レッド。教えてくれ、今槍水先輩はとても苦しんでいる……みたいな感じです。あなたが見せてくれた自己犠牲の精神でもって彼女を助けに行くべきでしょうか。白梅、先輩が嫌がっているじゃないか、やめるんだ……と。下腹部のアレが誤ご魔ま化かしようがないぐらいにマキシマムかつ、オリハルコンもビックリな硬度に達していると思うのですが……それでも、あえて、先輩を助けるために!!

　くそぉう！　動くに動けねぇ！　せめてレッドが見せてくれたのが欺ぎ瞞まんではなく、本物の自じ己こ犠ぎ牲せいであったのなら……きっと僕は立ち上がることが出来たのに！

　今、立つべきはソコじゃないんだ……平然としていれば「どうしたんですか？」と何も知らないかのような顔つきで先輩たちのところに馳せ参じることが可能なはずなのに……！　こんな立派な有様で「どうしたんですか？」と何も知らない顔つきで彼女らに言おうものなら……こいつは、なかなかに凶悪な変態である。村人が恐れを抱いて逃げ出すレベルだ。

　くぅ！　この湯気の向こうには楽園があるというのに、聖職者のように汚れのない心を持った僕の自制心が、行くといろいろマズイことになると行動を押さえつけやがる！

　しかも何だ、ちょっとだけ見えている二人のシルエットが余計に僕を興奮させてやまず、少しも下半身が落ち着かない。ん？　あ、何か小さいシルエットが……茉莉花か？

　――お姉ちゃん、どうしたの？　――ち、違う、何でもない！　向こうに行っていろ……。――あ、水着やっぱり取れちゃったんだ。やっぱりそうだよね。――えぇ、そうなんです。それで折せつ角かくなのでよく洗ってあげようと思って。――ねぇねぇお姉ちゃん、ホラ、これ見て。

　うーん、何だろう。茉莉花のせい……いや、違う違う。茉莉花のおかげで白梅のターンが終わった……っぽい？　湯気の向こうの動きが収まったな。

　何やらしばらく向こうで茉莉花たちの喋り声が聞こえたかと思うと、トタタタとこちらに駆け寄ってくる足音が。茉莉花だ。

「センパイも見てください。ホラ、お姉ちゃん！」

「え？　……あ、ちっちゃい先輩だ！」

　茉莉花はリンスか何か頭に付けているらしく、それで髪型を槍水先輩風に、髪先がツンツンになるようにして弄いじっていた。そういえば二人とも同じぐらいの髪の長さか。

　パッツンの前髪だけはさすがにどうにもならなかったようだけれど、えへへ、と笑う茉莉花は、確かに先輩って幼かった頃はこんなんだったんだろうなと思わせるに十分だった。

「白粉さんにやってもらいました」

　茉莉花は、どうやらちっちゃい先輩、と僕が呼んだことがよほど嬉しかったのか、洗い場に戻ることなく笑顔で再び湯に浸かると僕の方に近寄ってくる。

　こうなるとさすがに寺小屋で勉強する学生がごとく、洗い場の方に体を向けて正座しているわけにはいかないので、僕は岩に背を預けるようにして両足を伸ばして座った。すると茉莉花も同じようにピトッと肩をくっつけるようにして並び、そっと耳打ちしてくる。

「センパイ、今、お姉ちゃんノーブラですよ。っていうか、上、何もつけてないです」

　……何だろう、僕は茉莉花にとにかくノーブラが好きな男だという変な認識でもされているのだろうか。思い出してみれば、あの対《ガリー・トロット》戦の時は、彼女の胸に意識が……みたいなことを正直言ってしまったら、茉莉花は自分の両胸を揉もませてきたわけで……。

　いや、確かにノーブラはいいとしても、それだけがどうこうっていうわけじゃないんだけどなぁ。茉莉花ももう少し大きくなればそれがわかるのだろうが……。

「いやぁ、さすがに悪いよ。まるでノゾキみたいな感じになっちゃうし」

　あはは、と僕は笑いながらも紳士然として答えた。湯の下はもっと紳士然としていたが、そんなことは気にしない。濁にごり湯ゆじゃなかったらかなり危険な状況だが、バレやしないだろう。

「あれ？　いいんですか？」

　キョトンとした茉莉花に僕は笑顔で頷うなずいてみせる。……しかし、本当にこうして見ると髪型を似せるだけで、随ずい分ぶん先輩に似るものだ。湯気のせいで若干しんなりしているので、あのシュンとした時の先輩によく似ている。

　どうでもいいがロリな先輩が、高校生になった自分があられもない姿になっているのを僕に見るように薦すすめてくる……そんなＳＦチックな設定だと考えると、何だか想像力をかき立てられる。きっとその小さい頃から僕のことを一いち途ずに想おもっていたんだろうな、とか、大変ロマンチックでありながら後々のハードなＳＦ的展開があるかも、とか、小学生と高校生の先輩による奇妙な三角関係とか……なかなか面白そうじゃないか。

　僕がそんなことを茉莉花に話していると、高校生の槍水先輩が胸元で腕を組んで戻ってくる。無論水着はしっかりと着けていたが、背中のチューブブラの縛りはさっきまで横結びだったのに、今は縦結びになっていた。

「……まったく、白梅の奴……年上をからかって、まったく」

　擬ぎ音おんをつけるならプンスカッというのがピッタリな怒った様子の先輩の顔は、いろんな意味で赤くなっていた。

　彼女は湯に入ると妹の隣、つまりは茉莉花を中心に僕と並ぶようにして座ろうとする。

　すると茉莉花は、僕の隣を空あけるようにして膝の上に座った――僕の。

　無論それがどういう意味を持つのか、考えるまでもない。

　思わず「ちょおまっ！」と言いそうになったものの、驚きと焦あせりが強すぎて逆に声が出ない。

　ちっちゃい先輩風の茉莉花は僕の胸板に背を預けようとするのだけれど……。

「ん？　なんか……アレ？」

　――まぁそうなるわな。

　茉莉花はお尻しりの下の明らかな異物感に、体を捻よじるのだけれど……それによって、僕の全身から嫌な脂あぶら汗あせが大量に噴き出す。

　普段の健全な男子たる僕なら茉莉花みたいな一〇歳の女の子なんてまず対象に見たりしないのだけれど、温泉の効能のせいか、直接僕に触れる彼女の肌は全身どこも柔らかくて、すべすべで……そして、股こ間かんに感じる彼女のお尻だけでなく、胸もとに感じる彼女の小さな背中や華きや奢しやそうな肩、伸ばしていた僕の足に重ねられる細くて頼りなさげなその両足の感触に、思わずこのまま抱きしめ、全身一杯に茉莉花を感じてしまいたくなる衝動が起こり……その、何だ、このまま僕はとても重大な犯罪を起こすんじゃないかという恐怖心が……。

「どうした、茉莉花？」

　先輩もまた、こんな時に限って無警戒に僕に近寄ってくるのだからたまらない。ほとんど密着するような状態で隣に座るので、ちょっと腕を動かせば二の腕辺りが彼女の横乳に触れるんじゃないかというその淡い期待が余計に僕のピンチを加速させる。何故か『暴走特急ヨー・サトウ　―加速するエロス―』とかいう、白粉が好きそうな作品タイトルがサブタイ付きで急に思い浮かんだりする辺り、本気でヤバイ……。

　一見状況は天国に近づいているが、同時に致命的なピンチも同じ歩幅で近づいているのだ。

　茉莉花はお尻の下にあるものが何か探ろうとするように、くにくにと身を捻る。それによってアレがどういう状況になるかは各自の豊かな想像力に任せるとして、僕はそれより何よりスッと茉莉花が腕を僕のアレに向かって伸ばしたのを止めるのに必死だった。

　……さすがに鷲わし掴づかみにされるのは、様々な理由からマズイ。

　僕は水中で素早く茉莉花の手首を彼女の横っ腹に押し付けるようにして掴むとともに、茉莉花が倒れないように、僕のもう片方の腕で彼女の腰を抱いて支え……ようとしたら、力が入ってしまったらしく、さらにグッと強く腰を彼女に押しつける形になってしまった。……いよいよ犯罪の香りが立ちこめ始めた。そろそろ東京都から刺し客かくが放たれた可能性が否定できない。

「……あっ」

　ちっちゃい先輩こと茉莉花が声を上げ、僕の脂汗は三・五倍増しで吹き出し始める。僕が腕を掴んだことに驚いたんじゃなく、多分、今自分の下半身が感じている異物が何であるかをついに察したっぽいというのが、何となく声の質と、急に顔を赤らめて俯うつむいた彼女の様子でわかった。ちなみに僕の顔は茉莉花と反比例するように青くなっているであろうことは、鏡を見るまでもない……。

　ここまでヤバイと焦あせっている状況なら、普通すぐにしょぼくれてくれると思うのだけれど、体は素直というか、さすがは暴走特急、むしろギンギンで……その……うん。今ならライフル弾だってはじき飛ばせそうな気がしてくる。

「ん？　どうしたんだ？」

　槍水先輩が、顔色が対照的な僕らをキョロキョロと交互に見やった。

「な、何でもないよ、お姉ちゃん。うん。何でもない。大丈夫だから。……ね、センパイ？」

　今の茉莉花の〝大丈夫だから〟は先輩に、ではなく、下腹部を押しつけている僕に向かって言ったのはさすがにわかった。でも、大丈夫と言われても……実際普通の服の上でもヤバイであろう状況なのに、水着となると……ホントに、これは……。

「そうか？　ん、少し髪が戻ってきたな。どれ」

　すでに隠すことがなくなった以上、さっさと降ろそうと思ったものの、タイミング悪く先輩は茉莉花の髪型を弄いじり、再度髪先をツンツンにしていく。こうなると僕も茉莉花も動けず……こちらは股間を押しつけたまま、向こうはお尻に押しつけられたままの状態のまま、現状維持。

　僕はとにかく己を鎮しずめるのに一生懸命だったけれど、茉莉花は一体何を思っているのかということを考えると……嫌な汗が止まらない。これで変なトラウマを残してしまったら、とか考えると……もう……。

「よしっと。こんなところだな。……ん、そうだ、そのままでいろ。せっかくだし、写真を撮っておこう。確か白粉のカメラは向こうの岩のところに……」

　先輩は立ち上がって離れていっていくけど……そのままでいろって……。自分にそっくりな妹が、今、裁判起こしたら確実に勝訴できるぐらいの酷い状況に置かれているのに……。

　茉莉花がためらいがちに、赤らめた顔のまま振り返って、肩越しに僕を見る。

「あの……センパイ……？」

「う、うん？」

　一気に全部謝って他のみんなには言わないで、と懇こん願がんするべきか、それとも知らぬ存ぜぬを通すべきか。僕は迷い、言葉に躊ちゆう躇ちよした。でも――。

「だ、大丈夫ですよ。……でも、ごめんなさい、急にその私、乗っちゃったから……」

　うーん、そう言われたら、もう、素直に謝るしかないじゃないか。

「……本当にご、ごめん。その……何でこんなんなっちゃったのか、僕自身よくわからないんだけど……とにかく、ごめん」

「あ、いえ、でも……その、少し、驚きましたけど……ちょっと、嬉しいとか？」

「……は？」

　ムっ、この子は何だ、変態か？

「私、同級生の友達とかから、子供っぽいってよく言われるので……その、はい。だから、ちょっと、センパイが……そうなのって……それで、ちょっと嬉しいかもって……なんて」

　言うだけ言ってまた俯く茉莉花がどのくらい本気で言っているのか、わからない。本気で照れながらそう言っているようにも、僕に気をつかって無理矢理言ってくれたようにも聞こえた。

　ただ、槍水先輩がカメラを向けてきた時、濁り湯の下で、僕の手に自然と茉莉花の手が重なっていたのは、確かだった。




　　　　　●




　――第五結界まで同時に破っただと!?　――信じられん、こ、こんな化け物が存在するのか……!!　――これほどの力……一体どこからロリ・エネルギーを得ているというのだ!?　――マズイ、第六結界にまでヒビが!?　新しい結界はまだか!?　――新たな結界を張るにはあと一分は掛かります！　――間に合わん、もう第六結界が弾け飛ぶぞ！　霧島君が……今一度現世に解き放たれる……！　――かつての副部長、烏う頭ずみこと先輩はまだ来られないのか!?　――今連絡が来ました、『眠いからヤダ』だ、そうです!!　――言っている場合か!!　世界の危機だぞ!?　――第六結界、限界！　破壊されます!!　――各自衝撃波に備えろ!!

　ロォオォオォォオォォオォォォォオオォオリィィイイィィイイ!!

　――くぅおぉぉぉおぉおぉ!!　こ、これほどの邪気が……!!　――これが元人間だっていうのか!?　――抑おさえつけられたロリへの衝動……ここまでとは。――無理だ、もう我々人類の手では……。――わかりました……私が、犠ぎ牲せいになります。――まさか、よせ！　いくら身長が低いからといって、お前はもう十代半ばを過ぎているじゃないか！　――大丈夫です、こんなこともあろうかと赤いランドセルを用意してきました。これで、誤魔化せます。――な、何という……自みずからを犠牲に、人ひと身み御ご供くうによって霧島君の衝動を抑えようというのか。――ダメだ、出来ない！　お、俺はずっとお前のことを……!!　――いいんです、もう、世界を救うにはこれしかないんです。だからっ!!　――世界なんてどうでもいい!!　俺はお前のことだけが大事なんだ!!　――ありがとう……凄く嬉しいよ。私もずっとあなたのことが……。でも世界を見捨てるなんて、できないよ。だから……私、背負うね、世界を守る責任と、この赤いランドセル。通学帽と一緒に。――やめろおぉおぉおぉおぉ!!　――さようなら。みんな……。

「待てよ、ガキども!!　破アァアアァアァァ―――――――――――――――――!!」

　ペ、ペドドドオオオォォォォオオオォオォォォオォォオオォ!?

　――なっ、霧島君のロリへの衝動が弾け飛んだ!?　――バカな、これほどまでに強力な能力ちから、一体、この唐突に現れた男は……。

「早まるなよ、お嬢ちゃん。そんなものはそんなに簡単に背負っていいもんじゃねぇ」

　――ま、まさか、あなたは心霊現象調査研究部創設者にして伝説の部長……お寺生まれの!?

「人からは通称Ｔと呼ばれている。だが、そんなことはどうでもいい。嫌な予知夢を見て駆け付けてみれば……まったく、母校の寮りようにこんなとんでもねぇものがいやがったとはな。……おい、ガキども、今一度力を振り絞れ。朝までにケリをつけるぞ」

　――これほどの化け物を一晩でどうこうしようというのですか!?　――無理だ、そんなの人間業わざじゃない。前回だって三日もかけて六重の結界を……。

「信じろよ、俺なら出来る。……っつーか、実はさっき仕事の電話があってな。明日の朝までに仕事場に戻らねぇといけねぇのよ。だから……さっさとケリつけんぞ!!」

　不敵に笑うＴという男。その姿はくじけそうになっていた若者たちの心を勇気づけ、今一度彼らに立ち上がる力を与えるのだった。

　そしてこの一件を切っ掛けに、世界を守るために自らを犠牲にしようとした少女と、少女を守るために世界を犠牲にしようとした少年の真実の恋物語が生まれるのだが……それはまた、別のお話。


―― To be continued!!






　　　　　○




　――してやられた。最初の約束通り、一番最後に温泉から上がり、いわゆるパジャマパーティ……というか、茉ま莉り花か以外は浴衣ゆかたパーティ状態の離れに喜び勇んで参入しようとした僕が最初に思ったのがそれだった。

　何な故ぜ白しら梅うめが僕らとは別行動を取っていたのか、それをもっと深く考えるべきだったのだ。……もし事前にこのことに気がつくことが出来ていたのならば、白梅の監視がない間にいくらでも工作のしようがあったというのに！

「失礼かとは思いましたが、佐さ藤とうさんの荷物はこのようにまとめておきました。どうぞ」

　着替えやら何やらで一度開いた僕の鞄かばんが、綺麗にまとめられて目の前に置かれていた。その脇わきではテーブルをどかし、茉莉花たちが百ひやく人にん一いつ首しゆをやっていたのだけれど、さすがに僕らの様子が気になるのか、その手を止めてこちらを見ていた。が、誰も白梅の暴ぼう虐ぎやくを止めようとはしない辺り、もしかしたら事前にこのことを白梅から聞かされていたのかもしれない。

「さぁ、それでは佐藤さん専用の離れまでご案内いたします。どうぞ」

　白梅が僕らと別行動を取っていた理由……それは、この離れに厳重なセキュリティを施ほどこすことだった。窓一つ取ってみても外からは絶対に開かないようになる防犯アイディアグッズで固定されているのは当たり前、畳たたみと床板の間には万が一にも下を通ってこられないようにと別途厚い板を敷いてあるらしい。無論これだけで済むわけはなく、恐らく調べれば調べるだけ白梅の周到さが明らかになるに違いなかった。

　僕を離れから追い出し、ロックする。……一体そんな乙女おとめだけの密室を作り出してコイツは何をする気なのか。クッ！　白おし粉ろいはどうなってもいいとしても、槍やり水ずい姉し妹まいを守るには僕はこの離れにいないといけないが……それが叶かなわぬというのなら、彼女らを守るためにもせめてどこかにノゾキ穴の一つや二つが必要だ、絶対!!

　しかしすでに淡々と明日の予定を説明する白梅には、そんな要望は通りそうもなかった。

　百人一首の読み手となっていた白粉が眼鏡めがねを掛け直しつつ話の合間に声を上げる。

「あ、そうだ。……さ、佐藤さん、寝坊の心配はしなくてもいいですから……ね」

　……そして、白粉はニチャリと笑った。

「あたしが観察がてら起こしに行きますので」

「……何のだよ」

「佐藤さんも着ている浴衣って、ほら、乱れるじゃないですか。……旅の想い出にあられもない姿をデジタルの力によって鋭意保存する所存」

　親指をビッと立てる白粉の気き色しよく悪い言葉に、白梅は「不ふ愉ゆ快かいなだけですよ」と諭さとし、槍水先輩は「浴衣はどうしても寝ている間に乱れるからな」とクスリと笑っ……はっ！　しまった、そうか、夜中に何かしなくても、彼女らと浴衣で一夜を共にすれば……翌朝には必然的にサービスシーンを拝おがめるのか!?

　そ、それに何だ……先輩が笑った瞬間、百人一首で少し乱れた浴衣から、白いうなじと鎖さ骨こつの辺りが垣かい間ま見みえたのだけれど……これはひょっとして着けていないのではないか!?　そうなればそりゃお前……くそぉう！　悔しい、悔しいぞ!!　せめて先輩と百人一首を対戦して、前屈みになった彼女の胸元を覗のぞき込むぐらいはあってもいいじゃないか！　なんで白梅は僕に座る余裕さえ与えてくれないんだよ！

「さぁ、佐藤さん、行きますよ」

　上に一枚羽織った白梅は、言葉は柔らかに、しかし強きよう靱じんな握力で僕の腕を掴つかみ、玄関へと促してくる。……チクショウ。

「あ、あの白梅さん。せっかくですし、センパイも遊んでからにしましょうよ」

　茉莉花！　僕は君を信じて……何だろう、さっきの温泉の一件があったせいか知らないが、ふとあるところに目がいってしまう。彼女だけパジャマで、雛ひな座ずわりしているのだけれど……そのパジャマが張ったお尻しりのところに浮き出る下着のラインってロマン溢あふれる光景だよね。……まぁ、さっきまで僕はそこにフルアクセルな股こ間かんを押し付けていたわけだけど……あっ、ダメだ。さっきの茉莉花の体の感触と一緒にあの時の罪悪感が蘇よみがえってきやがった……。

「いやぁ今日はいろいろあって疲れたし、先に寝かせてもらうよ。……それじゃ、また明日」

　そうですか、としょんぼりする茉莉花に、荷物を持った僕は背を向け、離れを出た。

　冷たい空気の中、僕と白梅は雪せつ駄たでカランカランと耳に心地の良い音を響かせて、石いし畳だたみを二人だけで歩いていく。木々等で両脇を塞ふさがれたそこは、季節柄虫の声もなく、一見寂しそうだったけれど、ところどころにボンヤリとした間接照明があり、夜の怖さはない。

　その澄み切った静せい粛じやくに落ち着きすら感じさせるあたり、庭職人の手腕を思わせる。

　風に乗って、離れの方から白粉の〝読み〟、そして槍水先輩の「ハイッ！」という威勢の良い声が聞こえる。その楽しげな音に寂しさをかき立てられ、振り返ってみれば、後ろにいた白梅が僕を少し不思議そうな目で見ていた。

「……何だよ」

「てっきりもう少し抵抗するものと思っていたので。……いえ、別に素直ならばそれはそれでいいんですけど」

　さすがに露天風呂での一件があって、とは説明できやしないので、僕は苦笑して流した。

　でも……少し早まったかな、とも思ってみたり。駄々をこねれば意外と……。

　ほら、夏の合宿の時だってみんなで雑ざ魚こ寝ねしていたけれど何もなかったわけだし。まぁ、一晩中著しや莪がが密着していたせいだと言われたら、それまでだけど。

　白梅は前に出ると僕を先導をしていく。すでに乾かされた彼女の黒髪がサラリと揺れる。今日はさすがにもう、白いリボンでまとめたりはしないようだ。

　冬の、ほのかな緑の香りに白梅の洗い立ての髪の香りが混じっていて、思わずドキリとする。女性の長い髪は見た目以上にその香りで男心を擽くすぐるものだが、風呂上がりのそれは尚なお更さらだろう。

　……何となく、そのことに僕は著莪を思い出してしまう。

　きっと今朝のアイツは今の僕のような気分だったのだろう。悪意によって仲間外れにされたというわけではないにせよ、自分だけ遠くにいなければならないことは、つまらないとかじゃなくて、正直寂しいのだ。

「佐藤さん、いくら立ち止まっても離れには戻しませんよ」

　いつの間にか立ち止まっていた僕は白梅に促されて再びカランカランと乾いた音を響かせた。

　白梅は一度母おも屋やを経由した後、一軒の別の離れに僕を案内した。

　僕に恨うらみでもあんのかと思えるほどのそこは、思いっきり改装中であり、畳がないのはもちろん、場所によっては窓の代わりに厚いビニールが貼られているだけっていう……割と悲惨な有様だった。隙すき間ま風かぜもあって、やたら寒いそこにボロい布ふ団とんが一式。

「水道、トイレは使えますので、ご自由に。では、おやすみなさい、佐藤さん」

　帰ろうとする白梅を僕は呼び止める。

「こんな夜中に女の子一人じゃ危ないよ、僕が離れまで送っていくよ」

　そのままナチュラルに百人一首に参戦してしまおうとした僕の思惑は、白梅のゴミを見るような眼まな差ざしで脆もろくも打ち崩される。視線だけで心を折られた僕はおとなしく布団の上に正座し、白梅の雪せつ駄たの音が遠ざかっていくのを聞くしかなかった。

　……いいさ。勝負はみんなが寝静まってからだ。どれほどセキュリティを厳重にしようと、僕の侵入を防ぐことはできやしないのだ。簡単な道具だけで音もなく窓を破る方法ぐらいいくらでも知っている。さりげなく夜の内に先輩たちの布団に紛れ込み、しれっと朝まで互いの体温を感じ合ってだな……朝になっても「いやぁ、実は僕って寝相悪くってさ！　笑っちゃうよね、ハハッ！」とか割れた窓ガラスの前でバカみたいに笑っていれば多分どうにかなるだろう。

　今後の予定を決めた僕は寒さから逃れるために、揚よう々ようと冷たい布団に潜り込み、時が過ぎるのを待った。小学生の茉莉花がいるのはもちろん、どうせ旅行でみんな疲れているだろうから、そう何時間も待つ必要はないはずだ。〇時過ぎぐらいになればもう――。




　――はっ！　いかん、僕の方が今うとうとしていたぞ！　作戦を決めた段階で安心してしまうとは……。いや、何だかんだでみんなで長風呂していたせいだろうか。

　今何時だろう？　僕は鞄に放り込んだままになっていた携帯を取り出し、時刻を確認。……サラッと〇時を過ぎているじゃないか。あ、危ねぇ……。

「よしっ……始めるか」

　僕は男としての決意を固めると、布団から立ち上がる。と、その時、僕の携帯の着信メロディが鳴り響いた。携帯を見やれば……著莪である。このままこの場所に不似合いなデジタル音を流し続けるのも気になるので、出てみる。

『あ、佐藤？　いや〜、何か寝られなくってさ。電話してみた。……うん、つまりさ、暇ひま』

　笑うように著莪は言うのだけれど……この状況ではいつものように彼女と長々と喋しやべっているわけにはいかない。適当なタイミングで切らねば。

「いや、知らんがな。こっちは今……」

『あっ、忙しい？』

「うーん、まぁ、その……うん」

『なんだよ。折角電話したのに。……しょうがないなぁ、じゃ茉莉花か仙せんにでも掛けるかな』

「実は僕も丁度著莪のことを考えていたんだよね！」

『え？　何で？』

　……とりあえず、著莪が眠くなるまで付き合うしかなさそうだった。今向こうの離れの誰かにコールされようものなら全てが水の泡だ。

　――大丈夫、夜は長いんだから。僕はそう、己おのれに言い聞かせる。

　僕は先程の白梅の髪のことや、離れのことを話してやった。それだけで終われば良かったのだけれど、僕の生まれ持ったエンターテイナーとしての才能が生み出す軽快なトークは彼女の好奇心を刺激するのか何か知らないが、話は思いの外ほか長くなり、流れ的に朝からの出来事を話すことになってしまった。

　それで、『うなぎ茶漬け弁当』や、すでに記憶から抜け落ち掛かっていたレッドの話を終えた時……著莪は「んー？」としばし唸うなった後、とんでもないことを口にした。

『あのさ。外へ行けば普通に買えるんなら、電車一本遅らせれば良かったんじゃないの？』

　著莪の言葉の意味を理解できず、へぇぁ？　と、僕は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

『だからさ、夏のお粥かゆ弁当はさすがに数や販売時間が絶対的に限られていたわけだけど、今回のそれってぶっちゃけ駅を出ればいつでも食べられたわけでしょ？　なら、急ぎの旅行でもないんだから、一本遅らせれば良かったんじゃないのって』

　僕は寒さとは違う意味で、布団の上で震えた。閉じた瞼まぶたの裏に、数年前の自由研究発表を終えた小こ口ぐち君のしたり顔が思い浮かぶも、それは徐々にレッドの顔へと形を変えていく。

　……まさか、そんな、そんなバカなことが……。

　僕は今一度朝からの出来事を一生懸命に整理して考えてみる。乗り物酔いした茉莉花のためにバスを途中下車した時点で、あの槍水先輩でさえ『うなぎ茶漬け弁当』は無理だと間違いなく判断していた。僕や白粉も同じである。だが、そこで〝実は駅の外に出れば同じ弁当を買える〟、そして〝普通なら間に合わないが力を合わせれば買ってこられるはずだ〟という情報を持ってレッドが現れ……。

　はっ！　そういうことか！　唐突に現れたレッドに驚き、やたら女の子の涙がどうこうという格好良さげな台詞せりふと、白粉の気持ち悪い流れ、そして無理だと思っていたものが頑張れば手に入るかもしれないという希望に目が眩くらんで……。き、気がつかなかった。あまりに主観的になりすぎていて、そんな当たり前の選択肢があったとは……お、おぉぉおおおぉおいい!!

　僕は思わず声を上げると、電話の向こうで何かを察したらしい著莪は大笑いし始めた。

『うわぁひでぇ、ってかバッカみたい。えっと、何だっけ、佐藤？　女の子の涙を止めるのは男の務め、だっけ？　ねぇねぇ、さっきみたいにカッコつけてもう一回言ってみてよ。ねっ』

　……すでに最大級にカッコつけて著莪に話してしまったことが悔くやまれた。

　あぁ何でもかんでも真実を明らかにするってのはよくないな、せっかく美しい想い出が……アレ？　何か何年か前にも同じことを想った気がするな？

　顔から火が出るぐらい恥ずかしくなった僕は、それをレッドへの恨うらみで覆い隠した。

　僕は携帯を握りしめながら、窓ごしの空を見上げる。少し雲はあったけれど、それでも街で見るそれと違って、大小無数の星々が瞬またたいていた。

　あの赤ハンカチ野郎……純朴な高校生である僕らをやりたい放題おちょくりやがってからに……！　しかも何だよ、あの自分を犠牲にして僕らを送り出したかのような演出とか……くそぉう！　今度会ったらこの恨みをぶつけてやるぞ、レッド!!

　丁度僕がそう心に決めた瞬間、その願いを叶かなえようとするかのように、星空を大きな流れ星が走ったのだった。




　　　　　●




「あっ、流れ星……大きいな」

　鉄てつ格ごう子しの付いた留りゆう置ち所じよの窓から、硬いベッドに横たわるレッドは星空を見上げていた。

　結局取引先に赴おもむくことはおろか、署から帰らせてももらえなかった。明日、通称Ｔとか呼ばれている専門の刑事による取り調べが朝一からあるのだという。

　その間に電話はさすがに許されたが、取引先では担当者にすら繋つないでもらえず、本社の上司は激怒……一応掛けてみた親には、何故か苦笑された。

「でもいいのさ。俺がどんな目にあったって、アイツらが笑ってくれていれば、それで」

　きっと今頃あの少年たちはこの美しい星空を見上げながら自分への感謝の念を抱いていることに、レッドは疑いを持たなかった。少年は将来必ず自分もサラリーマンになると心に決め、赤いハンカチをスーツの胸ポケットに入れて就職活動を始めるに違いないし、少女たちは自分の格好良さにときめき、必ずサラリーマンを職にする男のもとに嫁とつごうと思い定めた違いない。

　そう考えるとゾクゾクするような快感がレッドの体を走り、ベッドの上で布団を抱きしめ、もがいた。この快感を考えたら、今の自分が置かれている苦境などどうということはない。

　ぬはぁ〜っ、とレッドは万ばん感かんの思いで快感の吐息を漏もらす。

「きっと、アイツら、今夜の星空は忘れないな……フフン」

　――ありがとう、レッド。ありがとう、企業戦士サラリーマン。

　どこからともなく、そんな少年少女の声がレッドには聞こえてきた。さっきの流れ星が、遠い地にいる彼らの言葉を届けてくれたのかもしれない。

　お星様からの、気の利きいたプレゼント……か。まったく。

「フフッ、聞こえているよ、お前たち。礼なんていいんだ。大人として当たり前のことをしたまでなんだからな。……それよりもう遅い、さぁお休みの時間だぜ？　名残なごり惜おしいが、またどこかで会えることを期待しながら、お別れだ。……グッナイ、ボーイ・エァンド・ガール」

　レッドはベッドに横になったまま、二本の指を立てた手を敬礼するように動かし、己もまた瞼を閉じる。今夜はきっと楽しい夢になる、そんな確信を持って。

　……寝られれば、だが。

「フッフフ……俺って、超格好いい……フフフッ……はははははははは!!」

　沸き起こる興奮が止まらない。笑いもまた、止まらない。

　レッドは布団を抱き枕のように丸め、股またで挟み込んでベッドの上をゴロゴロと転がり続ける。




　レッドの戦いはまだまだ始まったばかりである。これから過酷な取り調べと、そして会社での厳しい叱しつ責せきが待っていることだろう。だが、そんなことで彼は挫くじけはしない。彼は明日も、明後日あさつても、そしてこれからも厳しき不況の中を戦い続けるのだ。

　負けるな、レッド！　頑張れ、企業戦士サラリーマン!!







２章　間食版「１」『違いのわかる狼』












　　　「ついて来い、仙」





金城優











※当作は槍やり水ずい仙せんが一年生の頃の出来事です。




　夜、スーパーでは日々熾し烈れつな戦いが繰り広げられていることを、果たしてどれだけの人が知っているのだろう。――半額弁当を懸かけた、争奪戦のことだ。

　一五年も生きてきた槍やり水ずい仙せんでさえ、実際に巻き込まれるまでその存在を知らなかったのだ。きっとほとんどの人が知らないはずだと、彼女は思う。けれど、閉店間ま際ぎわのスーパーに足を踏み入れると、ひょっとしたらそうじゃないのかもしれない……とも、思う。

　本当は誰もが知っているけれどあえて口にしないだけなのではないか。

　今夜だってそうだ。一九時四五分、閉店まであと一時間と一五分のスーパーに入店してみれば、澄み切った空気とエントランス近くに陳ちん列れつされている青果の甘あま酸ずっぱい香りが迎えてくれるが、それと同じようにして硬く鋭い視線が槍水に突き刺さってくる。店内にいる、槍水と同じく半額弁当を狙ねらう者たち――《狼おおかみ》と総称される猛も者さの警戒の眼まな差ざしだ。

　しかしそれが誰から発されているのかはわかりづらく、まるで森の中に身を潜ひそめた肉食獣に睨にらまれているかのようだ。ジワリと恐怖が胸に湧わき、店内の張り詰めた緊張感に産うぶ毛げが逆立つ。

　しかしそんな状況でありながら、レジを見やれば店員は気けだるげに立っているし、その横では仕事帰りらしいサラリーマンが精算を終えた缶ビールや値引きされた刺身のパックを荷造りサツカー台でカゴからレジ袋に移し替えていたりする、どこにでもある夜のスーパーの光景がある。

　最近では槍水も慣れてきたものの、最初の頃は息をするのも苦しいぐらいの場だった。それなのに彼らにとっては普段のスーパーと何ら変わりないようにしているのはさすがに違和感がある。だから半額弁当争奪戦というのは言わば公然の秘密であり、彼らにとってはこの引き絞った弓の弦つるのような空気など、すでに慣れ親しんだものなのではないか。そう彼女は思うのだ。

「まだまだわからないことが多すぎるな、ここは」

　誰もが見知っているスーパーのくせに、この時間帯だけはまるで違う顔を見せる。

　槍水は羽は織おっていたモッズコートの襟えりを直すようにして肩を窄すぼめた。もう春も終わる。コートのいらない季節になりつつあるが、この時間帯とスーパーの中ではまだ手放せない。

　槍水は入り口から最も遠い位置に陳列されている総菜・弁当コーナーへ足を向ける。固いブーツの踵かかとを鳴らして近づいていけば、胸にあった恐怖は期待へと変わり、腹の虫が騒ぎだす。

　店内外周の陳列棚に並ぶ総菜の数々。透明な容器パツクに貼はられた赤と黄色で彩いろどられた三割引シールの眩まぶしさに目を細めつつ、彼女はその隣にある弁当コーナー前へ。

　今こ宵よいこの時間まで残された弁当は三つ。大きな卵焼き、紅白のカマボコ、煮豆、きんぴらゴボウ、そして大きな切り身が嬉うれしいオーソドックスな紅べに鮭さけ弁当、レッグがまるごと入ったチキンカレー弁当……そして、たっぷりの薄切り牛肉とカットトマトが入ったハヤシライス弁当だ。

　蓋ふたは閉まっているというのに、すでに弁当コーナー周辺はカレーの匂においが支配しており、これを鼻から吸い込むと空すきっ腹ぱらによく響いた。

　今回はカレーにしよう。そう、槍水は呟いて今夜の狙ねらいを決める。しかし、彼女の視線は二つの弁当の間を行き来していた。チキンカレーとハヤシライス。頭ではこれらは別物であるとわかっていたが、彼女の感性はハヤシライスもまたカレーの一種であると判断したらしく、どちらにしようかと無意識に考えていることに、彼女自身が驚いた。

　ハヤシライスも、カレー……か？

　小学生のような疑問だと自分で思うが、よくよく考えてみるとその二つの明確な違いがわからない。そもそもハヤシライス自体を槍水はそれほど食べた経験がないのだ。見知った料理でありながら、いつ、どこで食べたか、と必死に思い出そうとしても思い出せない。何となく、ハヤシライスは辛からくなくて、かすかに酸味があったような曖あい昧まいな記憶があるだけである。

　しかしそれだけでカレーではないと言い切れるのか？　子供用のカレーだって辛くないじゃないか。酸味といっても具材にフルーツを入れたりするカレーもある。ならば、それらはハヤシライスか？　……何か、違う。

　カレーにしよう、と狙いを決めたはずなのに、槍水の頭は迷い、混乱していた。意識を集中できない。ルーキーである彼女にとって強つわ者ものの狼が多いこの場スーパーはただでさえ辛い。こんなあやふやな覚悟のままでは半額弁当に手を伸ばすことも叶かなわないだろう。

　湧き起こる疑問と、狙いを定めきれないことに焦あせり、嫌な汗が肌を流れた。

　こうして眺めていても埒らちがあかない。むしろ焦りが増すだけだ。彼女はそう思い、一度弁当コーナーを離れようと足を踏み出す。そんな時、店内の空気が一変した。

　先程までの張り詰めていた空気が途切れた。時間が止まったような、空白。

　耳に店内ＢＧＭ、目にはいつもの商品陳列が変わらずに見えている。しかし何かが変わった。

　それを認識した次の瞬間、店内にいた狼たちの動揺が気配だけで伝わってきた。

　察するに、何者かが入店したのだ。狼たちが慌あわてるほどの凄すご腕うでか。特出した実力、または何らかの能力を有する狼には自然と二つ名がつけられるが、恐らくそれを持った者だろう。

「お前も今日はここだったのか、仙」

　店内外周の商品を眺めながらやって来たのは、コートを羽は織おった長身痩そう躯くの男。《魔導士ウイザード》と称される凄腕、槍水をこの狼の世界に引き込んだ男……烏からす田だ高校二年の金かね城しろ優ゆう。

　他の狼からは恐れおののかれる彼だが、その姿を認めた槍水はむしろ安心感を覚えた。彼が参戦するとなれば残されている弁当三つのうちの一つは確実に獲とられるが、それでもなおそう感じるのだ。彼の横にいれば、たとえどんなに場が荒れようと最後まで戦える。

　槍水は弁当をチェックした彼とともに調味料が陳列されるエリアに移動し、二人で肩を並べて砂糖の袋を眺めた。半額になる時間までは、そうやっていつも過ごすのだが……。

「浮かない顔をしているな、仙。何かあったか」

　はっとして、隣の金城の顔を槍水は見上げた。彼は視線を彼女に向けるでなく、遠くを窺うかがう犬のような顔で、陳列されている砂糖の袋を眺めていた。

「……実は、ちょっとわからないことがあって……」

　躊躇ためらいがちに槍水は先程の疑問を口にするものの、何だか酷ひどくバカなことを言っているような気がしてくる。ハヤシとカレーの違いなんて……。顔が赤くなっていくのが自分でわかった。

　恥ずかしさに負けて、槍水の声は徐々に小さくなっていき、顔は段々と俯うつむいていく。

　最後までかろうじて言い終えた時、槍水は赤面したままチラリと横目で、金城の表情を窺う。笑われていたらどうしようかと思ったが、金城は先程から何一つ表情を変えていなかった。

　こんな質問を、真しん摯しに受け止めてくれた。嬉しかった。それは槍水の胸を軽くし――。

「……フッ、フフ」

　笑われた。単に堪こらえていただけらしい。

　槍水はまたカァッと顔を赤らめ、俯いた。別にわからないことを尋たずねただけなのだから恥ずかしがることはない、友達なら真顔で質問出来る内容……のはず。それなのに何でこんなに恥ずかしいのだろう。槍水にはわからなかった。

「あぁいや、すまん。気にするな、別にバカにしたわけじゃない」

　そんなわけあるかっ。槍水はそう言いたくなるのをモッズコートのポケットに突っ込んだ掌てのひらを握って、堪えた。

　そう怒るな、と金城は微笑ほほえみ、槍水の頭を撫なでてくる。髪越しに伝わってくる彼の手の温ぬくもりもまた、余計に槍水の恥ずかしさに拍車をかけた。

「カレーライスとハヤシライス、その二つは別物だというのは何とはなしにわかっても、具体的に何が違うのかを答えられる奴やつは意外と少ない。だから、別におかしな質問じゃないさ」

　ならば何な故ぜ笑ったのか。槍水はそう問いただそうとしたが、金城に先んじられる。

「仙の推察はいいところをついている。作る側ではなく、食べる側から辿たどるにはその辛みがないこと、そして酸味がヒントだ。……来い」

　金城の背中についていった先にあったのは、調味料コーナーの島棚の向こう側にあるエリア、カレー・シチュー・香こう辛しん料りようのコーナーだった。

「確かにカレーライスとハヤシライスは似ている。しかし、それは見た目だけだ。実際には完全に別物で、その決定打となるのがこれらだな」

「……香辛料？」

「そうだ。本来カレーというのは具材を香辛料を使って煮込んだものだが、ハヤシライスでは基本的には使わない。だから辛みもないし、カレー独特のあの匂においも生まれない。もちろん他に具にも違いはある。裏を見てみろ」

　金城はルーの箱を二つ手に取ると槍水に渡してくれる。一つはカレー、もう一つはハヤシだ。

「ハヤシにはニンジンとジャガイモは普通使わない。肉とタマネギだけ。その肉も牛肉のみ」

　槍水がカレールーの箱を裏返し、調理法を見てみると、確かにカレーには〝肉〟とあるだけで何の肉かの指定はされていないが、ハヤシの方には〝牛肉〟とはっきりと書かれていた。

「でも、先輩。それじゃハヤシライスはカレーのバリエーションの一つ、ということですか？　香辛料を入れず、具も減らすとなると、まるで手を抜いたカレーの印象に……」

「カレーをベースに考えるな、仙。ハヤシは風味付けに赤ワインやトマトが一般的に使われるから酸味も入るし、そもそもが別物なんだ。少しややっこいしいんだが……」

　金城が言うには日本におけるカレーはインドを植民地としていたイギリスにまず伝わり、そこから日本にやって来た。一方、ハヤシライスの方はドミグラスソースをベースとしたハッシュドビーフという料理が最初にあり、これをご飯にかけたものがハヤシライスなのだという。

　しかしながらこのハッシュドビーフというのがハヤシライス共々どこからやってきたのかは定かではないらしい。これら二つとも国内では日本の洋食店で生まれたとされているが、どうもイギリスにも昔から存在するのだとか。

　ハヤシライスの語源には林はやしという人が作ったから、早は矢や仕しという人が考案したから……といった複数の説があるものの、実はハッシュドビーフのハッシュ（細こま切ぎれ）という言葉自体にすでに細切れにした肉や野菜を使った料理の意味があり、これにハッシュドビーフも含まれることに関連してハッシュ・アンド・ライス、またはハッシュ・ウィズ・ライスというメニューが存在し、これらが日本に来てさらに簡略化されてハヤシライスになったと考えるのが一番無理がない、それ故ゆえに金城はハヤシライスはイギリス発はつ祥しようのものだと思う、と持論を述べた。

「そもそも日本だけでもハヤシライスの元祖を名乗る店が複数あるぐらいだから、もうこの辺りは歴史ミステリーの部類だ。暇ひまがあったら自分で調べてみるといい。ただ、何にせよハヤシライスはインドが由来じゃないことはわかるだろう？」

　何となくではあるが、確かにカレーというジャンルとは違うものだという気がしてくる。ただ、それはその説明故というよりは、金城が放つカリスマ性によるところが大きい気がした。どっしりとした揺るがない存在感というものが彼にはあり、それが言葉に説得力を含ませる。

　渡されたルーの箱を槍水は陳列棚に戻すと、ふと、視界におかしなものが入ってきた。

　ハヤシライスのルーの横にあったもの、それはハッシュドビーフのルー。

「金城先輩、確認しますがハヤシはハッシュドビーフをご飯にかけたもの……でしたよね？」

　そうだ、と金城は当然のこととして頷くのを、槍水は見上げた。

「このハッシュドビーフのルー、箱の写真では普通にご飯の上にかけられているんですけど」

　金城が不思議なものを見るような目でハッシュドビーフの箱を凝ぎよう視しした。そしてハヤシとハッシュドビーフの二つの箱を手に取ると、その裏面を見つつ、絞り出すように言葉を紡つむぐ。

「原材料は割合が違うだけでだいたい一緒、調理法も……。となると……商標とかの関係かもしれないな。多分、そうだろう。他のメーカーが先に――」

「金城先輩、ここに同じメーカーのハヤシライスとハッシュドビーフのルーが」

「なん……だと……」

　一瞬にして、二人を異様に重苦しい空気が包んだ。

　訊きいてしまったことを槍水はまたも後悔したが、すでに取り返しがつく状況ではなかった。凄すご腕うでの狼として二つ名まで持つ金城が明らかに動揺している。あまり見たくない姿だった。

　そんな二人の嫌な沈黙を破ったのは、バックヤードから店内に現れた店員。

　精肉コーナー横に設けられている扉から現れ、店内に向かって一礼するのはエプロンを着けた体格のいい男。彼こそがこの店で半額シールを貼る権限を持つ店員――半額神と呼ばる彼の登場はもう幾ばくもなく争奪戦の幕が開がることを意味していた。

　店内に潜ひそんでいた狼たちが一いつ斉せいにざわめきだす。

　金城はコートのポケットから革手袋を取り出し、装着する。彼の争奪戦時のスタイルだった。

「……この件については後でしっかりと調べておこう。それより、槍水、お前の狙いはどうするんだ？　やはりチキンカレーか？」

「それじゃ……私は、ハヤシの方で」

「そうか？　カレーの匂いでやられたのなら、普通は――」

「先輩の話を聞いていたら今一度ハヤシライスの味を確かめてみたくなって」

　だからといってカレーに未練がないわけじゃない。カレーそのものにももちろん興味はあるし、あのチキンレッグ丸ごと一本という豪快さにも心が動かされる。

　しかし今日はハヤシだ、と槍水は自分に言い聞かせた。

　カレー系の弁当はこれまでの経験から頻ひん繁ぱんに出るのはわかっている。しかしハヤシの弁当を見るのは今回が初めてだ。こういう出会いは、大事にしたかった。それにたっぷりの薄切り牛肉の量もなかなかに魅力だったし……何より、せっかく金城にカレーとの違いの話を聞いたのだ。最後は己おのれの舌でその違いを確認してみたかった。

　フッ、と金城は小さく笑い、横目で槍水を見てくる。

「なら、俺はチキンカレーにしよう。後で味見させてやるよ。食べ比べるといい」

　彼を見上げていた槍水は視線を床に落とした。

　多分、カレーに未練があるのを見透かされているのかもしれない。それで笑われ、そして気を遣つかってくれた気がして、少しだけ、また気恥ずかしくなる。

　チラリと弁当コーナーを見やればすでに半額神は半額のシールを貼り終え、バックヤードへと戻っていく途中だった。

　槍水は今一度己の腹に言い聞かせる。今夜はハヤシライス。香辛料の風味や辛みよりも、トマトの甘みと酸味を楽しもう。……そして、彼から味見させてもらうカレーと比べてみよう。

　店内の緊張感が際限なく高まり続ける中、半額神が再び精肉コーナー横の扉の前で一礼、顔を上げるとともに観かん音のん開びらきの扉の向こうに姿を消す。その扉が閉まり、ボフンと音が響く。

　次の瞬間には地を蹴けり上げる狼たちの踏切音が、発はつ破ぱがごとく店内に轟とどろく。

「ついてこい、仙」

　コートの裾すそをはためかせて金城が飛ぶように駆ける。その背を見、引き離されないよう、少しでも早く追いつけるよう、槍水もまた激しく地を蹴った。

　狙うは今こ宵よいの夕ゆう餉げ、半額弁当。槍水は魔導士ウイザードとともに、スーパーを駆ける。







３章　モモとカズラと












　　　「……また最後は




　　　　わたしが悪者ですか……」





紫華蔓











※当作は『ベン・トー５．５　箸休め　〜燃えよ狼〜』の数日前の出来事です。




　烏からす田だ高校の昼食時は他校に比べて、非常に穏やかだ。

　通常、高校の昼ともなれば、購買部に我われ先さきにと集つどう若者たちによる激しい戦いが繰り広げられるのが常だが、烏田高校の場合、校舎最上階に購買部の出張営業所がお昼限定で開設される。そこではパンや飲み物、おにぎりなどが販売されており、これによって生徒がうまく分散され、一つの場所に生徒たちが集中せず、ありがちな大混乱をきたすことなどはまずなかった。

　これは自立した生徒育成を目指す学校の方針に関係している。寮生活や一人暮らしの学生が多いため、弁当を持参できない大多数の者たちに対する学校側の配慮なのだ。

　ただ、保冷を必要とする商品などは出張営業所では取り扱っておらず、どうしても校舎一階の片隅にある購買部の本店に足を運ばなければならない。

「もう各階に売店作っちゃえばいいのにな」

　そう、紫むらさき華け蔓かずらはぼやきながら、手にしたレジ袋を揺らしてガサリと音を立てた。三人分の昼食が入っているのでいささか重い。

　二年生の教室から購買部本店は若じやつ干かん遠いため、蔓たちは友達同士のジャンケンで買い出しの係を決めていた。今回の敗北者は彼女だった。より正確にいえば、今回〝も〟彼女だった。

　蔓は高校に入るまで自分がジャンケンに弱いと思ったことはなかったが、もしかしたら天性の弱さを持っているのかもしれない。はっきりいってほとんどあの二人のパシリも同然だ。

　いい加減違う方法で買い出しを決めるように提案しなくてはなるまい。蔓がそんなことを考えながら階段を昇っていると、踊り場で見知った顔と出くわした。

　あれ、蔓？　と、彼女は蔓の顔をまじまじと見つめてくる。茶髪の、やたらに胸が大きいが決して下品な感じはしない、不思議な三年の女生徒。蔓の小・中学校からの先輩である。

「さっきの時間、アンタ寝てたんじゃない？　口元にヨダレの跡」

「え、ウソ!?」

　蔓は慌あわててコンパクトを取り出し、自分の顔をその鏡に映す。バレッタでアップにまとめた髪にややタレ目、おとなしそうな顔。その口の端には確かにうっすらとヨダレの跡が……。

　蔓は慌てて指先でこすり、それを消した。

「……あぁ……もう普通に買い物しちゃったよ……」

　顔を赤らめる蔓を見、茶髪は小さく笑う。

　そして彼女はその形の良い鼻をクンクンとかすかに動かすと、蔓の持つレジ袋を見やる。

「おいしそ。あたしもそれにしよっかな。……それじゃね」

　茶髪の彼女はそう言うと、チャオ、と手をヒラヒラと振って階段を降りていった。

　蔓もまたレジ袋に視線を向ける。確かにいい匂いだ。が、今はそれよりも重要なことがある。

「あの二人もジャンケンの時に気づかないもんかなぁ……もう、いらない恥かいちゃったよ」

　蔓はぼやきながらまた階段を昇り、二年生の教室へと向かった。

　教室内はいくつかのグループが手作りお弁当を広げていたり、パンに齧かじりついたりしていたが、その中で、何も乗っていない机を挟はさみ、喋しやべっている二人がいる。

　教室の一番後ろ、窓際の席。ショートの髪をヘアピンで分けたデコ娘と、肩口までの髪をワイルドに、しかしその実丁てい寧ねいにそう見えるようにセットしているという変わったヘアスタイルの二人……木き之の下した桃ももと槍やり水ずい仙せんだ。

　蔓は自分の席から椅い子すを彼女らのもとへと持っていくと、レジ袋を二人が挟んでいる机の上に置いた。何故自分のヨダレのことに気がつかなかったのか、なんで注意してくれないのか、なんでもっと自分を見てくれないのか、と早速二人に八つ当たりするように言ってやろうと思ったものの……どうも二人は今週末に行われる丸まる富とみ大学付属高校という、烏田から少し離れた学校の文化祭について話しているようだった。

　何だか楽しそうな話だったので、蔓は自分のヨダレの件より文化祭の話の方に乗る。

「え、なに？　仙ってば、丸富の文化祭行くの？　一人で？」

「蔓、さすがの仙も一人では行かないって」

　小柄で丸顔、それと相まって生意気小僧のように思える細い吊つり目をした桃は言いながら、レジ袋からお握り一個とマカロニサラダ、パックタイプのミルクココアという信じられない組み合わせの品を取り出す。……お礼の一言もなしに、だ。

　蔓は意識して頬ほおを膨ふくらませてみせるが、桃は気にもしない。

「さすがの、というのは何だ。まるで私が普段から……あ、蔓、悪いな」

　仙がストッキングに包まれた美脚を組み直しつつそう言うので、蔓の膨ふくらんでいた頬はすぐに萎しぼむ。一言、言ってくれるだけで蔓は満足なのだ。

　仙もまたレジ袋から自分の分の昼食を取り出す。ツナ＆コーンサラダ（お徳用大盛り）とパックの野菜ジュース、そして購買部特製のお好み焼きサンド――焼きそば入りのぶ厚いお好み焼きにたっぷりのソースとマヨネーズをかけ、それをハンバーガー用のバンズパ　ンでサンドしたという、やたらにヘビーなサンドイッチを取り出した。重量的にも重く、カロリー的にもかなりあるはず。元々、腹を空かせた体育会系男子向けの品である。

　仙の昼食は毎回サラダと野菜ジュースに加え、必ずヘビーな品を一つ入れる。蔓は毎度そのオーダーを聞く度たびに、仙がこれで一切太らないのは何かが間違っている気がしてならない。

　ちなみに蔓の食事はサラダサンドにフルーツ入りのヨーグルト、そしてジャワティーストレートである。本当はもう少し食べたいが、最近太ってきたので、ちょっと抑おさえめだった。

　そんな彼女に、包み紙から溢あふれ出るソースの香りがたまらないお好み焼きサンドを買わせるのは、もはや何かの嫌がらせの部類だと、蔓本人は思う。

「部活の後輩たちと行くんだってさ」

「向こうに知り合いがいるんだ。まぁ、後輩の従姉いとこなんだが、そいつに呼ばれていてな。ん、何なら二人とも一緒に来るか？」

　言いつつ仙はサラダの透明なパックの蓋ふたを開け、付属の青じそドレッシングをかけ、それを割わり箸ばしで口に運ぶ。彼女が咀そ嚼しやくすると、口を閉じていてもレタスとスライスオニオンのシャキシャキという小気味良い音がかすかに聞こえてくる。

「桃はパスかなぁ。その日、ダーリンの定期路上ライブの日だもん」

　桃は天てん井じようを見上げるようにしながら、パクリとお握りに齧りついた。その様子を眺めながら、蔓は紅茶を口にする。

「まだやってるの？　もういい加減止めてあげなよ。絶対やめ時を見失っているんだって」

「まだって何？　桃のダーリンはいずれ世界に羽ばたくロックミュージシャンだよ？　音楽やめる時は死ぬ時のみ！」

「……だからさぁ、音楽やり続けるのもいいし、ロックミュージシャンが路上ライブすんのもいいんだけど……子供用キーボードで一人演奏するロッカーなんて聞いたことないって」

「だからロックなんじゃん！　誰かが築きずいたスタイルを模も倣ほうするなんてナンセンス！　常にカウンターカルチャーとしてそれまでの定義を打ち崩していく……それが本当のロック！　ほら熱い！　もう惚ほれちゃう！」

「桃の彼氏さんは定義を打ち崩してるんじゃなくて……単に道を踏み外してるだけだよ」

　桃はミルクココアのパックにストローを差し込むと、不満をアピールするようにわざと音を立ててチューチュー吸った。

「蔓はいつもそうやっておとなしそうな顔をしてヒドイこと言うんだもんなぁ。ほら、仙からも言ってあげて、ロックに決まったカタチはないって」

「そうだぞ、蔓。私にはよくわからないが……とりあえず、ろくに知りもしないで、普通じゃないからと、頭から否定するのは間違っているぞ」

「……また最後はわたしが悪者ですか……」

　シクシクと擬ぎ音おんを口にしながら、蔓はサンドイッチに唇くちびるを這はわす。

　桃の言い分はともかくとして、仙の言い分そのものは正しい。だが、彼女の場合音楽に全然明るくないためにそう言えるのだ。桃が〝そうだ〟と言えば、〝そうなのか〟と納得してしまう。そんな仙の素直なところが好きでもあり、ちょっとだけ迷惑でもあり……。

　仙はお好み焼きサンドの包み紙を開く。それまでも漏もれていたソースの匂いが、今度はさらに、一気に、全力で、溢れ出る。

　そのお好み焼きサンドは本店内でパートのオバチャンによって作られるため、出来たてなのだ。ほっかほっかの湯気が匂いとともに広がり、蔓を誘惑する。しかもその匂い……かすかに焦げたソースの香ばしさが混じっていて、嗅かぐ者のお腹なかを強烈に刺激した。

　……うむ、と仙が何かを覚悟したような言葉を一つ放ち、それから大きな口を開けてお好み焼きサンドに齧りつく。バンズの間のお好み焼きがグチャっとなるようなことはなく、焼きそばの麺めんこそ多少ビローンとなるものの、綺麗に噛かみ切っていた。

　彼女は頬を大きく膨ふくらませてもしゃもしゃと咀そ嚼しやくする。
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　普段は三人の中で一番大人びた容よう貌ぼうの彼女だが、その瞬間だけはまるで小さい子供のよう。そして……それ故ゆえに、彼女が笑顔で食べるお好み焼きサンドがまた一層おいしそうに見える。

　思わず蔓は生なま唾つばを飲む。サラダサンドのさっぱりとした味わいでは……ちょっと満足できそうにない。仙の食べっぷりは目に毒だ。

「……うん、うまいな。……あ、桃はダメとして、蔓はどうする？　来るか？」

「うーん、わたしもその日は昼からボランティア活動があるから、ちょっと」

　蔓の所属する部活動だった。ボランティア部という、いわゆる社会奉仕を行うだけの何だかよくわからない部である。進学に有利に働く部だとして入るあざとい人間も多いが、蔓の場合は昔から単に人の役に立つのが好きだということで入った部だった。人のために何かして、その人が喜んでくれるのが大好きなのだ。それで感謝してもらえるのなら最高だ。

　……ただ、昼食のパシリは違うけれど、と蔓は胸の内で付け足した。

「そうか、残念だな。久しぶりに一緒に遊ぶのもいいかと思ったんだが」

「そうだね、次の機会に」

　仙の言葉を聞いていて、蔓はヨーグルトの蓋を開けながら、あることを思う。

　――相変わらず変な三人組だなぁ。

　放課後や休日の多くはボランティア活動に勤いそしんでいる自分と、ロッカーなのに未いまだにキスもしたことない純愛街道まっしぐらな彼氏の音楽を応援するために日々絶え間なく活動する桃、そしてハーフなんちゃらというスーパーのお弁当を購入する活動を夜遅くまで続ける仙。どこにも共通点がない上に、学校以外では一緒に遊ぶことも少ない三人が一年の時から何となくつるみ、何となく今も一緒にいて、こうして何となく自分をパシリにしつつ昼食を摂とっている。

　結局、人との関係は巡り合わせなんだろうな、と蔓は思う。

　もし世界のどこかに、本当に神様が結びつけたであろう赤い糸で繋つながっている運命の相手がいたのだとしても、世界の反対側とかにいられたんじゃそもそも出で逢あうだけで大変だ。けれど運命の相手でも何でもない相手だとしても、同じ学校で隣の席になったりすれば案外結ばれて、平均以上に幸せになったりするのかもしれない。

　大変な思いをし、必死になって運命の相手と出逢うのと、身近な人と肩が触れあうように気がついたら結ばれているのと……果たしてどちらが幸せだろう。少なくとも自分は後者だと、蔓は思う。元々無理はしたくないタチだ。落ち着いて、のほほんと生きていきたい。何より運命の人などという、いわゆる最上級の人と一緒にいたのでは逆に気疲れしてしまいそう。

　桃や仙との関係もそれと似たようなものだろう。自分とは趣味とかも全然違うけれど、だからこそ気楽で、のほほんとしていられる。良い組み合わせだ、そう素直に思えた。

「そういえば一緒に行くのって仙の後輩だけ？」

　桃がマカロニサラダをお握りの上に載のせて、かぶりつく。蔓には理解できない食べ方だ。

「いや、部活の合宿先で知り合った中学生の二人も来る。学校見学会も文化祭に合わせてやるみたいなんだ。そいつらと会うのがある意味メインの目的だな」

「あー、そういえば前に写真見せてもらったっけ。……あ、合宿といえば桃と蔓の選んだ服、良かったでしょ？」

　桃がお握りを口にしつつ、したり顔で細い目をさらに細め、見上げるように仙を見た。仙はお好み焼きサンドが喉のどに詰まったように、言葉を詰まらせ、視線を窓の外へ。その頬がほんのり、朱に染まる。ほんのわずかではあるが、彼女の白い肌のせいでそれがわかりやすかった。

「……う、ん、まぁ、それなりに。良かったよ」

　桃が笑みでさらに目を細め、椅子の背もたれに体重をかけた。

「っで、しょー！　仙ったらいいモノ持っているのに放っておいたら無難に無難にいっちゃうんだから、もったいないんだもん。桃たちに任せて正解だよね。……旅行先で男たちの熱い視線が……あっ、体に染みるぅう〜」

　桃は自みずからを抱きしめるようにして、身をくねらせる。仙はそんな桃の額をペシッと手の先で軽く叩たたいた。その顔色は赤みが増している。

　仙は美人なくせに、今でもまだ人に褒ほめられるのに慣れていないようだ。

「が、合宿だったんだ。遊びに行ったんじゃない。みんなそれぞれの半額――」

　桃は一本の割わり箸ばしの先をマカロニの穴に刺すと、それをマイクのようにして仙に向ける。

「でも、佐藤だっけ、後輩に男子一人いるんでしょ？　何か言ってなかった？」

　うっ、と、仙は言葉に詰まるものの、しばし躊ちゆう躇ちよした後、唇を薄く開けた。

「……す……」

「「す？」」

　蔓と桃は身を乗り出す。好奇心の旺おう盛せいな桃は当然としても、蔓もまた、仙のために選んだあの服はなかなか上出来だと思っていた。ある種、桃と蔓の共同作品である。評価が気になった。

　だが、そんな二人の前のめりの姿勢が逆に仙の口を閉ざさせてしまったようだ。

「……な、なんでもいいだろう。もう、忘れた」

　少し怒ったように仙はむくれ、インタビューは終わりだというように箸の先のマカロニを食べてしまう。

　今の言葉は嘘うそだろう、と蔓は直感する。忘れていたというのなら〝す〟という言葉は出てこない。しかも思い出したというより、躊躇ためらった後の言葉ということは、きっと仙にとって印象的な言葉だったに違いない。嬉しかったか、恥ずかしかったか、嫌だったか。最後のはなさそうだな、と蔓は思う。何せ自分と桃が選んだのだ。きっと、凄い、スゲー、素晴らしい、素敵、のどれかだろう。……しかし桃は素直に信じてしまったようだ。醒さめたように椅子に座り直す。

　彼女は正直で、単純だ。……だからこそ、ちょっとワガママなのだけれど。

「なぁんだぁ、つまんないの。あ、そういえばその男子も丸まる富とみの文化祭に行くんだっけ？」

「ん。あぁ、そうだが」

　桃が自分の顎あご先さきに指を這はわせ、目線をしばし天井の辺りに泳がせた後、蔓の目を見てくる。そうして二人は頷き合う。

「……二泊の旅行、そして他校の文化祭にも一緒に……フムン。紫むらさき華けくん、これは怪しいとは思わぬかね？」

「へぇ、木き之の下したの旦だん那な。こいつぁ匂においますな。ひょっとしたらひょとするかもしれやせんぜ」

「仙の親友……いや、保護者として、これはチェックせねばなるまいのぅ」

「ですのぅ〜」

　ゲヘ、ゲヘヘヘ……、と、桃と蔓は仙を見つめながら岡おかっ引ぴききと三さん下した奴やつこよろしく芝居がかった笑い声を口にする。仙が怯おびえるような目をした。

「……な、なんだ。なんなんだ？」

　自分だってたまには攻める側に回ったってバチは当たらないだろう。蔓はそう思った。




「木之下の旦那……どう思いヤス？」

　ＨＰハーフプライサー同好会とかいう部室にて、円卓から身を乗り出して品定めするように一年生の男子を見つめる桃に、蔓かずらは声をかける。

　見つめられている佐藤という男子生徒は居心地が悪そうだ。当然といえば当然で、大きな円卓の窓側には仙せん、桃もも、蔓が並んで座り、対面に佐藤が一人。まるで面接か、審問会だ。

「フムン。では、佐藤君、といったかな？　キミ、家族構成は？」

　桃としてはもう完全に面接官のつもりなのか、できるだけ声色を硬くし、尊大な雰ふん囲い気きを出そうとしていた。だが、元々が子供っぽい姿をした彼女では、子供が〝ごっこ遊び〟をしているようにしか見えないのが残念だった。

「……えっと〜、残念な父と母が一対つい……」

「女の兄弟は？」

「……姉妹はいないですけど……ってか、あの、槍水先輩、こちらの方々は？」

　仙が口を開こうとするものの、それを桃が佐藤を見つめたまま手で制した。

「今、喋っているのは桃たちであって、仙じゃない」

「し、失礼しました、桃先輩」

「桃言うな！　……木之下先輩と呼べ」

「……わかりました、木之下先輩」

　烏からす田だの女子制服はネクタイの色が学年によってわけられているので、それで佐藤は先輩と判断したらしかった。そうでなければ小柄な桃を先輩だと判断するのは難しいだろう。

　お互いの自己紹介もなしに佐藤を椅子に座らせて始まった質疑応答、その状況は完全な圧迫面接の様相となっていた。桃の一ひと頻しきりの質問が続いた後、フムン、と彼女は椅子に深く腰掛け、虫でも追い払うかのように手を振った。

「ＯＫ、大体わかった。佐藤君、退室して良し」

「退室って……あの……」

　ドンと、桃は円卓を叩く。

「呼ばれるまでおとなしく廊ろう下かで待っていろ！」

　は、はい！　と、佐藤は声を上げて、尻尾しつぽを踏まれた犬のように部室から出ていった。

「いきなり押しかけてきたと思ったら……お前たち……これは、いったいなんなんだ？」

　いつものようにその綺麗な足を組み、円卓に頬ほお杖づえをついて座る仙が少し不満げな顔をして桃を見る。桃はといえば、そんな仙の様子などどうでもいいとでも言うかのように、腕組みをし、何かを考えるように俯うつむいていた。

「女兄弟がいない、そして一人っ子……これはマザコンの可能性が高い」

「桃、さすがにそれは偏見」

　桃は昔から自分理論で突っ走るクセがある。それを助長するのが純じゆん朴ぼくな仙であり、止めるのが唯ゆい一いつの常識人と自負する蔓だった。

「佐藤なら女兄弟はいないが、同じ歳としの従姉いとこがいるぞ。昔から姉弟同然だったらしい」

　仙の何気ない言葉に、桃はピクっとその細い眉まゆを動かす。

「女慣れしている……これは遊び人の可能性が高い」

「桃は、あの佐藤君をとことん悪者にしたいんだね」

「彼が桃たちの仙にたかる悪い虫だったら、桃たちが払わなければならないからね。念を入れるにこしたことはないよ」

「……私はいつからお前たちの庇ひ護ご下かに置かれることになったんだ？　それに佐藤は悪い奴じゃない。お前たちは何を心配して――」

「すでに取り入っている……仙が無む垢くな世間知らずだとしても、これはやはり桃の読み通り遊び人の可能性が高いと判断できる」

「人をバカみたいに言うな」

　ビシッと仙が桃のおでこを指で弾はじくが、それでも桃は意に介した様子もなく、顎先に手を当て、思案を巡らせ続ける。

　しばしの後、桃の目が、シャキーンと擬ぎ音おんが聞こえてきそうな鋭さで蔓を見てくる。

「これはやはりきちんと確認する必要がある。そう思わぬかね、紫むらさき華け君」

「へ、へぇ、まぁ、はい？」

　いまいち桃の真意がわからず、蔓は曖あい昧まいに応じてしまう。すると桃は真剣な顔をしながらさらに言葉を紡つむぐ。

「では紫華君、佐藤君を誘惑してきたまへ」

「……へぇ？」

「佐藤君が遊び人なら蔓のようなスキだらけの女子高生はすぐにツバをつけるに違いない」

「い、いやだよ！　わたしそういうの！　桃がやればいいじゃん！」

「桃にはもうダーリンがいるから演技でもそういうことはできないの。……まさか蔓、ボランティア部で見知らぬ人は助けられても、友達の仙を助けることはできないとか？」

「そ、それは……」

　仙を助けるのなら喜んでやるのだけれど、別にまだ佐藤が悪い人だと決まったわけでもないし、それを判断するために自分が彼を誘惑するなど……。さすがに自分のキャラじゃない。蔓はそう思うものの、言葉としてその気持ちが出てこない。

「ツバつけてきたらアウト、蔓がその場で〝女を甘く見るな！〟と言って佐藤君にビンタで制裁。ツバつけられなかったら蔓が女としてアウト」

「それどっちもやだよ！」

　どっちに転んでも罰ゲームみたいな桃の提案を全力で拒否したい蔓だったが、彼女はもう考えを変えるつもりはなさそうだった。仙もどこかもう自分は関係ないというような、醒めた目で蔓たちの成り行きを見ている。助けは求められそうになかった。

　蔓は、やだよ、できないよ、と連呼しつつ桃のおでこをペチペチ叩いて必死の抵抗をした。

「ペチペチするな！　えぇぃ、そんなだから蔓は未だに彼氏の一人もできないんだ！」

「それ仙も一緒じゃん！」

「仙は蔓と違って選べる立場にいるのだよ」

　そう桃に言われてしまうと蔓もさすがに黙るほかなかった。自分たちの中で女性として一番恵まれているのは誰か、と考えた場合、仙がぶっち切りでトップなのは間違いない。子供っぽい、というより、どちらかといえば少年っぽい桃と「いい娘だよ？　蔓はいい娘だけど、なんて言うか……無難過ぎる」とか面と向かって人に言われるような没個性な蔓。二人が束になってかかったところで、思わず見とれる脚きやく線せん美び、いくら食べても変わらない引き締まったウェスト、透き通るような白い肌に、深みのある大人びた瞳……挙げればキリがないが、とにかく、そんな仙に立ち向かえるわけがなかった。

　彼女に勝てるのはせいぜい料理作りぐらいだと、蔓は自じ虐ぎやく的てきに思う。無論女性としての魅力は外見にのみ左右されるわけではない、むしろよく知ってもらえれば自分だって……と、続けて自己弁護を蔓は脳内で展開するも、同時にそんな自分が段々と情けなくなってくる。

「ん？　私が何を選べるんだ？」

　どうも話半分にしか聞いていなかったのか、仙がその黒くろ水ずい晶しようのような瞳をキョロキョロと動かしつつ、訊きいてきた。

「未来だよ」

「あぁ、そうだな。まぁ、未来は誰でも選べるものだ」

　曖あい昧まいな桃の解答に、悪気はないにせよ、蔓の胸にグサリとくる言葉を仙はサラリと言ってのける。別に連想しなければいいのだろうが、どうしても今の蔓には『未来≒彼氏』ということにしか思えず、勝ち組がナチュラルに嫌みを言っているようにしか聞こえない。

　う、うぅ……、と悲しげな呻うめきが蔓の口から漏もれ出た。

「んもぅ、しょうがない。奥手な蔓のために、唯一の彼氏持ちのこの桃様がいい感じのセリフを考えてあげよう」

　桃は言うなり手帳を取り出し、それにペンを走らせる。蔓には、もう、嫌な予感しかしない。

「これで、良しっと。いい？　ここにある通りに会話すれば大丈夫。うまくいく。男がグッとくる台詞せりふを用意しといたぞぃ」

「でも、うまくいくってのは、つまり、制裁しなきゃいけないってことだよね？」

「んーもぅ〜本当蔓は奥手なんだから。しょうがない、そこだけは桃が出ていって制裁してあげるよ。扉越しに聞き耳立ててるから、頃合いを見計らって出ていく。それでいいね、はい、それじゃ蔓、発進せよ！」




　　　　　○




　コンコン、とノックされた。

　突っ立っていた僕は思わず、え？　と言葉を漏らす。だって、廊下だぞ、ここ。ＨＰハーフプライサー同好会の部室の中から、廊下に向かってのノックなのだ。意味がわからなかった。

　扉がそーっと開くと、先ほどまで僕に圧迫面接をしていた一人、タレ目でおとなしそうな先輩が顔を出してくる。僕を見つけると、おどおどした様子で廊下に出てきて、隣に立った。

「……佐さ藤とう君、で良かったんだっけ？」

　何な故ぜか彼女は顔を真っ赤にして、絞り出すように言葉を紡つむいでいくのだけれど……いったい、何だというのだろう。多分、槍水先輩の友人の方々だとは思うのだけれど……。

「あ、はい。佐藤洋ようと言います」

「そっか。……それじゃ、よ、洋君って呼んでいいかな？」

「え、えぇ……はい」

「わたし、紫華蔓、二年。よろしくね、洋君」

「あ、はい、よろしくお願いします……？」

　……何だろう、このフワっとした、つかみどころのない会話は……。

　どうしていいのかわからず僕は先輩を見、そして彼女は彼女で顔を赤くしたまま俯うつむき加減で見上げるようにして僕をチラリチラリと見てくる。しかし決して目を合わせようとはしない。

　一瞬、この僕に一ひと目め惚ぼれして……とかいう展開かとも思ったのだけれど、何だろう、何か、そういうのとは微妙に雰囲気が違うのだ。例えるなら怖いおじいさんの家の窓ガラスを割ってしまったのを、微妙な愛あい想そ笑いを浮かべつつ謝りに来た子供のような……。

「洋君……年上は好き？」

　……アレ？　アレレ？　予想外に、やっぱりそういうアレな感じなのだろうか。いや、それならそれで嬉しいのだけれど、ただやっぱり妙な違和感はぬぐえない。

「え、えぇ、まぁ、その、下でも上でも」

「そう……そうなんだ。うん、そうかぁ」

「あの〜、いったい、なんなんです？」

「いいのいいの、気にしないで」

　いや気にするって。ってか、何が〝いい〟というのだろう。

　紫華先輩はこちらのことなど気にする様子もなく、携帯を取り出すと、そのストラップを持ってブラブラと揺らしてみせる。

「えっと……あ、わたしね、実は全然友達がいなくて……ほら、この携帯も全然使ってないんだ。誰か優しい人が時々電話とかしてくれたら嬉しいなぁ……」

「はぁ」

「……誰か優しい人が……時々、ね？　ほら、電話とかを……わかるよね、洋君」

「え、えぇ、そうですね」

　……そして、時間が止まったように、僕と紫華先輩の間に妙な沈黙が流れる。

　どうしていいのかわからずにいると、彼女は真剣な、それでいて不安げな目をしつつ、そっと僕の両肩をつかんでくる。

「……ど、どうして？　普通、こういう時って、〝だったら僕と〜〟とかいう感じで番号教えてくれたりするんでしょ？　するよね？　するものだよね？　それともわたしってやっぱりそこまで魅力ない？　ねぇ、やっぱりわたしって無難過ぎてダメな感じなの？」

　……あっ、ヤバイ。この人、何なに気げにヤバイ側の人だ。

　最初のおっとり顔からは想像がつかなかったが、紫華先輩は……多分、ちょっと心が弱いというか、若じやつ干かん、電波が入っていらっしゃるのかもしれない。しかも自分では無難過ぎるとか……完全に自覚症状もなしだ。……これは危険だ。……何をしでかすかわからないぞ！

　できれば絶対に番号なんか交換とかしたくないのだけれど……逃げるキッカケが見つけられない。僕は泣く泣く携帯を取り出し、赤外線通信のモードにする。

「それじゃ、これで通信っと……。ありがとう、洋君。本当にありがとう……。わたし、本当に自分がダメなんだって思いそうになってた」

　こ、怖い……。この人、笑えないタイプのヤバイやつだ……。

　だって今連絡先を交換する瞬間、小さく「これであと二つ……あと二つやったら終われる」とかわけのわからないことを呟いていたのだ。怖いにもほどがある。一体何が〝終われる〟というのだ。……はっ！　まさか〝終われる〟じゃなくて〝追われる〟なのか!?　何か呪のろいの儀式みたいものがあって、その条件の一つが僕と連絡先を交換することで……あと二つやったら〝追われる〟のか？　だが一体誰が、誰に追われるんだ？　紫華先輩がか？　それとも僕が？

　ダメだ、何にせよ、やっぱり耐えられない。何か理由をつけてこの場を離れよう。

「それじゃ……ねぇ、洋君。洋君って、アレは好きかな、あの黄色い――」

「あ、あの、すみません。僕ちょっと教室に忘れ物しちゃったみたいで……それじゃ！」

　僕は踵きびすを返して走り去ろうとするものの、紫華先輩は僕のシャツを力一杯掴んできて逃がそうとしない。僕はその手を振り解こうとするのだが、先輩も必死だ。

「待って！　行っちゃダメ、今行かれたら誤解が生まれちゃう！　落ち着いて、もう少しだけわたしとお話ししよ！　ね、そうしよう！　うん、そうしよう！　お話、きっと楽しいよ!?」

「現状で楽しくないです！　それに教室に忘れたのはとてもとても大切なものでして、はい、すみません、すみません、だからその手を――」

「いや、だから、洋君、実は違うの、全然違うの！　実は、実はね、……行っちゃダメだって！　本当に誤解が生まれたままになっちゃうから！　わたし違うの、わたしそういう感じの人じゃないの！　洋君だってわかるよね!?　わからないわけないよね!?」

「すみません！　そういう人にしか思えないです！　だから見逃がしてください！」

　僕は何とか力ずくで彼女の手を解くものの、その瞬間に彼女は体ごと寄せてきて僕に抱きついてきた。……こんなに嬉しくない女性からの抱ほう擁ようはなかなかない。

「あぁ、もう無理だよ！　桃お願い、もう出てきて、わたしの誤解を解いて！　わたしそういう人じゃないって、説明して！」

　その時、部室の中からチープな電子音が聞こえてくる。何か、子供用……というかオモチャのキーボードで奏かなでた音楽みたいだ。

　それがピッという音で途切れる。携帯の着信メロディか何かだったらしい。そして「うん、うん、え？　ホント!?　すごーい！　わかった！」という、キャピキャピした声が聞こえた。

　な、なんだ……いったい、これから何が行われようというのだ!?

　バンっと、勢い良く部室の扉が開かれると桃……じゃなくて、木之下先輩が真剣な顔で現れる。僕は逃げようとしていた動きを止め、息を呑んだ。

「あぁ、良かった、桃お願い、もうわたしには無理だよ。洋君にちゃんと説明を……桃？」

「桃にはそんな暇ないっ！」

　スタタタと小走りに廊下を走っていく木之下先輩の姿に紫華先輩が僕に抱きついたまま、ポカーンとした顔を浮かべる。

「え？　あ、ちょっちょっと待って、桃……え、アレ？　どうしたの？」

　階段前で木之下先輩はくるりと振り返ると、両手をグーにしてそれで口元を隠すようにして身をくねらせつつ、溶けてしまいそうな最高の笑顔を浮かべる。

「桃のダーリンから連絡があって、たった今新曲が完成したんだって！　桃に一番に聞いて欲しいっていうから、今から行くの！」

　待っててマイダーリン！　と、声を上げながら木之下先輩は階段を駆け下りていく。その足音が遠のくにつれて、紫華先輩の顔が赤くなったり、青くなったりを繰り返した。

　とりあえず、手を放されたので、そろりそろりと僕は紫華先輩から距離を取る。

　先輩は決して僕の顔を見ようとはせず、顔中にネットリとした汗を浮かべていた。

「ご、ごめんね。あのね、実は、凄い誤解が生まれてそうな気がするけれど……本当にごめんね。で、でもね、あの……えっと、順を追って説明すると、わたしと桃は仙の友達で、それでその、今回のことは……あぁ、もうなんて言ったらいいんだろ。……あ、そうだ、今慌てて説明しても余計な誤解がまた生まれちゃいそうだから、とりあえず今夜にでも電話するから、その時にちゃんと説明するね。そ、それじゃ、またね洋君！　バイバイ！」

　置いていかないで、一人にしないで、待って桃！　と、やっぱりアレな人っぽい言葉を発しながら紫華先輩は木之下先輩の後を追っていった。

　取り残された僕は何だかよくわからないが、凄い精神的疲労を覚える。

　槍水先輩、一体あの人と……いや、あんな人とどういう関係なのだろう。部室とスーパー以外の彼女についてはあまり詳しくないのだけれど……また一層謎なぞが増してしまった。

　ＨＰハーフプライサー同好会の部室の扉を開け、中に入ると、円卓に頬ほお杖づえをつき、つまらなさそうな先輩の視線が僕を迎えてくれる。僕は彼女が座る円卓の窓側の席の近く、要は隣に座った。

「あの〜……今日は、なんなんです？」

「私に聞かれてもな。よくわからない」

「僕が言うのもおかしいかもしれませんけど……先輩、友人はきちんと選んだ方がいいかと」

「……普段は、結構普通なんだが……」

　そう言って先輩が苦笑していると、部室の扉がそーっと、静かに開く。紫華先輩が戻ってきたのかと思って僕は一瞬身を強こわばらせるものの、顔を出したのは、白おし粉ろいだ。

　彼女は部室内を見渡すと、ホッと一息吐ついた。

「えぁっと……先ほどまでいらっしゃったのって、先輩の友人の方々だったんですか？」

「ん、そうだ。悪かったな、気を遣つかわせてしまって」

「あ、いいえ、全然……あれ、ひょっとして気づいてたんですか？」

　僕の隣の椅子に座ろうとしていた白粉が、何かに驚いたような顔をして、動きを止める。先輩はどこか得意げにフフンと鼻で笑った。

「まぁな。お前たちならスーパーでなくとも、気配で大体わかる」

　なんのこっちゃ？　と、僕が疑問に思っていると、白粉が説明してくれる。

　どうも彼女は僕より先に部室に来たものの、扉を開けようとした瞬間、室内から知らない人の声が聞こえてきたので、中に入ることもなく一いつ旦たんライトノベル研究会の部室へ行って時間を潰つぶしていたのだという。しばらくラノ研でおとなしくしていたら、賑にぎやかな声が聞こえ、二人分の足音が部室棟を駆け下りていったので、再度顔を出しに来たのだそうな。

「さて、それじゃうるさいのもいなくなったことだし、トランプでもするか」

　そうですね、と、僕が言うと白粉がいそいそと棚からトランプを取り出してくる。

　その間に僕にはどうしても一つ、やっておかねばならないことがあった。

　僕は携帯を取り出すと……颯さつ爽そうと紫華先輩の番号を着信拒否リストに登録した。




　　　　　●




　自室のベッドに座る蔓かずらは泣きそうな気分で携帯を耳に当てていた。

　年下の男の子を誘惑するというかつてない桃ももからのムチャぶりを途中で投げ出してから早数時間。すでに時刻は日付が変わろうかという時間帯だった。

　――トゥートゥートゥートゥートゥー……。

「えぇ〜……なんでぇ、なんで出てくれないのぉ……」

　仕方ないので、一度切る。メールを書いてこれを送信。

　そして、十数分後、再び佐さ藤とう洋ように電話をかけた。




　　　　　○




　自室のベッドに座る僕は泣きそうな気分で携帯を見つめていた。

　拒否リストに登録してもしっかりと記録される着信履り歴れきは五〇件まで記録可能なのだけれど、すでに半数以上が紫むらさき華け先輩の名前で埋められていた。

　……そして、メールもすでに同数程度ひっきりなしに届いている。

　それらの内容は『今忙しい？　また後でかけるね』『何かしているのかな？』『電話に出て欲しいな』『ちょっとだけでいいから、お話ししようよ』『何度もごめんね。でも、すぐ終わるから、電話をとって』『昼間のこと、謝りたいの。だから電話に出て』『お願いだから電話に出てくれないかな？』『多分誤解が生まれていると思うの。あれはね、誤解なの、お願い謝らせて』『あれは全部桃が原因。説明したいからとにかく電話を――』、といったもの。

　一件読む度たびに、僕の背筋が震えた。

「これが本物ってヤツなのか……こ、こえぇ……。うわっ、また来た！」

　恐る恐る届いたメールを開いてみると、何か今までとは桁けた違ちがいの長い文面が書かれていた。『しょうがないからメールで全部説明するとね、実は……』という言葉から始まるそれを、僕は恐怖のあまり即座に読むのをやめて、それまでに届いていた紫華先輩からのメールや着信履歴の全てを削除した。




　その日、僕は携帯の電源を切り、震えながら寝た。







４章　間食版「２」『桜色のアレ』












　　　「……色づけした砂糖、でしょ？」





烏頭みこと











※当作は槍やり水ずい仙せんが一年生の春の出来事です。




　両方の耳を掌てのひらで塞ふさいでも、ぐぅもぉもぉもぉ、という鈍にぶく籠こもった音が加わるばかりで、結局音というのは聞こえてしまうものだ。真っ黒な湿ったアスファルトを叩たたく自分のブーツの音、吐と息いき、近くの道路を走る車のエンジン音……そして。

「……彼女はとてもとてもお腹なかがすいていて、そんなことを考えもしなかった。こんな場所に、お腹一杯に食べられるぐらいの食料が残っているわけがないってことに。そして自分が食べた物が何だったのか。頬ほお一杯に詰め込んで、咀そ嚼しやくして、喉のどを通って、空腹を満たした……そのおいしい肉が何の肉だったのか。……思いつくのはたった一つだけ、それは彼女の……」

「烏う頭ず先輩、も、もうやめてください！　その種の話は苦手だと言ったじゃないですか！」

　槍やり水ずい仙せんはたまらなくなって、背後で怖い話を囁ささやき続ける三年の烏頭みことに、そう訴えた。

　烏頭は長い黒髪と大きな眼鏡めがねを揺らし、嬉うれしそうに笑った。

　槍水が彼女と同じ部に入ってすでに一カ月が経たとうしていたが、この、人をおちょくる趣味だけは馴な染じめなかった。耳にするりと滑り込み、背筋を指でなぞられるような、彼女の喋しやべりや声質にも原因があるのかもしれない。あの囁くような声で怖い話をされると震えそうになる。

「……これから……もっと、面白くなって、いくとこなのになぁ……」

　烏頭は槍水を追い越すと、手を後ろに組んで、スキップするように夜の道を進んでいく。ふと、立ち止まると顔だけで振り返る。怖い話を聞いていたせいか、こんな夜に、色の濃い紺色の制服を羽は織おった彼女がそんなふうにすると、今まで日の光など浴びたことがないような白い肌が異様に目立ち、何だか生首が浮いているようで、ちょっと不気味だった。

「ほら、仙、立ち止まってないで。……置いていっちゃうよ。普段の半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムまでまだ余裕あるけど……ズレるかもしれないんだから、余裕は大事」

　店舗にもよるが、半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムは必ずしも決まった時刻に行われるものではない。半額神の仕事状況や、在庫数、季節によって大きく動く。特に普段と客層が変わる土日祝日、客足が遠のく雨の日などは予測が難しいとされていた。そして今日は平日だが、傘を必要としない程度の霧きり雨さめであり、微妙な判断が求められる状況だ。故ゆえに《狼おおかみ》として経験豊富な烏頭の懸け念ねんはわかる。だが、ならばあんな怖い話などしなければいいのに、とも思う。

　果たして二人は一軒のスーパーの自動ドアを抜けた。先に来店していた狼たちのチクチクと刺さるような視線を浴びながら、二人は店内外周を回り、総菜・弁当コーナーへ。

「今日は、ちょっと珍しいなぁ。……五ご目もくちらし寿ず司しがある」

　今こ宵よい、この時間まで残った弁当は四つ。オーソドックスなハンバーグ弁当と鮭さけ弁当、そして五目ちらし寿司が二つ。錦きん糸し玉子の華はなやかな黄色の上に、緑鮮やかなサヤエンドウが見せつけるように飾られ、ところどころから酢す飯めしに混ぜられている薄切りの椎しい茸たけ、蓮れん根こん、タケノコ等がアクセントのようにひょっこりと顔を出していた。そしてそれらの上には優しく降り積もった淡あわ雪ゆきのように、ほんのりと桜色がある。――桜でんぶだ。

　この弁当には他にもおかずとして飴あめ色いろのあんのかかった揚げ出し豆腐、煮豆、二種のカマボコ、ほうれん草のゴマ和あえといった、地味ながら魅力的な品々もあったが、五目ちらしの美しさの前にはおまけ程度の印象しか槍水は抱かなかった。

　彼女らはその場を歩みを止めずに抜けると、弁当コーナーが見える缶かん詰づめ・瓶びん詰づめコーナーに居場所を求めた。そこで二人で肩を並べ、何となく目線の高さにあったナメコの瓶詰を見やる。

　五目ちらし、と槍水は口にした。

「私は、あれにします。珍しい。それに、綺麗で目を引いた」

「うーん……私は、どうしよっかなぁ。五目ちらしも良さげだけど、ちょっと桜でんぶが多くって……ちょっとなぁ」

「そうですか？　錦糸玉子の派手な黄色、サヤエンドウの爽さわやかな緑、それらに負けないだけの色合いのためにはあれぐらいが丁ちよう度ど良いと思いますが」

　弁当は味や量、栄養バランス等はもちろん重要だが、食欲を促うながす見た目もまた軽んじられない。錦糸玉子は言うまでもないが、春の今が旬のサヤエンドウは占めている面積こそ少ないものの、その色合いは目に付く。その点真っ赤ではない、ほのかな桜でんぶの色合いでは少々量を多めにしないとそれらに負けてしまい、あの綺麗な色のバランスが崩れてしまうだろう。

「あ、違う違う。見た目じゃなくて、味が……ね。私、あんまり桜でんぶが好きじゃない。……というか、色合いのためでも、ご飯に甘い砂糖を掛けるのはちょっと理解できないんだ」

「それじゃ、……酢す豚ぶたにパイナップルもダメですか？」

　ありえないね、と烏頭は眼鏡めがねを指で掛け直しながら頷うなずいた。

　確かに酢豚のパイナップルはそのフルーティーさ故ゆえに口にすればどうしても浮くし、ご飯の友とするにはややアウトローに過ぎる。だから嫌うのもわからないでもない。しかし、と槍水は思う。桜でんぶはそれとは違う。何せ酢飯に多量の砂糖を用いているのだから、桜でんぶの甘さはそれほど浮きはしないし、ご飯を食べるには少し甘い方が箸はしは動くというものだ。

　だから槍水は烏頭の、ご飯に甘い砂糖をかけるのはちょっと理解できない、という発言をやや不思議な気持ちで受け止めた。

　そして、同時にもう一つ不思議なことが頭に浮かんできた。

「……あの、烏頭先輩。桜でんぶって……砂糖でしたっけ？」

　烏頭がきょとんとした顔で、槍水を見てくる。

「……色づけした砂糖、でしょ？　何か他に入ってたっけ？」

　槍水は思い出そうとしてみるがよくわからない。ただ、仮に砂糖だったらご飯の上にかけた時点で溶けてしまうのではないか。桜でんぶはあの淡雪のようなふわりとした優しくて、儚はかなげな存在だから美しいのであって、溶けたらそれはもう別物だ。それに、あれは少ししっとりとして、甘いだけじゃなくて、何か塩気というか旨うま味みがあったような……。

　味の記憶は曖あい昧まい、それが何で出来ているのかもわからないくせに、桜でんぶという名前だけはしっかりと頭にあるのだから、不思議なものだ。

「砂糖というにはちょっと、旨味があったような気が……」

「着色料の味じゃない？」

　さすがにそれは……と、槍水が表情を濁にごしたせいで、烏頭もまた眉まゆ根ねを寄せ、考え始めた。仕方ないなぁ、と息を吐く。

「半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムまでに……桜でんぶを捜して、材料を調べてみようか。私はいいけど……仙が五目ちらしを狙うなら、疑問はなくした方がいい。理解して、期待して、一心にそれが食べたいと思う時、腹の虫は最大限の力を貸してくれるから……」

　半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムには、肉弾戦による激しい半額弁当争奪戦が行われる。半額弁当の前には老ろう若にやく男なん女によ関係なく、誰も彼もが力の限りに戦い、あがき、叫びを上げる。女子が、屈強な男たちを相手にするためには腹の虫の加護を受けなければ戦えない。

　烏頭は普段嫌がらせのようなことをしてくるが、同じ割合で良い先輩の顔も見せてくれる。

　多分、彼女にとって自分は動物のような存在なのだろう、と槍水は感じていた。

　槍水自身、覚えがないわけじゃない。例えば犬の湿った鼻先を指でチョンチョンと触ると怒りはしないものの、微妙に嫌な顔をする。それがかわいくて、面白くて、そしてその箇所の感触が何だか好きで、ついついやってしまう。きっと、烏頭が怖い話を聞かせてくるのはそれと同じで、実際にはかわいがってもらっているのだろう。……多分。

　よし、急ごう。そう言って烏頭は槍水に背中を見せるものの、踏み出した足がそのままの形で、固まった。

「……どこに？」

　振り返った烏頭が何を言っているかわからなかったものの、よくよく考えてみれば桜でんぶが何であるのかがわからない以上、どこに陳列されているのかもわからないのだ。

　しばし見つめ合った後、とりあえず烏頭の推測した砂糖の可能性を考慮して調味料のコーナーに行ってみることにした。

　槍水がチラリと烏頭を見やれば、首を傾かしげていた。恐らく、砂糖だと思う、と言ったものの、彼女自身砂糖の陳列棚に桜でんぶが並んでいるとは思えないのだろう。

　実際到着してみると白い商品ばかりで、色づいた商品といえばザラメ砂糖と三さん温おん糖とう程度だ。

「うーん、ないね。何となく……繊せん維いっぽい印象があったから、もしかしてサトウキビとかかな、って思ったけど……」

　烏頭に言われてみると、確かに細く、細かい繊維状だったような気がしなくもない。あれは、何だろう？　それがわかれば陳列されているエリアを特定できるだろうか。どうだろう。もっと、広いジャンルで考えるべきではないのか。つまり――。

「ひょっとして五目ちらしのタネと一緒にあるんじゃ」

　烏頭は、それだ、と、パチンと指を鳴らした。

　よしっ、と槍水は胸の内で呟つぶやく。会心の思いつき。そう思ったが、烏頭は指を鳴らしたポーズのまま、すぐに怪け訝げんそうな顔をしてしまった。

「う〜ん、やっぱり……、違うっぽいなぁ……」

「え？　何故です。まだ調べてもいない」

　だって……と、烏頭は呟きつつ、歩きだすと最初に陣取っていた缶詰・瓶詰コーナーへと向かっていった。そしてそこにあったのは、あのナメコの瓶詰と、その横にある五目寿司のタネの瓶詰。これには味付けされた具材はもちろん、粉末寿司酢までついているので、ご飯に混ぜるだけであっという間に一品出来上がるわけだが、桜でんぶは付属していないし、その周りに桜でんぶを売っている様子もない。

「ほら、違う」

「でも、ないってことは……」

「うん、ない。総菜やお弁当に使っている食材は基本的にそのスーパーで売っている物がほとんど。だから……あるとは思うんだけど……。店員さんに訊きいてもなぁ。訊いている最中に半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムに至っちゃったら、本末転倒だし」

　訊きに行って、途中で「もういいです！」と言って駆け出すわけにはいかない。何より、そもそも買うつもりはないのだ。

「二人してさっきから何してるんだ？　他の狼連中まで気になってそわそわしてるぞ」

　フラリと、猫背にアフロ、そして銀色のサングラスをかけた男がやってきた。本名は知らないが、《毛玉》とかいう、身も蓋ふたもない二つ名を持つ男だったと槍水は記憶している。

　ふむ、と烏頭は頷くと、彼に事情を説明した。

「……それでタネの近くを捜したけど、ないんだよね」

「ははーん、さてはお前らの家は両方ともちらし寿司といえば瓶詰タイプだったな？　うちはレトルトパウチタイプだったぜ」

　パウチ？　と、槍水と烏頭は二人して首を傾かしげる。毛け玉だまは指先でついてこい、と示すと、どこかへと歩いていく。その先にあったのは混ぜご飯の素もとなどのコーナーであり、確かにパウチタイプの五目ちらしのタネがあった。

「あー……そうそう。こういうのも、あるよね」

　烏頭の言葉に、毛玉は得意げに胸を張る。しかし、槍水が「それで、桜でんぶは？」と口にした途端、場の空気が固まった。確かに五目ちらしのタネはあったが、本来の目的である桜でんぶはパック内には入っていないし、何より横にあるのは栗くりご飯や五目ご飯の素のパウチであり、桜色のものではなかった。

「どうやらオレの出番はここまでのようだ。それじゃまたな」

　ヒラリと羽織っていた薄手のコートの裾すそをはためかせて毛玉は去っていった。

「……アイツ、何しに来たんだろ。役立たずめ……」

　烏頭の呟きに、槍水は頷いた。

　店内の空気が張っている。平時はともかく、雨の日ならすでに半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムに達していてもおかしくない時間帯になっているのだ。店内の狼たちの闘志や緊張が滲にじみ出ていた。

　もうこのままで争奪戦に挑むしかないか。槍水は諦あきらめにも似たような気持ちで天井を見上げる。そこには炊き込みご飯、混ぜご飯というプレートがチェーンでぶら下がっていて、陳列商品のカテゴリを示していた。槍水はそこにピンポイントで桜でんぶと書いてあったりしないものかと、まずありえない願いを抱いた。

　そんな時、島棚を挟んだ一つ向こうの通路、隣のカテゴリプレートが目に入る。そこには海の苔り・ふりかけの文字。――これは！

「烏頭先輩、もしかしたら……見つけたかもしれない」

　そうだ、何故思いつかなかったのだろう。桜でんぶには酢飯――ご飯の存在が欠かせない。瓶詰は無論、炊き込みご飯も同様だが、あれはどちらかといえばレトルト食品としての側面が強い。どのような物から出来ていたとしても、桜でんぶとは使い方が違うのだ。

　あれに一番近い存在と言えば、そう――ふりかけだ！

　烏頭の手を引く槍水は高鳴る鼓動を感じながら島棚の向こう側にある海苔・ふりかけのコーナーを目指す。しかしそれと同時にスタッフルームを力強く押し開ける音が店内に響き、全身の毛が逆立つような感覚が肌を走る。

　半額神が現れたのだ。こうなると争奪戦が開始されるまでもう幾ばくもない。

　海苔・ふりかけコーナーは弁当コーナーからやや遠い。何よりそこに桜でんぶがあるとは限らないのだ。――ダメだ。槍水のブーツがキュッと音を立ててブレーキをかける。しかし、そんな彼女の背に烏頭の声。

「大丈夫、まだ時間はある。出遅れても、腹の虫の加護を受けた方がいい。……行こう、仙。真実を確かめに、勝つために」

　烏頭の囁ささやくような声がするりと耳に滑り込んでくる。しかしそれはいつもの背筋を震わせる、か細く、おどろおどろしいものではない。喋りはいつもと同じなのに、声質にはしっかりとした力強さがあって、諦めかかった槍水の背を押してくれる。

　こんな声も出せるのか。こんなふうにしてくれるのか、この人は。湧き出てきた勇気を掴つかむように、槍水は拳こぶしを握り占め、再び力強く踏み出す。

　そして辿たどり着くふりかけコーナー。半額神が総菜か弁当の陳列を直す、キュッ、パコッという音が聞こえてくる。まだ間に合う。槍水と烏頭は目を皿のようにしてふりかけコーナーへ視線を走らせる。かつお、梅、わさび……様々な味のふりかけばかりが目につく。桜色はない。

　空気の張りが今まで以上に強まり、肌が痛み、息苦しい。半額シールの降こう臨りんが始まったのか。結局見つからないままで挑むしかないのか。折角烏頭から勇気を貰もらったのに、それなのに。

　槍水は必死に捜す。もう他のコーナーを探たん索さくしている暇はない。ここに賭かけるしかなかった。捜す。上から下まで。しかしそれでもない。焦あせる槍水は無意識にふりかけの隣にあった海苔のコーナーにまで目を向けた。あるわけがない、そう自じ嘲ちよう的てきに思った時、ふいにお握り用にカットされた海苔や最初から細切りにされている海苔の袋の並びに、オレンジ色の何かが見えた気がした。

　目を凝こらせば、なかなか目が届きにくい最上段の棚に、粉末タイプの酢飯の素がある。

　はっとした。まさか、と思った。ふりかけ、カットされた海苔、酢飯の素……この並び……。槍水は直感する。しかしそれと同時にバタン、という半額神が店内からスタッフルームに消え、その扉が閉まる音が無情に響いた。そして狼たちのダダン！　と、けたたましく床を蹴りつける音が轟とどろく。店内に潜ひそんでいた狼たちが島棚の間を豪速で駆け抜けていく。

　走りだしたくなる焦あせりを無理矢理抑おさえつけながら、槍水は捜す。烏頭の言葉と、自分の直感をひたすらに信じて。

　ふりかけ、海苔、寿司酢の素……それらが並ぶそのコーナーに目を這はわす。そうして……端っこに、ひっそりと、酢飯の素とともに桜色の小さな袋が佇たたずんでいるのを見つけた。

　――あった！　興奮してそれを手に取る。ピンク色の袋、透明になっている部分からあの細かい繊維状で、ふんわりとした淡雪のようなそれが見える。桜でんぶ。遂ついに、見つけた。

〝巻き寿司、ちらし寿司の彩いろどりに〟の文字と共に、信じられない真実がそれには書かれていた。

　――北ほつ海かい道どう産たら使用。

　たらだ！　あの、魚の鱈たらだ。クセのない白身魚。焼いても煮てもおいしく、さまざまなお菓子や酒の肴さかなの材料にも使用される、あの鱈。あれで桜でんぶはできているのだ！

「そうか、繊維っぽいのは魚の身。仙が感じた旨味もそれだ」

　槍水の横から覗き込む烏頭が言った。

　袋を裏返す。そこには桜でんぶの詳細があった。

【田でん麩ぶとは広くは佃煮の部類であり、味付けした魚を炒いって繊維を細かくほぐしたもので、〝おぼろ〟の仲間とする場合もある。華やかな桜色の他に黄、緑に色づけた田麩もあり、様々な場面シーンでご活用いただけます。】

　読んだ瞬間、今まで曖あい昧まいだった桜でんぶのイメージが急激にはっきりとしてくる。魚の身を甘じょっぱく味付けして色づけしたもの……。だから溶けないし、魚の旨味があって、美しくもご飯に合うのだ。間違っても色づけした砂糖じゃない。

　桜でんぶのイメージが固まると、槍水のあの五目ちらし寿司弁当への想いが急激に膨ふくれあがる。全体の味が様々に思い浮かんでは消えていき、消えては浮かぶ。その果てにあったのは、あの弁当を食べたい、食べてやるとする決意だった。

　桜でんぶを棚に戻すと、槍水は鼻息荒く、烏頭と視線を交わす。頷き合う。そしてどちらからともなく歩きだす。見えてくる弁当コーナー、そしてその前で行われている乱戦。無数の狼たちがこの世のものとは思えぬ激しい争奪戦を繰り広げていた。それに歩み寄る槍水は、全てが噛かみ合った、そんな気がしていた。重要なテストを受けて、一目でその答えが全部解けたような、そんな高こう潮ちようした気分だった。

　胸が高鳴り、全身が疼うずく。腹が鳴る。指や髪の先まで力が漲みなぎってくるのを槍水は感じる。腹の虫の加護だ。

　烏頭が嬉しそうに槍水を見て微笑む。さぁ行こう。彼女の声とともに床を蹴けった。

　飛ひ翔しようするように二人は乱戦の中に躍り込む。







５章　天使の贈り物












　　　「あっ！」





井ノ上あせび











※当作は『ベン・トー２　ザンギ弁当２９５円』から『ベン・トー６　和栗おこわ弁当３１０円』の数日前にかけての出来事です。




　それはある種の運命的な出会いだったと、彼は今でも信じて疑っていない。

　あれはまだ五月、春の暮れ。……その夜、初めて彼女と出会ったのだ。




　地元にある烏からす田だ高校をこの春に卒業したものの、受験に失敗、現在浪人中……という建前の実質ニートである田た辺なべ清せい吾ごは夜食のカップ麺めんを求めてコンビニに向かっていた。

　田辺にとってネットオークションの転売で稼かせいだ、なけなしの自己資金を使ってこうして夜食を買うのは日課だといって良かった。

　朝と昼はどうにでもなるが、夕食は両親と顔を合わせて食べることが多いため、予備校にも通わず、就職活動はもちろんバイトすらしていない彼の肩身は非常に狭い。「何もしなくても腹は減るんだな」と父親から頻ひん繁ぱんにイヤミを言われるので、ゆっくりと飯など食べていられない。茶碗に盛られたご飯を無理矢理に口に押し込んですぐに自室に籠こもるのだが、それだけでは若い田辺の腹が満たされるわけがないのだ。

　夜空の下、一人でトボトボと歩いていると、田辺は気が重くなってくる。このまま自分は両親にイヤミを言われながらいつ終わるとも知れない日々を重ねていくのではないか。目前の二〇を過ぎ、気がつけば三〇、四〇……そして親が死に、一人になって……。

　まだ今の生活に入って二カ月しか経たっていないというのに、田辺の頭は悲観的な未来しか想像できなくなっていた。そもそも何となくテキトーに選んだ大学受験にしくじり、滑り止めで受けた低ランク校でさえ鮮やかに滑り切った田辺はもう人生の最後まで直ちよつ滑かつ降こうで行く気がしてしようがないのだ。それは諦あきらめの境地であり、その結果、お金さえ出せば入れる専門学校にも行かず、予備校も二日で断念。就職活動など考えもしなかった。

　最悪だ、と彼は思う。予備校に入学する際に撮った写真には、うっすらと髪の長い女の背はい後ご霊れいのようなものまで映る始末だ。どこまで神は自分を虐いじめたいのかと恨うらみたくなる。

　全すべてにおいて生きる目的が見み出いだせない田辺には、ただこうしてトボトボとコンビニと家とを往復するのが精一杯だった。せめてまだ誰かと交流を持っていれば良かったが、進学や就職を決めた友人たちは眩まぶしすぎて、田辺は避けるようにしていたし、彼らも田辺にどう接していいかわからず、お互いに距離を取るようになっていた。

　まさに一人。今、こうして夜道を歩いているのと同じだ。

「あー……死にてぇ……」

　歩きながら、街灯で星が消えた夜空を見上げながら、一人そう呟つぶやく。いつものように。

　しかし手首を切ることも首を吊つろうとしたことも、当然のように、一度とてない。本気ではないのだが、それしか今の気分を表す言葉を今の彼には見つけられないのだ。

　歩き続けていると一軒のスーパーが見えてくる。そこではコンビニよりも安くカップ麺を買えるが、彼はその店に行くという選せん択たく肢しをすぐに打ち消した。母親がパートでレジ打ちをしている店なのだ。夜の時間帯は働いていないが、それでも田辺には近寄りがたい何かがある。

　あんな所に行くぐらいなら機械的に受け入れてくれるコンビニの方が高くてもマシだ。

　田辺はスーパーの前を通り過ぎる。途中、田辺の後輩に当たるであろう烏田高校の制服を着た、ブーツを履はいた女子生徒とすれ違った。

　美人だった。しかし、田辺の趣味ではない。すれ違う瞬間、横目で見たが、彼女の目は獲え物ものを狙ねらう野生の獣けもののように鋭くて、とてもじゃないが田辺の手に負える相手ではなさそうだ。

「もっと、優しそうで、猫みたいで……天使のような……そんな娘こがいいなぁ」

　そんな娘が、ベタなラブコメよろしく、無条件に自分に惚ほれてきてくれて、何だかんだやっていたら彼女と親密になりつつ人生も勝ち組となっていく……そんな妄もう想そうを田辺は想い描き、へへっ、と下け卑びた笑みを浮かべた。――そんな、時だ。

　歩道の田辺を追い越していく一台のバス。それが、少し先のバス停で止まった。仕事帰りのサラリーマンたちが降りてくるのを見つつ、バスの横を通り抜けようとした……瞬間、視界の右端に、日常ではまず見ることのない白くてホワッとした猫耳のようなものが見えた気がした。

　田辺はギョッとしてそちらを見やれば……そこにはまさに猫耳の天使。

　隣街にある丸まる富とみ大学付属高校の制服を着た小柄な少女は、季節外れの縞しま模も様ようのマフラーと、生地の厚いニーソを履はき、大きな猫耳の帽子を被かぶっていた。そして、しっとりとした黒髪でやや隠れているものの、その双眼は笑みに細められ……見ているだけでこちらまで幸せになるような、そんな表情を浮かべている。

　まるで理想の女の子がその場に現れたような気がして、田辺はその場に固まってしまった。

　彼女はマフラーを尻尾しつぽのように揺らしながら、トテトテと田辺とは逆方向へ歩いていってしまう。それを視線で追っていると、バスの運転手が「乗るんですか？」と声をかけてきたので、田辺は慌あわててその場から走って逃げ出す。

　せめて女の子が行った方に逃げれば良かった。田辺は思いつつ、かなり遠回りをして女の子が行ったであろう方角へ先回りする。それで彼女を見つけて、自分はどうするのだろう。田辺にはわからない。しかし、足は勝手に彼女を追い、目は彼女を探した。

　運動不足を痛感しつつ、再び母親がパートで働いているスーパーの近くまで来たが、なかなか女の子は見つけられない。というより、スーパーの前でトラックが事故を起こしたとかのせいで、辺りは騒然としており、普段はろくに人のいない時間帯だというのに、近隣の家からやってきた野や次じ馬うまが多く、うまく捜せない。

　結局、その夜、田辺は彼女を見つけることは叶かなわなかった。




　その夜から田辺はランニングを始めた。次に彼女と遭そう遇ぐうした時、きちんと追いかけて声をかけられるよう、体力をつけるためだ。また、それと並行して彼女の素す性じようを調べることにも奔ほん走そうした。確かな情報は彼女の姿の記憶と、丸富の生徒だということだけ。しかし田辺にはそれだけで十分だった。時間が有り余っているニートだからというわけではない。試ためしに『丸富　猫耳』でネットで検索してみたら一発で目的の女の子の情報まで辿たどり着けてしまったのだ。

　さすがにこれには目を疑ったが、出てきた情報は紛まぎれもなくあの天使だ。個人情報がここまで安易に手に入ってしまう情報化社会の恐ろしさを実感しつつもその利便性に彼は感謝した。

　彼女の名は井いノの上うえあせび。丸富大学付属高校の一年生だという。

　それが判明した翌日には、田辺はあれほど毛嫌いしていた予備校に再び通い始めるようになった。理由は単純である。丸富大学付属高校の生徒の大半はそのまま丸富大学に入る。となれば、来年に入学しておけば、田辺が大学三年生になった時、彼女が後輩としてやってくる確率が高いと踏んだのだ。それまでの志望校よりランクが二つも上がるが、大した問題ではない。

　目標を持った人間は強い。たまに聞くが、田辺はそれを模も擬ぎテストの結果で実感する。彼はメキメキと成績を伸ばしていった。滑り止めの受験でさえしくじったのは、きっと当時の自分には大学というものに何一つ魅力や目的を見み出いだせなかったからだろう、と今ならわかる。

　やれば出来る。しかし目指すべき目標がなければやる気など出るはずもない。田辺はそれを身をもって学んだのだ。そして田辺の日課となった毎日のランニングも日に日に距離は伸びていき、体もまた研とぎ澄すまされていった。今ならまたあのバス停で彼女とすれ違っても、難なく追いつけるだろう。それに伴ともない、コンビニに夜食を買いに行く習慣は消えた。その時間帯をランニングに切り替えたせいでもあるが、それ以上に人が変わったかのようにやる気を見せ始めた息子に対し、両親はイヤミを言わなくなり、むしろ今では毎日笑顔で応援してくれるようになっていたのだ。毎日、ご飯がおいしかった。

　彼女、井ノ上あせびは、やはり天使だったのかもしれない。まるで自分を取り巻いていた邪じや気きを全て祓はらってくれたかのようだ。もしかしたら、と思って田辺はある日、自分を何枚か写真に撮とってみたが、当然のように背後霊のようなものが写ることはない。

　全てがうまく転がりだした。まるであの夜、妄想した通りに……。

　そんな不健全な理由ながらも文ぶん武ぶ両りよう道どうのとても健康的な数カ月の予備校生の生活を経へた後、ようやく彼はあることに思い至った。

「……何で俺は、三年も先のことしか考えていないんだ？」

　もうさっさと会いに行けばいいじゃないか。三年も待つことはない。

　全てが絵に描いたような理想的な日々へとシフトし始めた。唯ゆい一いつ理想と違うのは、横にかわいい女の子……そう、井ノ上あせびがいないということだ。

　ここまでうまくいっているのだ。今、声をかけたって……きっと向こうも自分を好いてくれて、すぐに恋人になれるに違いない。そうなればまさに人生勝ち組だ。

　かつてのネガティブな田辺では決して考えられなかったポジティブな思考。これもきっと彼女のおかげに違いなかった。




　翌日から再び田辺の行動が始まった。

　彼女を見つけるのは簡単だったが、いきなりこちらから声をかけるとさすがに警戒される恐れがある。いろいろと調べた結果、彼が目を付けたのが隣街にあるゲームショップだ。

　チェーン店でもなければ、爺じいさんが暇ひまに任まかせてやっているような店でもない、昔ながらのゲームショップ。利便性の高いネット通販や家電量販店での大幅な値引き合戦により、この種の店はほとんどが厳しい経営状態にあり、今の時代にはなかなか貴重な店だ。

　何故田辺がこの店に目をつけたのかといえば……実はこの店で井ノ上あせびがアルバイトをしているというのだ。これを利用しない手はなかった。最初は客として入店してみたものの、あいにくと彼女はおらず……何より、この種の個人経営店にありがちなお得意様優先という空気に耐えきれず、携帯ゲーム機の液晶保護フィルターを適当に買って早々に店を出た。特に欲しいわけではなかったが、買わずに店を後にするのはいささか気が引けた。

　以前の田辺だったらこの段階で引き下がっていただろうが、今の彼は違う。

　このままではダメだと踏んだ田辺は予備校通いに支し障しようが出るのを承知で、一か八か、バイトを申し込むことにした。丁度店を出た時に『オレとともにこの不況という荒波を戦い抜くクルーを募集する』という謎なぞの張り紙を見つけ、五分程してからそれがバイト募集の告知だと気づいたからでもあるが、とにかく飛び込んでしまえばどうにかなるはず……そう思ったのだ。




　バイト初日。その日、田辺は身だしなみに最大限気を遣つかった。

　田辺は姿見を見る。五カ月前とは完全に別人のようだ。そこそこに引き締まった体、これといって特徴はないがまぁかっこ悪いわけでもない顔つき、無難なクセのない服装……まるで映画や漫画の群モ衆ブの一人のような印象を田辺自身覚えたりするが、それは決して人を不快にするものではないはずである。

「よっしゃ、行くとするか！　今日から俺の人生第二幕だ！」

　田辺はやや離れた隣町のバイト先、『ゲーマーズショップ　フォローミー』へと向かった。

　早速到着して店舗を見上げてみれば……相変わらずよく保もっているな、と思わざるを得ない店舗だ。店自体はそこらにあるコンビニと同じぐらいの広さで、二階建て。上は店長の住居になっているようで、店舗は下の階だけだ。

　一応は店の前面はガラス張りになっているが、ゲームのポスターが所ところ狭せましと貼られていて店内はほとんど見えず、かろうじて隙すき間まがあっても、見えるのはせいぜい店内の陳列棚の裏側だけという有様。これがやたらと入りにくい雰ふん囲い気きを作っているのは間違いない。どんな業種でもそうだが、店内の様子が見えない個人経営店に入るのは多大な勇気を必要とされる。

　バイトに来たとはいえ、来店したのは一度だけ。驚くべきことにバイトを申し込んだら面接はなく、メールの遣やり取とりと電話での質疑応答だけで決まってしまったのだ。その質疑応答だって「ゲームは好きか？」「体は丈夫か？」というものだ。いくら数カ月前までニートだった田辺だってゲームは好きだったし、体はランニングで絞っている。そう告げればすぐに採用だ。

　時給は高いとは言えないが、目的はお金ではなく、井ノ上あせびなのだから文句はなかった。

　田辺は意を決して二度目の入店を果たす。本当は裏口から入った方がいいのだろうが、場所がよくわからなかったので正面の自動ドアから入った。

　店内は基本二つのゾーンに分かれていた。自動ドア横のレジカウンターを中心として、右側には中古のレトロなハード＆ソフトゾーン、そして左側には今時珍しいブラウン管テレビが並び、そこではカセットを使用する時代のものからＤＶＤ媒体のものまでのゲームがいつでも楽しめるようになっている。垂たれ流される賑にぎやかなＯＰテーマが店内のＢＧＭ代わりだ。

　なお、新作ゲームコーナーはカウンター近くの棚に、アクセサリ関係の商品と一緒に何本か置かれているだけで、数はかなり少ない。

　正直、大都市とかならまだしも、こんな所に建つこんな店で、本当にバイトを雇う必要や余裕があるのだろうか。田辺にはわからなかった。

「いらっしゃ〜い」

　間延びしたような声がして、思わず田辺は背筋を伸ばした。その眠たいような甘ったるい声は、まさに田辺が理想としたカノジョにしたい女の子の声そのものだった。

　彼は見る。レジカウンターの中で椅い子すに座る、井ノ上あせびの姿を。

　彼女は相変わらずの白いホワホワの猫耳帽子に、季節感のない縞しま々しまのマフラーと生地の厚いニーソ。それに今日は店名の書かれたエプロンをつけていた。
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「あの！　俺、今日からバイトで、ここに……！」

「あ、店長から聞いてるよ〜。えっとぉ〜、田辺……清吾くん、だよねぇ〜」

　天使のような笑みを浮かべながら、彼女は自分の名前を呼んでくれた。それだけで田辺は天にも昇るような気分だ。

「今日はねぇ、あっちが清吾くんにお仕事を教えてあげてって、言われてるから……あ、みんな、いらっしゃ〜い」

　初めてのあせびとの会話を邪魔するように、数名の小学生がガヤガヤと入店してきた。三、四年生ぐらいだろうか。肩からは鞄かばんを提さげているし、今日は金曜日だから学校の帰りなのだろう。

「あっち、あっち！　店長は!?　店長は!?」

　小学生の一人が井ノ上あせびに言った。どうやら〝あっち〟というのは井ノ上あせびの一人称であると同時に、彼女の愛称でもあるようだ。

「店長はねぇ、今二階でお昼寝中だよ〜」

「え〜、起こしてきてよ〜、今日こそぶっ殺してやるって決めてきたのに」

　田辺は一瞬ギョッとしたが、小学生たちが店長がいないことに文句を言いつつも無料ゲームコーナーで立ちプレイを始めると、きっとゲームの話に違いない、とようやく思い至った。

「それじゃ清吾くん、こっちに来て〜。早速レジの打ち方教えるよ〜」

　田辺はあせびに手招きされるがままにレジカウンターの内側に入り、彼女のすぐ近くでレジの扱い方を教えてもらう。

　至って普通のカウンターなのだが、それを身長の低いあせびが使うとなると、やや高すぎるため、彼女は背伸びをして教えてくれる。一区切りすると一いつ旦たん踵かかとを下ろすが、またすぐにピョコンと背伸びをする。その頑張る姿と、背伸びをした瞬間に彼女の髪から漂うのか、石せつ鹸けんのような清潔感のある香りが田辺の心と鼻び腔くうをくすぐった。

「これで一通りかな〜？　あとの商品の品出しとか新作ソフトの予約とかはしばらくは店長やあっちがやるから、それを見て覚えていけばオッケーだよ〜。今日はあっちも夜まで一緒に頑張るから、わからないことがあったらいつでも聞いてね〜」

　田辺よりも三歳年下、身長も二〇センチ以上低い彼女に、彼は「はい！」と元気良く応じた。

「んお？　何だ、誰かと思ったら……アレか、え〜っと、バイトの……そうだ、田辺か！」

　自動ドア横にあるカウンターとは反対、店の奥にある扉を開け、中年の男が現れた。洗いざらしのシャツとジーンズを身につけた中年太り……よりやや脂し肪ぼうを多くつけた男だった。ボサボサの頭を掻かきつつ、小こ脇わきに抱えていたエプロンを広げ、それを装着する。胸元には黒マジックで堂々と〝オレが店長だ〟と書かれているので、彼が田辺の雇い主で間違いはないだろう。

　出来ればもう少しあせびと二人で話したかったが、それはこれからのお楽しみにしておいた。店長に正式なバイト契約のための履り歴れき書しよを彼は差し出すのだが……。

「あ〜、それ、今はいいや。正式な契約は後で」

「何故ですか？」

「お互いのためだ。とりあえず今日はこの店の雰囲気に馴なれられたら馴れておけ」

　意味のわからないことを言われ、さらに説明を求めたが、途中で小学生が割って入ってきた。

「店長！　勝負しようぜ！　今日はスゲーデッキ組んできたんだぜ！」

　そう言って先程あせびを〝あっち〟と呼んだ男の子が、ポケットからビジュアルメモリを取り出した。ビジュアルメモリはＤＣドリームキヤストのセーブデータ等を保存するための外部メモリだ。それを小学生がポケットから取り出すなど、約十年ぶりの光景だろうか。

「お前ら弱よえぇからなぁ。どうせまた力押しクリーチャーのデッキなんだろうが。どうよ？」

「そんなことねぇよ、『パーミッション』、『リコール』そして『アポーツ』のスペルコンボ！　これで……あっ」

「ばっかでぇ！　手札明かしてやがるぞコイツ！」

　店長が少年を指さして笑うと、少年の友人たちでさえ笑いだす。少年は悔かい恨こんの表情を浮かべながら店長を睨にらんでいた。

「よっしゃ、そんじゃオレ様は『シャッター』と『スクイーズ』入れたデッキにすっかな」

「ずっりぃ！　店長ずっりぃよ!!」

　何だかよくわからないやりとりだが、多分、これもゲームの話なのだろう。そう思って見ていると、店長は小学生たちとＤＣドリームキヤストのゲームを始めてしまう。何となくどうしていいのかわからない田辺は、あせびの横にあった椅子に座り、二人並んでカウンターから子供たちに交じって遊ぶ店長の姿を見ていた。途中で、何人かの小学生が追加で来店してきたりと、かなりの盛り上がりを見せてはいたが……彼らが来店してからまだ一円の売り上げもない。強しいて言えば店の電気代だけが消費されているような気がするが……これでいいのだろうか。

　あせびに話しかけたいところだったが、彼女にはゲームの話がわかるらしく、カウンター越しであっても時折「お〜」とかの声を出して見入っていたので、何となく話しかけづらい。

　田辺はしばらく店内を見ることで時間を潰つぶした。外に向けて貼られているゲームのポスター類は店内には少なく、商品名と値段が書かれた札が貼られていたり『当店の中古商品取り扱いは一世代以上前の物に限らせていただきます。詳しくは店員まで』と書かれた注意書き、そして『今月のお題』と書かれた厚紙には『ＤＣドリームキヤスト版カルドセプト　セカンド』と書かれたもの……そして、何かのトーナメント表らしき線が引かれた模造紙が二枚あった。

　どうやらこのショップ内で大会があるらしい。もしかしたら今彼らが遊んでいるのがそれなのかもしれない。

　田辺は話しかける切っ掛けとして、あせびに訊きいてみた。

「そうだよ〜。毎月お題のソフトを変えて、月末に大会があるの。それでみんなあーやって毎日のように技を磨いているんだよ〜。でも、参加するにはこのお店で三五〇〇円以上使わないと登録出来ないんだ〜」

　なるほど、と、ようやく田辺にも納得がいった。つまりは店長がこうして子供たちと遊ぶのも言ってみれば営業の一いつ環かんなのだろう。遊ぶだけならタダでも出来る、けれど、鍛きたえるためには家でもやらなきゃいけないからソフト、もしかしたらゲーム機本体も買う。そしてその際には大会にエントリーするためにこの店で買い物をする……という流れなのだろう。

「清吾くんも良かったら参加してね〜。盛り上がるんだよ〜。……あ、そうだ。そろそろ、あっち、おやつの用意してくるね〜」

　あせびがテトテトと店内奥の扉の向こうへと消えていくと、また手持ちぶさたになった田辺は店長と子供たちのバトルを見る。

「おっしゃぁあ！　オレ様の圧勝だぁ！」

「だから店長ずりぃって！　完全に相あい性しようの悪いデッキぶつけてきてんだもん！」

「口を滑らすきさまが愚おろかなんだよ！　悔しかったらもっとつぇえデッキ組んでこい！」

　……営業ではなく、いい歳とししたオッサンが小学生と遊んでいるようにしか見えなかった。

　彼らは他のゲームでも店長と遊んでいくと、一人が新作ソフトの予約をして帰っていった。

　すると今度はそれとは入れ違いに、あせびがお盆を手に戻ってくる。そこにあったのはホットケーキと牛乳パック、そして三つのマグカップだ。カウンターに三人が集まる。

「はい、これはあっちと、清吾くんと、店長の分。今日はマーガリン＆蜂はち蜜みつだよ」

　そういえばバイト募集の張り紙には時給とともにおやつ付き、とあったのを田辺は思い出す。

　いびつな形、ややムラのある焼け色……何よりほっかほかで、あせびがマーガリンを上に落とすとすぐにとろけて皿まで流れるそのホットケーキはどう見ても出来たてだ。

　……つまりはあせびの手作りホットケーキ。

　好きな女の子の手料理が初日から食べられるなんて、と田辺は心の中でガッツポーズを取る。

「じゃ、牛乳を……あれぇ？」

　あせびは牛乳をマグカップに注ぐものの、一杯分だけで紙パックは空になってしまった。

「あぁ、牛乳なら……そーだな。確か二階の冷蔵庫にもまだ一本あったはずだぞ」

　はぁーい、とあせびは小走りに取ってきてくれて、早速マグカップに注いでくれた。

「それじゃ田辺君のとりあえずの参戦を祝して、かんぱーい」

　カンっと、マグカップの鈍にぶい音で乾杯する。そして牛乳を口に含んだのと同時に信じられないものを目にした。目の前の二つ並んだ牛乳パック、どちらも同じメーカーの牛乳だが、賞味期限には約二週間のズレがあった。片方は明明後日しあさつて。もう片方は一週間以上前のものである。

　その瞬間、自分はとんでもないロシアンルーレットの最中だということに田辺は気がついた。果たしてどっちが二階から持ってきたものなのか、そして自分が口にしているのはどちらなのか……。

　さすがに片思いの女の子とようやく接触できたその日に、盛大に口から牛乳を吹き出すなどもってのほか。ここは飲むしか選択肢はなかった。

　万が一ヤバイ方だったとしたら、味を確認した瞬間に吹き出す恐れがあったため、田辺は一気に飲んだ。そして他の二人の様子を見るが……特に二人はコレといって変なリアクションはしておらず、ごく普通に割わり箸ばしでホットケーキを食べ始める。

　田辺の背中に若じやつ干かん嫌な汗が浮かんだが、真実を確かめることなく、彼もまたホットケーキを食べる。牛乳はともかく、こっちは好きな女の子の手料理だ。とにかくこれだけはしっかり味わい、そして最高においしいと彼女に伝えなくては……。

　ふんわりとした生地からじゅわ〜っと甘い蜂蜜がしみ出てきて、表面を覆っていたマーガリンと混じって得も言われぬ甘さが口内を満たす。かなり蜂蜜の量が多くてホットケーキの味などわからなかったが、とりあえず田辺はおいしい、とあせびに告げる。

「ホント〜？　良かった〜、店長の手作りだからちょっと心配だったんだ〜。この前なんて真っ黒焦げでね〜」

　……え？　と、田辺は思わず漏らした。

「何だよ田辺君、その顔は。まさか井ノ上ちゃんが作ったとでも思ったか？　これは昨日夜食代わりにオレが作った物の残りだよ。井ノ上ちゃんは温めて上にマーガリンと蜂蜜かけただけ。女の子の料理じゃなくて残念だったな！　はっはっはっ！　ん、あれ、この牛乳パック……」

　その二〇分後、田辺は店の奥にあるトイレへと駆け込んでいた。




　激しい腹痛を催した時、人は熱心な宗教家となり、トイレを懺ざん悔げ室しつへと変える。

　田辺はまさにどうしようもない痛みにもがき苦しみ、ただひたすらに神に赦ゆるしを乞こい、トイレの中で過去の過あやまちを悔くい続けた。

　サッカーボールで小学校の窓を割ってしまったこと、好きな女の子にイタズラして泣かせてしまったこと、高校最後の夏休みに友人たちと心霊スポットで花火をしてしまったこと、受験勉強を中途半端にしてしまったこと、浪人生になってしまったこと、親のスネを齧かじっているのに自分勝手な理由で反抗してしまったこと……。後悔すべきことは無数にあったが、それら全てを悔い改めると神に告げても、腹痛は治まらない。

　かなりの時間を経へて、何とか治まったと思ってトイレを出れば、数歩歩いただけで痛みが走り、Ｕターンを余よ儀ぎなくされる有様だ。

　ふと、扉の向こうに人の気配を感じた。まさかと思ったが、声をかけてきたのは店長だ。

「いやぁ、悪いな田辺君。二階にあった牛乳、アレ、賞味期限切れてたみたいだわ」

　……だとすればあの時飲んだ三人のうち二人はそれを口にしていたはず……。店長は平然と喋しやべっていることを考えると……。

　心配した田辺を扉越しに察したのか、店長はあせびは大丈夫だと告げた。

「あの子が飲んだのは大丈夫なヤツだよ。多分、飲んだのはオレと君だ。オレは腐くさったもん喰くっても平気なんだよ。はっはっはっ！　胃薬ここに置いておくから飲んでおくといいぞ」

　どっちみち最悪だ。田辺は思う。好きな子の前で、初めて言葉を交わしたその二時間後にトイレを懺悔室へと変えてしまったのだ。




　田辺が腹の中を完全に空っぽにしてトイレを出たのはそれからさらに二時間後だった。

　田辺は鏡に映るゲッソリとした顔を見ながら、洗面台で手を洗う。

　気のせいだろうか、鏡に映る姿はまるで半年前の自じ堕だ落らくな日々を送っていた時の姿にそっくりだ。目には疲れにも似た色が浮き、肩は下がり、全体的に精気がない。しかも気のせいかもしれないが、自分の背後にまた髪の長い女の影のようなものが見えるような……。

「お、ようやくシャバに戻ってきたか」

　店長だった。トイレの外はシャバなのか、意外と合っていると田辺は思う。

「すみません、なんか……初日からこんな……」

「いいっていいって。こっちのミスだし、それに……あ、ちょっと待て」

　彼はズボンのポケットから塩が入った袋を取り出し、それを田辺の肩にかけた。そして何やらブツブツと何かを唱となえると最後に「破はぁっ！」と気合いを入れて肩をバシッと叩いた。

「ふむ、こんなもんかな。実家で習ったのが今になって役に立つってのは皮肉なもんだ」

　意味のよくわからないことを店長は言って、笑った。

　それについて訊いてみると、彼はやや言いづらそうにしながらも口を開いてくれる。

「いやなに、オレって寺の子でさ。アニキは警察官になって逃げたんだけど、だからってオレも継つぎたくなかったわけ。んで、一か八かで株に手を出して……ガキの時誰もが一度は思うだろ？　あぁずっとゲームだけして金貰もらえないかなぁって。アレをついに実現したってわけよ」

「……あの、それと今になって役に立つってのが、イマイチよくわからないんですけど」

「ん〜、コレあんま言いたくないんだけどさ。……出るんだよ、最近。半年ぐらい前から急にこの店とかに、その、あちらさんがさ」

「……は？」

「だから最初に訊きいただろ、体は丈夫かって」

「……関係、あるんですか、それ」

「よく心と体は別物のように言われるけど、大抵はどちらかが不健康になるともう片方も影響を受けてダメになるからなぁ。体が丈夫なら、大抵心も丈夫なんだよ。ウチの実家の持論だけどな。だからさっき来ていた生意気盛りのクソガキどもは全然影響受けねぇんだわ、コレが」

「俺、もう、割と限界っぽいんですけど……」

「そうなんだよなぁ、ウチのバイトって大抵今の田辺君みたいになって、二〜三日でやめちまうんだよ。頑張っても一カ月とかな。あちらさんが出るようになってから長期バイトを続けているのは井ノ上ちゃんぐらいなもんさ。もう半年だ」

　気のせいか、今短い間に店長の口から半年というワードが二回ほど出てきた気がするが……それについて何か考えることさえ、今の田辺には億おつ劫くうだった。

　あせびにどんな顔をして会えばいいのだろう。田辺はそれだけが気になった。

「とりあえず、今日はあと三時間で閉店だからもう少しガンバレや」

　そう言って店長は一度二階に上がると、すぐに小型のまな板と果物ナイフを持って降りてきた。ほれ行くぞ、と彼の背中を押すようにして再び店内へ。すると昼間の小学生がガヤガヤと騒いでいたゲームショップとはまったく違う雰囲気の店がそこにあった。

　四つ並ぶモニターには仕事を早めに切り上げてきたらしいサラリーマンや、高校生、そしてやたらにボリュームのある金髪の眼鏡めがね美人、そして彼女と戦う井ノ上あせびの計八人が並んで黙々と格闘ゲームをプレイしていた。そしてそのプレイヤーの後ろでは同じような客層の人間が数名、腕を組んで、一言も喋しやべらずにモニターを見つめている。

　場の空気はやたらに硬く、緊張感が凄すさまじい。それは、かつて田辺が何となく行ってみた秋あき葉は原ばらのゲームセンターを彷ほう彿ふつとさせる妙な雰囲気だった。それもクレーンゲームやリズムゲーなどのフロアではなく、対戦格闘ゲームのフロアだ。そこは今のこの店内のように幾人もの男たちが腕を組んでゲームのモニターを見つめていた。まるで鍛きたえ上げられた本物のアスリートが他の選手の競技を見学している時のように目は真剣だが、どこか無表情に近い顔つきだった。

　その中で、唯ゆい一いつ違う表情をしているのは井ノ上あせび。彼女は相変わらず神から祝福されたような笑みを浮かべ、メトロノームのようにゆっくりと左右に頭を振っている。まるでリズムゲーをしているようだが……その手元はそんなリズムなど関係なく、親指が独立した生き物のようにゲームパッドを操作していた。ダダダッとマシンガンのようにボタンを押したかと思ったらピタリと手を止めたりするのに、彼女の左右へ頭を振る動きリズムは何も変わらない。

　田辺は呆あつ気けに取られた。彼はよろよろとカウンター奥に移動すると、そこで昼間と違うのは店内の客層だけではないことに気がつく。今月のお題のソフト名が変わっていたのだ。『ＤＣドリームキヤスト版カルドセプト　セカンド』とあったはずのところが『ＳＳセガサターン版ストリートファイターコレクションより、スーパーストリートファイターⅡＸ』となっていた。

　カウンターに寄りかかり、包丁で林りん檎ごの皮を剥むいていた店長に訊くと、これは夜の部なのだという。一九時に切り替えが行われ、昼の部の主な客層は小中学生、夜の部は高校生から社会人までとなっているらしい。確かにこの空気に昼間見た小学生を放り込むと戦意喪そう失しつしてしまうことは間違いないだろう。

　いくつかのモニターで勝敗が決したようだった。どうやら勝った方が抜けて、負けた方はそのまま残留して他のプレイヤーと戦う、というルールらしい。

　あせびは負け、金髪の若い女が勝ったようだ。彼女はカウンターに来ると店長と並んで寄りかかり、店長がカットしていた林檎を無造作に口に入れた。

「やっぱサターンのパッドなら著しや莪がちゃんも井ノ上ちゃんに勝てるんだな」

「まぁね、さすがにあのパッドには慣れ親しんでるから。でもさすがに他のハードだったらアタシでもアーケードスティック使わないと話になんないかな。間違っても３スリーＤデイーＯオーのスパⅡＸでパッドプレイとかは勘かん弁べん」

　店長に著莪と呼ばれた流りゆう暢ちような日本語を喋る金髪美人は、二人して笑った。田辺にはまったく何が面白いのかがわからなかった。３ＤＯというハードにさえ、田辺は触ったことがない。

「スタートボタン、一応はＰボタンだったか、あの小さなゴムのボタンがまさかの中パンチボタンだったもんなぁ。オレも初めてやった時はさすがに笑ったよ」

　また二人は笑い、著莪がチラリとメガネ越しに田辺を見た。

「新しい人？　アレ、店長、前の人は？」

「ん〜、よくわかんねぇんだけど、ウチで働くと不幸が次々に襲いかかってくるんで、やめます、だってさ。お払いしてやるって言ってももう怖くて店には顔出せないってよ」

「あ〜……なるほど」

　著莪は苦笑し、またチラリと田辺を見る。

「えっと、アタシは著莪あやめ。一応、常連かな。お宅は？」

「あ、えっと、田辺清吾です」

「清吾か。ふーん、お守りとかって持ってる？　持ってないよね、そうだよね」

　何やら意味深な顔で著莪は田辺を見てくる。どこかその目は哀あわれんでいるような……。

「あやめちゃんはやっぱりＳＳセガサターン系が強いよねぇ〜。かなわないよ〜」

　どうやらゲームに勝ったらしく、あせびがカウンターにやってきた。

「あせびは他が平均的に強いんだし、サターンぐらい譲ってくれたっていいじゃん。欲張るなって。佐さ藤とうも……あ、そうだ。明日ってあせび、行けるんだっけ？　佐藤んとこの文化祭」

「あ、忘れてた〜。店長、明日のあっちのバイトって、休んじゃダメかな〜？」

「明日かぁ。もうちょい早めに言えよなぁ、も〜。……うーん、午前中だけでも出てくれると助かるんだけど……あ、田辺君はどうだ？」

「はい？」

「明日の午前中だけでもいいんだ。店内をトーナメント用に模様替えするから、ちょっと手伝って欲しいんだよね」

　正直、今の田辺の体調を考えるとあと一二時間かそこらでどうこうできるような感じではなかったが……あせびに哀願するように上うわ目め遣づかいで「清吾くん、お願いだよぅ〜」と言われてしまっては、さすがに了解せざるを得なかった。

「ホント〜？　ワーイ、やったぁ〜！　ありがと〜ぅ。……あ、そうだ、はい、あやめちゃんのお土産みやげの林檎だよ。あっちの分あげちゃう、はい、あーん」

　そう言ってあせびはカットされた林檎の一つに、用意こそされていたものの誰も使わなかったフォークを刺して、田辺の口へと運んでくれる。ただ、身長差に加え、二人の間にはレジカウンターがあった。あせびは精一杯に背伸びをして、何とか食べさせようとしてくれる。

　田辺もさすがにこれには嬉しくなって少し前屈みで食べさせてもらう。口の中に冷たく冷えた林檎が入った……瞬間だった。

「あっ！」

　あせびの声とともに冷たい林檎が一瞬に喉のどの奥に差し込まれる。フォークと共に。

　田辺は反射的に仰のけ反ぞりつつ、後ずさった。慌あわてて口の中に指を入れ、喉の奥にその先端を感じさせるフォークをかろうじて摘つまみ、一気に口から引き抜く。

「痛いよ〜、足、ちょっとつっちゃったよぅ〜」

　カウンター前に倒れたあせびは泣きそうな顔でふくらはぎを押さえる。その様子を見たらカウンターを飛び越えて抱きしめに行きたくなるぐらいに愛らしいのだけれど……今し方、割と命に関わりかねない状況を経験した身では足が震えて動けなかった。

「あせび、大丈夫？　まったく、無理するから」

　著莪もしゃがんであせびの足を揉もむ。その際、不思議なことに、彼女の穿はいているジーンズの後ろポケットからわずかに煙が上がり始めたように見えるのは目の錯さつ覚かくだろうか。

　はぁはぁ、と荒い息のままフォークを手に田辺は今一度考えてみる。確か店長は半年前ぐらいからあちらさん――幽霊的なものが出るようになったと言っていた。そして、あせびが働きだしたのも半年前だと言っていた。そして著莪の先ほどのお守りについての質問……。

　総合して考えるとまるであせびは……。いや、そんなはずはあるわけがない。井ノ上あせびは天使、こんなにも素敵な人をそんなふうに疑ってはいけない。

　田辺はそう思うが、しかし、手に持つフォークが彼の胸に宿った不安をかき立て、妙に嫌な感じがした。フォークを抜く際に、林檎がそのまま胃に落ちていったせいかもしれない。

「あやめちゃん、ありがとう。もう、大丈夫だよ〜。……よいしょっと」

「井ノ上ちゃん、今日はもうあがっていいよ。明日遊びに行くんだろ、ゆっくり風ふ呂ろに入って、足を揉んだりしな」

「え〜いいの〜？　ワーイ、店長ありがとう〜！　それじゃまな板とか片づけたら帰るね〜」

　あせびがまな板の上に林檎の皮やフォーク、包丁などを載せると店の奥へと向かっていく。そのタイミングで田辺は恐らく事実を知っているであろう著莪に、あせびについて問いかけた。

「あ〜、勘かんづいたか〜。……そう、あせびって、その、ちょっとかわいそうな子なんだよ。ついでにちょっと、そのお裾すそ分わけが周りの人にいったりも、ね……。店長は何かお寺の息子だか何だかしんないけど、あせびからの不幸を無意識にはね除のけてるからいいんだけど、バイトの人はちょ〜っと、用心した方がいいかも」

　田辺は全身にネットリとした嫌な汗が噴き出てきたのを感じる。そんなバカな、と考える冷静な田辺もいたが、やっぱり、と焦あせる田辺もいる。

　さすがに今のは怖かった。幾度となく「死にてぇ」とは呟いてはいたが、本当に死にたいわけじゃなかった。むしろ死にたくはない。生きたかった。たとえ親のスネかじりだろうが何だろうが、死ぬよりは絶対にマシだ。

　今のはまだ、うまく仰のけ反ぞったから良かったものの、もしそのままフォークの先が喉の奥に突き刺さっていたりしたら……。しかも、仰け反ったのにフォークの先端が喉の奥にまで到達していたのだ。つまり……ヘタをしたら今の一撃で喉の奥を突き破って脳のう髄ずいに到達していた可能性も否定できない。

　田辺は再び呼吸が乱れてきて、足の震えが酷ひどくなった。

　……しかし、まだ、わからない。たまたまという可能性も否定できないのだ。たとえ半年前、あせびがバイトを始めたのと同時期に幽霊が出始めたり、彼女が注いでくれた牛乳によりトイレを懺ざん悔げ室しつへと変えたり、彼女にあーん、としてもらったら喉の奥にフォークを突き刺されそうになったりしたのも、全て偶然の可能性が……ないわけではない。

　とりあえず家に帰ったら落ち着いて考えてみよう。明日もバイトに来る羽目になったが、あせびは朝から著莪と遊びに行くようだから接触することはないだろう。大丈夫だ。

　ふと、井ノ上あせびに会うためにここに来たはずなのに、会えないことで安心している自分は何かおかしいような気がする。頭では〝まさか〟と思っているが、体は正直である。多分、またさっきのような、あせびの――

「あっ！」

　あせびの声。田辺の全身が硬直した。そして時間が引き延ばされるような感覚の中、田辺の頭は考える。あせびのその声は遠い、大丈夫だ。そう判断した。

　彼の目は声を出したあせびの姿を探す。店の奥に、いた。小さな背中。足がやっぱり本調子じゃないのか、つんのめったようにして、転倒しそうになっている。両手でまな板を持ったまま、それを上に放り投げるように……林檎の皮やフォークを辺りに撒まき散らすように……。

　田辺の目はアレを探す。恐らくこの場において、最もヤバイであろう、アレ。……見つからない。ない。どうして？

　あせびが床にヘッドスライディングするように転倒。林檎の皮が彼女の頭に降りかかった時、田辺の目に光が差し込んだ。何だ？　そう思いながらその光の方を見る。天井付近、照明の光。

　――あった。最もヤバイ、アレが。

　著莪と店長は倒れたあせびの方へ足を踏み出す。代わりに天井を見上げる田辺は腰を抜かして、床に倒れ行く。田辺の視界は天井ギリギリで回転しながら綺麗な弧こを描いて、彼に迫り来る果物ナイフをはっきりと捉とらえていた。

　田辺は尻しり餅もちをつく。風切り音を響かせてナイフが迫る。彼はそのまま背中も床につけて完全に倒れた。目前にまで迫る、ナイフ。柄。刃。柄。刃。柄……そして、刃。

　何故……こんなことになったのか。一体どこで道を踏み外したのか。少なくともこれまでは最悪な日々もあったが、命の危険などはこれっぽっちもなかった。それなのに、何故……。

　田辺は声にならない絶叫を上げる。死にたくない。まだ――死にたくない！

　ザクッ。そんな音が聞こえた。

　……どうなった……？　わからない。

「痛いよ〜。転んじゃったよ〜」

　スローモーションのような時間が唐とう突とつに終わった。あせびの声を聞きつつ、田辺は必死に今の状況を理解しようと努めた。視界の端には、かすかに果物ナイフの柄が見える。恐る恐る指先を這はわせてみると……うなじにピッタリと沿うように、床に果物ナイフが突き刺さっていた。

「あせび、大丈夫？　あ〜、林檎の皮が……ったく。ほら、立てる？」

　田辺は首を捻ひねってナイフから離れると、首スジを手で撫でる。かすかに傷があった。手を見れば、血。薄皮一枚、切り裂かれていた。あと一〜二センチずれていたら……頸けい動どう脈みやくである。

　しかし……生きている。生きているのだ！　田辺の体を、得も言われぬ安あん堵ど感かん……そして、充足感が満たす。鼓動が際限なく高まっていく。

「まな板とかは片づけておくから。あせびちゃんたちはもう、今日は帰ってやすみな」

「店長〜、散らかしてごめんなさい〜」

「気にすんなって。それじゃ、ほら、鞄かばん」

「ありがとう、店長。それじゃ明後日あさつて〜。お店のみんなも、バイバ〜イ。……あれぇ？　清吾くんがいない……あ、またトイレなのかな。店長、よろく言っておいてね〜、それじゃ〜」

　自動ドアが開く音がして、二人が出ていく足音。バイクらしきエンジン音がすると、一気に遠ざかっていく。田辺はそれをレジカウンターで、寝転がったままただただ聞いていた。

「……あれ？　おかしいな、包丁、どこいった……？」

　田辺は荒くなっていた息を整えつつ、立ち上がった。床から果物ナイフを抜いてカウンターに置くと店長を呼ぶ。

「おぉ、そこにあったか。スゲー飛ばしたな、アイツ」

「店長」田辺は息を大きく吸い、そして言い放つ。「やめさせていただきます！」

　はっきりと、彼は言った。少しの未練も、後悔も、迷いすらなく全力で言い切った。

「俺はまだ、死にたくありません！」

　そして彼は借りていた店のエプロンを投げ捨て、カウンターを出る。

「お、おい、田辺君……？」

　店長が呼び止めようとしているが、そんなものでは歩み行く田辺は止められない。

　自動ドアを抜け、夜空の下へ。汗ばんだ肌に秋風が心地よい。

　彼は歩きだす。半年前のようにトボトボと仕方なく、というような歩き方はしない。

　自らの意志でもって歩いた。何せ、生きているのだ。

　一歩踏み出すごとに高こう揚よう感かんが高まっていく。気がつけば田辺は走っていた。

　生きている、ただそれが嬉しかった。それが楽しかった。それが、幸せだった。

　田辺は思う。井ノ上あせびはやはり天使だったのかもしれない。ただ、ちょっと思っていたのと違って、やや堕だ天てん使しの側がわだったのかもしれないが、それでも天使だ。

　正直二度とあんな恐怖体験はしたくないので、丸まる富とみ大学に行く気は完全に失せたが……恐らくそこで学べる以上のことを田辺は今日学んだ。

　生きていることは、こんなにも素晴らしい。それを教えてもらった。

　過去の自分に教えてやりたい。もし父親に「何にもしなくても腹は減るんだな」と言われたら胸を張ってこう答えればいいのだ。――生きているからね、と。

　生きることは恥ずかしいことじゃない。素晴らしいこと。それを誰が否定できるというのか。

　田辺には何だか未来が開けたような気がした。全てが黄金色に輝いているような気すらした。もう明日が怖くない。今日という日を後悔しない。明日も生きているだけで、幸せなのだ。今日を生きられただけでも、幸福だ。今の田辺清吾には、そう思えた。大学入試を直滑降で滑りきったとしても、浪人をこじらせていたとしても、そんなものは大したことじゃない。生き死には関かかわらない。些さ細さいなことなのだ。一度死にかかった人間は強いのだ。

　テンションがマックスまで上がりきった田辺は、走りながら両手を空に突き上げ、腹の底から雄お叫たけびを上げた。

「今日から俺の人生、第三幕だああぁあぁ――――――――――!!」

　世界中から自分は祝福されている、そんな気がした。

　気がつけば上着を脱ぎ捨てて半裸で走っていた。風を浴びる。最高に気持ちが良かっ――。




　それから二時間後、田辺清吾は変質者として警察に取り押さえられ、そのことで世せ間けん体ていを気にした予備校は彼を退学処分とした。

　そうして彼の人生第四幕、二度目のニート生活が幕を開けたのだった。
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　　　「えっ！」





槍水仙











※当作は槍やり水ずい仙せんが一年生の春の出来事です。




　部室棟の最上階である五階には階段で行くしかない。普段はほとんど運動をしない槍やり水ずい仙せんからすると、割と大変だ。登り切った時には疲れて、毎回ため息が出るのだが、今日は違った。

　薄手のコートの裾すそを揺らす《魔導士ウイザード》こと二年の金かね城しろ優ゆうの背中を押すようにして、槍水は上機嫌に階段を昇っていく。早く部室に行って手から提さがる半額弁当に箸はしを伸ばしたかった。

　最近獲とれていなかったこともあるが、それと同じぐらいに金城と同じ半額弁当を手にしたことが何だか無性に嬉うれしかった。違う弁当を獲って、分け合ったり、味見し合ったりするのも楽しいが、今日のラインナップから名うてとされる金城と同じ弁当を自分が選び、そして強敵たちを下して手にしたことはそれはそれで気分が良い。

　先輩、早く。そんなことを言って槍水はついには金城を追い越す。いつも履はいている彼女のブーツがゴツイ見た目とは裏腹に軽やかな足音を立て、スカートが踊り場で揺れた。

　五階の端にある５０２と番号の振られた部屋。それが、彼女らの所属する半額弁当を求め続ける者たちが集つどうＨＰハーフプライサー部だ。

　鍵かぎを開けて部室内に入ると、槍水は部屋の中央に堂々と鎮ちん座ざする大きな円卓に弁当を置き、冷蔵庫から麦茶を出す。今日は他の部員たちは学校行事の準備やアルバイト等で来られないと聞いていたので、用意したコップは二つだけだ。

「落ち着けよ、仙。慌あわてなくても弁当は逃げやしないさ」

　部室に入るなり金城は笑うように言った。槍水はほんのりと恥ずかしさを覚えながらも、彼が持っていたレジ袋を受け取ると、早速中から弁当を取り出して電子レンジに入れて温めを開始する。それが終われば次は自分の分。その間に金城は大きな窓を開け、夜風を部屋に入れるとともに麦茶を注いでくれた。

　温めた弁当を手に、槍水たちは窓まど際ぎわの席につく。火傷やけどしそうなほど熱くなった包装を解き、蓋ふたを開ける。白い湯気とともにあのたまらない匂においが部室を満たし、二人の胃袋を刺激した。

　弁当はボタン電池を巨大化させたような形の容器の上下二段構成。下はパセリがふりかかったライスが占め、おかずはその上にまとまっているので、開けた蓋を鍋なべ敷しきのようにして、その上におかずの容器を置いた。こうしてみると二つの円形の皿に料理が盛られているように見え、メニューが洋食ということもあり、何だか普通の弁当より豪華な印象だ。

　槍水たちの手は吸い寄せられるように割わり箸ばしを持った。

「「いただきます！」」

　二人の声が部屋に響き渡る。二人の今日の夕ゆう餉げは『エビフライ＆カレーハンバーグ弁当』。ハンバーグカレーではなく、カレーソースのかかったハンバーグの弁当だ。それはカレーとして考えれば量は少ないが、ソースとしては多め。その上に贅ぜい沢たくにも大きなエビフライが横たわり、その脇わきには茹ゆでられたブロッコリー、ニンジン、焼き色のついたジャガイモがメイン料理を飾るように並べられ、少量のナポリタンが区分けされて盛られていた。

　槍水の箸先は自然と匂いに誘われ、カレーソースのかかったハンバーグへと向かう。箸の先でぷっくりと膨ふくらんだハンバーグを切ると〝プッ〟と肉汁が溢あふれ、カレーソースの上を流れる。

　そのソースは、あくまでただのカレーではなく、ソースであることを前提としているためか、やや固めで、色合いも濃く、槍水の好奇心を刺激した。どんな味なのだろう？

　それをたっぷり絡からめて口へ入れれば、肉の風味よりも先にまずスパイシーさが来た。

　普通のカレーと違い、コクや甘みは抑おさえめで、程良い辛からさでやや塩っ気も強い。しかしソースの中に入れられた大きめカットの玉ねぎを噛かめば甘く、ハンバーグの肉の旨うま味みや脂あぶらの甘みが合わされば高いレベルで調和する。それは空すきっ腹ぱらでの一口目としては強烈だ。槍水は頬ほおを膨らませるほどご飯を掻かき込み、文字通り幸せを噛みしめた。

　普通のカレーの上にハンバーグを載のせただけのものは、カレーが強く、ハンバーグの特性を活いかし切れない印象になりがちだが、ハンバーグにウェイトがある今回のものはおかずとして最高だし、箸でも食べやすい。弁当でハンバーグカレーだと、付属のプラスチックの先割れスプーンであってもハンバーグは食べづらく、無理にカットしようとするとハンバーグの下のご飯がべちゃっとなって、ちょっと悲しかったりするものだ。

「うん、おいしい。これを選んで良かった」

　槍水が笑顔を隣に向けると、金城がエビフライに齧かじりつきながら、無言で微笑ほほえんで見つめ返してくる。何となく自分の仕草が子供っぽい気がして、恥ずかしくなった槍水はエビフライを忘れていたというようなリアクションをして、顔を逸そらした。

　エビフライを食べる。さすがに三分の一ほどがカレーソースに浸かっていたせいもあり、サクッという印象はなくなっていたが、それはそれでカレーソースが浸しみていて、うまい。

　衣ころもは厚めだが、同様に身も肉厚でチープさのない、ちゃんとしたエビフライだった。タルタルソースがおまけでついていたら味のバリエーションが増えて良かったかなとふと思ったが、さすがにそれは贅沢過ぎか、とすぐに思い直す。

　最後に槍水は尻尾しつぽの殻からの前でフライを噛みきった。すぐにしまった、と思ったがもう遅い。槍水は口にしていたエビの尻尾を箸で摘つまんで、躊躇ためらいがちに弁当容器の隅に置いた。金城と二人っきりで食事をとったのはまだ数回しかないせいか、ちょっとそうするのが恥ずかしい。マナー的に正しいかわからないが、先に箸でカットしてから食べるべきだったかもしれない。

　槍水はチラリと横目で彼の様子を窺うかがうのだが……そこで奇妙な光景を目撃した。

　先程金城はエビフライを口にしていた。それは間違いない。しかし、彼の弁当容器にはどこにもエビの尻尾がないのだ。

　怪け訝げんな顔をしていたのか、金城が気づき、槍水と彼女の手元の弁当に目を向けてくる。そして、彼もまた同じ顔をした。

「先輩、エビの尻尾……」

「食べないのか？」

　え？　と、槍水が口にすれば、金城もまた　え？　とオウム返しする。そして二人は箸を手にしたまま、しばし見つめ合い、お互いが何を言っているのかを理解しようと努めた。

　しばしの沈黙の後「……あー」とまた二人は同じ声を漏もらす。何とか相手の意図を理解したものの、今度は何と言っていいのかわからない。何とはなしに二人とも視線を外し合い、今一度弁当を食べ始めた。無論、その間に必死に言葉を探す。

「……その、先輩。そんなにお腹なかが空すいていた、ということですか」

「いや、普通食べるだろう。味が凝ぎよう縮しゆくされたような箇所で、うまい」

「いえ、普通は食べずに残すものじゃ……。だって、お寿司のエビを尻尾まで食べますか？」

「さすがにそれは食べないが、それは生だからだ。エビ天やエビフライの尻尾なら食べるのが常識だろう。茹ゆでたエビは悩むところだが、焼き物や揚げ物は食べる。特にエビの殻は揚げることでその風味が開花する」

　言われて槍水は思い出してみるが、今まで出会った人の中で尻尾まで食べる人はどれだけいただろう。というか、食べないのが当たり前としてきたのだから、少なくとも親や妹などの身内は全員残していたはずだ。

「殻を残すならエビの素す揚あげは、お前どうするんだ？　まさかわざわざ剥むいて食べるのか？」

「素揚げは食べますが……」

「だったら、同じじゃないか」

「いえ、でも……普通、残すはずでは？　口の中に殻の破片が残る」

「わからない奴だな。普通は食べる。よく考えろ、仙。エビの香ばしい風味は実質的に殻が担になっているんだぞ。それをわざわざ捨てるというのか」

　いつもなら「先輩がそう言うのならそうなのか」と受け入れてしまうところだが、さすがに今回ばかりは違う気がして槍水は抵抗を示した。

「だったら何故エビフライは殻を剥いて揚げているんですか？　殻がおいしいというのなら剥かずに調理すればいい」

　うっ、と一瞬金城がひるむ。槍水が心の中でガッツポーズを取るも、反撃はすぐに来た。

「殻がついたまま揚げると丸まってしまうから、剥いて、伸ばす必要がある。エビフライは元々日本生まれの洋食だとされているし、見た目を重んじたのかもしれない。それにない方が食べやすいという理由もあるかもしれないな。身を楽しんだ後、最後に海老の風味たっぷりの尻尾を……いや、だったら槍水はそもそも何故尻尾だけは付いていると思っているんだ？」

「飾り。なかったら何かわからないかもしれないし、それこそ見た目を重んじたのでは？」

　両者一歩も退かず、ムムム……と、二人は箸を手にしたまま睨にらみ合う。部室内に微妙な緊張感が漂う中、お互い次の一手を模も索さくしながら、とりあえず弁当を食べ進める。

　先に手を思いついたのは槍水だ。

「先輩、魚の骨は食べませんよね？　つまりそういうことではないかと」

「ふむ。しかし、それは喉に刺さったりして危ないからだ。ニシンのような柔らかい魚の骨なら食べる。カルシウム等の栄養もあるし、エビの殻ならさらにキチンという動物性食物繊維や殻の赤色の由来である成分アスタキサンチンには強力な抗酸化作用まであって、健康に良しとされている」

「尻尾程度の量じゃ、そんなに効果はないと思うんですが」

　金城は言葉に詰まったのか、ブロッコリーで口を塞ふさいだ。そんな様子に槍水は勝った、と確信する。あの魔導士ウイザードから一本取ったのだ。槍水は顔に浮き出てきそうになる笑みを必死に押さえ込んだ。

　しかしそんな彼女に隙すきがあったのかもしれない。一気にここで畳たたみかければ良かったと、直後に思うことになるのだった。

　弁当を食べ終えた金城はゆっくりと箸を置くと、静かに息を吐き、同じく食べ終えた槍水に顔を向けた。

「仙、〝かっぱえびせん〟は好きだな？　……知っているか、あれには頭から尻尾まで殻ごと全てを使う。それはエビの風味を余すところなく活かすためだ」

　今度言葉に詰まったのは槍水の方だ。まるで胸を突き刺されたかのような衝撃だった。

　子供の頃から食べ馴な染じんできた名菓はエビのおいしさがあってこそ。そのためには殻が必要だった……その事実が槍水を一発で劣勢にした。金城の追撃が続く。

「それにお前が好きなどん兵衛のそばに入っている天ぷらにだって小エビがそのまま入っているだろう。それだってエビのおいしさを活かすためなんじゃないのか？」

　そうだ、あれは剥きエビではなく、小エビ丸ごと。薄い黄金色に赤色の小エビの彩り、何よりサクサクとした天ぷらの中で際立つ香ばしさがたまらない。

　ずるい、そんな大手メーカーの、しかも二つとも自分の好きな物で攻めてくるなんて。そう思うが、それを口にしたら完全に負けだと思い、槍水は何とか反論の言葉を紡つむぐ。

「そ、それはあくまで小エビだからであって、エビフライの尻尾から論点がズレて……」

「そうかもしれない。だが、エビの殻はおいしいということは認めるわけだな？」

　さすがにこれには窮きゆうした。頷うなずけばこの後はなしくずしに負ける、しかし頷かなければ自分の大好きなものを否定してしまう気がする。

　槍水は俯き、押し黙るほかなかった。実質的に敗北と同義の沈黙である。

　勝者の余裕からか、金城は優しげに微笑ほほえみ、槍水の頭を撫なでた。

「さぁ、仙。ごちそうさまはまだだ。その残った尻尾を――」

「……あ、遅れちゃったか……残念」

　囁ささやきのような、そのくせして耳に滑り込んでくるようにはっきりと聞こえる不思議な声。はっとして顔を上げると、いつの間にか、音もなく部室の扉を開けて女性が入室していた。

　長い黒髪と大きな眼鏡めがねをかけた、三年の烏う頭ずみことだ。

「何だ、今日は来ないと聞いていましたが」

「うん……友達と遊んでたんだけど、ちょっと早めに解散になったから。それでこうして、スーパーに。優君たちと一緒に食べられるかなって……思ったんだけど」

　彼女はレジ袋を掲かかげてみせた。丼どんぶり系の弁当容器のようだ。

　烏頭と金城の会話を、槍水はため息とともに聞いていた。尻尾のことは有う耶や無む耶やになったんだか、有耶無耶にしてくれたんだかわからないが、彼女の心にはしっかりと敗北感が残った。尻尾は食べるべきものなのか。

　次からは食べる……少なくとも金城と食べる時ぐらいは、そうするしかない。

　くそぅ、と槍水は呟つぶやきそうになるが、ふと鼻先がある匂においを嗅かぎ取って、口を閉じて言葉を呑み込んだ。出所は烏頭の弁当が回る、電子レンジ。漂うのは揚げ物の匂い。

「それでさ……今日は天丼のお弁当なんだ」

　烏頭の言葉に、槍水は希望を見た。さっきからずっと頭の上に置かれていた金城の手を払う。

　金城と目が合うと、言葉ではなく、瞳で気持ちを伝えた。

　勝負はまだ、終わっていない。

「それじゃ、一人で……いただきます」

　烏頭が天丼弁当の蓋を開ける。そこには当然、尻尾を持ったエビ天がある。

　金城もまた察したようだ。ここで烏頭が尻尾を残せば、理は金城にあろうとも数の有利を槍水は手にする。それは大きな武器となるだろう。

「え？　……な、なに。優君も、仙も……そんなに私を見つめて……食べづらいよ」

　気にするな、そうです先輩早く食べてください、二人は口々に言って、喰くい入るように烏頭を見つめた。これにはさすがに烏頭とて困惑するが、二人の顔を交互に見やりながらゆっくりと箸を進めていく。そして、いよいよ彼女はエビ天に齧かじりついた。

　もぐもぐ烏頭の口が動き、尻尾が近づく。まさに勝負の一瞬、槍水は息を呑のんだ。

　エビはどんどん彼女の口の中へ入っていき、残すは尻尾のみだ。

　――パキッ。軽やかながら、槍水の心までもへし折るような音が烏頭の口から漏れた。

　尻尾の殻を、烏頭の前歯が噛かみ砕いたのだ。金城がガッツポーズのように拳を握りしめるのを視界の端で捉とらえながら、槍水は脱力して椅子の背もたれに体を預けた。

　……負けた、完全に。そう思った直後だった。烏頭の箸先が彼女の口元に向かう。そして、唇からちょこっとだけはみ出ていた尻尾が、摘つままれ、そして弁当の蓋の上に廃棄されたのだ。

「「なに――――――――!?」」

　椅子を後ろへ突き飛ばす勢いで、槍水と金城が前のめりに立ち上がる。ビクっと烏頭はおののきながら「え、な、なに、なに？」と慌あわてふためいた。

「バカな、あなたは今尻尾を食べたはずだ！　何故!?」

「烏頭先輩、それは誤って殻まで噛んでしまった、つまりはそういうことですよね!?」

　口元にご飯粒をくっつけたまま、二人に圧倒された烏頭はしばしポカーンとした後、説明を求めた。金城がこれまでの経いき緯さつを話すのだが……。

「それで……私を凝ぎよう視ししていたってわけ、か」

「先輩、食べないですよね？　それが、普通ですよね？」

「あなたならわかっているはずだ。エビの殻や尻尾の栄養やそのおいしさを！」

　円卓に両手をついて鼻息荒く責め立てる二人に対し、烏頭は箸先を咥くわえたまま、きょとんとして、答える。

「私は……身の詰まった部分は食べて、尻尾の先は残すけど」

　一瞬時間が止まったような沈黙の後、金城と槍水の声がハモる。

　――中途半端、と。

「えー、なに、それ……。それに、何か二人の息が合ってるのがムカツクなぁ……」

「そこまで食べるのなら全部食べるべきだ。何故そんな……」

「どうしてそんな小さな身のために、一部とはいえ口に残る殻まで……」

　そして二人は、理解できない、とまた声をハモらせた。

「ちょっ、ちょっと待って……。何か、私だけ悪者みたいで、ちょっとヤダ。だって……身があるんだよ、食べるよ、普通。中途半端っていうなら仙だってちょっとだけ身を残すのは中途半端だし、優君の方も尻尾の先なんて……魚の骨みたいなもので」

「魚の骨のくだりはすでに終わりました」

　え〜……、と烏頭は不満の声を漏らすも、彼女は負けじとすぐに二人に反論を繰り出していく。それを槍水は弾き飛ばし、持論を語るが、即座に金城が否定し、尻尾の素晴らしさを語る。そこに今度は烏頭と槍水が、ありえない、と声を揃えた。

　何だか、長い夜になりそうだ。

　加熱していく討論の最中、三人は頭の片隅でそう思っていた。







７章　男子寮と従姉とバレンタインデー












　　　「うぉお〜……」





佐藤洋











※当作は『ベン・トー７　真・和風ロールキャベツ弁当２８０円』の数日前の出来事です。




　僕、佐さ藤とう洋ようにとって土曜の夜はもっとも時間の自由が利きく。ＨＰハーフプライサー同好会の活動も基本的にはないし、当然翌日は日曜だから多少の夜更かしもできる。

　だから自然と土曜の夜は寮の友人らと時間を共にすることが多く、今こ宵よいもまた僕は二つ隣の矢や部べ君の部屋を訪おとなっていた。彼の部屋は角にあるおかげで、他の部屋よりも若じやつ干かん造りが広いために、みんなのたまり場的に活用されることが多いのだ。

　僕が矢部君の部屋に入ると、すでに今宵の集つどいの主しゆ宰さいである内うち本もと君と、僕同様、暇ひまそうにしていたために徴集された神かん田だ君が揃そろっていた。

　僕らは部屋の中央に置かれているちゃぶ台を中心に、車座になる。

　矢部君の部屋はベッド、テレビ、備え付けのクローゼット、小物置き兼本棚になっているメタルラック、そして部屋主の矢部君がせっせとクリックするだけのゲームをしているパソコンとそのデスク。そしてそれら全体にはホコリがかぶっていて……まぁ、要は典型的な男の子部屋であり、ここに最近太ってきたと三カ月ぐらい前から言い続けている神田君と小太りの内本君、筋肉質だけど妙に細い矢部君という……ホント、絵に描いたように残念な男子学生の日常が隠しようがないぐらい堂々と展開されていた。部屋の片隅に男性向けヘアカタログやらファッション誌が転がっていたりするものの、矢部君は入学当初から変わらずにスポーツ刈りだったり、彼が「あるロシア系専門アダルトサイトの秘蔵動画が見たいが会員費二〇〇〇円は高すぎる」とか日頃から口にしているのを知っている身からすると、それら雑誌はこの部屋にとって何の清涼剤にもなりはせず、むしろ逆に残念さ加減を強める珠しゆ玉ぎよくのアクセントと化していた。

「おぅし、これで全員だな。ヤベッチ、もうギャルゲはやめて、こっちへ来いって」

　ややたるんでいる頬ほおを綻ほころばせ、内本君は眼鏡めがねを掛け直す。矢部君は渋々というようにゲームをセーブして、僕らと同じように座についた。

「今宵お前たちに集まってもらったのは他でもない。実は、とある有志による懇こん親しん会かいっつぅかキャンプが来週行われるんだが、その時に余よ興きようっつぅか、ゲームをしようと思うんだけど、それの予行演習をしてもらいたくってな。あ、佐藤は参加しないんだっけ？」

　……あぁ、僕に確認してきたってことは、あの集団か。『Ｍの兄弟』とかいう、アレだ。

「するかよ、んなもん。前々から言っているけど、僕は――」

「ＯＫ、用があるならしょうがないな。そんじゃ、ちょっと準備してくる」

　ナチュラルに僕の言葉を遮さえぎって内本君は部屋を出ていくと、寮の各階に設もうけられている調理場の方へ行ったようだった。数分の後、魔女の秘薬みたいにグツグツと煮えたぎったドス黒い液体の入った土ど鍋なべと、マグカップを持って戻ってきた。この匂においは……コーヒーかな？

「ルールは簡単。クソ熱いコーヒーを先に飲み干した奴やつが優勝な」

　実に微妙なものに呼ばれたな、と僕や神田君は顔を見合わせ、こんなものに予行演習なんか必要ないだろ、と矢部君がもっともなことを口にするが、内本君は躊躇ためらう様子もない。

　彼はそのたるんだ顔に不敵な笑みを浮かべながら、ちゃぶ台に四つのマグカップを並べ、それにオタマを使ってなみなみとコーヒーを注ぐ。

「いいか、ルールは簡単だが、他の奴に勝つためにはイジメていただきたい方を可能な限りリアルに想像し、その方から頂ちよう戴だいしたありがたいコーヒーだと思って口にするのがベストだ……と、思う。本番ではここでイメージする御方の名前と、シチュエーションを各自に話してもらって、みんなで想像して興奮した上でスタートしようと思うんだが……ま、今はいい」

　まぁ僕は猫舌というわけでもないし、この程度のゲーム、そこそこいけ――。

「よしっ、それじゃ始めるぞ。一応時間も計はかるからな。……じゃ、お前らこれを」

　内本君のポケットから取り出されたのは……ストローだった。神田君と矢部君は意味がわからずに困惑していたが〝とある有志〟がＭの兄弟であることを察していた僕は、これから行われるであろう凄せい惨さんな光景を予感して固まった。……そして、案あんの定じよう……。

「よぅしそれじゃ……スタートだ！」

　パァンと、内本君は手を叩たたくと、颯さつ爽そうとそのストローを熱々のコーヒーの中に差し込んだ。

「し、白しら梅うめ様、ありがとうございます！　いただきまっツァアァッァアッァァァァアア!!　ぽふぅ、あ、ありがとうございます！　アッツウァアァア!!　ほわああぁぁあああさほおおおおおおお!!　さ、最高においしちェゥツァアァァアアァア!!　ほぉおぉおおぉぉ!!」

　……まぁ、何て言ったらいいかわかんないんだけどさ。マキシマムなテンションで気き色しよく悪い笑みを浮かべた小太りがストローで一口コーヒー吸う度たびに、釣り上げたカジキマグロみたいに床の上をのたうち回る光景って、見ていて結構キツイよね。

　さすがにそんな狂気ＭＡＸなゲームに、後追いで参戦するチャレンジ精神などすでに微み塵じんもなくなった僕ら三人は、内本君の口内の火傷やけどが深刻さを増していくのを黙って見ていたんだけど、これがなかなか終わらない。まぁ熱々のコーヒーをストローでマグカップ一杯飲んでるので当然といえば当然なんだけど、飲み干さなくても途中で内本君が諦あきらめるかな、と思っていたのが甘かった。彼は一心不乱にコーヒーを飲み続けるばかりで、結局最後の一滴まで飲み干すまで頑張ったのだ。

　いやぁ、もう終わったら終わったで今度は内本君のボディがヤバイことになっていた。熱さに悶もだえてかきむしった髪の毛はボッサボサだわ、全力でのたうち回っていたせいで汗だくだわ、途中で服の上にこぼしたコーヒーの熱さから逃れるために半裸になっているわ、目は虚うつろだわ……うん、何て言うか、部屋に一人だけサウナから出てきた中年のオッサンがいるような、わけのわからない状況だった。

「ハァハァ……どうした、みんな？」

　荒い息で内本君が言うんだけど、生あい憎にくと今の彼に応こたえるべき言葉を僕たちは持っていない。ただゴミを見るような目で見つつ、普通にマグカップからコーヒーをすするのみだった。

「何だよ、お前ら。こんなことでビビっててどうすんだよ。そんなだから日本はダメになるんだ。最近の若者は積極性が足りないな、マジで。イジメていただくのを待つだけでなく、自分から進んでイジメていただきにだな……」

　まぁ、内本君なので今更どうこう言う気もなく、矢部君はギャルゲに戻り、僕と神田君は適当にドＭの熱弁を延々と聞き流す作業に入った。しかし、内本君があることを口にした時だけはさすがに気になり、僕と神田君は怪け訝げんな顔をする。

「そんなんだから韓かん国こくに後おくれをとっちまうんだよ！」

「……何だよ、それ」

　神田君が訊くと内本君は、胡座あぐらをかいていた己おのれの膝ひざをペチンと叩く。

「おうおう、よく聞いてくれた。実は今度の懇親会で行う個人発表の論文部門にそれに関してエントリーしてんだよ！　いやぁ、韓国は進んでるぜ？　アイツ等全員真性のドＭじゃね??　マジハンパねぇよ!!」

　……いやぁ、なんつぅか、サラッと場の空気が重くなったね。マジで。軽快なクリック音を響かせていた矢部君の左手がピタリと止まったもの。この手の発言が許されるのはすでに神々の領域に達している江え頭がしら２：50さんぐらいなものだ。

「落ち着け、サラッと国際問題のトリガーを引くな。一体何を言っているんだ……？」

　神田君がマグカップを置きながら言うと、僕もそれに続ける。

「あ、あぁ、あれか、韓国の海兵隊のことか。ベトナム戦争時、彼らの戦果は米軍の三倍前後もあって、ジャングル戦の実力はマジハンパねぇってウチの爺じいさんがよく言っていたけど」

「そんなつまんないもんじゃないって。このストローのゲームの案だって韓国をリスペクトしたんだぜ？　追いつけ追い越せってさ」

　内本君曰いわく、韓国のカフェではホットドリンクであってもストローがついてくるのだという。あのスター何とかっていう日本でもお馴な染じみのカフェの韓国支店もそうであり、これは即すなわちそこで好みのイジメていただきたい方から受け取ることによって、火傷という名の快楽を以下略。

「まぁ確かに国民全員ってのは言い過ぎか。訂正しよう。カフェに行く若者は全員が――！」

「いや、それだけで十分ヤバイ。っつぅかそもそもストロー使うとか危険なマネするわけねぇって。火傷するだろう。バカでもわかる」

「おいおい、神田、オレの言葉を信じろって。ヤベッチ、検けん索さくしてみな。オレの言葉が真実だってわかるはずだ」

　内本君以外の僕ら全員が「何をバカな」と呆あきれるのだが……。

「うぉ！　神田、佐藤、コイツはマジだ！　マジであの国はストローがついてくるっぽい！」

　矢部君が声を上げた瞬間、僕たちは「なっなんだってェえ――!?」と声を上げた。

「だから言っただろ。あの国でカフェに行く若者は全員が真性のド――」

「佐藤、矢部、話題を変えるぞ!!　このままだと俺たちの身が危ない！　消されかねん！」

　何故消されるのか純朴な僕にはわからないが、神田君は颯さつ爽そうとドイツの偉大なる哲学者イマヌエル・カント及び彼の著書である『純粋理性批判』について語りだす。が、いかんせん、他のメンツはその話題についていけない。哲学系の話といえば漫画やアニメで呆あきれるほど使い古された『コギトの命題』の基本概要ぐらいなもので、カントといえば名前こそ有名で、テストにも時折登場するが、その中身となると一般的な日本の高校生にはキツイものがあった。

　何故いきなりストローからこんなぶっ飛んだ話を始めたのか。語り手の神田君の真意は定かではないが、可能な限りヤバイ話題から離れようとした――即ち、話題のコペルニクス的転回を行おうとしたがためにその単語を遡さかのぼる形で提言者のイマヌエル・カントへと結びついたのかもしれないが、そこで微み塵じんの停滞もなくややっこしい彼の著書について語れるこの男の隠れたスペックに僕は脅きよう威いを覚えた。……が、その話には興味が持てなかったので彼の軽快なトークをＢＧＭに、僕は矢部君のＰＣに表示されていた例の韓国の件について詳細を読んでみる。

　それによれば確かに韓国ではスター何とかのようなお洒落しやれなカフェでは細いストローがつくらしい。しかしながら、これはどちらかといえば、マドラーの代わりとして数年前より添付されるようになっただけで、必ずしもみんながみんなそれを使ってホットドリンクを飲むというわけではないようだ。何より吸い口がやたらと細くなっているため、チビチビとなら途中で温度が下がり、何とか飲めるようだから内本君の書いた論文は誤りだ。……いや、まったくいないとは言わないけど、間違ってもそういうプレイに使うためではないだろう。

　僕は神田君を押しのけて半裸のドＭにそう伝えるのだが……。

「そういう見方もあるのかもしれないけどさ、多分それは世間を騙だますためのカモフラージュだな。エキサイトしたくなった時にそうやって〝当たり前〟のこととしていれば極ごく自然に街中でフォゥ！　って出来るわけで――」

　内本君は人の話なんて聞こうともしなかった。

　もしかしたら神田君が唐突にカントについて語りだしたのは、〝ストローを使って飲むと熱くて火傷してドＭには嬉しい〟という経験及び事じ象しように依存する前に、先立つものとして〝多くの国民がドＭであるはずがない〟という自明的な認識――つまり、カントが用いた、かの有名な用語、〝アプリオリ〟な概念が頭から抜け落ちているぞ、という地獄のように遠回しかつ難解な警告を内本君に発しようとしていたからなのかもしれない。……正直、正しいのか誤っているのかもわからないうろ覚えの知識と回りくどい話の流れに僕自身混乱してきて何を言っているのかわからなくなってきたけど、とりあえず神田君は無駄なポテンシャルを秘めていて、内本君の性せい癖へきと思い込みはヤバイということは痛いほどよくわかった。

　このままでは、話題が変に小難しいのに全体として見ると果てしなくグダグダな議論という、中途半端な夜の時間帯にありがちな後味の悪い展開を誰もが予期していると、部屋主の矢部君が一声上げた。……まぁ、単に神田君の語りに飽あきた内本君が、汗だらだらの半裸のままで矢部君のベッドの上に寝転がろうとしたので、必死に止めただけなんだけど、とりあえず、それを切っ掛けに今夜のところはお開きとなり、内本君は土鍋を持って部屋を後にした。

「まったく、これだから変態は困るんだ」

　矢部君はそう愚ぐ痴ちると、再びクラスの女の子全員の使用済み靴下を手に入れるのが目的という変態を絵に描いたようなギャルゲの攻略に戻る。

「……それ、楽しい？」

「あぁ、今までにない斬ざん新しんな切り口も魅力ながら、とにかく靴下オンリーにこだわった制作陣の本気が感じられる名作だな。しかもストッキングやニーソではなく、あくまで靴下のみってんだからスゲーよ。……昨日攻略した娘このゲットシーンは最高だったぜ。椅子に座ったその娘から主人公が直接靴下を脱がせ、それを即座に密閉保存するシーンとかは全年齢対応ゲームの限界に挑む最高のエロさがあったね」

　僕と神田君は内本君が残していった酸味の強いコーヒーをすすりながら、互いに顔を見合わせた。多分同じことを考えていたのだろう。

　何故女の子そのものにそのゲームの主人公は興味を持たないのか、そして使用済み靴下を保存して一体何がしたいのか。……そして、女の子から直接靴下を脱がすという行為は……なるほど、ちょっとわからないでもないな……と。何だか、奥深いロマンの片へん鱗りんを感じる。

「今攻略している娘は普段はニーソで、性格も奥手だから難しくてな。時間をかけて好意ポイントを上げて、二月のバレンタインデーに靴下をプレゼントしてもらうしかないんだ」

「それ、普通にチョコとか貰もらった方が嬉しくないか？」

　神田君の至し極ごく真っ当な疑問を、矢部君は鼻で笑った。

「……神田よ、お前はわかってないな。バレンタインデーにチョコを貰うとか、リアリティってもんがねぇよ。そんなのフィクションの世界だけの話じゃねぇか」

　あぁ……矢部君……。

　短い言葉の中に、彼の切なすぎる人生が垣かい間ま見えた気がした。っつぅか、彼の中ではチョコを貰うのは非現実的で、靴下を手に入れるのは現実的なのか……。過去に何かあったのか？

　さすがにそれはおかしいだろう、そう言おうとしたのだけれど、コーヒーをゴクリと喉のどを鳴らして飲んだ神田君に先んじられた。

「なるほどな、確かにその通りだ」

　おいっ。僕は思わず至極マジメな顔をしている神田君にツッコむ。すると何故か矢部君と二人して睨にらまれるのだが……。

「佐藤はいいよな。あんな金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美人従姉いとこがいるんじゃ、義理チョコぐらいは毎年貰えるんだろ。俺たちはせいぜいが母親だぞ」

「うちなんてバアちゃんが毎年くれるから、逆に泣きたくなる。それなのに、お前は……」

　二人からの非難の目が恐ろしく痛い。嫌悪感丸出しというか……。

　僕はコーヒーを飲むことで一いつ旦たん自分を落ち着けた。

「……ま、まぁ、確かにそうだな。著しや莪がはともかく、僕は君たちとは少し違う。……でも、結果的には同じようなもんだよ？」

　そう、僕にとってバレンタインデーというと彼らとは違った意味でため息の出る日だった。何せ翌月のホワイトデーにお小こ遣づかいでちゃんとしたお返しが出来る程度に貰うチョコの数を調整しないといけない。けれどそれはどだい無理な話。

　登校すれば下駄箱からはチョコが溢あふれ、教室に行けばクラスのマドンナであり、そして現在はアイドル業を営んでいる広ひろ部べさんを筆頭に、本命チョコと愛の告白のために女子が列を成なす。過激な娘になると自分にリボンを巻いて「私を食べて……」って来るんだから、もう大変だ。

　ふぅ、やれやれだぜ、と僕は『ジョジョの奇妙な冒険』でお馴な染じみの、承じよう太た郎ろうの口くち癖ぐせをマネしながら憂ゆう鬱うつな一日を送る……それが僕にとってのバレンタインデー。

「っていう、嘘うそだろ？」

「……うん」

　ペシペシっと神田君たちから一発ずつ、僕は頭を引っぱたかれた。

　本当は、帰り際ぎわに広部さんがやってきて「今夜はあなたのベッドの上で歌わせて……」と言い寄ってくるものの、それをクールな僕は「ベッド？　バカだな。……僕の上で、だろ？」と彼女のおでこをピンっと指で弾はじきつつ、暗に今宵のプレイスタイルまで提示するというハードボイルド＆エロスなトーク展開を予定していたのだけれど、神田君のツッコミが意外に早かったのが残念だった。

「いや、でも、そうは言っても……僕だって、著莪からチョコなんて貰ったことないよ」

　矢部君たちはコソコソと僕の言葉の真しん偽ぎを議論し始めた。今のホラ話があったせいで信じてもらいにくいのかもしれない。

　しかし、僕が言ったことは本当だ。生まれてこの方、著莪から貰ったことはない。むしろ、クラスメイトから貰った大変貴重な義理チョコを奪われて喰くわれているぐらいである。

　そのことを言っても神田君はまだ疑っているらしく、ちゃぶ台を挟んで彼の真剣な眼差しが僕を射抜く。矢部君はモニターの方に顔こそ向けていたが、ゲームを一旦中断し、取とり調しらべ室しつの書記官のようにこちらに耳をそばだてている。

　……うん、我ながら取調室というのはなかなか言い得て妙だ。

「それはおかしいな。身近にあんな娘がいたら、チョコを要求するのが普通ではないかね？」

「……姉や妹にそんなこと、しないだろ……」

　ドンッと矢部君がパソコンデスクを叩たたいて立ち上がる。

「オレの姉や妹はモニターの向こう側にしかいねぇんだよ!!　こっちにいるのはクソみてぇな男兄弟だけだコンチクショウが!!」

　落ち着け、と、神田君が錯乱した矢部君を宥なだめて椅子に座らせると、ゲホンゲホンと、わざとらしい咳せき払ばらいをした。

「……しかしだな、佐藤よ」

「あぁいや、疑いたいのはわかるけど、ホントなんだって。ほら、著莪の母親はイタリアの人だからその影響もあって、日本的なバレンタインデーはウチじゃやらないんだよね」

　バレンタインデーに女性が男性にチョコを贈るというのは日本独自の文化で、よく言われている『戦後のお菓子会社の陰いん謀ぼう云うん々ぬん』っていうのはあながち嘘じゃないらしいのだ。

　その点イタリアはバレンタインデー発祥の地であり、その文化は第二次世界大戦どころかローマ帝国時代にまで歴史を遡さかのぼることが出来る。

「……ってわけだから、どちらに従うかとなれば、当然歴史のある方が優先されてさ。……だから、その疎そ外がい感かんを覚えるような冷たい目で見てくるのはやめてくれ……」

　矢部君は僕の発言を記録……ではなく、検証を行うためにスタタタと華麗なタイプ音を響かせてネットで検索を行った。少しして神田君と視線を交わして、頷き合ったところを見ると僕の無実は証明されたらしい。

「なるほど、確かにイタリアではそれほどチョコのやりとりは行われないようだな。……疑って悪かったな、佐藤。てっきりお前は裏切り者かと思っちまった」

　神田君が腕を伸ばして僕の肩をポンポンと叩くと、今度は反対側の肩を矢部君が叩いてくる。

「そうだな、もしかしたら、そう遠くないうちにオレの親しん戚せきになるかもしれない佐藤を疑うなんて……バカげていたよ。本当にごめんな」

　……コイツ、まだ著莪を狙っていたのか……。

「……とりあえず、わかってくれたようで何よりだ」

「ただ、それはそれで寂さびしいバレンタインだな。まるでお預けくらった犬みてぇ」

「あのさ、僕が他のクラスメイトとかから貰っているっていう可能性は考慮されないわけ？」

　矢部君はフッと笑うと、再び体をモニターへと向けた。

「お前はオレたちと同じ目をしている。疑うものか」

「嫌だな、それ。ってかさっきまで疑っていたクセに。……あながち間違ってないけど」

　ほらな、と、矢部君は鼻で笑った。

「オレたちにとっちゃバレンタインデーにチョコなんてフィクションの世界さ。ドキドキワクワクもクソもない。もうアレだ、毎回半年前から悟っていたからな、今年もないって」

「随ずい分ぶん早いな、おい。俺でも悟るのは一カ月前ぐらいだぞ。ただ、それでも義理ぐらい貰える時もあるだろ。ホラ、大袋入りの小さいチョコ一個とか、もらったりとかしなかったのか？」

　……何だろう、神田君と矢部君の話を聞いていると切なくなってきた。同類の哀あわれみほど第三者から見ていて辛いものはない。

　僕はため息とともに、口を開く。　

「でもまぁ、確かに僕もあんまりいい思い出ってないなぁ。毎年微妙で、ドキドキワクワクもなかったし。田舎いなかだからさ、小中学校でメンバー変わらないんだ。だから、サプライズな展開ってのがあんまりにもないんだよね。強しいて言えば……」

　そう、唯ゆい一いつバレンタインデーらしいバレンタインデーといえば、卒業を一カ月後に控えた中学三年生の時だろうか。

　今まで九年もの間一緒にいた同級生たちがもうすぐバラバラになってしまう。その前に曖あい昧まいな関係をはっきりさせたいと女子が動きだすんじゃないか、と男子の中で噂うわさされたのだ。

　僕たちは期待した。特に中学卒業と同時にアイドルとしてデビューしてしまう広部さんからのチョコを渇かつ望ぼうした。何な故ぜか赤あか井いちゃんという彼女がいるはずの小こ口ぐち君までさりげなく期待していたぐらいだから、独り身だった僕たちの気持ちがどれほどのものか、わかるかと思う。

　あの、二月一四日。某三人組テクノポップユニットの歌じゃないが、まさに戦いの日が来たのだと、僕たちはホラ貝を吹き鳴らさんほどの気炎を上げて朝、登校した。少しでも女子との接触時間を多く確保するため、特に打ち合わせもしていないのに、何故か男子全員がビックリするぐらい早い時間に登校していた。僕の場合、いつものように著莪と登校すると、さすがにチョコを渡そうと数日前からドキドキが止まらない未来の妻ワイフに失礼だな、と思って早めに一人で登校したのだけれど、まさかの他の連中まで同じことをするとは思わなんだ。

　気がつけば朝七時ちょい過ぎぐらいの段階でクラスの男子が勢揃いしていたからね。しかも高校入試が終わった反動もあってか、全員が色気づいて異様に身支度を整え過ぎてしまい、石いし岡おか君とか無謀にもヘアスプレーでパキパキに固めたベッカムヘアに生まれて初めて挑戦したものの……当時の彼の髪はやや長かったせいなのか、横から見ると鶏にわとりのトサカ、正面から見れば何故か某国民的漫画の『永なが沢さわ君』にしか見えず、僕を笑い殺すために送り込まれてきた刺し客かくかと思ったほどだ。他にもバレンタインなんて興味がないと不必要に以前から言いふらしていた加か戸ど君は何故か朝からＨＲホームルームが始まるまでの間、片方の手をポケットに入れてクールな眼まな差ざしで窓から外を眺めていたり、普段はボタンというボタンを全て留とめている生き真ま面じ目め以外の取り柄が見つけられない鶴つる島しま君が制服を着崩してちょっと悪ぶろうとした結果、ハードな同性愛者に襲われた哀れな被害者みたいな有様になっていた。極めつけは何故かポマードでガッツリと固めた七三分けに眼鏡という、カッコイイと思ってやっているのか体を張ったギャグなのか、実に微妙なラインをリンボーダンスするようなギリギリ感で現れた小口君だろうか。落ち着いて考えてみるとどう考えてもギャグなのだけれど、先に本気であるが故に笑えた石岡君を見た以上、小口君程度では素直にギャグとは受け取れず、彼女がいる余裕から格好良さよりも爆笑を巻き起こそうとした結果、本気で痛々しい事態になってしまい、ビックリするぐらいブルーになってさらに笑えなくなるという悪あく循じゆん環かんに陥っていたっけ。

　互いに相手の下心が透けて見えていたせいで、いつものような賑にぎやかな会話はクラスのどこにも生まれず、教室内は一種異様な緊張感が満ちた天下一武道会の控え室みたいになっていた。

　その異様さは女子の中で最初に登校してきた江え藤とうさんが教室の扉を開けた瞬間にガタッっとおののき、広部さんは入室と同時に「……なにこれ、キモ」とか愛らしく口にし、いつもなら確実に一つ一つに爆笑するであろう、あの著莪でさえその男子のマジ具合に笑っていいのかどうかを躊躇ためらってしまう、そんな高みの領域へと達していた。

　まぁそんな感じで一日が始まり、義理チョコを配る武む藤とうさんらに砂漠でオアシスを見つけた遭難者がごとく群れるグループと、加戸君を筆頭とした「そんなの興味ねぇよ」系のクールぶったグループの二つに分かれて互いを軽けい蔑べつしあったり、斉さい藤とう君や小口君のような彼女持ちのグループが昼休みに彼女と教室を出ていくのを殺意を込めて見送ったり、広部さんの近くを不必要にウロウロしたりする僕のようなナイスガイが多数現れたり、放課後近くになると慣れないセットをした頭をつい気にして触ってしまったのか、スプレーのカスが大量のフケのようになった石岡君がやたらとブルーになって無自覚に永沢君の再現度を跳ね上げたりしていた。あと、一度席を離れ、その後席に戻ってきた時は誰もが何気なく机の中に手を入れ、チョコを探し求めようとしたのだけれど、よくよく考えると当時の僕らは置き勉しまくっていたので、チョコなんて入るスペースがあるわけもなく、置き勉に関して初めて後悔したのを覚えている。

　そんな僕らにとって一番の勝負所は……言わずもがな、放課後だった。もう、ね。誰も帰らないんだよね。授業も掃除も終わっているのに不自然に教室に残ったままだった。いや、正確に言えば彼女持ちの連中は帰るんだけど、そうじゃない奴はテコでも動かぬという決意を示すかのように無理矢理に用を作って教室にとどまっていて、酷ひどいのになると「日本の政治は腐っている。何故政治家はあぁも国民や日本という国を利用して醜みにくく私利私欲の限りを尽くすのか」と、過去に一度とて考えたことがないであろう日本の未来を憂うれいて、カッコつけと居座り続ける理由付けを一人で同時に行っている奴までいる始末だった。僕だけど。

「あぁ、わかるなぁ。淡い期待を抱いて学校にしがみつきたくなるんだよな」

　神田君が僕の昔の話に同調して頷いてくれる。

「結局、その時もダメだったけどね。一応靴箱の中を確認したけど何もなくって、奇跡を信じて外靴の中敷きの下まで調べたけど、チョコはおろか手紙もなかったよ」

「佐藤は素直に諦あきらめるってことを覚えるべきだな」モニターを見やっていた矢部君が笑うように言った。「オレなんて授業が終わったら躊躇ためらいなく帰ったぜ。起こりもしない奇跡にしがみつくより、堅実な己の道を行くべきだ」

「いや、それはさすがに諦めが良すぎるって。……まぁ、どの道チョコや手紙があったとしても横に著莪がいたんじゃ多分――」

　神田君がコーヒーを飲み干すと、「横？」と首を横に捻ひねった。

「いや、僕が真に美しい政治とは何かを教室で語っていたら、著莪に捕まっちゃってさ。それでその時も一緒に帰ったんだよね。……僕の予定じゃ広部さんからチョコを貰って、著莪に、今日は一人で帰ってくれ、って言うはずだったんだけど……」

　朝はともかく、僕と著莪は普段から一緒に帰宅しているわけじゃないのだけれど、バレンタインデーだけは大抵一緒だった。

　というのもイタリア式にバレンタインデーを過ごす著莪家では未いまだに著莪パパと著莪ママはこの日は仕事を休み、互いにプレゼントを用意して、娘がうんざりするぐらい朝から晩までイチャイチャしているために、毎年この日、著莪は自然と僕の家で時間を潰つぶしていた。

　ちなみに佐藤家の方は、親父は大抵仕事でいないし、母親は「バレンタインは特別イベントが開催されるから、絶対外せないよね！　クランのみんながネネのことを待ってるの！」ということで日がな一日ネットの向こう側の世界にいるため、実質家には僕らだけとなるのだが……これがまた辛つらい。

　あくまでイタリア式ということで著莪は大抵僕に本とかＣＤとかを用意してくれるんだけれど、僕はといえば無論、予定では著莪パパ＆ママに負けないぐらい広部さんとラブラブしているはずだったので、プレゼントなんぞ用意していないのだけれど、それはそれで彼女の欲しがる物をお小遣いの限り無条件で購入、そして最後に夕食代まで僕が支払うことになり……財布が一〇〇％の確率で空からになるのだった。結果的に恐ろしく高い本やＣＤとなるけれど、事前に著莪へのプレゼントを用意すると、さっきの矢部君じゃないが、初めから負け戦いくさを前提とするようで何か嫌だった。

　……ただ、これはまぁ、いい。まだ理解出来る。しかし、本当に意味がわからないのは僕らの間では二月一四日はイタリア式、だが三月一四日は何故か日本式だということだった。というか、ホワイトデーというのは実は日本発祥の習慣だからバレンタインデーを非日本式でやるのなら、ホワイトデーなんぞ行う必要なんてないはずなのだけれど……。

　つまり、二月に著莪にいろいろ奢おごったあげく、三月にもプレゼントを贈らないといけないという……何か悪い詐さ欺ぎに引っかかっているような二重搾さく取しゆが何の疑いもなく行われていた。

「……物心ついた時からそういうもんだって教えられていたから、中学に入るまで疑いすらしなかったよ。著莪も同じようなもんで、そうされるのが当たり前だっていう感じでさ。だから、あんまりバレンタインは良い思い出がないっていうか、僕の財布が空っぽになる日で……」

　口を閉じろ。神田君は言うなり、立ち上がり、モニターを凝視していた矢部君の肩を叩く。

「……同志、矢部よ、お前は今の佐藤の話……どう思う？」

「一つ学んだよ。胸に湧き起こるこのタールのように粘ねばつき、ドライアイスよりも冷えきり、マグマよりも熱く煮えたぎるこの感情……なるほど、これが殺意というものか」

「うむ、そうだ。それが殺意だ。……バレンタインの日、鏡の前でいつも以上に身だしなみに気をつかっている息子を遠巻きに見守る不愉快極まりない家族の生温かい視線、チョコを貰ったイケメンが放つ優越感に押し潰つぶされそうになりながら授業を終えて帰宅すれば、貰ったチョコの数を無神経に聞いてくる母親のナイフよりも鋭利な質問、自分が今こうして一人でいる時にもクラスメイトのアイツはあの娘こと……そんなふうに考えて身み悶もだえする己おのれへの情けなさ……。俺たちが共有するべき感情をこの佐藤洋という男は……」

「出ていきな、佐藤。ワイルドドッグの巣に首輪付きワンちゃんの居場所はないぜ」

「……な、何だよ、その妙に頑張った台詞せりふ回まわしは。勘かん違ちがいしてるみたいだけど、以前言ったように僕らは双子の姉弟みたいな感じで……」

　僕が弁解しようと立ち上がると、それに合わせるように矢部君が椅子から立って、そっと僕の肩に手を置く。彼の目は優しげだが、視線は遠かった。

「たとえそれがどのような関係であれ、同年代の女子が横にいるということがどれほど恵まれたことか、お前はそれを考えるべきだぜ。さぁ部屋を出ていくんだ。オレがお前を殺す前に」

「……何故に……」

「いいか、佐藤。さっき検索した時に出てきたんだがな、日本以外の国でバレンタインってのは〝恋人の日〟って意味なんだよ」

　矢部君の言葉を、神田君が引き継ぐ。

「もしくは、〝愛し合う者の日〟……意味が、わかるか」

「いやまぁ、家族愛的な――」

　最後まで言い切る前に、僕は強制的に廊ろう下かへ追いやられていた。目の前でバタンと矢部君の部屋の扉は閉められ、ガチャリと鍵かぎをかける音が聞こえた。

　もう時刻も遅いから別に追い出されるのはいいんだけど、神田君が中にいることを考慮すると深夜の男子寮で、男二人だけの部屋の扉の鍵をロックするというのは、その、何だ。……白おし粉ろいを連れてきてやるべきだろうか。

　明後日あさつて、月曜日になったらアイツにこのことを話してやろうと僕は心に決めた。

「おぅ、佐藤もやっぱ追い出されたか。まぁ、オレたちのような先進的な性せい癖へきは一般ピーポーにはまだまだ理解されにくいよな。まったく、Ｍの道は茨いばらの道だぜ」

　ぶぅわはははは、と、洗い立ての土鍋を持った半裸の内本君が笑っていた。変態か。




　　　　　※




　シャーッという軽やかな音がして、光が差し込んできた。カーテンが開けられたらしい。

　うぉお〜……と、太陽光を浴びて朽くちていくヴァンパイアのような声を出しながら、僕はベッドの上で目に手をやりつつ、もがく。

「オッス。もう昼過ぎだぞ、起きろよ〜」

　そう言われて瞼まぶたを開け、かすむ目で声の主を見やれば……パーカに細身のダメージジーンズ姿の著莪が何故か僕の部屋にいた。……何だか、凄すごいデジャヴを覚える。

　前と違うのは、今日はニット帽を被かぶって、そこに金髪を押し込み、手にはジュース類が入ったレジ袋を持っているぐらいだろうか。

　っつぅか、コイツ、本当に毎回どうやって僕の部屋に侵入してくるんだ……？　男子寮は魔境、二つ隣には矢部君という野獣がいるというのに。

「佐藤、寝過ぎじゃない？」

「昨日、夜にコーヒーたっぷり飲んじゃってさ。それで……」

「ふーん。でも起きなって、折せつ角かく遊びに来たんだから」

　そうは言われても……と、ぼやきながら僕はまた布ふ団とんを被り直し、瞼をゆっくりと閉じようとするのだが……著莪の片足がスっと持ち上がり、布ふ団とんの隙すき間まから入り込んできて……。

「オラオラオラオラオラオラオラオラオラオラ！」

　著莪の足先が僕の横っ腹をグリグリとやってくる。身み悶もだえしながら僕は呻うめいた。靴を履はいているわけではないので別に痛いわけじゃないが、寝起きでたるんだ体にはいささかキツイ。

　体を捻ひねって著莪の足から逃げようとするも逃げられず、体をくの字に曲げて著莪の攻めを腹に受け続ける。何とか止めようと彼女の足を両手で掴むのだが……いかんせん寝起きなので力が入ら――ぅぐ!?

「オラオラオラオ……おっ？」

「ちょっ、がっ！　……著莪、朝はダメ……やめ、やめろって」

　体をくの字に曲げていたせいか、それとも腹が苦しく、著莪の足を退どけようとしたせいか、自然と彼女の足先が僕の下腹部へ。

　……いかんせん寝起きなのでソコには力が入っていて……その、ね。うん。男の子の朝の風物詩と言っても過言ではない生理現象なのだけれど、それが今、グリグリをやめた著莪の足の指先の間で「これ、なんぞ？」というように器用にニギニギされていた……。

「お、起きる、起きるから……それはダメ……」

　布団の下のことだったので、最初は向こうも自分の足先が何に触れているのかわからなかったようだが、僕のリアクションと足先の感触で察しがついたのか、眼鏡越しの蒼あおい目がニヤリと歪わい曲きよくして「……ふーん」と、不安になることこの上ない呟つぶやきが漏れる。

　彼女のイタズラ心たっぷりな笑みに僕は引きつった笑みを浮かべ、相変わらずニギニギされ続けるアレの感覚に耐え続けるのだが……怖い。

「オラァ!!」

　トドメというように、著莪が強烈な一撃を僕のエクセレントなポイントにダイレクトな……アバババババババババ。

　ひぎぃ！　と声を上げて悶もん絶ぜつする僕をよそに、著莪は足を布団から引き抜くと、限界まで仰のけ反ぞりつつ、ビシッと僕を指さす。

「やれやれだぜ」

　……この一連のやりとりについてよくわからない方は、是非ともジャンプコミックスより好評発売中の『ジョジョの奇妙な冒険シリーズ』をご覧いただきたい。

「……うぐぉおおあぁおぉ……」

「ホラ、佐藤、もう目が覚めたでしょ？　ゲームしよう。お菓子も買ってきたし」

　自分が男の子にとってどんな苛か烈れつなことをしたか理解していないのか、彼女は悪気なくニッコリと笑って手にしていたレジ袋を持ち上げてみせるのだった。

　股こ間かんを押さえて蹲うづくまる僕を尻しり目めに、著莪が言うには、あせびちゃんのバイト先である『フォローミー』というゲームショップで今夜大会があるのだという。ソフトはＳＳセガサターンの『X-MEN VS. STREET FIGHTER』。これに参加するので、僕に練習相手になれ、ということらしい。

「……でも、僕んトコには４メガＲＡＭカートリッジも、ソフトもないけど」

　何とか刺激から復活した僕は、ベッドの上で下腹部に布団を掛けた状態であぐらをかきつつ、言った。刺激から復活しても、今しばらく元気であるが故……うん。

「そこは大丈夫。ちゃんと用意してきた」

　著しや莪がはまるで自分の部屋のようにサターンを用意すると、魔法のようにどこからともなくソフトとＲＡＭカートリッジを取り出して、セットしていく。

　実はこのソフト、サターンだけでは遊べない。ゲームとして知らぬ者のないストリートファイターと、アメコミでは知らぬ者のいないエックスメンのキャラクターがタッグを組んで戦うという、当時としては信じられないような豪華仕様であり、交代制ながら１ラウンドに四人のキャラが入り交じり、華麗かつ過激なバトルが展開されるため、サターン単体のマシンスペックでは処理しきれないのだ。そのため『足りなければ足せばいい！』というセガの伝統に則のつとり、通常はパワーメモリーを差し込んでいる部分に、ＲＡＭカートリッジをぶっ込み、マシンのパワーを増強することによってロード時間ほぼ皆無、処理落ちしない等々、ストレスなく、アーケードの興奮そのままに家庭で遊ぶことが出来るという、ユーザーの度ど肝ぎもを抜く高い移植レベルを誇っている。特にこのソフトは４メガＲＡＭカートリッジ対応ソフト第一弾であったことを考えると、それがどれほどの衝撃だったか窺うかがい知れるというものだろう。

「ワンラウンド制の勝ち抜きトーナメント戦、時間は99秒、モードはノーマル。選択キャラクターはストリートファイターとエックスメンの双方から一人ずつ選び、トーナメント中のそれらの組み合わせ変更は認めない、豪ごう鬼きはなし……ってとこかな」

　著莪が僕にコントロールパッドを手渡しながら言うと、ベッドの縁へりに寄りかかる。彼女が被っていたニット帽を取ると、バサリとそのボリュームのある金髪が現れ、それだけで男子寮では発生し得ない匂いが僕の部屋に香かおった。

「コンボは？」

「え〜っと、倫理に反しない限りは基本何でもアリ」

　とにかく派手なこのゲームは、それに比例するように若じやつ干かんゲーム性に豪放なところがあり、一度入ると抜け出せないコンボ――いわゆる永久コンボが存在している。もちろん、よっぽど気心の知れた相手でもないと、使った瞬間に場の空気が悪くなるため、大会のようなことをやるならその辺りのルールはしっかり決めておく必要があるのだ。

「アタシは練習だからケンとウルヴァリンのキャラ固定で、佐藤はいろんなキャラ使ってよ」

　……何だよ、著莪の奴、遊びに来たんじゃなくって、本当に大会の練習に来たのか。お菓子とか持ってくるなんて珍しいなと思ったんだよな。

「んじゃまぁ、とりあえずスタートっと」

　昼過ぎとはいえ、寝起きの上に股間に一撃喰らった僕のコンディションなど完全スルーで、著莪は楽しげにゲームを始めるのだった。

　

　来週に両親と温泉旅行へ行くという彼女の話を聞かされたりしながら、一ひと頻しきりのプレイの後、一いつ旦たん休憩ということになった。著莪は昼飯、僕は朝食だ。

　彼女が買ってきたのはソーダ系のドリンクが二つと、一〇〜三〇円の駄菓子がたくさん、そしてエクレアが二つ。……本当にお菓子だけだな。

　エクレアはカスタードクリームとチョコクリームの二種。どちらを食べるかは僕に選ばせてくれるらしい。どうしようっかなぁ、と迷っていると、ベッドの縁を背もたれとしている著莪が「そういえばさ」と体を反そらすようにして、ベッドの上に座っている僕を見てくる。

「昨日、遅くにコーヒー飲んだって、テストとか？　アタシらんとこはそろそろだけど」

「期末ならまだ先だよ。昨日は、ほら覚えているかな。あの文化祭で『神田フライヤー』って出店やってた連中と、内本君っていう稀き代たいのドＭが……」

　昨夜の変態的ゲームの概要を話しながら、僕はチョコクリームのエクレアを選んだ。

「……うわぁ、ひでぇ……」

「まぁ、いつものことと言えばそうなんだけど。……あぁそうそう、その後なんだけど……」

　チョコの方を選んだせいか、僕は自然と昨夜の矢部君たちのこととバレンタインについて触れつつ、エクレアに齧かじりつく。

　見た目よりは重いそのシュー生地はしんなり。上半分の表面をやや厚めにコーティングしているチョコレートに歯を立てるとパリパリと心地よい感触で砕け、中のクリームに到達する。先程見た目より重いと感じたように中のチョコクリームはたっぷりで、まるでシュー生地の中に入っている、というより、チョコクリームの器うつわとしてシュー生地があるようにさえ思える。噛み切ると口の中でむにゅっと生地に包まれていたクリームが溢あふれ出した。ホイップされているそれは甘すぎてクドさが残ってしまうこともない、少しビターで軽くしっとりとしたチョコレートクリーム。胃もたれなぞ知らない子供の頃とかにあるけれど、チョコケーキのクリーム部分だけ口いっぱいに頬張りたいっていう夢、それを叶かなえさせてくれるような食感だった。

　しばらく口をもにょもにょしていると、シュー生地の表面を覆っていた厚いチョコ部分が口内で溶け始め、チョコレートクリームとは正反対の濃厚でコクのある甘さが口の中に現れ始める。そんな、徐々に変わっていく味わいが楽しい。

　炭酸飲料より牛乳……いや、熱いブラックコーヒーが合いそうなエクレアだ。

「……それで慌てて弁解しようとしたら、その前に追い出されたんだよね。もう、ね。それこそ、やれやれだぜって感じで……著莪？」

　カスタードのエクレアを食べ終えた著莪が相変わらず仰のけ反ぞるようにしてベッドの上の僕を見ているのだけど、何故かその顔がニンマリと嬉しそうに、しかし見ている側が不安になるような笑みを浮かべていた。

　彼女はベッドの上にはい上がってくると、あぐらをかいている僕の背後に回り、抱きついてくる。そして、肩に細い顎あご先さきを載のせ、頬をすり寄せるようにしてくるのだけれど……。
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「ナニナニ。まだ一一月じゃん。それなのにそういう話するって、今からそんなに不安？」

　何がだよ、そう言って首に巻きつく著莪の腕に手をやるが、外す前に、著莪は僕の背に乗っかかるようにして体重をかけてきたので、ヨガか何かみたいな体勢で前に倒れそうになって、手をつく。

「だぁいじょーぶだって。ちゃんと今年も付き合ってやるから」

　よちよち、というように僕は頭を撫でられるのだけど……。

「な、なんだよ……それ」

「だってそうじゃん。どうせ佐藤、今年も本命チョコなんて貰えないんだし、一人で過ごすのも寂しいでしょ？　だから……ね」

　わざとらしいほど優しげに言ってくるので、著莪が本気でそう言っているのか、それとも僕の財産（貯金）を狙ってそう言っているのか、さすがにちょっと判断がつかず、僕は閉口した。

　体勢のせいか、著莪の長い金髪が僕に覆い被さるようになっていて、鼻から吸った空気には、彼女の香りが濃い。寮生活も長くなったせいか、昔は毎日嗅かいでいたそれが、今では特別で、貴重なものに感じられるのが不思議だった。

　著莪がウリウリと、後ろから体重をグイグイとかけてくるのに抵抗しつつ、僕は一人、彼女に見えないように小さく、フッと笑った。

　……著莪は、知らないのだ。でも、それでいいと、僕は思う。

　バレンタインデーの日、著莪の両親は朝からラブラブで、夜には豪華なディナーへ二人っきりで行ってしまう。つまり、折せつ角かくのこの素敵なイベントの日に著莪は一人家に残ることになってしまう。……さすがにそれは、かわいそうじゃないか。

　だから、僕は事前に彼女へのプレゼントはあえて何も準備しない。

　たとえ広部さんとラブラブになるにしたって、それとは別に著莪への花……は、喜ばないだろうから、お菓子でも買っておけば良い。けれど、そうしてしまうと、彼女にとってのバレンタインデーがプレゼント交換だけで終わってしまう。……それはとてももったいないことだ。

　だから僕はあえて何も用意しないで、自分の持っているお金と一日という時間を著莪に贈る。

　生まれてきてからずっと側そばにいた従姉いとこの寂しさを埋めることこそ、僕から彼女への贈り物であり、そして義務だと思う。

　……そんな僕の気持ちなんて、著莪は知らない。きっと、考えもしないだろう。

　けれど、それでいい。知れば意外と優しい彼女のことだ、気兼ねしてしまうに違いない。

　だから、感謝なんていらない。彼女の笑顔があれば、それでいい。

　全部ひっくるめたそれが、僕からのプレゼント。

　そして、それが、僕たちのバレンタインデー。

「っていう、嘘うそでしょ？」

「……うん」

　あははは、と僕が笑うと、ペシッと著莪に頭を引っぱたかれた。

「もうちょいマシなのにしろよ〜」

　それまでとは逆に首を絞しめられるようにして、僕は後ろに引き倒された。著莪の股またというか、ジーンズ越しにも温かくて柔らかい内太ももを枕まくらにするようにして、彼女を見上げる。

　まったく、と著莪は笑っていた。

「ま、そんな先のことより大事なのは今晩のこと、かな。続きしよっか。あの店の参加者はみんな化け物だからさ〜」

「そういやそれって今から僕が参加するのって無理なわけ？」　

「無理。事前登録制だもん。……でも、来なよ。アタシが優勝するところ、見せてやるから」

　僕は著莪の太ももに寝転がったまま、頷き、そして少し笑った。

　別に著莪の顔が面白かったわけじゃない。何となく、高校に入ってもさして変わらないこの著莪との関係からするに、来年のバレンタインデーも本当に例年通りに著莪と二人で過ごすんじゃないか、そんな気がしただけだ。

　もう一〇年以上そうだったのだ。今更それが嫌というわけでもない。……お金の問題以外は。

「ほら、始めるぞ〜」

　著莪がベッドの上から腕を伸ばしてコントロールパッドをたぐり寄せると、先程までと同じように、また僕たちのゲームが始まった。







８章　間食版「特別編」『魔女になった少女』












　　　「ついて来い。佐藤、白粉」





槍水仙











　制服のスカートとともに、モッズコートの裾すそが一二月の風に揺れた。

　コートのポケットから手を出し、襟えりを直した槍やり水ずい仙せんは一人、夜の道を進んでいく。ゴツイブーツがアスファルトを叩たたき、乾いた音を立てる。

　果たして見えてきたのは一軒のスーパー。アブラ神と呼ばれる筋肉隆々でガタイの良い半額神が治める店舗。槍水は店の前に立つと、ライトアップされた看板を見上げた。

「あれから、もう、一年と半年……早いものだな」

　まだ一七歳だというのに、どこか槍水は郷きよう愁しゆうを覚え、自じ嘲ちようするような笑みを浮かべた。

　瞼まぶたを閉じれば思い出される多くの出来事。それらは楽しくもあり、辛つらくもあった。

　だが、まだだ。まだ終わっていない。全てが過去のものではないのだ。しかし、それでも…。

　先日、槍水の留守をついて現れた《ウルフズベイン》こと、烏う頭ずみこと。その毒は後輩たちに降り掛かったが、彼らは何とかその場を凌しのぎ、最後には見事に彼女を打倒したという。

　かつての自分のようだと思うとともに、自分とは違う、とも思う。

　かつての槍水は、烏頭の毒を切り抜けるのに金かね城しろの助力を必要としてしまった。

　そして、それが全ての切っ掛けとなってしまった。

　もし、あの時自分がもっと強ければ……もし、自分がもっと弱ければ……今でもまだ、あの頃のように先輩たちとともに在あれたのだろうか。

「ダメだな、こんなことじゃ。腹の虫の力が弱まってしまうじゃないか」

　槍水は止まっていた歩みを再開させる。厚い靴底で硬い足音を立て、自動ドアを抜ける。

　一瞬の静せい寂じやくの後、店内の空気が弾はじけたように乱れたのを槍水は肌で感じる。動揺する狼おおかみたちが彼女に突きつけてくる視線は七から八。それから察するに今こ宵よい、強敵はいなさそうだ。《氷結の魔女》と呼ばれる槍水なら、全員、一撃で床に沈められるだろう。

　槍水は入店から歩みを止めることなく、青果コーナーをはじめとして店内外周を回っていく。

　途中、槍水は二つ、あるものを見つけて「おっ」という声を出した。一つは久々に見たある弁当。そして、もう一つは……見知った顔が二つ。何やら真剣な様子で話し込んでいた。

　総菜・弁当コーナーをチェックした後、槍水は砂糖等がある島棚へと足先を向けた。

「お前たちも今日はここだったのか、佐さ藤とう、白粉おしろい」

　ＨＰハーフプライサー同好会の二人の後輩たちだ。槍水は二人の間に割り込む。ＨＰハーフプライサー同行会会員全員で同じ店に来るのは久しぶりだ。

「そういう先輩こそ、てっきり今日は来ないものかと。いいんですか、木き之の下した先輩たちと勉強会だったんでしょ？」

「ん。思ってたより早く終わってな、家アパートに鞄かばんを置いてきたところだ」

　明日から二学期の期末テスト期間ということで、槍水はクラスメイトの紫むらさき華け蔓かずらと木之下桃ももの三人で、図書館で勉強会を開いていた。念のため、佐藤たちには今日は部室には行けないかもしれない、と昼頃にメールしていた。

　あっそうなんですか、と白粉おしろいが角砂糖を見つつ言い、佐藤が、なるほど、とザラメ糖を見つめたまま頷うなずく。……それだけ、だった。何な故ぜか二人とも話を続けてくれない。

　槍水はチラリチラリと左右の白粉と佐藤の様子を窺うかがう。

「……ん？　どうしたんだ、二人とも。さっきチラッと見かけた時、何か話していたじゃないか。気にせず、続けていいんだぞ？」

　槍水は言うが、実際にはその話に交ぜてもらいたかったので、二人の間に割り込んだのだ。

「えぁっと、その、大したことじゃないんです。ね、佐藤さん」

「うん、まぁ。えぇ。ただの雑談みたいな感じでしたから」

　横目ではなく、しっかりと顔を彼らに向け、その表情を窺おうとしたが、二人とも槍水と視線を合わせようとしてくれない。

「なんだ……私に聞かれてはマズイことなのか」

　疎そ外がい感かんから少し寂しい気分になったのが口調と顔に出ていたのかもしれない。槍水が言うと、佐藤と白粉が慌あわてて顔を向けてきてくれた。

「いや、ホントに大したことじゃないんですよ、先輩。な、白粉」

「え、えぇ。実はちょっとわからないことがあったので、それで佐藤さんと討論を」

「わからないこと？　だったら尚なお更さら私に訊きくべきだろう。……で、何だ？」

　槍水が訊くと、白粉が躊躇ためらいがちに、口を開く。

「今日、お弁当のコーナーにハヤシライスとカツカレーがあったじゃないですか。カレーとハヤシ、その違いって何だろうって、佐藤さんと……」

「でも、それってかなりバカっぽい疑問っていうか、かなりマヌケっぽいじゃないですか。今まで何度も食べてきたのに、今更……。それで……えぇ、そういうことです」

　その白粉たちの言葉に、槍水は息を呑のんだ。

　それは……かつて自分が抱いた疑問、そのままじゃないか。

「……フッ、フフ」

　気がつくと槍水は口に手をやって、笑っていた。何とか堪こらえようとしたが、何だか妙に嬉しく、そして何だか妙に面白かった。

　そして、そうか、と槍水は思う。あの時の魔導士ウイザードも、きっと同じだったのだ。

　かつて自分がしたのと同じバカな質問を後輩がしてきた――だから、あの時、笑ったのだ。

「ほ、ほら、だから言いたくなかったんですよ！　食べながらとかならともかく、何か、こう、争奪戦前の真ま面じ目めな雰ふん囲い気きでだと、バカにされるんじゃないかって白粉と話していて……」

　佐藤が黒いスカジャンのポケットに両手を突っ込んで不満げな顔をし、白粉はかすかに朱が差した顔で俯うつむいてしまう。

　何だか無性に佐藤と白粉の二人が愛いとおしく思えてきて、槍水は顔が緩ゆるむ。意識してそれを直そうとするが、うまく出来ない。口元を手で隠して、誤ご魔ま化かした。

「あぁいや、悪い。気にするな、別にバカにしたわけじゃないんだ」

　だったら何で笑ったんですか？　と、佐藤は重ねて怒ったような口調で尋ねてくるが、槍水は笑顔を向けるだけで何も答えはしなかった。

　それは来年、佐藤たちがＨＰハーフプライサー同好会を続けていれば、わかるはずだから。

「そう怒るな」

　去年、自分がハヤシとカレーの違いを訊いた時、金かね城しろ先輩もこんな気持ちだったんだろうか。

　自分を相手に、こんなにも、満たされた気持ちでいてくれたんだろうか。

　しかし、その疑問に答えてくれる相手はここにはいない。

　いるのは、かつての自分と同じ疑問を抱いた、かわいい後輩たちだ。

「それよりハヤシとカレー、その違いについて教えてやろう」

　槍水は踵きびすを返し、彼らに背を向けて歩きだす。目指すは調味料コーナー。ブーツが鳴る。

「ついて来い。佐藤、白粉」

　槍水はコートの裾すそをはためかせ、狼おおかみが潜ひそむ店内でも恐れることなく、歩を進めていく。

　かつて最強の名を手にする前の、魔導士ウイザードがそうしたように。

　そしてそうしてくれたように、氷結の魔女は後輩にその背を見せたのだった。




　――数分後。

　ルーの箱を見ていた佐藤と白粉が、ふと、あることに気がついたように顔を上げ、槍水の顔を穴が空くほど見つめる。

「え、えぁっと〜、槍水先輩、このハッシュドビーフのルーの箱の写真、ご飯にかかっているんですけど……商標とかの関係ですかね？」

「でも、ここに同じメーカーのハヤシライスとハッシュドビーフのルーが。槍水先輩、これはどういうことなんですか？」

　きょとんとした後輩たちの視線が槍水に突き刺さり、彼女の頭は一瞬にして真っ白になる。

「なん……だと……」

　昨年、金城先輩ともども詳細を調べるのを忘れていたのを、槍水は今になって思い出した。

　佐藤と白粉の視線が、酷ひどく、痛い。

「うっ、あ、その……こ、これは……多分……」

　どんな凄すご腕うでの狼の視線を向けられようとも怯ひるむことはない氷結の魔女も、無垢な後輩たちの視線を前にしては、形無しだった。







９章　ある日の著莪あやめ
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著莪あやめ











　シャカシャシャカ……。

　山やま崎ざき哲さとしが洗面所で髪型を整えていると、小さな黒い犬がフローリングの床に小さな傷をつけながら近寄ってくるのが鏡越しに見えた。黒パグの雄おす、三歳の〝チョコボール〟だ。

　山崎が構ってくれるのを待つように、チョコボールは彼の背後に座ると見上げるようにして見つめてくる。山崎の身長は一八五センチもあって、小型犬の部類になるチョコボールが近くで見上げるのは辛つらそうだったが、やめはしない。尻しつ尾ぽが何かを期待するように揺れ、いつもちょろりと口から垂たれている舌が、鼻先ごと口周りをペロリと舐なめた。

　まったく、と山崎は髪の毛の逆立ち具合を最後に調整すると、手についたワックスを洗い流し、いつも笑っているようなチョコボールを抱き上げて玄関へと向かう。春や夏だと抜け毛が学校の制服に付いてしまうが、一二月ともなればさほど気にすることはない。

　チョコボールが山崎の耳元でフンフンと頻しきりに短い鼻を動かしている間に靴を履はき、玄関に置いてある箱から犬用ダイエットスナックを一つ手に取る。

「行ってきまーす」

　チョコボールを降ろして、居間で掃除機を掛けている母に声をかけ、そしてスナック菓子を玄関から廊ろう下かの奥へ向かって軽く放り投げる。その途端尻しりを叩たたかれた馬がごとく、床に爪つめを立ててチョコボールが走りだす。クリクリと撒まかれた尻尾が左右に揺れるのを見つつ、山崎は玄関を出、丸まる富とみ大学付属高校へと向かうのだった。

　今日はよく晴れた冬の日。吐く息はまだ白くはないが、もう近々だろう。

「今年も終わりかぁ」

　気がつけば、出会ってから半年以上。もうすぐ今年も終わる。出来ればクリスマス前に決着をつけておきたかったが、驚くほどチャンスがない。一度でもチャンスがあれば……。

　しかし、その一度が難しい。彼のチャンスを阻はばむ二枚の分厚い障しよう壁へきが存在するのだ。それをかいくぐらなければならないが……果たしてそんな方法を自分は見つけられるのだろうか。

　山崎は長身に相応ふさわしい長い足で、同じ高校の生徒たちを平然と追い抜いていく。そんな彼の脇わきの車道を一台のバイクが走り抜けていく。普段なら気にも留めないが、そのバイクには見覚えがあって山崎の目を惹ひいた。いや、山崎だけではない。周りにいた学生や通勤途中のサラリーマンさえも振り返り、視線でそのバイクを追っている。

　何せフルカウルバイクに、赤いスカジャンを羽は織おった丸富高校の女子制服姿のライダーである。見えた限りでは黒いスパッツを穿はいていたようだが、それでも男の悲しい性さがは風に靡なびくスカートに釘くぎ付づけになるし、きらきらと朝日を照り返すフルフェイスヘルメットからはみ出た偽にせ物もののような金髪は性別問わず見とれてしまう。その姿、紛まぎれもなく、著しや莪があやめだ。

　あやめは今日どうしたのだろうか。彼女が暮らしているマンションは学校から近く、バイク通学は逆に面倒だと聞いていたし、普段彼女がバイクに乗る時は大抵その豊かな金髪をヘルメットの中に押し込んでいる。何より、さすがの彼女とはいえ、制服姿で乗っているのを見るのは同じファミ部に所属している山崎でも初めてだった。

　あやめのバイクは高校の校門前を通り過ぎ、広い駐車場がある大学の方へと向かっていったようだ。そこから校舎までは少し距離があるので、急げば途中で出くわすかもしれない。

　山崎はそう思いつくと、すぐに歩みを速めた。今見た著莪の姿について話している生徒たちをはやる気持ちで追い抜いていく。

　彼女の話が耳に断片的に入ってくる。やれ容姿端麗性格美人の一年生だとか、やれ生まれついてのゲーマーだとか、やれ名物警備員のオッちゃんがガチで新妻候補にしているだとか……そんな噂うわさを聞いていると、山崎は嬉しくなってくる。彼女をそこいらの生徒よりも知っていること、彼女と同じ部に所属していること、そして何より彼女はもうすぐ自分の彼女になるという自信があったからだ。




　結局、山崎の思おも惑わくは呆あつ気けなくはずれてしまった。どこかであやめと合流できるかと期待していたものの、気がつけば教室に到着。彼女が来たのはそれから数分も経たってからだった。

　ボリュームのある金髪に碧へき眼がん、眼鏡めがね、そして人なつっこい笑い顔。まるで尻しつ尾ぽを振って散歩している犬のように、見ているだけでこっちまで笑顔にさせられるようなその姿。しかし、今日の彼女には取り巻きがいて、山崎は笑顔にはなれなかった。

　他クラスの男子生徒が三名、今日バイクで通学してきたことを話のネタにして、あやめにくっついている。途中であやめと合流出来なかったのは連中のせいに違いない。移動時間は、同行する人数に比例して遅くなる。

　雰ふん囲い気きからしてあやめの友達ではなさそうだ。単に彼女を狙ねらっている連中だろう。ひょっとしたら上級生かもしれない。わからなかったが、自信ありげなややチャラい風ふう貌ぼうがどこか山崎にも似ていて、同族嫌けん悪おなのか、苛いら立だちを覚えた。

　普段ならばそんな連中、校門前に仁に王おう像ぞうがごとく居座っている警備員が妬ねたみと筋力という二つの力で強制的に引き離すのだが、今日のあやめは同じ敷地内にある大学の駐車場から来たせいで、校門前を通らなかったのだ。

　廊下までだろうと思ったが、彼らは教室にもあやめと一緒に入ってくる。二学期の期末テストも終わって、クリスマスと冬休みを待つだけの今の時期は生徒にとってある意味一番暇だとはいえ……図ずう々ずうしい奴らだ、と山崎は思ってしまう。

　あやめが山崎の席の前を通るとき、「おはよ」と声を掛けてくれたので、出来るだけ他の連中にプレッシャーをかける意味でも、彼は丁ちよう度ど何かをするフリをしつつ、わざと立ち上がって出来るだけ親しげに挨あい拶さつをした。三人の男が明らかに身長やあやめとの距離感で上を行く山崎に、敵てき愾がい心しんと同時に畏おそれを抱いたのを見逃さない。似たもの同士、向こうの思惑を山崎が見抜いたように、山崎の意志を向こうは受け取ったようだ。

　これで散ってくれれば良かったのだが、逆効果だったらしく、連中は余計にあやめへ執着を見せ始める。しかも山崎の介入を警戒して、三人の内の一人が山崎の方に常に背を向けて――あやめとの間に一人は必ず入り込むようにしつつ、彼女の席まで付きまとい、その周りを囲む。そして明日からの土日は暇か、どこか遊びに行かないか、とやや強引な〝攻め〟に出始めた。

　それまでは愛想良くしていたあやめもさすがに迷惑そうな顔をし始めていたので、ここは一つ、山崎は強引に割って入ろうと決めた。が、すぐにやめた。……悪魔の声が聞こえたからだ。

「みんな、おはよぅ〜」

　教室に現れたのは白いポンチョをかぶり、ふわふわもこもこの猫耳帽子に、同じような素材で出来た何も掴つかめなさそうな猫の手手袋を装着した井いノ上うえあせびだ。まるで小学生のような小柄さに加え、しっとりとした黒髪で右目をやや隠しながらも、はっきりとわかる無む邪じや気きな笑顔が彼女を実年齢よりもずっと幼く見せていた。

　あせびは目が合ったクラスメイト全員に声をかけながら、あやめの隣にある自分の席へと向かう。しかしそこはあやめの取り巻きの一人が勝手に占拠して座っていた。

　果たして奴はどうするのか、そして、どうなるのか、山崎は離れた場所から注視した。

「ん？　あぁ、ここか？」

「あ、いいよいいよ、あやめちゃんとお話ししているんでしょ〜？　鞄かばんだけ置かせてね〜」

　あせびは猫の手手袋をうまく扱いこなし、肩からかかっていた鞄を机の上に下ろす……のだが、その手が何気に座っていた男の胸元をかすめる。

　その時だった。あせびの席に座っていた男の上着から、聞き覚えのあるメロディが大音量で鳴り響く。その手の物に詳しくない山崎でも知っているほど非常に有名ながら非常にマニアックで、すでに過ぎ去った過去になりつつある数年前の某ハーレムアニメのＯＰテーマである。

「誰だかけてきやがったの!?　ってか、マナーにしておいたはず……おいっクソッ!!」

　男は席からバネ仕掛けのオモチャのように立ち上がると慌あわてて上着から携帯を取り出し、操作するが……不可思議な力が働いているようでメロディは消えない。

「あっ、それあっちも知ってるよぅ〜。ちょっと前の作品なのに着信音にしているなんて、よっぽど好きなんだね〜」

　屈くつ託たくのない笑顔であせびはさりげなく、多分決して触れられたくない彼の秘密の部分をクリティカルで抉えぐった。

　公衆の面前でマニアックなアニメの曲がマックスボリュームで鳴り響くのは、その手の専門の人であってもかなりの羞しゆう恥ちプレイであることは自じ明めいの理り。それがいかにも自分はイケてますという自信ありげな奴が、目当ての女の子を強引に誘っているタイミングともなればかなりキツイ。実際、その男の顔色は真っ赤だし、周囲には吹き出す生徒も多かった。山崎も、あえて連中に聞こえるようにして吹き出してやった。

「お、おれ、こんなクソみたいな曲登録してねぇし!!　いや、マジで!!」

　誰に対しての弁明かわからない必死な声を男は上げるが、逆にそれが嘘うそっぽく、ますます周りを笑わせた。堂々としていればただの笑い話で済んだだろうが、こうなると状況は墜おちるところまで墜ちるしかない。

「な、何で止まんねぇだよ!?　電話にも出られねぇし、ってか、誰だよ非通知なんかでかけてきやがって……あぁクソ、バッテリー外してやる！」

　男は最後の手段として、携帯を裏返し、カバーをこじ開けようとするのだが、クラス中から注目される中では、焦あせってうまくいかないようだ。彼は悪態をつくと、邪魔だというようにあせびの椅子を乱暴に蹴け飛とばし、携帯を鳴り響かせたまま教室を飛び出していく。

「あ〜……あっちの椅子ぅ〜……」

　自然とクラスの注目は残された二人に注がれるが、彼らは完全にバツが悪そうになって、あせびの椅子を直すと「悪い」と一言代わりに謝り、何とはなしに、あせびの頭をポンポンと叩いてしまう。山崎は咳せき込むフリをして湧き起こる嘲ちよう笑しようを誤ご魔ま化かした。

　二人は逃げるようにして教室を出ていこうとするのだが、その行く手をどこからともなく現れた警備員のオッちゃんが塞ふさぐ。鍛きたえ上げた筋肉を見せつけるかのように腕まくりをした坊主頭の男だ。彼の表情こそ笑顔だが、纏まとっている雰囲気はまさに怒りに震える鬼神のそれ。

　恐れおののいた二人の男子生徒は反射的にスライド式の扉を閉めようとするが、オッちゃんの太い指先が差し込まれ、その逞しい筋力によって一発でこじ開けられてしまう。

「まだまだ甘いのぅ。……しっかし、何のために監視カメラが学校中に張り巡らされとるか、わかっとらんようやなぁ。オレの目を盗もう思ぅたその勇気だけは褒ほめたるわ。あやめちゃんにまとわりつき、あまつさえ、あせびちゃんの席を勝手に占拠、果てはその椅子を本人の前で蹴飛ばすっちゅぅ悪行の数々……そう簡単には許さえへんでぇ？」

　学校中に張り巡らされた監視カメラの映像をこの人は常時チェックできるわけがないので、恐らくお気に入りの女子生徒周辺だけチェックしていたのだろう。大した変態である。

「オ、オレたちがやったんじゃないって！」

「似たようなもんやないか。それにあやめちゃんにまとわりついたんは事実やろう？　さ、とりあえず、あせびちゃんらに謝罪しよぅか」

　もはや選択の余地などない。青い顔になった二人はすぐさまあせびとあやめに土ど下げ座ざせんばかりの勢いで謝罪する。あやめは笑って済まし、あせびもまた「大丈夫、あっちは気にしてないよぅ。直してくれたしね」と笑った。

　ホッとした二人の男子生徒はオッちゃんに連れられて廊ろう下かに出ていくので、山崎はそれとなく後を追ってみる。オッちゃんが二人の男子生徒を両脇に挟はさみ込むようにして肩を組み、階段のある方へと向かって歩いていくのが見えた。

「なぁ、えぇ〜子やろぅ？　そんなえぇ子らに迷惑かけたっちゅう罪は重いでぇ〜」

「で、でも、気にしてないって！」

「そうそう、笑って許してくれて……」

「気の優しい子らやからな。……けどな、そういう子やからこそ、オレらのような立派な大人が守ってやらんといかんのや。少し謝れば許してくれる、そんな子やと周りに思われれば次も、また次も同じようなことが繰り返される……そうならんためには、さっき走って逃げていったクソガキと一緒に、ちょ〜っと厳しめのお仕置きをくれたるさかいなぁ」

「ひっ!?　ま、まさか、あの噂うわさに聞く……あの!?」

「怯おびえんなや。安心せぇや、さすがにそこまではせぇへんって。……単２で許したるわ」

　悲鳴を上げる男子生徒が連れていかれる様子を、山崎は少し良い気分で見送った。

　山崎はオッちゃんの背中から、教室内であやめと楽しげに喋っているあせびへ視線を移す。

　この二人……いや、この二つの障しよう壁へきが春以来、山崎の悩みの種だった。

　お気に入りの女子生徒にまとわりつく男は力尽くで排除する警備員のオッちゃんのガードは徹底的であり、学校敷地内でのあやめへのアタックはもはや絶望的だった。彼がいるおかげで、丸まる富とみ高校は美人な女子生徒ほど彼氏持ちが少ないという不思議な現象が起こっていたりするほどであり、丸富で美人の彼女が欲しい場合は自分からアタックではなく、向こうから告白してもらうか、オッちゃんを打倒するかの二択が迫られるのだが、どちらも難易度は高かった。前者は親しくなる前に警備員の詰め所ワ ン ダ ー ラ ン ドへ強制連行されるし、後者はもはや語るに及ばない。

　ならば、と山崎はあやめが所属しているファミ部へと所属した。ファミ部は大学の部室棟に存在するため、実質的に警備員のオッちゃんの監視領域から離れつつ、あやめとの接点を増やすことが出来る。普段あまりゲームはしない山崎にとって、周りのメンツに話を合わせるのが大変なのは予想出来たが、それでも入る価値はある……はずだったのだが、今度はそこには悪魔が待ちかまえていたのだ。同じくファミ部所属、井ノ上あせびである。

　あせびとあやめはとにかく気が合うようで、いつも一緒にいるのだが……不思議なことに彼女が一緒にいると誰かしら先程の男子生徒らのような酷ひどい目に遭あう。それが自分じゃなくともテンションはガタ落ちするので、そこからあやめと色いろ恋こい沙ざ汰たの話なんて出来るわけがない。

　警備員の領域テリトリー以外で、あせびがいないタイミング……それが、あやめには極端に少ない。

　それが春からずっと、山崎にもどかしさを味わわせていた。しかし彼は焦あせってはいない。クラスメイトで、同じ部活に入っている自分にチャンスがないということは、他の連中にも同様にチャンスがないということなのだ。誰かに獲とられる心配はない。

　落ち着いて〝ここぞ〟という機会を待てばいいのだ。いずれ、その時は必ず来る。




「え〜、いいじゃん、行こうよ〜」

　放課後、山崎がファミ部の部室に入ると、あやめのそんな不満げな声が聞こえた。

　往年のゲーム機やモニターがあるのは当たり前、この部室は絨じゆう毯たんが敷き詰められ、部屋の中央にはコタツが置かれていたりして、男友達の部屋のような雰囲気だ。そこにコタツに入る女子二人、部屋の隅で遊ぶ男が三人の計五名。聞き慣れた電子音がＢＧＭのように流れていた。

　男組は、先輩のユウキさんを中心にして黄ばんだファミコンで『髭ひげを生やした配管工が亀の化け物に囚とらわれたお姫様を助け出す某ゲーム』をプレイしていた。ユウキさんはどこだかの孤島で生まれ育ったため、遊び道具が古いファミコンしかなく、これをひたすらやり込んだ結果、ネット上では〝ゲームの主人公名＋オタク〟で《マリ●タ》と呼ばれるほどの腕前に達しており、タイムアタックでは国内トップを争えるレベルなのだという。

　恐らく今現在もそのプレイの記録獲りを行っているのだと山崎は察した。一人はモニター及び壁際にあるＬＡＮポートに繋つながっているノートＰＣをいじり、もう一人は手にしたノートとモニターを見やって時折ユウキさんに何か呟つぶやいている。もしかしたらリアルタイムでプレイ動画を配信しているのかもしれない。あやめが喋っているので、音声は録とっていないようだ。

　そんな職人のような目をした男たちをよそに、女子二人はぬくぬくとコタツに入っている。無論山崎が交ざるのはこっちである。コタツの下であせびに足がぶつからないように注意した。

　あやめが、コタツの上に頬ほおをつけるようにして突っ伏しながら、対面に座っているあせびに今度は甘えるような声で「行こうよ〜」と言うと、あせびは困ったような顔をしつつ「ごめんねぇ〜」と言いながらミカンの皮を剥むいていく。気のせいか、彼女が被かぶっている帽子の猫耳も、申し訳なさそうにクタッとなっていた。

「なになに、どうかしたの？」

　山崎は何とはなしに話に交じってみた。すると、何でも今日、烏からす田だ高校はテスト明けの休みであり、それであやめの友人たちは彼女を置いて旅行に行ってしまったのだという。

　企画したのは自分なのに、と、それが悔くやしくてたまらないらしく、少しでもこの鬱うつ憤ぷんを発散するために、あやめは今日どこかに遊びに行こうとあせびを誘っているらしい。

「あっち、今日はバイトだから〜。あっちがいないと店長が大変なんだよねぇ」

「ちぇ〜。仙たちは行っちゃうし、佐藤まで……さ」

　寂しげにあやめは言うと、コタツにつけていた頬ほおを離すと、今度は顎あご先さきをつける。

　眼鏡越しにあせびを見上げるその様子に、どことなくチョコボールを思い出す。チョコボールは体格的にテーブルに届かないが、よく食卓の下で、山崎の膝に顎を載のせ、今の著しや莪がと同じような顔つきで哀願してくるのだ。お願いだから何か頂ちよう戴だい、と。

「ごめんねぇ〜。はい、コレ、ヤマッチの分」

　あせびは剥いていたミカンを半分に割ると、片方を山崎に手渡した。

　山崎は正直あせびから手渡されたミカンには抵抗があったが、さすがにこの状況で食べないわけにはいかない。……どうするか。

　山崎がそれとなく逃げ道を探していると、あせびは残りの半分を一つずつ、手を伸ばしてあやめに食べさせ始める。体格差もあってか、傍はたから見ていると家の中で飼っている大型犬に女の子がおやつをあげているようで、かわいらしくもちょっと面白い光景だ。

　……しばらくその様子を見た後、あやめが特に何も問題なさそうなのを確認してから、山崎は貰もらったミカンを口にした。普通においしい。

　気のせいか、また何かが焦こげたような匂いがする。部室にいるとたまにあるのだが、原因は未いまだに不明だ。壁の中で配線がショートしていたりするのかもしれない。

「先輩たちはこのまま夜までコースだし……あ〜あ」

「あっちのバイト先に来たらいいよ〜、きっと楽しいよ」

「うーん、でもなぁ〜。何て言うかさ、今日はそういう遊び方はしたくないっていうか、もうちょい派手にパーッといきたいんだよね。いつもと違う感じにさ」

　ミカンを食べながら、山崎は鼓動が高鳴っていくのを感じた。

　これは、ひょっとしたら……ついに、来たのかもしれない。半年以上待ちに待ったチャンスが、ついに。その期待感に山崎はミカンを慌あわてて食べ、タイミングを計はかった。

「みんな揃そろったら相談してみようかな」

　他の部員に来られると面倒だ。ここしかない。山崎は警備員の登場を警戒しながら「なぁ、あやめ」と〝攻め〟に出る。あやめは「ん〜？」と気乗りしない声だったので、カラオケ辺りを予定していた山崎は即座に喰くい付きが良さそうなエサに変えることにした。

「ちょっと離れた所なんだけど、以前通りかかりに偶然ゲーセン見つけたんだよね。もし良かったら行ってみない？」

　山崎は場所を説明すると、あやめも行ったことはない所らしい。

「じゃあ、丁度いいね。行こうよ。今金あるから、奢るよ？」

「ゲーセンかぁ。悪くないんだけどなぁ」

　あやめはコタツから顎を上げると、何かを考えるように天てん井じようを見上げてポリポリと頭を掻かき、それから山崎の目を見つめてきた。

　吸い込まれそうなほど綺麗な碧へき眼がんに見つめられていると、何だか自分の下心全てを見み透すかされているような気がして、息が詰まりそうになる。

「さ、さぁ、そうと決まれば行こう行こう」

　山崎はあやめの背を後押しするように、そして彼女の瞳ひとみから逃げるようにコタツから出て立ち上がる。そうなると、さすがにあやめも立たざるを得ない。他の女子なら肩やら背やらに手を回して部屋を出るのを促すところだが、まだ早い。校内の敷地内でヘタにボディタッチをすると、超人的な感覚で事態を察知したあの鬼神を招しよう喚かんすることになりかねない。

「それじゃ行こう、あやめ」

「うん。まぁいいか。……何かそういうことになったんで。あせび、先輩、お先に」

「あやめちゃん、ヤマッチ、バイバ〜イ」

　あせびがコタツから手を振り、そしてマ●オタをはじめとした先輩方はあやめに顔を向けすらせず、凄すさまじい集中力でモニターを見つめ続ける。

　ただ、扉が閉まる間際、ふとユウキさんの訛なまった声が廊下の山崎の耳に滑り込んだ。

「……さぁ、ここからだ」




　あやめはバイクがあるので、それを一いつ旦たん置いてくるという。一緒についていって、そのまま彼女の部屋に入れたら良かったのだが、彼女は一人バイクに跨またがるとちょっと待っててと言ってさっさと走っていってしまった。

「まぁ、急ぐことはないか」

　一人になった山崎は財布の中を見ながらこれからのプランを考えた。

　最初はゲーセン、その後に食事、明日は土曜なので多少遅くなっても大丈夫だろうから、最後は無難にカラオケ辺りに連れ込む流れで問題ないだろう。理想としては最後一人暮らしだというあやめの部屋まで行ってしまえれば最高だが、さすがに一気にそこまで行こうとするとところどころで無理が出る。とりあえず、付き合う、というところまで行ければ御おんの字じだ。

　山崎は昔から身長が高く、顔つきも母親似で整い、勉強もスポーツも人並み以上。女子から告白されたことは多かったし、山崎からの場合は今まで落とせなかったことはない。あやめも、チャンスさえあればどうということはないだろう。すでに一番の難題はクリアしたのだ。

　今夜の大おお凡よその必要経費を計算すると、財布の中の金だけで十分余裕がある。お金が貯たまるという名目で常備しているあの小袋も、一応、ある。備えは大丈夫だ。

　冬の日没は早く、夕暮れだった辺りはいつの間にか暗くなっていた。ジャケットを羽織っていた山崎は北風にぶるりと震える。まさかこのまますっぽかされたか、と一瞬不安になるものの、それはないとすぐに山崎は否定した。文化祭の時、あやめは従弟いとこに散々奢おごらせたことを笑い話としてよく話していたし、一人暮らしの彼女からすると〝奢り〟の誘惑は強力のはずだ。

　山崎は財布をお守りのように撫でていると、暗くら闇やみでもはっきりとわかるあやめの姿を認めた。

「ごめんごめん、ちょっち遅れた。てっきり高校の校門前にいるかと思ったから、あっち行ってたよ。駐車場で待っててくれたんだ」

　あやめも山崎も、お互いにごめんごめんと笑い合う。実際には校門で待っていようものなら、警備員の詰め所に連れ込まれるのは火を見るより明らかだったので、山崎は意図的にあやめの家から遠い位置になってしまう駐車場で待ち続けていたのだった。

　お互いに勘違いした、ということで笑い合った。出だしは悪くない。山崎は手て応ごたえを感じながらあやめを少し離れた所にあるゲームセンターへと促し、二人並んで街を歩いていく。

　会話の内容は今日何故バイクに乗って登校したのかとか、今朝の取り巻きの連中を笑い飛ばしたりと、当たり障さわりのないことだ。

　しかしながら、山崎としては彼女との会話よりも、周りの人間からの視線の方が楽しくて仕方がなかった。あやめはどこにいてもとにかく目立つ。その日本人ではありえない髪や瞳の色、溌はつ剌らつとした雰囲気、そして冬服を纏まとっていても隠しきれないスタイルの良さ。モデルだと言われても疑問は抱かないその体の線は、男なら自然と目が向いてしまうのだ。そしてそれに付ふ随ずいして、隣を歩く山崎にも羨うらやむような視線が来る。それが、楽しい。優越感がたまらない。

　ファミ部で行動する時はあやめにしか視線はいかないが、二人っきりとなると明らかに彼女の彼氏として見られるので、最高だ。もうすぐ常時そうなるのだと想像するだに心が躍る。

　山崎の足取りと口調も軽く、時折二人して笑い合う。そんなふうにして彼らは街の外れにあるゲームセンターへと到着。四階建ての雑居ビル全部がそうなっているらしい。

　一階の自動ドアを抜けると、一いつ斉せいに店内の騒音が鼓こ膜まくを震わせる。ゲームセンターは薄暗い照明にしている店も多いが、ここは比較的明るい店だった。

「あやめ、何からする？」

「とりあえず両替かな」

　言われて山崎はドキリとした。確かに時間調整のためにちょっと寄っただけならともかく、二人でちゃんと遊ぶとなると財布の中の一〇〇円玉だけで足りるわけがない。

　このゲームセンターに来たことがないのは事実なのだが、実はそれ以上にゲームセンター自体に山崎はほとんど来たことがなく、せいぜいたまにクレーンゲームで遊ぶぐらいである。しかし、ファミ部に入る時にはそれなりにコンシューマーもアーケードもやっている、という設定で通していた。どうせあやめと接点が持てたらそれだけで良く、何だったらすぐやめようとさえ思っていたぐらいだったから、さほど深く考えていなかったのだ。

　嘘がバレたか。山崎はそれを警戒したが、あやめは特に先程と変わらず、両替機を探していたので、ホっとした。

　ゲームセンターの中でもあやめはやはり目立つ。皆、ゲームよりも彼女、そしてその横にいる自分に視線を向けている気がして、山崎は嬉しかった。

「あっ、奢るのに」

　山崎が周りの視線を楽しんでいる間にあやめは自分の財布からお札を出し、崩していた。

「いいっていいって。とりあえずは、ね」

「あー、そう？　じゃ、俺も崩すかな。……さてと」

　適当な額を小銭に替えると、山崎は辺りを見回した。一階はクレーンゲームや音ゲー、あとプリクラなどの大型筐きよう体たいが並んでいる。その中から最初にするのは、やはり無難に――。

「じゃ、アタシ、上の方に行ってるから。何かあったら携帯で」

　山崎が悩んでいる間に、笑顔のあやめはひょいひょいと人垣をかわして階段へと向かってしまう。そこで山崎は己おのれが失態を犯おかしたことに気がついた。

　以前ファミ部のメンツでゲームセンターに来た時は、行きと帰りが一緒だっただけで、中に入った途端個別行動をしていたのだ。普通の仲良しグループならともかく、ユウキさんからしてわかるように、程度の差こそあれ、全員がガチのゲーマーであるせいなのか、仲良く一つの筐体をみんなで囲むようなマネはせずに、それぞれがやりたいものをやる、それだけである。

　無論、プレイしている姿を後ろで腕を組んで観察している姿もあったが、それはスポーツの県大会などでライバルたちの様子を偵察に来ている選手の姿に近く、本日山崎が予定していたものとは天と地ほどの差があった。

　ゲームセンターは失敗だった、そう思いつつも山崎はあやめの後を追って、階段を昇る。途中見上げれば彼女のスカートの中が見えたが、今日の彼女は生あい憎にくとスパッツを穿はいている。あせびからミカンを貰もらったせいだろうか。下着のラインすらよく見えなかった。

　あやめはカードを用いる大型筐体のゲームが並ぶ二階をスルーし、三階へ。そこにあった、彼女が好きだと頻ひん繁ぱんに口にしているセガというゲームメーカーの『ボーダーブレイク　エアバースト』というロボット物の筐体に迷いなく向かう。普通のアーケードのスティックやボタンではなく、グリップとマウスのようなものがある少し変わった筐体だった。

　四台並んでいるそれらは半分が【交代台：６００円で交代してください】、もう片方が【やり込み台：好きなだけやるがいいさ！】というプレートが立てられていた。

　あやめはやり込み台の一つの席が空いていたので、そこに座ると、財布から何やらカードを一枚と一〇〇円玉を五枚取り出してそれを全て投入した。

　あやめの後ろに立って話を聞くに、彼女は時折このゲームをプレイしており、カードにはプレイヤーだか機体だかのデータが入っているらしい。そしていきなり五〇〇円投入したのは、クレーンゲームのそれと同じく、まとめて最初にいれるとボーナスがつくのだという。

「あ〜、一機増えるんだ」

「あ、違う違う。これはＧＰっていうプレイ時間みたいのを買うんだよね。それが増えるの」

　あやめは眼鏡を掛け直すと、慣れた手つきでグリップを左手で握り、マウスのようなものに右手を置く。そして時折モニターをタッチしつつ、プレイを開始した。それを見て、モニター全面がタッチパネルになっているのに初めて山崎は気づいた。タッチパネルというとスマートフォンぐらいしかイメージがなかったので、ちょっとしたカルチャーショックだ。

「アタシ、ちょっと長くなるから、他行ってた方がいいよ？」

「いや、見てるよ。あ、ひょっとして見られていると緊張してうまく出来ないとか？」

　山崎は笑う。著莪も、笑った。しかしその手はポケットからイヤホンを取り出していて、彼女はそれを両耳に装着すると、その端子ピンジヤツクを筐体にある穴ジヤツクに差し込んだ。

「……そういうのもあるのか」

　確かにこれでは会話も出来ないだろう。しかしそれでも山崎は構わずあやめの後ろに立ち、時折彼女の肩に手を置いたり、そこで何気に服越しにブラの肩かた紐ひもを探したり、さりげなく髪に触れたりして時間を潰つぶすことにした。何よりそこにいると回りからの視線が心地良いのだ。

　ゲームの方はルールを知らないのでよくわからない。ただ、あやめがかなりうまいことはすぐにわかる。最初は時折好奇の目で見てきていた両脇の筐体でプレイしていた二人が、すぐにあやめ本人ではなくモニターの方にばかり視線を送るようになっていたのだ。何より気がつくと順番待ちではないギャラリーが山崎の周りに数人出来ていた。

　――重火力で随ずい分ぶんアグレッシブに前に出るな。――プラズマカノンをやたらとうまく使う。――接近戦の強さ異常だろ……。――減点覚悟で乱戦にぶちかましていくのはちょっとウザイけど、見てる分には面白いよな。――撃破数はスゲェが、ポイントは低そーだ。

　聞いた話を総合すると、あやめは減点を覚悟で攻撃に味方を巻き込むことが多いようで、個人成績はやや低いらしい。しかしかなりうまいようだ。確かに見ていると撃破される回数と撃破する回数の比率はかなり偏かたよっていて、次々に敵を倒していく様は見ていて面白い。

　周りのゲーマーたちの囁ささやきを聞いていると、全然関係ない山崎も何だか鼻が高かった。

　果たして、あやめはそのまま一〇〇〇円分を遊び、最後に試合が終了寸前でＧＰがなくなりかかったので、とどめの一〇〇円を投入して、勝利した上で綺麗にプレイを終えたのだった。

「あやめ、お疲れ」

「お疲れ。アタシ放っておいて他で遊んでて良かったのに」

　約一時間、立ちっぱなしだった山崎はさすがに飽きたし、疲れていたが、それを素直に言うわけにはいかない。笑って誤魔化した。

　そろそろここを切り上げたかったが、あやめはそうは思っていないらしい。彼女はその豊満な胸を見せつけるように両腕を上にして伸びをすると「お次はっと」と、呟つぶやく。

「あっ、哲さとしはやんなくていいの？」

「あー、うん。まぁ、何かいいのがあったら」

「……そっか。んじゃ、上行ってみようか。上はレトロゲーだって」

　あやめに促されて四階に昇ってみれば、なるほど、確かに一昔か二昔前の往年の筐体が所狭しと並び、そこそこの客を呼び寄せていた。昔を懐かしむ中年が多いのかと思ったが、意外に小学生も多い。何故かと思えば、１プレイ五〇円という安さのおかげのようだ。

「とりあえず、バーチャでもしようかな」

　著しや莪がはその階にあった両替機で持っていた一〇〇円玉を五〇円に崩しながら言った。

「え？　バーチャって、バーチャファイター？」

「うん、そう」

「そんなの部室にあるだろ。何で金払ってまでやんの？　どうせやるなら……」

「わかってないな、哲は。ＳＳセガサターンがいくら優秀なハードで、移植のデキが良かったとしても、アーケードとコンシューマーはやっぱり違うんだよね。グラフィックはもちろん、ゲーセンでやるっていう感覚もね。その差を楽しむためにお金を払うっていうのかな」

「よくわかんねぇけど……そうなの？」

「うん。そうだなー……哲でもわかりやすいように言うと、映画かな。映画館で見るのと、家でＢＤブルーレイデイスクで高いホームシアターセットを用意してみても、やっぱり何か違うじゃん」

　そう言われると山崎にも何となくわかったような気がしてくる。ぼんやりとしたそのイメージをうまく掴もうとしている間に、あやめは『バーチャファイター２』の筐体を目ざとく見つけ、席についた。どうやらそこは対戦台らしく、背中合わせになっている筐体の向こう側では誰かがプレイしているようだが、そこに乱入する気らしい。

　さすがにバーチャシリーズぐらいは山崎もプレイしているのでわかるのだが、相手はかなりうまい。そこに恐れることなく、あやめはコインを投入。

　あやめは眼鏡を掛け直し、スティックの感触を確かめつつ、アキラを選択。プレイ開始直後、一戦目を素早く獲とる。筐体の向こうから「……おっ」という感心したような声が聞こえた。

　二戦目の敵はかなり粘ねばったが、それでもあやめが獲る。

　すると対戦相手のスーツを着た中年の男は席を立ち、財布を取り出して両替機の方に向かおうとするのだが、その足があやめの姿を見て、ピタリと止まった。

　さすがに自分をストレートで負かせた相手が金髪美人の女子高生となれば当然だな、と山崎はまたほくそ笑むのだが、そうではなかったらしい。

「あっ、あ〜、君だったのかぁ。そりゃしょうがねぇわ〜」

　スーツの男はわざとらしく自分の額ひたいをペシッと叩く。そしてあやめは顔の前に拝おがむように片手を出し、ウィンクして笑う。

「ごめんね。いい感じのプレイしてたからさ」

「いやいや、いいって。それじゃ、もう一戦だけやらせてもらおうかな」

　男が両替機に向かうのを見送ってから、山崎はあの男について尋ねた。

「あせびのバイト先の『フォローミー』っていうゲームショップの常連の不良サラリーマン。……うん、まぁ、知り合いといえば知り合いかな。対戦格闘が専門で、かなり強いんだよね」

　山崎の知らないあやめの姿に、山崎は何も言えなかった。てっきり彼女のことは一通り知っていると思っていたのだが、少し意外だ。

「さぁて、それじゃ、胸を借りますかね。いい加減セガ系でも勝てるようにならねぇと」

「どうかな、出来るかな？」

　二人は筐体越しに横から顔を出し、親しげに笑い合ってからプレイを開始する。

　かなり世代が上の男と対等の交流をしているあやめが、妙に大人に見えた。

　何となく、山崎は自分の居場所のなさを感じたが、挫くじけはしない。夕飯で取り返してやる。




　何だかんだとかなり長い時間を費ついやしたものの、結局ゲームセンターではあやめが山崎の財布に頼ることはなかった。何故だろう？　と、考えるものの山崎にはわからない。

　ともかく、おかげで予定よりもはるかに余裕があった。夕食はファミレスかカラオケボックス内で何か取るのを考えていた山崎だったが、もっとちゃんとした場所でも大丈夫だろう。

　ゲームセンターの自動ドアを抜ければ、とっぷりと暮れた夜空の下。さすがに街灯の影響で星はほとんど見えなかったが、あやめはスカジャンのポケットに両手を入れ、どこか寂しげな表情で空を見上げていた。

　山崎はそんな彼女の横顔を眺める。普段は明るく、親しみやすさを感じる顔をしているが、その顔から表情が消えると急に清せい婉えんな彼女が現れ、毎日のように眺めているはずの山崎でさえ思わず見とれてしまう。

　人々の営みの代名詞たる街の明かりが星々の清らかな美しさを隠すように、普段のあやめの明るい表情は彼女のもう一つの美しさを隠している。山崎はそんな気がした。そしてあやめに今まで以上の好意を抱き、何が何でもあやめを自分のものにしたいと今一度強く思うのだった。

　あやめの横顔に魅み了りようされていると、彼女の碧へき眼がんがキョロリと動いた。

「うん？　どうかした、哲」

　瞬き程の間にあやめはいつもの彼女に戻り、微笑んでいた。親しみのある、見ているだけでこちらも笑顔になる笑み……それはどこか名前を呼ばれて振り向いた時の犬の顔を連想させた。

　急に変わったその表情に、見とれていたのがバレたかと、妙に恥ずかしくなって山崎は慌てながらも夕食をどうしようかと考えていたのだと、言い訳するように口にした。

「どうしよっか。ちょっとお金使っちゃったからなぁ。懐ふところに優しいのじゃないとキツイかも」

　あはは、とあやめは笑った。

「食べたい物言ってよ。何でも奢おごっちゃうよ」

「まぁたぁ」

　あやめは笑って山崎の胸をその長い指先で押してくる。山崎も笑い「マジだって」と言いながらその手を握ろうとしたが、わずかにかすめただけで、スルリと彼女の手はまたスカジャンのポケットの中に隠れてしまう。

「どうしようかなぁ」

　あやめが歩きだしたので、揺れる彼女のスカートを眺めながら山崎も後を追う。

「この辺でオススメの店とかってある？　あるならそこ行ってみたいな。普段あやめがどんな物食べてるのか、見てみたいし」

「……うーん、いいけど……ちょっと変わってるよ？　大丈夫？」

「好き嫌いはないからそこは安心してくれ」

「そういう問題じゃないんだけど……まっ、いっか」

　頭をポリポリと掻かいていたあやめは急にクルリと振り返ると、どこか子供が親にするような、挑発的な瞳を向けてくる。

「アタシのプライベート、哲に見せてあげるよ。……ただ、正直結構ハードだから、哲に構っていられなくなると思うけど、そこは勘かん弁べんね」

「ハード？　あぁ、脂あぶらが凄すごいラーメンとか」

「もっとハード。もっと、物理的に、ね」

　量が多いということだろう。しかし、そんな店がこの辺りにあっただろうか。生まれてからこの街で暮らしているが、山崎に思い当たる店はなかった。

「へぇ〜、それ、どんな店？」

「多分、哲も知っているし、行ったことあると思うな。……ほら、見えてきた」

　あやめが通りの先にある店舗を指さす。そこにあったのは……。

「マッちゃんのスーパーマーケット。あれがアタシのオススメの店なんだ」




　その店は山崎もたまに親にお使いを頼まれた時などに訪れる、大型のスーパーだった。

「一応一通りのことは教えたけど、無理はしないように。危ないからさ」

　あやめはそれだけ言って、さっさと一人でスーパーの自動ドアを抜けて先へ行ってしまう。山崎は、彼女が口にした『狼おおかみ』『半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイム』『半額神』『腹の虫の加護』などのワードを頭の中で反はん芻すうさせるが、どこからどこまでが本気で言っているのか、よくわからない。毎夜のように行われるこの尋じん常じようならざる争い……半額弁当争奪戦の話は、突発的な思いつきにしては設定が細かいので、全部が作り話とは思えなかった。

　山崎は言われたままに、空腹を意識しながら自動ドアを抜ける。白を基調とした内装、高い天てん井じよう、余裕のある島棚間の通路……開放感のある店内が彼を迎え入れた。

　飛び込んできたのはその光景だけではない。店内中から向けられた複数の視線もまた、彼を包む。まるで街で因いん縁ねんをつけられたような……その数倍の鋭さを山崎は感じ、思わず息が詰まり、立ち止まってしまう。

「哲、時間ないんだから、早く」

　あやめに声をかけられ、それに頼るように山崎は足を一歩一歩前へと進めていく。すると不思議と先程までの鋭い視線は嘘うそのように消える。そのせいか、山崎は店内にＢＧＭが流れているのにようやく気がつく。先程まで無音の空間のように感じていたのだ。

　普段と様子の変わらないあやめについていき、山崎は店内外周を回るように、青果コーナーの前を歩く。何気なく額ひたいを掌てのひらで拭ぬぐう。脂あぶら汗あせが浮いていた。　

　そして、あやめから聞かされていた総菜・弁当コーナーへと辿たどり着く。疎まばらな陳列のそれは三割引シールの貼られた五つの弁当だ。

「さすがに〝ザンギ〟はない、か。まぁ、あっても今日はさすがに難しそうだけど」

　歩みを止めないあやめはチラリと陳列棚ではない方向へ視線を向ける。つられて見やれば、彼女の視線の先にいたのは島棚の間に佇たたずむ耳にピアスを付けた大学生と思おぼしき男。

　どこかハスキー犬を思わせる精せい悍かんな顔をした彼は彼で、あやめや商品には顔を向けず、何やらエントランスの方に顔を向けていた。

「おっと」

　山崎は前を歩いていたあやめの背にぶつかる。追いついたというより、あやめが足を止めていたのだ。ふわりと、彼女の髪から花のような心地良い香りが漂い、山崎の鼻先を擽くすぐった。

「……だと、思った。そんな気配あったもんなぁ。ちぇ〜、ホントに今夜はハードじゃん」

　何を言っているのかと、山崎は尋ねようとするものの、その喉のどを場の空気が塞ふさいだ。背筋にナイフの切っ先を突きつけられたような、ゾクリとするほどの緊張が店内中に迸ほとばしったのだ。

　不自然なほど明瞭に聞こえてくる店内ＢＧＭ、室温が数度低下したかのような寒気を覚えるのに、彼の体からは汗が噴き出した。何かおぞましいものが近づいてくるのを肌が感じている。

　店内最さい奥おうである山崎がいる場所からは距離があってさすがに見通せないが、エントランスの自動ドアが開いたのが何故か感じられる。そしてＢＧＭを無視して聞こえてくる、揃った二つの足音。それはまるで一匹の獣けものが歩んでいるようだった。

「狙いは決めた？　行こう」

　これはいったい何なんだ？　山崎はそう言いたかったが、口から出てきた言葉は「あ、あぁ」という呻うめきのようなもの。

　あやめはそれをＹＥＳの返事だと認識したようで、さっさと歩きだしてしまう。山崎は母親と買い物に来た幼子のように彼女を追い、島棚の間に隠れるようにして身を置いた。

　わけのわからない状況でありながら、あやめは気にした様子もなく、眼鏡をケースにしまう。

「無理だと思ったら諦あきらめてちょっと待っててよ。多分、哲にはキツイと思うし」

　もはや山崎には何と言っていいのか、わからなかった。訊ききたいことは山ほどあるようで、実は一つもない。先ほど山崎が抱いた疑問の解答をあやめはすでに口にしているのだ。

　これが、半額弁当争奪戦なのか。だとすれば、さっきあやめが楽しげに語っていたことは全て本当で、彼女は二つ名とやらを持つ狼なのだというのか。

　もはやスーパーはすでに山崎が知っているものとは別種の魔境である。先ほどまでとは違う意味で、彼はあやめの手を握りたくなった。

　不意に、山崎の背後に人の気配がして、ビクリと体が震える。見やれば、背中合わせになるように反対の島棚を見やっている、先ほどのピアスの大学生。

「てっきり、佐さ藤とうだと思ったんだが。全然違ったな」

「アイツは旅行中。今頃、仙せんたちと遊んでるよ」

　つまらなさそうにあやめが言うと、ピアスのそいつは肩越しに山崎を見てくる。品定めされているような気がしてあまり気持ちの良いものではなかった。

　彼が何か言おうと口を開くのが見えたが、声は別の場所から発せられた。

「またお会いしましたわね、二に階かい堂どうさん。そしてこちらは著しや莪がさんと……え〜っと、鏡きよう？」

　それぞれカゴを手にした丸まる富とみ高校の女子生徒だ。どこかで見覚えがあると思ったら、生徒会長の沢さわ桔ぎ梗きようと副会長の沢さわ桔ぎ鏡きようである。どちらも美人で、いろんな意味で学校の名物となっている双子の姉妹だ。無論、彼女らもオッちゃんのガード対象になっているのも有名である。

　姉妹は何やら山崎の方を見やりながらコソコソと話していたが、断片的ながら何を言っているのかは聞き取れた。

　――あの方はどなたかご存じ？　――さぁ。しかしデータバンクにはいらっしゃらなかったかと。著莪さんが連れている人ということで佐藤さんかと思いましたが。――あら、嫌ですわ、鏡。あの方を佐藤さんと間違えるだなんて。気配からして違いますのに。佐藤さんなら二階堂さんと同じく、もっとこう……体の芯が疼うずくような、下腹部の辺りがキュッとなる感じが……。――……姉さんは一体どこで人を区別しているんですか……。――あら、わたくしたちを見ていますわ。とりあえずご挨あい拶さつをするべきですわね。

「んっ、んん。……失礼。わたくしは沢桔梗、こちらは妹の鏡。二人で《オルトロス》という二つ名で呼ばれることもありますわ。あなたは？」

　山崎は緊張しながらも簡単に自己紹介をするが、沢桔姉妹や二階堂という男はまだ何かを求めるように見つめてくる。早くその続きを……と言っているかのようだ。

　困惑していると、あやめが我が慢まんしきれなくなったように、笑いを漏らす。

「あーごめん。そいつ、本当に今回が初めてのルーキーなんだ。気にしないであげてよ」

「あら、そうでしたの。これから、よろしくお願いいたしますわね、山崎さん」

　ニッコリと笑顔で言われて、山崎はようやく彼女らから視線を外される。そして沢桔姉妹、二階堂、あやめの四人だけで今日の弁当がどうとか、《サラマンダー》が最近どうとか、意味のわからない話を始めてしまう。自分が入り込める雰囲気ではなかった。

「……恐らく、そろそろだろうとは思う」

「そうですわね、やはり、そう、えぇ。無論その時はわたくしたちも……あら、始まりますわね。あまり固まっていても何ですから、わたくしたちはこの辺で。……それではまた、後で」

　沢桔梗は不敵な笑みを残し、妹を引き連れ姿を消し、二階堂もまた同様に山崎の前から消えた。代わりに彼の視界に現れたのはエプロンを身につけ、バンダナを巻いた目の細い女性店員。あやめを含め、店内中の狼と呼ばれる連中の視線がそちらに向けられていることからして、恐らく彼女が半額神と呼ばれるヤツなのだ。

　彼女はおもむろにエプロンから台紙を取り出し、三割引シールが貼られていた弁当の上に半額シールと思しき物を張っていく。山崎は何となくその光景を眺めていたが、店内の気配が先ほどまでとは何かが変わっていくのを肌で感じていた。

　今まではナイフの切っ先を突きつけ合ったような緊張感のそれだったのが、今では短距離走者がスタートの電子音が鳴り響くを待つあの張り詰めた空気に近い。

　半額神の女がスタッフルームに向かっていく。緊張感が高まる。

　確かスタッフルームに半額神が消え、その扉が閉まる音がしたら、争奪戦は開始される。

　もう山崎は先ほどのあやめの話は嘘ではないのだと、確信していた。ならばこれから行われる肉弾戦もまた間違いないのだろう。話を聞いただけなら信じられはしないが、この場の空気を味わった今となっては信じるに足る。

　沢桔姉妹と二階堂は何となく腕うで利ききだというのはわかった。あやめもそうらしい。しかし、彼ら四人と山崎の体格を比べた場合、本当に肉弾戦となったら問題は二階堂だけだろう。

　――ここは一つ、いいとこ見せるとするか。

　ゲームセンターといい、スーパーに来てから先ほどまでの怯おびえっぷりといい、あやめに格好いいところを見せていないのだ。二人の間の空気はかなり良いと思うが、さすがにそれだけではちょっとマズイ。だからここで名めい誉よ挽ばん回かいしよう。高校受験のために中学の途中でやめてしまったが、小学生の時から山崎は空から手てをやっていた。あまり実戦的なことはやっていなかったが、何も知らない奴よりははるかに戦える。実際、中学の時に高校生に因いん縁ねんつけられた時だって、二人を相手に喧けん嘩かして何とかなったぐらいである。その辺は多少自信があった。

　ただ、問題はどこまでやっていいのか。その程度がわからない。あやめは大げさなことを言っていたが、さすがに女子の顔面に拳こぶしを叩きつけるなど出来るわけがないし、素しろ人うとの蹴けりだって靴を履はいていれば最悪相手の骨が折れてしまうこともあるのだ。

　とりあえず場の様子を見つつ、あやめの前でいいところを見せる。そうしよう。山崎はそう胸に決め、スタッフルームの扉の音に耳を澄ませた。

　バタン。その音が鳴り響いたと山崎がはっきりとわかった時、すでに彼の傍かたわらからあやめの姿は消えていた。いや、それだけではない。山崎が、鳴ったな、と思った段階で、すでに弁当コーナー前には数人の乱戦が形成されているのだ。

「……え？」

　まるで自分だけが時の流れから外れているような錯覚を山崎は覚える。目の前ではまるで速送りの映画のように、目を疑うほどの速度で老若男女の激しい攻防が繰り広げられている。その中に一ひと際きわ目立つ金髪のあやめの姿もある。

　その時、風が吹く。山崎の脇を沢桔梗がカゴを手に、素早く駆け抜けていく。そしてその上空を、妹の鏡がやはりカゴを手にして舞い、そのまま乱戦のど真ん中へと直進。鏡が人垣の中に姿を消したと同時に、乱戦が唐とう突とつに終わる。

　山崎は目を疑った。強力な爆弾でも炸さく裂れつしたかのように、人々が、弾け飛んでいるのだ。そして、その爆心地にはカゴを振る鏡、ただ一人。

　一体どれほどの力があれば、そんなマネが出来るのか。いや、それ以上に彼女は一体どうやって上空を飛んでいたのか。山崎には疑問ばかりが増えていく。

　吹き飛ばされた人々をかわし、二階堂が地を這はうように身を低くし、鏡を横手から狙っていく。蹴り。しかしその一撃は遅れて現れた姉の梗が二人の間に介入し、カゴで弾き飛ばす。その姉の背を踏み台にし、鏡はバランスを崩す二階堂の頭上へと高く飛び上がり、カゴの縁を両手で持って振りかぶった。落下する勢いとともにカゴを叩きつけるつもりなのだ。

　それを当の二階堂も察知しているようだが、彼は逃げる素振りは見せず、あえて目の前にいる梗へ拳を放っていく。逃げようとすれば彼女に邪魔されると判断したのか、それともあえて困難な選択をしているのか、山崎にはわからない。

　そんな二階堂の攻撃を梗が楽しくて仕方ないという顔つきで、カゴを巧みに使いこなし、受け止め、弾き飛ばす。

　そこで著莪が動いた。先程の鏡の一撃をあえて後ろへ飛ぶことでかわしていた彼女は三人が激しく争っている方へ一瞬だけ視線を向けた後、半額弁当が並ぶ陳列棚へ向かい、手を伸ばす。

「姉さん、固こ執しつしないで！」

　空中の妹から声を投げられた梗は、ハッとして二階堂からあやめへと顔を向ける。

　だが、あやめの方を見つつ何かを納得したように頷いた二階堂は変わらず梗を狙っていく。

　そこで山崎は何とはなしに、オルトロスのどちらかの狙いの弁当とあやめの狙っている弁当が被かぶっているのだと、察した。そして恐らくあやめと二階堂は違うのだ。

　陳列棚へ手を伸ばすあやめへ向かって、梗のカゴが振りかぶられる。しかしそのすぐ後ろでは二階堂が拳を振りかぶり、さらにその彼のすぐ上では鏡が凄まじい力を込めたカゴを今まさに振り下ろさんとしている。

　誰が、誰に、最初の一撃を喰らわせるのか。山崎は息をするのも忘れて注視した。

　動いたのは、あやめだった。彼女は陳列棚直前で伸ばしていた手を引っ込め、走り込んだ勢いはそのままに、体ごと振り返る。彼女の靴が陳列棚の床と接する部分に触れると、そこを支点にして、すぐ後ろにまで迫っていた梗へ飛びかかった。

　やや慌あわてた様子の梗はカゴを振るうも、その時にはすでに間合いが狭過ぎた。カゴではなく、下か膊はく――手首と肘ひじの間――があやめの側頭部に打ち付けられそうになる。しかしあやめは梗の下膊と己の頭の間に素早く手を差し込み、直撃を防ぎつつも、横へ薙なぎ払われる。
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　床に肩から落ちるあやめの姿に、山崎は駆け寄りたくなるが間に合うわけもない。彼はただ、口元にしたたかな笑みを浮かべるあやめの姿を見守るだけだった。

　カゴを振るった梗の背後に、二階堂が迫る。

　させまいとその上空から鏡がカゴを振り下ろすが、二階堂はそこで体勢をあえて崩した。床ギリギリを水平に飛んだのだ。もはやそのまま前のめりに突っ伏すのは間違いないが、しかしそうすることで上からの鏡の攻撃を、かわせはしなくとも、ギリギリまで遅らせることが出来る。そして、最後の最後で床を蹴り上げ、自らカゴにぶつかるようにして体を持ち上げた。

　振るったカゴの勢いを利用して、後方を振り向く梗。その顔面に下方より二階堂の拳が喰らいついた。梗が、吹っ飛ぶ。直後、鏡の一撃を背にモロに受けた二階堂もまた、床に叩きつけられ、その反動によってこちらも宙を舞う。

　唯一残った鏡は吹っ飛ばされた姉に顔を向けるも、その時にはすでに体勢を立て直し、再び仕掛けてきたあやめへすぐに意識を向けた。

「これが狙い、ですか」

　鏡は苦しげに言って、あやめとぶつかる。そして上空からの一撃で吹っ飛ばされていた他の狼たちが続々と戦線に復帰し、再び乱戦を形成。あやめたちを呑み込んだ。

　山崎にも鏡が言ったことの意味はわかった。恐らく強敵にしてコンビ技を使うであろうオルトロスの片割れを排除するために、あやめは二階堂を利用したのだ。そしてあやめとは狙う弁当が違う二階堂もまた、わかっていてそれに乗った気配がある。

　一方、その二階堂に吹っ飛ばされた梗は、カゴの取っ手からその端へと掴つかみ直し、床に突き刺すようにしてブレーキをかける。シュッと音がして勢いが弱まると、彼女の体は再び重力に引かれ床に靴裏が接する。しかし、よほどの力が込められていたのか、それでもなお、止まらない。地に突き刺した剣にもたれる騎士のような姿勢のまま、梗の両方の靴と、床に接したカゴの縁から煙が上がる。

　結局梗が止まったのは、その後ろに引いた足が店内横手の陳列棚に接してからだった。

　前後に股またを開き、膝をついた梗は、乱れた髪をそのままに、項うな垂だれていた顔を上げる。

「素晴らしいエクセレント！　今の一撃は良かったですわ！　そう、それでこそ！」

　禍まが々まがしく目を見開き、嬉しげに微笑む梗は、乱戦から外れた場所で膝をついている二階堂に向かってそう言い放った。

　二階堂は倒しきれなかったかと、舌打ちを漏らし、ダメージの色濃い体を引ひき摺ずるようにして再び乱戦に向かう。そして、梗もまた、クラウチングスタートの要領で身を低く踏み切る。吹っ飛ばされた時以上の速度で彼女は再び乱戦へ突入。

　そして、人が持てる力全てを用いて立ち塞ふさがるものを薙ぎ払い、宙を舞い、雄お叫たけびを上げ、床に叩きつけられる……そんな激しいという言葉すら陳ちん腐ぷに思えるほどの攻防を再開する。

　何が起こっているのか。答えはあやめから聞いている。しかし、それを理解できていない。

　あの抱きしめたらきっと最高に心地良いであろう柔らかな体をしているあやめですら、山崎よりも体格の良い男を軽々と投げ飛ばし、蹴り飛ばし、そして時には骨の一本か二本は確実に折れるであろう攻撃を彼女は受け、床に叩きつけられている。それでも立つ。それでも立ち向かう。それでも、狙っていく。半額弁当を。この場にいる誰もがそうであるように。真剣に、しかしそうであるからこそ、楽しそうに。

　何となく惹ひかれるものはあった。しかしそれに参加したいかといえば、それはない。

　たかだか半額弁当のために、彼らは一体、何をしているのか。何故そんなことが出来るのか。

　山崎には全てが理解できなかったのだ。

　

「あの三人がいた状況じゃ、僥ぎよう倖こうかな」

　あやめはレジ袋とスカートを揺らし、上機嫌にスキップするように山崎の前を歩いていく。

　そこはスーパーの近くにあるレイクパークと名付けられているものの、やや大きめの池があるだけの公園だ。辺りには照明はほとんどなく、木々が生え、公道からの視線や音を遮さえぎっているため、まるで森の中に迷い込んだように静かだった。

　唖あ然ぜんとしているだけの山崎には何がどうなったのかよくわからなかったが、とりあえずあやめが半額弁当を手に入れて店を出ると、自然と彼女に案内されたのがこの場所だ。

　まず人の邪魔が入らない、静かで薄暗い場所。年頃の男女二人が夜に訪れる場所として考えると、事は思いの外ほかうまく進んでいるのかもしれない。ゲームセンターやスーパーではどこか置いていかれたような感じもしたが、存外、山崎に好感を抱いてくれているのかもしれない。

　そうだ、と山崎は思う。子供が自慢げに自分の得意なものや、自分の秘密をあえて見せるというのは好意があるからだ。自分を良く見せようとか、自分をもっと知ってもらいたから。今回のあやめも同様かもしれない。

　――なら、あとは、今日中にどこまでいけるか、だ。

　山崎は期待を胸に抱き、半額のお握りとお湯を注いだ無名メーカーのカップ麺めんが収まるレジ袋を握り直した。

「ここでいい？」

　あやめはこちらの返答を待たず、池のほとりにあるベンチに座るので、山崎もそれに倣ならい、肩が常に触れあうようにして座った。

　あやめは弁当を出して膝の上に置くと、蓋を開く。白い湯気と、腹の虫を騒ぎ立てる強烈な肉の匂いが立ち上る。山崎も空腹に突き動かされるようにカップ麺をレジ袋から取り出した。

「それじゃ……いただきます！」

　あやめは割わり箸ばしを手にすると早速その半額弁当、『二種類のスペアリブ弁当』に取りかかる。

　容器に収まるそれは、ご飯、その脇には漬け物、そして弁当の名前にもなっている肉付きの良い豚の骨付きバラ肉ス ペ ア リ ブが二本、野菜とともに異様な存在感を放っていた。

　弁当名に『二種類』とあるように、一つは照りのある飴あめ色いろのタレにつけ込まれて味付けされつつも、とこどころに黒い焦こげを纏まとったもの。それには茹ゆでられたブロッコリー、ニンジンが添えられていた。もう一方はあらびきコショウの粒が目立つ。どうやらシンプルに塩コショウで焼かれたものらしい。こちらには焦げ目のついた長ネギが添えられている。

　それらは今やスーパーの電子レンジで温められ、脂あぶら身みの部分は半透明に、そして溶け出した脂は肉の表面を流れ、妖よう艶えんに月の光を照り返している。思わず山崎は唾つばを飲んだ。

「まずは塩コショウからいっちゃおうかなぁ〜」

　尻尾があったらきっと左右に忙せわしなく振られているであろう、楽しげな笑顔を浮かべるあやめは、ブスュッ、と肉に箸を突き刺す。その瞬間、肉汁が跳ね、箸の周りからもまたこんこんと泉のように肉汁が湧き出してきていた。それに、あやめの品の良い口が大胆に齧かじりつく。

　スペアリブを箸で食べようとしても、無理なのではないか。山崎は疑問に思ったが、不思議とあやめが齧りついた肉はたやすく噛み切られる。

「ん〜！　すっげー！」

　口元を照からせ、あやめは満面の笑み。彼女が見つめるスペアリブの骨は綺麗に肉と分かれていた。どうやら、骨と肉の間に切れ込みを入れて食べやすくしてあったようだ。

　あやめは肉を容器に戻すと、即座にご飯を頬ほお張ばる。見ている方が幸せになり、それでいて空腹になるような、気持ちの良いの食べっぷりだ。山崎がかつて付き合ってきた女の子は誰一人として彼の前でこんな大胆な食べ方はしなかったが、これはこれで魅力的で……アリだ。

　続けて焼きネギを口にするあやめに、山崎は言う。

「どう、あやめ。おいしい？」

「うん！　むっちゃうまい。結構脂多いけど、今日はいろいろあったからね、丁度良い。それにさ、てっきり塩コショウだけかと思ったけど、意外とナツメグか何かの香料使って臭くさみを消してて、食べやすいし。そうそう、このネギもさ、甘いくせに食べると脂を洗い流してくれて……あ、哲さとしは食べないの？　伸びるよ？」

　言われて山崎はすっかり自分のカップ麺のことを忘れていたのに気がつく。あやめの食べっぷりに見とれてた、と素直に笑って言って、カップ麺を啜すすった。

「……哲は今日どうだった？　ゲーセンとかスーパーとか、付き合ってもらっちゃったけど」

　麺がまだ口に入っていたので、山崎はすぐに返答せずに、先にじっくりと思案を巡らせた。彼女に好感を持たせる返答を考える。

「うーん、ちょっと意外というか……驚いたかな」

「あっ、やっぱり？」

「うん。でも、面白そうだったな。あのボーダーブレイクも、さっきの争奪戦も。今度さ、ちゃんと挑戦してみるよ。狼、だっけ？　腹の虫の加護とかを受けるとあそこまで戦えるなんて。冗談だと思っていたのに、ビックリしたよ。俺もなれるかな」

　言い終わって、さっきまで微笑んでいたあやめが、箸の先を口に咥くわえたままどこか見覚えのある顔で山崎を見ているのに気づいた。無表情のような、こちらを品定めするような……それは犬が飼い主の顔から真意を探ろうとする時の表情に似ていた。チョコボールの近くで〝おやつ〟〝散歩〟〝病院〟等の単語を偶然言った時に、よくこんな顔をする。

　……いささか淀よどみなく言い過ぎて、作った言葉なのが見透かされたかもしれない。山崎は台詞せりふを整理し過ぎたことを少し後悔した。

　場を流すように、山崎はあやめに向かって微笑むと、そっか、と、彼女は苦笑するように笑い返してきた。そして彼女はもう一つのスペアリブに齧りつく。タレがしっかりと染みこんでいる証あかしのように、肉の断面もほんのりと飴色のそれだ。

　うまそうだった。凄く。ただ、それと同じぐらいあやめが噛み切り、彼女の唇がなぶった肉の断面もまた、彼の心を惹ひく。

「あやめ、俺も一口欲しいな」

　んー、と彼女は考えた後、竹を割ったようなキッパリとした返答。

「ヤだ」

　いたずらっぽくあやめが笑う。その笑顔は今日一日かけて見てきた……いや、今まで見てきた彼女の笑顔とは何か違っていた。二人っきりだからなのか、それとも今までとは何かが違うのか。まさか単にうまい弁当に心弾んでいるわけではないだろうと、山崎は考える。

　ともかく、このノリなら……いけるに違いない。

　山崎はキラキラと三日月を映す池を見やりながら、味気ないカップ麺を啜る。

「あのさ、あやめ」

「ぅん？　なに？」

「付き合ってる人って、いる？」

「まぁ……いないけど」

　チラリと横目であやめを見やると、彼女は塩コショウ味のスペアリブを綺麗に骨だけにしている。平然と。男女二人っきりで、付き合っているか否いなかを問うというのは、もはやどういう意味を持つのか、明確だ。それなのに、彼女には動じた様子はない。

　確かに場所等はそれなりでも、さすがにカップ麺を啜り、スペアリブに齧りついている最中はありえない、とでも思っているのか。山崎自身そう思っているのだから、当然かもしれない。

　だが、ここしかない。ここで決めなければ次のチャンスはいつになるかわからないのだ。

　今までうまくやってきたし、自分ならば全てうまくいく。山崎は自分を鼓こ舞ぶした。

　山崎はカップ麺を汁まで一気に啜ると箸を置き、弁当をほとんど食べ終えたあやめを見つめた。そして、言う。出来るだけシンプルに、真剣に。あやめにはその方がいいはずだ。

「あやめのこと、好きなんだ。付き合って欲しいんだけど、どうかな」

　そして、山崎は真まっ直すぐにあやめを見つめた。彼女の顔が、照れて赤くなるのを期待して。

　だが彼女は箸を置くと、いささか困った顔をして池を見やり……ポリポリと頭を掻かく。

「あー……うーん。どうしようっかな」

　即座にＹＥＳという返事は来ない。しかし、ＮＯとも言っていない。際きわどい。押せば、押し切れる。山崎は確信した。

「初めてあやめを見た時からずっといいなって思ってた。一ひと目め惚ぼれだったんだ。ただ、今まで言い出す勇気も、チャンスもなかったから……大分遅くなった」

　嘘ではない。少し小綺麗に修飾しただけだ。山崎は何となく言い訳するように胸の内で呟く。

「……いきなりこういうこと言っちゃって、驚いた？」

「いや、まぁ……そうだなぁ。何となぁくわかってはいたんだけど、今日言われるとは、ちょっと思わなかったかも」

「あ、やっぱり、わかってたんだ」

　それなりにね、と、あやめはまた困ったような笑い方をし、山崎も同じように笑った。

　そして沈黙。池には魚がいるようで、ポチャッと水面を跳ねたような音が明めい瞭りように聞こえた。

「返事は急がないから、少し、考えて欲しい」

「うーん、いや、今の方がいいかな」

「そう？」

「うん。時間かけても変わんないし。……それじゃあさ、相談なんだけど、ライトなのとヘビーなの、どっちがいい？」

「……ん？　何、が？」

「返事。ホントはライトな方でサラッとやろうかなって思ったんだけど、哲、何か、結構真剣に言ってきたから、どうしようかなって迷っちゃった。今日一日付き合ってもらったしね」

「それは、どういう……？」

　あやめは優しげに、しかし、やっぱりどこか困ったように微笑むばかり。

　意味がわからない以上、どちらでも同じだ。山崎は何となくヘビーを選択した。

「オッケ。……ちょっとハズいし、哲を傷つけるかもしれないけど……その方がいいよね」

　一瞬、あやめの言葉を聞いて、時間が止まったような気がした。しかし、胸の内で、まだだ、と声を上げて、山崎は時を無理矢理に動かした。

「ごめん。気持ちは嬉しいよ、それは嘘じゃない。でも、哲とは、付き合えない」

「……どうして？」

「アタシが、そういうのが得意じゃないってのもあるんだけどさ。……何て言うのかなぁ。哲、無理してるじゃん、ずっと。ゲーム部の先輩やアタシたちに話を合わせてくれたり、優しくしてくれたし、笑わせてもくれたけど……でも、それって、ちょっと違うよね」

　山崎は手の中のカップ麺の容器をいじりつつ、彼はあやめの言葉を聞き続けた。

「哲が嫌いってわけじゃないんだ。でも、無理しているのはいつも感じていたから。哲は自分も同じ側の人間だってしたかったみたいだけど……匂いっていうのかな、アタシたちとは何か違うなって、入部してきた時から思ってたよ。それはそれで別に良かったんだけど……」

　全部見透かされていたか。思いの外ほか、彼女はよく見ている。山崎は自然と舌打ちしそうになったが、歯を喰くい縛しばって呑み込んだ。まだ、諦めはしない。何せ半年も粘ねばったのだ。

「うん、そう。俺はゲーマーじゃない。あやめと少しでも一緒にいられる時間が欲しくて、入部したんだ。だから別に無理とは違うよ。……強いて言えば、努力かな」

　……かもね、とあやめはそっけない。好きだったからとアピールし、言葉を変えてみるも、彼女の気持ちが動いた感じはしなかった。

「相手に少しでも好かれるように努力するのって、恋愛とかじゃ必要なことじゃないかな？」

「うーん、どうなんだろ。そういうの詳しくないから、わかんないや。ただ……そういう相手と一緒にいると、楽しいかもしれないけど、疲れちゃいそうだなってのはわかるよ。お互いにずっと努力していなきゃいけないなんて、アタシには無理だもん」

　生まれて初めてフラれる。それがはっきりとわかった。時間を掛けた分、ムシャクシャした嫌な気持ちが湧き起こるが、それはさすがに堪こらえる。出来るだけ、平静を装った。

「……それじゃ、どんなだったら付き合ってくれた？　どんなだったら良かった？　参考までに、あやめの理想の相手、聞いておきたいな」

　その返答には今まではっきりと言葉を紡つむいでいたあやめが、え？　と、初めて言葉を濁にごした。そして池や、星空や、残りわずかになっているタレ味のスペアリブに視線を泳がせる。

「それは……言わなきゃダメ、かな？」

　明らかに困った気配があったが、山崎は嫌がらせをするように返答を強要する。

　正直山崎は自分に自信もあったし、告白したらあやめも喜ぶだろうと思っていたぐらいだ。それなのに、拒否した。だからその理由を知りたいと思うのは当然だし、何よりそこからチャンスを探ることも出来る。ただ、本当に嫌がらせをしてやりたい気分がないわけでもなかった。

「じゃ……ちょっと待って、今考えるから」

　あやめは頭を掻かいたり、空を見上げたり、視線を泳がせながら必死に考えているようだ。

　しばらくした後、彼女の動きは止まり、頭の中で言葉を整理するように、俯うつむきながら、小さく幾度か頷いた。見つめるあやめの横顔に、照れ笑いのような表情が浮かぶ。

「うーん……やっぱり、どうしても言わなきゃ……ダメ？　何だか照れるよ、やっぱり」

「うん。聞かせてよ。それぐらい、いいだろ？」

　しばしの沈黙の後、わかった、とあやめは弱々しい口調で言った。まるでどちらが告白しているのかわからなくなるようなシチュエーションだな、と山崎は醒さめた頭で思う。

　あやめは緊張したような顔つきで眼鏡を掛け直して、深呼吸。そして……強しいて言えばだけど、と言葉を置いてから、言った。

「一緒にいても一人の時のように気楽、でも、一緒にいれば一人の時のような寂しさがない。……そんな楽な相手じゃないと、ヤダ……かな」

　まるで池にいる思い人に告白するように、あやめは水面を見つめ、頬を赤らめ、そう、言った。不安で、どこか怯おびえるように、でも……何かを期待する。そんなふうに。

　山崎の見たかったあやめの表情。しかし、それは山崎には向いていない。綺麗な顔も、碧あおい瞳も、そして彼女の心も。

　それが、無性に山崎の心を傷つける。今のあやめの表情、仕草、その全てが今まで山崎が知っている誰よりも魅力的であるが故ゆえに、余計に悔しさが滲にじむ。

　あやめの顔が急に山崎に向けられた。しかし、その表情は恥ずかしげに笑うばかりで、先ほどまでのそれとはどこか違っていた。

「こんなのクラスの奴らとかに言うなよ〜。哲が無理強いするから、アタシもちゃんと本気で考えて――」

　あやめの理想像のどこかにとっかかりを見つけて、そこからうまくやれば、試ためしに付き合う、というところぐらいまでいけると踏んでいた。しかし、それすら見透かされていたのだろうか。自分を遠ざけるために、わざとあんな禅ぜん問もん答どうのようなことを言ったのかもしれない。そう考えると、何だか馬鹿にされたような気がしてきて、沸ふつ々ふつと怒りにも似た感情が湧き起こった。

　あやめの言葉を遮さえぎるように、山崎はカップ麺の容器を地面に落とし、急に立ち上がる。そして、驚き顔のあやめを見下ろした。

「そんな……そんな奴いるわけ――!!」

　ないだろ!!　そう言い切る前に、あやめの手が動いた。再度掴んだ箸で残っていたタレ味のスペアリブを挟み、その肉の部分を山崎の口に押し込んで言葉を封じたのだ。

「最後の一口、あげるよ、哲。おいしいよ」

「うぐっ……ちょっと待てって！」

　驚いて数歩下がった山崎は、骨の部分を持って口からスペアリブを抜く。

　あやめは淡々と弁当容器を片づけ、地面に落ちたカップ麺の容器を拾い、全てをレジ袋に詰め込んでいた。

「哲、今日はありがとう。結構楽しかったよ。好きだって言ってくれたことも、嬉しかった。でも、ごめんね。……じゃあ、また来週学校で」

　ゴミの入ったレジ袋を揺らして、あやめが去っていく。

　山崎はスペアリブを手に、それを黙って見送るしかなかった。たとえどんな言葉を口から出しても、彼女を止めることはできないだろう。それは……もう、何となくわかっていた。

　山崎はヤケな気持ちで肉を齧かじる。切り込みの入ったその肉はいともたやすく骨から離れた。そして噛みしめれば、肉汁が弾けるようにして溢あふれてくる。しかもそれには濃厚なタレの味が混ざっていて、口内の唾つばを要求する。

　トマトベースのそれは玉ねぎの香るような自然な甘みと、照りを出す効果もある蜂蜜の素そ朴ぼくな甘み、ニンニクの風味、そして味をボケさせないためのジンワリと辛からさを覚える香こう辛しん料りようで素材スペアリブを彩る。いや、それだけじゃない。黒い部分、そこにはかすかに焦げた醤しよう油ゆ特有の香ばしさがあるように思えた。より日本のご飯に合いやすくするための、隠し味だろう。

　咀そ嚼しやくする度たびに肉汁は溢れる。こんなに凄いのに、重すぎる感じがないのは味付けの妙だろうか。それとも……ふと、山崎は気がつく。最初、タレに漬け込んでからオーブン等で焼いたものかと思ったが、そうではなく、漬け込んだ肉を焼いて香ばしさを加えた後に、最後にタレの味をより強調するように軽く煮込んであるような気がした。塩コショウで焼き上げた素材勝負のもう一つのスペアリブとの対比を強くするために、あえて一ひと手て間まかけたのかもしれない。そしてそうすることで香ばしさやタレの味が、肉のパワーをうまく包んでくれているのだろう。

　とにかく、うまい。噛めば噛むほどスペアリブのポテンシャルが発揮されていく。

　白いご飯が欲しくなった。それに口をさっぱりとしてくれる漬け物があれば最高だろう。

　あやめの話によれば半額弁当争奪戦でゲットした弁当には『勝利の一味』というのが加わり、さらにうまくなるのだという。参戦していない山崎ですらこんなにうまいのなら、なるほど、あんな笑顔になるのも頷うなずける。

　山崎はスペアリブにではなく、そんな考えに至った自分を自じ嘲ちよう的てきに、笑った。

　去っていくあやめの背中を見る。まだ、追いかければすぐに追いつくだろう。

　しかし追いかければきっと彼女は遠ざかっていく。そんな気がした。

　だから、山崎は声を掛けた。あやめ、と。彼女は振り向かずに立ち止まってくれる。

「さっきの返答って、ヘビーの方だったよな。……それじゃ、ライトな方だったら、何て言っていたんだ？　俺が好きだって、君に軽く言ったら、何て言って断った？」

　別に答えは変わらないだろう。単にもう一度彼女の顔が見たかっただけだった。

　思惑通り、あやめは振り向く。ただ、その表情は予想していなかった。

　山崎が思わずハッとするような、得意げで、ちょっとはにかむような……最高の笑顔をあやめは浮かべた。そして、言うのだ。たった一言。短く、キッパリと。そして、先ほどまでの言葉全てをまとめるように。

　――メンドイ、と。

　心を奪われるような彼女の笑顔と、あまりにライト過ぎる返答に、山崎は呆あつ気けに取られた。

　だが、スペアリブを味わったように、その言葉を胸の内で反はん芻すうしていると、なるほど、と妙に納得できるから不思議だった。

　納得した途端山崎には笑いがこみ上げてくる。あやめもその笑顔のまま、笑った。

　最後の最後にそんな笑顔は反則だろう。山崎は笑いながら、そう思った。




　あやめと別れた後、山崎は心を落ち着けてから家いえ路じについた。さすがに泣きはしなかったが、何だか妙に傷ついていて、すぐに帰ろうという気にはなれなかった。

　家に連絡するのを忘れていたし、告白の邪魔になるからと携帯電話の電源を落としていたので、夜遅くに帰宅した山崎を両親は咎とがめてきたが、一人にしてくれ、と彼は一いつ蹴しゆうして、扉を叩たたきつけるようにして自分の部屋に籠こもった。

　ベッドに仰あお向むけになって瞼まぶたを閉じる。暗くら闇やみの中に最後のあやめの笑顔が浮かんできて、山崎は身み悶もだえした。何故かそれは、幼い頃、幼稚園の先生に向けた初恋を思い出させる。

　あの時は絶対的に不可能な恋だった。だから辛つらかった。どうあがいてもダメだという事実が苦しかった。今回のは……今回のも、そうだから、こんな気持ちになっているのか。

　あやめのあの時の声が、耳に蘇る。

　一緒にいても一人の時のように気楽、でも、一緒にいれば一人の時のような寂しさがない。……そんな楽な相手じゃないと、ヤダ……かな。

「何だよ、それ。そんな相手、いるわけないだろうが。チクショウ。……一人と二人のいいとこ取りじゃないか」

　シャカシャカシャカ……。フローリングの廊ろう下かに小さな傷を刻む足音。瞼を開けるまでもない。チョコボールだろう。寝転がったまま、チラリと見やれば、部屋の扉が少しだけ開いていた。多分、勢い良く閉めすぎたがために反動で閉まらなかったのだろう。

　そこからとぼけ顔のチョコボールが顔を差し込み、山崎の様子を窺うかがう。フンっと鼻を小さく鳴らすと、彼は部屋の中の匂いを嗅かぎ回りながら、ベッドを昇ってくる。そして、スペアリブの匂いが残っているのか、山崎の口周りの匂いを徹底的に嗅いだ後、頬をペロリと舐なめた。

　そして山崎の顔に鼻先をくっつけるようにして、枕の上で丸くなる。鼻息がくすぐったい。

「ったく、何だよ……」

　山崎は、寝ている体勢のままチョコボールを持ち上げると、鼻息がかからないように顔の向きを少しだけずらして、再び枕に寝かせた。

　そしてまた山崎は仰向けになって、もう一度あやめが言ったことについて、考えた。

　あやめが言ったような相手が果たして存在するのか？

　まさに禅問答だ。いくら考えても答えなんて出てきそうもない。やはり自分を遠ざけるための嘘だったのか。そんなにふうにされるぐらい、自分は嫌われていたのだろうか？

「どう思う、チョコボール？」

　彼は天井を見つめたまま、チョコボールの背を撫でた。フンッと、チョコボールは荒く鼻息を吹いた。どうでもいい、くだらない、とでも言うかのようだった。

「だよなぁ。……結局、フられたんだもんなぁ。チクショウ、半年もかけたってのに」

　フられたと思うとやはり辛つらくもあったし、悲しくもあったが、不思議ともう終わったのだと思えた。何故だか、さっきより胸の苦しさが薄れている気がする。

「あ〜あ、来週から学校、行きづらいぞぉ。気まずい以上に、あやめの顔を見たら、俺……」

　山崎はハッとした。独り言のようにチョコボールに話しかけている、今この瞬間……まるで残り数枚になったジグソーパズルのように、あやめの言葉の謎なぞが、全て解けた気がした。

　一緒にいても一人のように気楽なのに、一緒にいれば一人でいる時のような寂しさがない相手……それは、ペットのことじゃないのか。いや、ペットのような、そんな、相手のことか。

　しかしそれは人間以外ということか？　山崎はひたすら考える。仮にチョコボールが人間だったとしたら、立ち位置的にそれは……家族だ。親でも兄弟でもないが、それに一番近いだろう。

　つまりは、著しや莪があやめの、そんな相手……ペットや家族……一切気を遣わなくとも、ずっと側そばにいるような……そんな……。

「……あっ」

　山崎は思わずベッドから跳ね起きた。

「あー！　あーっ!!　知ってる。知ってるぞ、俺は!!」

　そう、一人だけ、知っている。顔はもう覚えていないが、文化祭の時、他校の生徒でありながらファミ部と行動を共にして病院を一緒に回ったのだ。アイツと。

　そうだ。あやめが求める、全ての条件を満たした男が一人、いる。

　たった一人だけ、本当に存在する。

　あやめと双子のようにして生まれ育ったという、従弟いとこが……いる。

「そりゃ、お前……ズルいだろ。ズル過ぎるっつぅか、何だよ。それって、もう……つまり、そういうことだろ、おいっ！　何だよぉもぅ!!」

　山崎はベッドの上で、土下座するように顔を布団に押しつけ、そのまましばらく身悶えた。

　顔を上げると、同じように顔だけ上げてこちらを見ているチョコボールと目が合った。

「……お前はいいよな。……俺は、お前になりたいよ」

　そうしたら彼女のペットとして、あの笑顔を毎日近くで見ていられるはずなのだ。それはそれで幸せな毎日が送れそうな気がする。

「お前は幸せか、チョコボール？」

　チョコボールはよくわからないというように、首を傾かしげた。




　　　　　●




「うぉお〜……」

　著莪あやめは、セミダブルのベッドの上で布団を抱きしめたまま、ゾンビのような呻うめきを上げつつゴロリゴロリと左右に転がった。

「あー、寝らんなぃ〜……」

　山崎の告白のせいか、それともそれを吹っ切ろうとしてかなりの長風呂をして体が火ほ照てっているせいか、それとも……。とにかく眠気はあるのに、なかなか寝付けないでいた。

　著莪はベッドの上で胡座あぐらをかくと、まだ湿っぽい頭をポリポリと掻く。

　一いつ旦たん小難しいことは置いておいて、すぐに対処出来る問題を片づけることにした。まず、暑い。これをどうにかしよう。

　著莪は、そりゃっ、と、掛け布団を脇にまるめてどかし、再び横になる。瞼を閉じる。寝ようとする。……眠れない。これまで毎日どうやって寝ていたのかが気になりだすぐらいだった。

　悶もん々もんとした時がしばらく続いた後、瞼の裏に今日のレイクパークの出来事が蘇よみがえってくる。

　高校に入学してから幾人にも告白されてきたが、本気かどうかはともかく、それらは大抵サラッとした冗談半分のそれだったり、知らない相手からのいきなりのものだったり……そんなのばかりだったので、ライトな方の答え方をしていたし、それで困ることもなかった。

　それまで友達と思っていた相手であれば、それ以降も友達としてやっていける。知らない相手なら自分はこんなんだからごめん、と暗に伝わっていたはずである。

　だから、山崎にさもカッコ付けて「ライトなのとヘビーなの、どっちがいい？」言ったものの、ヘビーな返事なんて選んで欲しくなかった。

　実際言ってみると何だか相手を傷つけてしまったような気がして心が痛かったし、山崎へ言ったことが的確かどうかはともかくとしても、あんな台詞せりふはどう考えても、らしくない。

　これだけでも眠れない原因になっているのだろうが、問題はその後だ。まさか自分の理想の相手を訊きかれるなんて、さすがに予想外だった。なんとかかわそうとしたけれど、それもダメ。

　これにはさすがの著莪も焦あせった。無論、そこで冗談半分の対応は彼の真剣な顔が許しはしなかっただろう。だから、考えた。多分、思い出せる中では今までで一番ちゃんと、自分が求める理想の相手の条件を思い描いた。その結果、口から出てきたのが……アレである。

　そんな言葉を自分が紡つむいだこと自体が今でもまだ信じられないし、あんなことを言ったと考えただけで顔から火が出そうになる。だから著莪はまた丸めた掛け布団を抱き枕のようにして、両手両足でしがみつき、顔を押し付けた。そしてそのままコロリコロリとベッドの上を左右に動く。セミダブルなので、多少動いても余裕がある。

「……うん、ダメだ。寝られないや。……何かゲームでもしようかな」

　著莪は起き上がり、ベッド脇にある棚に眼鏡とＧゲームＧギアを求めて手を伸ばす。しかし、先に触れたのは眼鏡ケースではなく、携帯電話だ。何となく、手に取った。

「あ〜……。そういや、なんで何の連絡もよこさないのかなぁ。発起人はアタシだってのに、まったく。茉ま莉り花かも仙せんも、花はなも佐藤も何して……」

　著莪はまたベッドに横になって、しばらく携帯の液晶モニターを見つめていた。佐藤と二人でバイクに乗って見学に行った、羽はね田だにあるセガ本社ビルを撮影して作った壁紙だった。

　――今、何を、しているんだろう？

　著莪はメールを確認。何もないのを確認。

　壁に掛けた時計の音だけが聞こえる。チックタック。

　何故だか急に、嫌になるぐらいの寂しさが、著莪の胸に湧き起こる。

　気がつくと著莪は佐藤をコールしていた。数秒後、聞き慣れた従弟の声。

「あ、佐藤？　いや〜、何か寝られなくってさ。電話してみた。……うん、つまりさ、暇」

『いや、知らんがな。こっちは今……』

「あっ、忙しい？」

『うーん、まぁ、その……うん』

「なんだよ。折せつ角かく電話したのに。……しょうがないなぁ、じゃ茉ま莉り花かか仙せんにでもかけるかな」

『実は僕も丁度著莪のことを考えていたんだよね！』

　え？　何で？　著莪は言って、起き上がった。

『あぁいや、何となく……うん、何となく。窓っていうか、ビニールなんだけど、そこから空を見ていたら何となく』

　なんだよそれぇ、と著莪は笑い、また横になる。

　著莪はしばらく佐藤たちの今日の出来事について話を聞かせてもらう。どれも面白かったが、特に『うなぎ茶漬け弁当』の一件のことに話が及んだ時、電車を一本遅らせれば良かったんじゃないのか、と佐藤に言ってやった時は傑作だった。著莪はベッドの上で大笑いした。

『……あっ、今、雲間に流れ星が』

「佐藤、急げ！　セガのハード事業部復活を祈るんだ!!」

『間に合うかっ！』

「使えないなぁ、もう。今ので全世界六〇億人のセガ信者の夢が……あ〜あ」

『……そんな重い使命をいきなり背負わされても……』

　著莪が笑っていると、また佐藤が「あっ」と声を上げた。

「今度は何？」

『……雪だ。雪が、降り始めてる。……そりゃ寒いわけだ』

「こっちはあったかいよ。っていうか、今アタシ暑くて眠れないぐらい。……こっち来る？」

　佐藤に聞こえるように著莪はベッドの隣をポンポンと叩いた。行けるか！　という佐藤の声に、著莪は上機嫌に笑った。

「今朝アタシの忠告通りに、行くのやめとけば今頃寒い思いしなくても良かったのに」

『んなわけいくか。僕だって旅行を楽しみにしていたんだから』

「あははは、わかってる。でもさ、さっきの話だと相当楽しんだみたいだし……帰ってきたら、ゲーセンでも行こうよ。もちろん、アタシを置き去りにした佐藤の奢おごりで。ほら、そうすると幸せは公平フエアなものに」

『……何で僕が分け与えてフェアにしないといけないんだよ』

「んじゃ、佐藤のをシェアで」

『僕の幸せをシェア……それって結局、奢るの僕じゃないの？』

「バレたかー」

『バレるわー』

　そうして、二人は笑った。相手の声を聞いていると、離れてはいても、著莪はまるで佐藤と同じベッドの上で笑い合っているような、そんな気がしてしようがなかった。

　それから著莪は一度ベッドから降りると、カーテンを少し開ける。その隙間から佐藤と同じ星空を見上げつつ、またベッドの上で電話を続けた。

『……あのさ著莪。さすがに僕も、眠いんだけど』

「えー。いいじゃん、もっと話そうよ」

『っていうか明日もあるんだから、そろそろ寝ないとキツイんだよ……』

「大丈夫、夜は長いんだから、さ」

　著莪が言うと、何故か電話の向こうで佐藤は、ぐぬぬぬ、と唸うなりだした。

　偶然に自分は何かうまいことでも言ったのだろうか？

　まぁ、どうでもいいや。著莪は笑った。

「……だからさ、もっと、こうして話していようよ。……ね、佐藤」

　著莪はベッドの上で、甘えるように、囁いた。


〈了〉
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